
 ・別途指定する建設機械については排出ガス対策型の使用を原則とする。

 ・この設計書で施工機械・仮設材の規格、調査条件等の記載及び「人、ｈ、ℓ、％、日、

 ・時、工数、空m3、掛m2、日・回、日回、供用日、月」の単位により見積りのための参

 ・考数量を示したものは任意扱いです。したがって、内訳書の作成や契約を拘束する

 ・ものではありません。ただし、指定した場合を除きます。

工 事 名 令和８年度（債務負担行為）南穂高児童館別館（豊科北小児童クラブ）建設工事

施 工 箇 所 安曇野市 南穂高児童館

設　　　　計　　　　概　　　　要 施　 工　 方　 法 請　　負

金銭的保証

子ども家庭支援課　子ども子育て政策係

財産管理課　施設経営担当

施　 工　 期　 間 契約日～令和10年１月28日

担当課

工事担当課

契約保証方法

金抜設計書

○南穂高児童館別館の新築工事

別館本体：木造２階建 床面積484.08㎡

外構工事：アプローチ工事、フェンス工事、遊具移動、

駐車場整備、植栽伐採等

その他：キュービクル設置工事、既存プール撤去工事

安　曇　野　市
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工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

 

Ａ　共通仮設費 式 1.0

Ｂ　児童クラブ工事費 式 1.0

Ｃ　外部階段工事費 式 1.0

Ｄ　解体外構工事費 式 1.0

Ｅ　電気工事費 式 1.0

Ｆ　機械設備工事費 式 1.0

　純工事費計

　現場管理費 式 1.0

　一般管理費等 式 1.0

　工事価額計

　消費税相当額 式 1.0 10%

　設計工事費合計

1

令和8年度（債務負担行為）南穂高児童館別館（豊科北小児童クラブ）建設工事　内訳書

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ａ　共通仮設費

共通仮設 率仮設 式 1.0

（積上げ仮設）

仮囲い 成型鋼板　H=2.0　12ｶ月 m 112.0

出入り口 ｸﾛｽｹﾞｰﾄ　Ｗ=3.0　Ｈ=1.8　12ｶ月 ヵ所 3.0

交通誘導警備員 人 48.0

室内環境測定 ｱｸﾃｨﾌﾞ法　4ヵ所 式 1.0

鉄板養生 9か月 ㎡ 204.0

A-計

2

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ　児童クラブ工事費

Ｂ-1　直接仮設 式 1.0

Ｂ-2　土工 式 1.0

Ｂ-3　地業 式 1.0

Ｂ-4　鉄筋 式 1.0

Ｂ-5　コンクリート 式 1.0

Ｂ-6　型枠 式 1.0

Ｂ-7　防水 式 1.0

Ｂ-8　タイル 式 1.0

Ｂ-9　木工 式 1.0

Ｂ-10　屋根及び樋 式 1.0

Ｂ-11　金属 式 1.0

Ｂ-12　建具 式 1.0

Ｂ-13　塗装 式 1.0

Ｂ-14　内外装 式 1.0

Ｂ-15　ユニット及びその他 式 1.0

Ｂ-計

3

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-1　直接仮設

遣り方 m2 263.0

墨出し m2 469.0

外部足場 枠組本足場　H<10　W=600　6ｶ月 m2 855.0

安全手摺 6ｶ月 m 101.0

養生ｼｰﾄ 6ｶ月 m2 855.0

内部足場 脚立足場　並列　2ｶ月 m2 455.0

養生 m2 469.0

清掃跡片付け m2 469.0

竣工時清掃 竣工時クリーニング m2 469.0

Ｂ-1　計

4

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-2　土工

根切 ｍ3 178.0

すきとり ｍ3 62.5

埋戻し ｍ3 20.0

残土処理　積込・運搬 4tﾀﾞﾝﾌﾟ　DID区間有り　9km　自由処分　 ｍ3 158.0

土木機械搬入 回 1

Ｂ-2　計

5

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-3　地業

砂利地業 RC40-0 t150　再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ m3 40.0

床付 m2 262.0

ステンコン枠 m 160.0

生ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc=18　S=18　ｽﾃｺﾝ m3 3.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 ポンプ共 m3 3.0

ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送　基本料金 回 1

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷き t=0.15 m2 227.0

基礎土間下　断熱材敷込 スタイロ3種Bｔ25 m2 227.0

Ｂ-3　計

6

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-4　鉄筋

本体部分

異形鉄筋　ＳＤ295 Ｄ10 t 1.0

異形鉄筋　ＳＤ295 Ｄ13 t 4.5

異形鉄筋　ＳＤ295 Ｄ16 t 0.3

鉄筋加工組立 t 5.8

鉄筋運搬費 4t車 t 5.8

副資材 式 1.0

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰＨ2 t 0.2

Ｂ-4　計
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摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-5　コンクリート

生ｺﾝｸﾘｰﾄ
Ｆc=21+6　S=18　基礎ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ m3 12.5

生ｺﾝｸﾘｰﾄ
Ｆc=21+6　S=18　土間ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ m3 45.5

生ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 6.0

生ｺﾝｸﾘｰﾄ Ｆc=21+6　S=18　雑ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 2.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 12.5

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 45.5

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 立上りｺﾝｸﾘｰﾄ m3 6.0

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 雑ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 2.0

ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送　基本料金 回 3.0

Ｂ-5　計

8

Ｆc=21+6　S=18　立上りｺﾝｸﾘｰﾄ

摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-6　型枠

普通型枠 基礎 m2 52.7

普通型枠 立ち上がり m2 58.8

型枠運搬費 4t車 m2 112.0

アンカーセット M12材工 本 164.0

アンカーセット M16材工 本 11.0

Ｂ-6　計

9

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-7　防水

下地処理　入隅処理 面木又はシール処理 m 54.6

FRP防水　平場 ポリルーフ　MPS-4工法 m2 16.4

FRP防水　立上 ポリルーフ　MPS-4工法 m2 11.5

改修用ドレン 4t車 ヵ所 2.0

端末シール 式 1.0

法定福利費 式 1.0

Ｂ-6　計

10

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-8　タイル

（　外部床　）

磁器質ﾀｲﾙ　300角 名古屋ﾓｻﾞｲｸ工業：モンセラット同等 m2 13.6

磁器質ﾀｲﾙ　300角 立ち上がり m 7.8

視覚障碍者用床ﾀｲﾙ　300角 44枚 m2 4.0

Ｂ-7　計
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摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-9　木工

（　構造材　ﾌﾟﾚｶｯﾄ　）

構造用集成材
柱・梁　レッドウッド集成材　      使用環境
A,C m3 35.1

桧土台　105*105 ＫＤ　特一等 m3 1.7

工場加工費 構造用集成材 m3 35.1

ヒノキ土台 m3 1.7

接合金物 ボルト類共 式 1.0

建て方工事費 構造用集成材・レッカー共 式 1.0

ヒノキ土台・金物 式 1.0

木材防腐塗装 外部柱下部1.0ｍ・汚れ止め塗装含む 式 1.0

垂木工事費 垂木45*120ベイマツ・垂木用ビス 式 1.0

プレカット加工費 式 1.0

施工費 式 1.0

野地工事費 野地合板t12・雲筋交 式 1.0

プレカット加工費 式 1.0

施工費 式 1.0

12

摘　　　　　　　要 備　　　考



　

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

床工事費 床合板28・大引・鋼製束 式 1.0

プレカット加工費 式 1.0

施工費 式 1.0

耐力壁工事費 筋かい・下地材 式 1.0

プレカット加工費 式 1.0

施工費 式 1.0

外壁面　構造用合板t9張 間柱共 m2 260.0

破風・鼻隠し m 111.0

運搬費 プレカット材 式 1.0

（　端柄材　材工　）

間柱・窓台 杉　特一等 m3 5.9

間仕切り・胴縁・下地材　等 杉　特一等 m2 199.0

バルコニー防水床下地
ラワンT1合板t12 2重張　根太
共 m2 28.0

内部床　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張下 ラワンT1合板t5.5 m2 131.0

内部床　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ張下 ラワンT1合板t2.5 m2 302.0

13

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　造作材　材工　）

額縁　25*100 ベイツガ m 240.0

WD枠　25*150 ベイマツ m 157.0

WD枠　40*200 ベイマツ m 30.0

床框 集成材　60*120 m 4.5

掲示板枠 40*20 m 24.0

木製手摺 集成材　25*120 m 26.0

鏡枠　10*10 ベイマツ m 21.0

階段ササラ・踏面 集成材　30*300 m 55.2

階段蹴上 集成材　30*110 m 37.5

階段手摺天板 集成材　25*150 m 6.8

ライニング天板 集成材　25*120 m 5.0

階段手摺 金物含む m 26.0

（壁石膏ボード）

界壁　石膏ボード張 t12.5+t9.5 両面2重貼 m2 76.7

一般部　石膏ボード張 t12.5 m2 675.0

Ｂ-9　計
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備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-10　屋根及び樋

（　屋根板金工事　）

1-南面

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板竪ﾊｾﾞ葺き t=0.4 m2 192.0

改良アスファルトルーフィング t=1.0　片面粘着 m2 192.0

軒先唐草 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 53.4

ケラバ唐草 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 14.4

破風包み ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 53.4

ケラバ包み ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 14.4

水上片棟包み
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工・換気
部材・下水切・木下地共 m 26.7

雪止金物 L-40*40*3　ドブメッキ m 26.7

軒樋
HACO HG15号　吊金具
@600 m 27.0

軒樋ジョイント ヵ所 1.0

自在ドレン 軒樋ドレン114Φ丸落し ヵ所 3.0

竪樋 大型丸型114Φ　控エ@1200 m 17.6

エルボ 114Φ用 ヵ所 5.0

15

摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

2-北面

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板竪ﾊｾﾞ葺き t=0.4 m2 75.0

改良アスファルトルーフィング t=1.0　片面粘着 m2 75.0

軒先唐草 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 26.7

ケラバ唐草 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 5.6

水上片棟包み ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 26.7

ケラバ包み ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 5.6

水上雨押エ水切り
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工・換気
部材・下水切・木下地共 m 26.7

雪止金物 L-40*40*3　ドブメッキ m 26.7

軒樋
HACO HG15号　吊金具
@600 m 27.0

軒樋ジョイント ヵ所 1.0

自在ドレン 軒樋ドレン114Φ丸落し ヵ所 3.0

竪樋 大型丸114Φ　控エ@1200 m 21.9

運搬費 式 1.0

荷揚げ費 式 1.0

法定福利費 式 1.0

16

摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

3-アプローチ屋根

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板竪ﾊｾﾞ葺き t=0.4 m2 9.6

改良アスファルトルーフィング t=1.0　片面粘着 m2 9.6

軒先唐草 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 7.7

ケラバ唐草 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 2.7

下屋根平葺き ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4 m 11.3

同上立ち上がり ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4　H200 m 10.4

改良アスファルトルーフィング t=1.0　片面粘着 m2 5.0

軒先唐草 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 8.3

ケラバ唐草 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 3.0

破風・鼻隠し包み ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 11.3

水上雨押エ
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工・木下
地共 m 7.7

雪止金物 L-40*40*3　ドブメッキ m 8.1

軒樋 HACO HG7号　吊金具@600 m 7.7

自在ドレン 軒樋ドレン75Φ丸落し ヵ所 1.0

竪樋 丸型75Φ　控エ@1200 m 4.3

エルボ 75Φ用 ヵ所 4.0

運搬費 式 1.0

法定福利費 式 1.0
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摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

4-テラス竪樋

竪樋 丸75Φ　控エ@1200 m 7.0

エルボ 75Φ用 ヵ所 4.0

法定福利費 式 1.0

Ｂ-10　計
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摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-11　金属

外部

軒天LGS 25型　2階バルコニー上 m2 24.6

外部階段ノンスリップ アシスト：アシステップ12-1355 ヵ所 23.0

バルコニー笠木 アルトップ　BB笠木225 m 18.2

内部

天井LGS
19型JIS 　ボード下地 　振れ止
め1段共 m2 151.0

天井LGS
19型JIS 　岩綿吸音板下地
振れ止め1段共 m2 144.0

天井LGS　防火被覆
19型JIS 　岩綿吸音板下地
防振ゴムシングル m2 144.0

天井LGS 19型JIS 　ラワン合板下地 m2 9.1

内部階段ノンスリップ
アシスト：デコレイト
15DCA3150S ヵ所 25.0

床見切り
アシスト：20-307　タイルカー
ペット-長尺シート m 21.3

Ｂ-11　計
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摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-12　建具

（　住宅用ｱﾙﾐ製建具　） LOW-EG　硝子共

AD/01A　テラスドア 780*2030 ヵ所 1.0

AD/01B　テラスドア 780*2030 ヵ所 1.0

AW/01A　2枚建テラス 1660*1949 ヵ所 1.0

AW/01B　2枚建テラス 1660*1949 ヵ所 1.0

AW/02A　2枚建テラス 1660*1680 ヵ所 1.0

AW/02B　2枚建テラス 1660*1680 ヵ所 1.0

AW/03A　引違窓 1660*1461 ヵ所 2.0

AW/03B　引違窓 1660*1461 ヵ所 2.0

AW/04A　引違窓 1660*1439 ヵ所 2.0

AW/04B　引違窓 1660*1439 ヵ所 2.0

AW/05A　引違窓 1690*1170 ヵ所 3.0

AW/05B　引違窓 1690*1170 ヵ所 3.0

AW/06A　引違窓 1690*1170 ヵ所 3.0

AW/06B　引違窓 1690*1170 ヵ所 3.0

AW/07　引違窓 2145*1270 ヵ所 1.0

AW/08　引違窓 1385*1320 ヵ所 1.0

20

摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

AW/09　引違窓+FIX 1587*2110 ヵ所 1.0

AW/10　引違窓+FIX 1587*2110 ヵ所 1.0

AW/11A　外倒連窓 1660*542 ヵ所 1.0

AW/11B　外倒連窓 1660*542 ヵ所 1.0

AW/12A　外倒連窓 1660*520 ヵ所 1.0

AW/12B　外倒連窓 1660*520 ヵ所 1.0

AW/13　外倒連窓 1385*670 ヵ所 1.0

AW/14　外倒連窓 1690*520 ヵ所 1.0

AW/15　外倒連窓 1690*720 ヵ所 1.0

AW/16　横辷出連窓 771*1090 *2 ヵ所 1.0

AW/17A　横辷出窓 780*970 ヵ所 1.0

AW/17B　横辷出窓 780*970 ヵ所 1.0

AW/18A　横辷出窓 780*720 ヵ所 1.0

AW/18B　横辷出窓 780*720 ヵ所 1.0

AW/18C　横辷出窓 780*720 ヵ所 1.0

AW/18D　横辷出窓 780*720 ヵ所 1.0

（　住宅用ｱﾙﾐ製建具 計　）

21

摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ工事　）

AW/11　外倒窓手動 2連窓 ヵ所 2.0

AW/12　外倒窓手動 2連窓 ヵ所 2.0

AW/13　外倒窓手動 2連窓 ヵ所 1.0

AW/14　外倒窓手動 2連窓 ヵ所 1.0

AW/15　外倒窓手動 2連窓 ヵ所 1.0

運搬・取付費 含む

（　ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ工事　計　）

（　木製建具　）

WAD/1　片引ガラス戸 2300*1085 ヵ所 1.0

WD/1　引違ガラス戸 2100*1815 ヵ所 1.0

WD/1'　引違ガラス戸 2100*1748 ヵ所 1.0

WD/2　引違ガラス戸 2100*3940 ヵ所 2.0

WD/3　引違フラッシュ戸 2100*2095 ヵ所 4.0

WD/4　引違フラッシュ戸 2100*2095 ヵ所 1.0

22

摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

WD/5　引違ガラス戸 1200*1688 ヵ所 1.0

WD/6　片引フラッシュ戸 2100*745 ヵ所 1.0

WD/7　引違フラッシュ戸 1900*1640 ヵ所 1.0

WD/7'　引違フラッシュ戸 1700*1640 ヵ所 1.0

WD/8　片引フラッシュ戸 2100*1000 ヵ所 1.0

WD/9　片引フラッシュ戸 2100*738 ヵ所 2.0

WD/10　片引フラッシュ戸 2100*738 ヵ所 2.0

WD/11　片引フラッシュ戸 2100*730 ヵ所 1.0

WD/12　片引フラッシュ戸 2100*730 ヵ所 1.0

WD/13　片開きフラッシュ戸 2100*666 ヵ所 1.0

WD/14　片開きフラッシュ戸 2100*800 ヵ所 1.0

WD/15　両開きフラッシュ戸 2100*653 ヵ所 1.0

WD/16　両開き*2フラッシュ戸 810*1928 ヵ所 1.0

金物費 式 1.0

運搬・取り付け費 式 1.0

（　木製建具　計　）

23

備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　トイレブース　）

仕様　表面材：メラミン、アルミRエッジ、SUS巾木、アルミ笠木

1階　2階　WC女子 製品代 　3ブース ヵ所 2.0

W5740*H2450*D40 施工費 ヵ所 2.0

運搬搬入費 ヵ所 2.0

製品　小計

1階　2階　WC男子 製品代 　2ブース ヵ所 2.0

W3480*H2450*D40 施工費 ヵ所 2.0

運搬搬入費 ヵ所 2.0

製品　小計

1階　2階　WC男子隔て板 製品代 　1枚 ヵ所 2.0

W3480*H2450*D40 施工費 ヵ所 2.0

運搬搬入費 ヵ所 2.0

製品　小計

法定福利費 式 1.0

（　トイレブース　計　）
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備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　ガラス・その他　）

Ｌow-E透明複層ガラス WAD1    Ｌow-E4+A+4 m2 1.2

ガラスシーリング m 2.8

透明ガラス WD  ＦＬ3 m2 11.0

ガラスシーリング m 36.7

飛散防止フィルム WD   3M SH2CLAR m2 12.2

飛散防止フィルム AW   3M SH2CLAR m2 59.1

（　ガラス・その他　小計　）

Ｂ-12　計

25

摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-13　塗装

（　内部　）

ＯＦ塗装 額縁 m 240.0

ＯＦ塗装 WD枠 m 157.0

ＯＦ塗装 WD枠 m 30.0

ＯＦ塗装
床框　階段　手摺　ライニング天
板 m 18.0

ＯＦ塗装 木製手摺 m2 9.0

（　建具 等　）

ＯＦ塗装 鏡枠 m 21.0

ＯＦ塗装 木製建具 m2 40.0

ＯＦ塗装 WD大手 m 187.0

ＯＦ塗装 家具天板タモ集成材 m2 6.3

ＯＦ塗装 階段ケアゲ m2 4.1

法定福利費 式 1.0

Ｂ-13　計
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備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-14　内外装

外装工事

（　外壁板金工事　）

北面外壁

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板竪ﾊｾﾞ葺き t=0.4 m2 17.4

改良アスファルトルーフィング t=1.0　片面粘着 m2 17.4

スターター ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 26.7

上部納め見切り ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 26.7

出隅見切り ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.4加工 m 1.5

法定福利費 式 1.0

（　外壁サイディング工事　）

外壁-1 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=16　横張り　金具止 m2 200.0

　同上　出隅 m 14.0

外壁-2 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=18　横張り　金具止 m2 235.0

　同上　出隅 m 22.0

外壁-3 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=16　横張り　金具止 m2 50.0

外壁-4 m2 20.0

　同上　スマート出隅 m 6.0

27

SOLIDO　TypeM-LAP同等　防水紙

備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

土台水切・ベランダ部水切 既成品鋼板 m 115.0

オーバーハング水切 既成品鋼板 m 18.0

副資材 m2 505.0

シール工事 外部取り合い共 m 500.0

現場搬入費 m2 505.0

（　軒天工事　）

軒天材ライト45 1．2階共　LK224D m2 57.2

内装工事

（　天井　）

天井PB張り t=9.5 m2 151.0

天井岩綿吸音板 t=9.5下地　ソーラートンt9 m2 287.0

天井ラワン合板張り t=5.5 m2 9.1

塩ビ廻縁 クロス用　CP-908 m 192.0

塩ビ廻縁 岩綿吸音板用　VB-10 m 142.0

塩ビ廻縁 ラワン合板用　VB-6.5 m 26.5

天井ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ AAグレード　端部巻込 m2 151.0

28
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　壁　）

壁ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ AAグレード m2 669.0

コーナーテープ m 77.1

掲示クロス ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｰﾄ+掲示用ｸﾛｽ m2 56.6

（　床・巾木　）

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2.0 m2 131.0

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t=6 m2 302.0

階段ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t=6 m2 17.1

ｿﾌﾄ巾木 h=60 m 203.0

階段ｿﾌﾄ巾木 h=60 m 27.5

現場搬入費 式 1.0

法定福利費 式 1.0
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　断熱吹付工事　）

外壁面・基礎面 ｔ100　2種2号D1 m2 356.0

屋根面 ｔ100　2種2号D1 m2 196.0

法定福利費 式 1.0

建具枠廻り硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ充填 m2 21.3

（　外壁下地　）

外周部 m2 522.0

GL鋼板壁下地
胴縁上　構造用合板t9+透湿防
水ｼｰﾄ m2 17.4

SOLID壁下地 胴縁上　構造用合板t9張 m2 20.0

Ｂ-14　計

30

備　　　考

構造用合板t9+透湿防水ｼｰﾄ+通気層
t=18



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｂ-15　ユニット及びその他

（　家具　）

Ｋ/1　スリッパ・下足棚 H1506*W1575*D680 ヵ所 1.0

Ｋ/2　下駄箱-1 H1506*W1575*D760 ヵ所 1.0

Ｋ/3　下駄箱-2 H1506*W2800*D380 ヵ所 1.0

Ｋ/4　ロッカー H1400*W7605*D450 ヵ所 3.0

Ｋ/5　収納棚-1 H1206*H5470*D350 ヵ所 3.0

Ｋ/6　収納棚-2 H1206*W3045*D350 ヵ所 2.0

Ｋ/7　収納棚-4 H1206*W1830*D350 ヵ所 3.0

Ｋ/8　収納棚-3 H1206*W2500*D350 ヵ所 1.0

Ｋ/9　収納棚-5 H1406*W2145*D350 ヵ所 4.0

運搬据付費 式 1.0

項目小計
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　サイン工事　）

館名文字 SUS切り文字3t　焼付塗装 ヵ所 1.0

室名板
220*160　アルミ複合板・シート
切文字 ヵ所 14.0

室名 扉表示 カッティングシート貼 ヵ所 20.0

室名　入り口表示 シート切文字加工 ヵ所 1.0

副資材 式 1.0

取り付け費 式 1.0

項目小計
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ　）

AW/01 ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 2.0

AW/02　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 2.0

AW/03　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 4.0

AW/04　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 4.0

AW/05　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 6.0

AW/06　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 6.0

AW/07　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 1.0

AW/08　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 1.0

AW/09　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 1.0

AW/10　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 1.0

AW/16　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 1.0

AW/17　ﾛｰﾙｽｸﾘｰﾝ 遮熱タイプ チェーン式 台 2.0

運搬・取付費 式 1.0

法定福利費 式 1.0

項目小計
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　鏡　）

G1 化粧鏡 1.65*0.82 m2 0.8

G2 化粧鏡 1.08*0.82 *2 m2 1.6

G3 化粧鏡 0.88*1.1 *2 m2 2.2

G4 化粧鏡 0.79*0.94 m2 0.9

G5 化粧鏡 0.89*1.07 m2 1.1

小口磨き加工 m 28.0

ｼｰﾘﾝｸﾞ ｼﾘｺﾝ　6*6 m 28.0

項目小計

（　その他　）

床点検口 目地タイプ ヵ所 9.0

天井点検口 目地タイプ ヵ所 29.0

化粧ケイカル板張 2階事務室キッチン m2 5.8

SUS手摺 スロープ m 3.6

警備保障システム設置 式 1.0

項目小計

Ｂ-15　計
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ　外部階段工事費

Ｃ-1　土工 式 1.0

Ｃ-2　地業 式 1.0

Ｃ-3　鉄筋 式 1.0

Ｃ-4　コンクリート 式 1.0

Ｃ-5　型枠 式 1.0

Ｃ-6　鉄骨 式 1.0

Ｃ-7　屋根及び樋 式 1.0

Ｃ-8　左官 式 1.0

Ｃ-9　塗装 式 1.0

C-計

35
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ-1　土工

根切 ｍ3 16.8

すき取り ｍ3 8.9

埋戻し ｍ3 8.9

残土処理　積込・運搬 4tﾀﾞﾝﾌﾟ　DID区間有り　9km　自由処分　 ｍ3 7.7

土木機械搬入 回 1.0

Ｃ-1　計
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ-2　地業

砂利地業 基礎下　再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ m3 1.6

床付 m2 14.4

捨てコン枠 m2 28.7

生ｺﾝｸﾘｰﾄ Fc=18　S=18　ｽﾃｺﾝ m3 0.8

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 式 1.0

Ｃ-2　計
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ-3　鉄筋

外部階段部分

異形鉄筋　ＳＤ295 Ｄ10 t 0.01

異形鉄筋　ＳＤ295 Ｄ13 t 0.54

異形鉄筋　ＳＤ295 Ｄ16 t 0.32

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ Φ5　50*50 m2 24.0

鉄筋加工組立 t 0.9

鉄筋運搬費 t 0.9

副資材 式 1.0

鉄筋ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 ﾍﾋﾞｰＨ2 t 0.03

Ｃ-3　計
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ-4　コンクリート

生ｺﾝｸﾘｰﾄ
Ｆc=21+6　S=18　底盤ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ m3 2.6

生ｺﾝｸﾘｰﾄ
Ｆc=21+6　S=18　布基礎ｺﾝｸ
ﾘｰﾄ m3 2.9

生ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 3.5

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 2.6

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ m3 2.9

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 立上りｺﾝｸﾘｰﾄ m3 3.5

ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送　基本料金 回 3.0

Ｃ-4　計
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備　　　考

Ｆc=21+6　S=18　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ-5　型枠

合板型枠  基礎 m2 20.0

合板型枠 打放し m2 9.0

型枠運搬費 m2 29.0

アンカーセット手間 M20 本 32.0

M16 本 4.0

Ｃ-5　計
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ-6　鉄骨

（　構造材　）

角形鋼管 STKR400 　ロ-150*150*9 kg 1,949.0

H鋼 SS400 H-250*125*6*9 kg 524.0

H鋼 SS400 H-200*100*5.5*8 kg 497.0

溝形鋼 SS400 [-125*65*6*8 kg 231.0

C形鋼 SS400 C-100*50*20*2.3 kg 69.0

鋼板（切板） SS400 PL-25 kg 156.0

鋼板（切板） SS400 PL-16 kg 1,441.0

鋼板（切板） SS400 PL-9 kg 327.0

鋼板（切板） SS400 PL-4.5 kg 1,307.0

鋼板 SS400 FB-12*75 kg 176.0

トルシア形高力ボルト S10T M20 kg 31.0

アンカーボルト SS400 M16 kg 35.0

アンカーボルト SS400 M20 kg 114.0
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　構造材加工・組立費　）

工場組立加工費 kg 6,857.0

工場溶接費 kg 6,857.0

防錆塗装 JIS K5674 工場2回 kg 6,857.0

鉄骨運搬費 重機共 kg 6,857.0

建て方費 本体接続PL・ボルト含む kg 6,857.0

高力ボルト締め付け費 kg 6,857.0

アンカーフレーム セット共 基 8.0

JISブレース 本 14.0

手摺 m 24.0

法定福利費 式 1.0

Ｃ-6　計

42

備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　構造材加工・組立費　）

工場組立加工費 kg 6,857.0

工場溶接費 kg 6,857.0

防錆塗装 JIS K5674 工場2回 kg 6,857.0

鉄骨運搬費 重機共 kg 6,857.0

建て方費 本体接続PL・ボルト含む kg 6,857.0

高力ボルト締め付け費 kg 6,857.0

アンカーフレーム セット共 基 8.0

JISブレース 本 14.0

手摺 m 24.0

法定福利費 式 1.0

Ｃ-6　計
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ-7　屋根及び樋

外階段屋根

重ね式折版　H150 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.6　裏張なし m2 19.2

タイトフレーム m 10.8

ケラバフレーム ヵ所 8.0

壁際水切り ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.5加工 m 7.1

水上包み
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.5加工・エプ
ロン面戸共 m 2.7

ケラバ包み
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｰﾑ鋼板ｔ0.5加工・エプ
ロン面戸・補強板共 m 7.1

中間ボルト ラスパートM8 ヵ所 24.0

軒樋
HACO HG15号　吊金具
@600 m 2.7

自在ドレン 軒樋ドレン114Φ丸落し ヵ所 1.0

竪樋 大型丸114Φ　控エ@1200 m 4.7

エルボ 114Φ用 ヵ所 2.0

運搬費 式 1.0

荷揚げ費 式 1.0

法定福利費 式 1.0

Ｃ-7　計
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ-8　左官

階段床　モルタル塗り 塗装下地 m2 37.5

Ｃ-8　計
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｃ-9　塗装

床防塵塗装 モルタル面 ㎡ 37.5

鉄部　SOP塗装 柱梁 式 1.0

階段　SOP塗装 手摺共 m 24.0

法定福利費 式 1.0

Ｃ-9　計
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

次項へ続く

46

備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｄ　解体外構工事費

Ｄ-1　解体・伐採工事 式 1.0

Ｄ-2　外構工事 式 1.0

Ｄ-3　囲障工事 式 1.0

Ｄ-4　植栽工事 式 1.0

Ｄ-5　電気・設備基礎工事 式 1.0

Ｄ-計
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｄ-1　解体・伐採工事

樹木撤去処理 伐採・伐根 本 2.0

樹木撤去処理 伐採のみ 本 1.0

コンクリート管撤去処理 タイヤ処分含む 式 1.0

アスファルト撤去処理 カラーアスファルト共 ㎡ 397.0

縁石撤去処理 ㎡ 123.0

駐車場ブロック撤去処理 ㎡ 130.0

プール撤去処理 給排水管・バルブ・U字溝共 ㎡ 166.0

解体撤去部　埋戻し ｍ3 100.0

重機回送費 式 1.0

伐採樹木運搬費
2mに玉切りの上、穂高有明まで
運搬（イチョウ、ヒマラヤ杉） 式 1

Ｄ-1　計
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｄ-2　外構工事

車止め ヵ所 20.0

駐車区画線 m 50.0

身障者マーク ヵ所 1.0

ゼブラゾーン ヵ所 1.0

施工費 式 1.0

浸透性アスファルト舗装 下地調整、路盤補足材共 ㎡ 410.0

縁石 地先C m 132.0

砕石敷 M-25　ｔ100 ㎡ 122.0

遊具動物ベンチ移設 式 1.0

撤去部分　クレイ舗装 ㎡ 213.0

グランド復旧 ㎡ 345.0

通路砕石敷 ㎡ 350.0

雨水浸透枡 ヵ所 9.0

重機回送費 式 1.0

法定福利費 式 1.0

Ｄ-2　計
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｄ-3　囲障工事

目隠しフェンス キュービクル

アルミフェンスH1.1 シンプルオフェンスYL1型　本体 枚 14.0

端部カバー set 4.0

目隠しコーナー継ぎ手 set 4.0

アルミフェンスH1.2 シンプルオフェンスYL1型　本体 枚 14.0

端部カバー set 4.0

目隠しコーナー継ぎ手 set 4.0

エンドキャップ set 2.0

多段支柱 T210 H2122 本 19.0

門扉
シンプルオYM1型　0820 片開
レバーハンドル錠 set 1.0

施工費 式 1.0

フェンス基礎 0.5*0.5*0.7 ヶ所 19.0

加工費 式 1.0

門扉施工費 式 1.0

法定福利費 式 1
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

木調フェンス 設備室外機

アルミ木調フェンスH1.0 ルシアスH10型　本体　木調色 枚 5.0

たて骨ユニット set 2.0

目隠しコーナー継ぎ手 set 1.0

アルミ木調フェンスH1.2 ルシアスH10型　本体　木調色 枚 5.0

たて骨ユニット set 2.0

目隠しコーナー継ぎ手 set 1.0

エンドキャップ set 2.0

多段柱　木調色 T210 H2132 本 7.0

門扉
ルシアスYM1型　0820 片開
レバーハンドル錠 set 1.0

フェンス施工費 式 1.0

フェンス基礎 0.5*0.5*0.7 ヶ所 7.0

加工費 式 1.0

門扉施工費 式 1.0

法定福利費 式 1
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

外部廻り　フェンス工事　

新設

A,B：新設S・P防球フェンス
H3000　　34.0+24.5ｍ
58.5ｍ

端末柱 本 4.0

中間柱 本 4.0

コーナー柱 本 1.0

エコネット　93900/10ｍ ｍ 5.9
コンクリート基礎450　1500
ボイド 本 9.0

運搬設置費 式 1.0

C,D：新設S・P防球フェンス
H4500　　65.2+22.0ｍ
87.2ｍ

端末柱 本 2.0

中間柱 本 9.0

コーナー柱 本 1.0

エコネット　93900/10ｍ ｍ 8.7
コンクリート基礎450　1500
ボイド 本 12.0

運搬設置費 式 1.0
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

E：新設ARフェンス H1500　21スパン+1.5M　43.50M

AR-A1500-MS ｍ 43.5

ブロック基礎　□180*450 本 23.0

運搬設置費 式 1.0

F：新設ARフェンス　扉 両開扉　H1500　W3000

A1500 ヶ所 1.0

コンクリート基礎　□350*600 本 2.0

運搬設置費 式 1.0

付替　移設

1、2：既存フェンス　付替　
H3000　8スパン16M+7スパ
ン14M

a、b：2.1へ移設 15スパン　30ｍ 付替設置費 ｍ 30.0

ブロック基礎付替　17本 式 1.0

運搬費　敷地内移設 式 1.0

53

備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

3：既存フェンス　付替 　H1500　11スパン22M

ｃ：3へ移設 11スパン　22ｍ　付替設置費 ｍ 22.0

ブロック基礎付替　12本 式 1.0

運搬費　敷地内移設 式 1.0

撤去

ｄ：既存フェンス　　撤去
H3000　14スパン+1.5M
29.5M
14スパン+1.5M　29.5M　　撤
去費 式 1.0

ブロック基礎　撤去　16本 式 1.0

運搬　処分費 式 1.0

2q

イ：簡易ポールネット撤去　
H3000　19.1M　基礎無（現状
柱にワイヤー止め）

撤去運搬処分費 式 1.0

ロ：簡易ポールネット撤去
H3000　 5.4M　基礎無（現状
柱にワイヤー止め）

撤去運搬処分費 式 1.0
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備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

ハ：自立ポールネット撤去 H4500　21.7M　基礎共（現状鋼管基礎）

撤去運搬処分費 式 1.0

ニ：柱付ポールネット撤去
H4500　43.5M　基礎無（現状
柱にボルト止め）

撤去運搬処分費 式 1.0

ホ：自立ポールネット撤去
H3000　14.3M　基礎共（現状
鋼管基礎）

撤去運搬処分費 式 1.0

Ｄ-3　計
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｄ-4　植栽工事

客土　良質土 客土厚30cm m3 21.2

客土　運搬費 式 1.0

客土　敷均し 人工 3.0

コグマザサ　Φ10.5 鉢 353.0

コグマザサ　植え付け 5本/㎡　353鉢 人工 2.0

清掃・片付け 植栽後仕上げ 式 1.0

Ｄ-4　計
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｄ-5　電気・設備基礎工事

（キュービクル基礎） 3m*3m*H0.9

根切 m3 5.6

埋戻し m3 1.4

残土処理　積込・運搬 4tﾀﾞﾝﾌﾟ　DID区間有り　9km　自由処分　 ｍ3 4.2

砕石地業 基礎下RC40-0 m3 0.5

砕石地業 土間下RC40-0 m3 0.4

異径鉄筋 SD295A D13 t 0.13

鉄筋加工費 t 0.13

鉄筋運搬費 回 1.0

型枠 ㎡ 10.8

型枠運搬費 ㎡ 10.8

面木 m 13.2

均しコンクリート FC18-15-25 m3 0.3

基礎コンクリート FC21-15-25 m3 4.7

コンクリート打設手間 m3 5.0

コンクリート金コテ押エ ㎡ 9.0
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（機械基礎） 4.5m*4.1m*H0.6

根切 m3 11.5

埋戻し m3 1.3

残土処理　積込・運搬 4tﾀﾞﾝﾌﾟ　DID区間有り　9km　自由処分　 ｍ3 10.2

砕石地業 基礎下RC40-0 m3 1.0

砕石地業 土間下RC40-0 m3 0.8

異径鉄筋 SD295A D13 t 0.3

鉄筋加工費 t 0.3

鉄筋運搬費 回 1.0

型枠 ㎡ 10.5

型枠運搬費 ㎡ 10.5

面木 m 19.6

均しコンクリート FC18-15-25 m3 0.5

基礎コンクリート FC21-15-25 m3 9.5

コンクリート打設手間 m3 10.0

コンクリート金コテ押エ ㎡ 18.5

Ｄ-5　計
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工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｅ　電気工事費

Ｅ-１　電気設備工事 式 1.0

Ｅ-２　幹線動力設備工事 式 1.0

Ｅ-３　電灯設備工事 式 1.0

Ｅ-４　非常照明設備工事 式 1.0

Ｅ-５　コンセント設備工事 式 1.0

Ｅ-６　消防設備工事 式 1.0

Ｅ-７　電話工事 式 1.0

Ｅ-８ LAN（Wi-Fi)工事 式 1.0

E-計

E 1

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｅ-１　電気設備工事

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管(保護
管) PE82mm (GP) ｍ 4.0

波付硬質ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ電線管 FEP80mm ｍ 5.0
高圧引下用架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶
縁電線 6600V PDC 38sq ｍ 6.0

高圧機器内配線用電線 6600V KIP 38sq ｍ 6.0
ﾄﾘﾌﾟﾚｯｸｽ形架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｹｰ
ﾌﾞﾙ 6600V CVT 38sq ｍ 25.0
端末処理材 ｱｻﾋﾆｭ-ﾊﾟｯﾄ
100 6kV CV-T 38sq 屋内 組 1.0
端末処理材 ｱｻﾋﾆｭ-ﾊﾟｯﾄ
100 6kV CV-T 38sq 屋外 組 1.0

屋外ｷｭｰﾋﾞｸル 3ΦTr150KVA、1ΦTr100KVA 面 1.0

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟｰﾙ 電力仕様 12m×19cm 3.5kN <建柱車> 本 1.0

装柱金物 式 1.0

支線 22sq～30sq ｹ所 1.0

埋設標識ｼｰﾄ 電力（高圧） 150×50 2倍 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾛｽ ｍ 5.0

接地工事 A種 式 1.0

接地工事 LA種 式 1.0

接地工事 B種 式 1.0

接地工事 D種 式 1.0

E 2

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

砂 細目 ｍ3 1.0

根切り 機械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13ｍ3 ｍ3 2.0

埋戻し 機械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13ｍ3 ｍ3 2.0

高所作業車 日 2.0

電力会社申請手続費 式 1.0

主任技術者竣工検査費 式 1.0

E-1　計

E 3

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｅ-２　幹線動力設備工事

厚鋼電線管 GP28mm ｍ 24.0

厚鋼電線管 GP36mm ｍ 47.0

波付硬質ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ電線管 FEP65mm ｍ 13.0

波付硬質ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ電線管 FEP80mm ｍ 179.0
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ ｽﾃﾝﾚｽ製 完全防
水 350×350×300mm 個 1.0

接地線 IV 5.5sq ｍ 88.0

接地線 IV 8sq ｍ 16.0

接地線 IV 14sq ｍ 71.0

接地線 IV 38sq ｍ 284.0
600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰ
ﾌﾞﾙ VVF 1.6mm-3C ｍ 109.0
600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰ
ﾌﾞﾙ VVF2.0mm-3C ｍ 80.0
600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰ
ﾌﾞﾙ CV 5.5sq-4C ｍ 44.0
ﾄﾘﾌﾟﾚｯｸｽ形架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｹｰ
ﾌﾞﾙ 600V CVT 14sq ｍ 103.0
ﾄﾘﾌﾟﾚｯｸｽ形架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｹｰ
ﾌﾞﾙ 600V CVT 22sq ｍ 16.0
ﾄﾘﾌﾟﾚｯｸｽ形架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｹｰ
ﾌﾞﾙ 600V CVT 60sq ｍ 118.0
ﾄﾘﾌﾟﾚｯｸｽ形架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｹｰ
ﾌﾞﾙ 600V CVT 100sq ｍ 238.0

E 4

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

電灯動力盤 1LP-1 面 1.0

電灯盤 2L-1 面 1.0

電動機結線 台 6.0

埋設標識シート　電力 150×50 2倍 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾛｽ ｍ 90.0

砂 細目 ｍ3 11.0

機械損料 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13ｍ3 日 5.0

根切り 機械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13ｍ3 ｍ3 36.0

埋戻し 機械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13ｍ3 ｍ3 25.0

建設発生土処理 人力(場内敷ならし) ｍ3 11.0

ﾌﾞﾛｯｸﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ H2-9 鉄蓋R8K-75 ｹ所 2.0

E-２　計

E 5

摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｅ-３　電灯設備工事

厚鋼電線管 GP22ｍｍ ｍ 57.0

波付硬質ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ電線管 FEP30mm ｍ 62.0

露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ (厚鋼用) G22 1個用 1方出 個 2.0

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 埋込用 1個用 117×68×44mm 個 22.0

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 埋込用 2個用 117×136×44mm 個 4.0

600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ VVF 1.6mm-2C ｍ 177.0

600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ VVF 1.6mm-3C ｍ 1283.0

600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ VVF 2.0mm-3C ｍ 109.0

600V架橋ﾎﾟﾘ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ CV 5.5sq-3C ｍ 101.0

換気扇用ｽｲｯﾁ 機械設備支給 個 24.0

照明ｾﾝｻｰ 親器 個 6.0

照明ｾﾝｻｰ 子器 個 2.0

照明ｾﾝｻｰ 子器　換気扇連動 個 2.0

ｾﾝｻ用切替ｽｲｯチ SL 個 6.0

配線器具 埋込防水ｽｲｯチ 3W 15A 300V 枠･ﾌﾟﾚｰﾄ付き 個 2.0

埋込ｽｲｯﾁ 新金属ﾌﾟﾚｰト 1Px1 組 11.0

E 6

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

埋込ｽｲｯﾁ 新金属ﾌﾟﾚｰト 1Px1､PLx1 組 1.0

埋込ｽｲｯﾁ 新金属ﾌﾟﾚｰト 3ﾛx1 組 8.0

埋込ｽｲｯﾁ 新金属ﾌﾟﾚｰト 1PLx2 組 3.0

既設屋外庭園灯 撤去・移設 台 2.0

既設屋外ﾎﾟｰﾙﾗｲト 撤去・移設 台 2.0

照明器具 LED A 台 1.0

照明器具 LED B 台 36.0

照明器具 LED C 台 1.0

照明器具 LED D 台 4.0

照明器具 LED E 台 2.0

照明器具 LED F 台 3.0

照明器具 LED G 台 7.0

照明器具 LED H 台 12.0

照明器具 LED I 台 10.0

照明器具 LED J 台 2.0

照明器具 LED ｂ1 台 2.0

照明器具 LED ｂ2 台 1.0

照明器具 LED ｃ 台 3.0

E 7

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

砂 細目 ｍ3 8.0

根切り 機械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13ｍ3 ｍ3 21.0

埋戻し 機械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13ｍ3 ｍ3 14.0

建設発生土処理 人力(場内敷ならし) ｍ3 8.0

E-３　計

E 8

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｅ-４　非常照明設備工事

600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ VVF 1.6mm-3C ｍ 168.0

600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ VVF 2.0mm-3C ｍ 44.0

照明器具 非常照明 a1 台 7.0

照明器具 非常照明 a2 台 2.0

照明器具 誘導灯 d 台 7.0

E-４　計

E 9

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｅ-５　コンセント設備工事

ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ 埋込用 1個用 117×68×44mm 個 61.0

600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ VVF 2.0mm-3C ｍ 980.0

600Vﾋﾞﾆﾙ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ VVF 2.6mm-3C ｍ 29.0

配線器具 大角型埋込ｺﾝｾﾝﾄ
15A 250V 接地極付 ﾀﾞﾌﾞﾙ 枠
付 個 1.0

配線器具 防水形配線器具
ﾛｯｸ式防水接地露出ｺﾝｾﾝﾄ15A･
125V 個 4.0

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ
2P15Ax1 接地端子付(一体
形) 組 16.0

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ
2P15Ax2 接地端子付(一体
形) 組 30.0

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ 2P15Ax2 接地端子付 組 4.0

E-５　計

E 10

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｅ-６　消防設備工事

耐熱電線 HP 1.2mm-2C 丸形 ｍ 16.0

耐熱電線 HP 1.2mm-10P 丸形 ｍ 15.0

警報用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ AE 1.2mm-2C 平形 ｍ 208.0

警報用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁ﾋﾞﾆﾙｼｰｽｹｰﾌﾞﾙ AE 1.2mm-4C 丸形 ｍ 74.0

粉末消火器 10型3.0Kg 本 2.0

消火器設置台 ｴｺﾍﾞｰｽN 本 2.0

P型2級受信機 5回線 面 1.0

機器収容箱  P型2級  屋内埋込 表示灯付ﾌﾗｯﾄ発信機､ﾍﾞﾙ 面 2.0

遠隔試験中継器 1回線用 個 2.0

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 2種 個 2.0

光電式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 2種  遠隔試験機能付 個 6.0

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 2種 個 18.0

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器 特種  防水型 個 6.0

機器取付費 式 1.0

試験調整費 式 1.0

消防立会検査費 式 1.0

E-６　計

E 11

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｅ-７　電話工事

ｺｰﾄﾞﾚｽ電話機 親機1台、子機1台 組 1.0

ｺｰﾄﾞﾚｽ電話機 増設子機 台 1.0

中継ｱﾝﾃﾅ 台 2.0

NTT光回線引込工事費 式 1.0

ETI0.5×5P、FTCｹｰﾌﾞﾙ 式 1.0

配線工事費 式 1.0

機器設置成端工事費 式 1.0

試験調整費 式 1.0

E-７　計

E 12

備　　　考摘　　　　　　　要



工事設計用紙

名　　　　称 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

Ｅ-８ LAN（Wi-Fi)工事

ﾔﾏﾊｷﾞｶﾞｱｸｾｽVPﾙｰﾀｰ 台 1.0

ｱﾗｲﾄﾞﾚﾃｼｽ 16ﾎﾟｰﾄｷﾞｶﾞHUB 台 1.0

ｱﾗｲﾄﾞﾚﾃｼｽ PoEｽｲｯﾁ　8ﾎﾟｰﾄ 台 1.0

BUFFALO無線ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 管理機能付 台 3.0

通信機器用ﾏｳﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄ 式 1.0

Cat6　LANｹｰﾌﾞﾙ 式 1.0

配線工事費 式 1.0

機器設定・試験調整費 式 1.0

E-８　計

E 13

摘　　　　　　　要 備　　　考



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

M 機械設備工事

1 衛生機器設備工事 1.0 式

2 給水設備工事 1.0 式

3 排水設備工事 1.0 式

4 冷暖房設備工事 1.0 式

5 換気設備工事 1.0 式

6 流し台移設工事 1.0 式

M-計

M 1

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

1 衛生機器設備工事

車椅子対応大便器・紙巻器 床置床排水大便器（高座面対応）CS20AB 1.0 組

密結ﾀﾝｸ　SS30BFKL

ウオッシュレットAP2K　TCA578

紙巻器　YH500

固定手摺 樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ　L形　TS134GLCY8S　固定金具
1.0 組

可動手摺 樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ　跳ね上げ形　EWC731　固定金具
1.0 組

カウンター一体型洗面器 MVRS45P　自動水栓TLE26SS1A 1.0 組

洋風大便器・紙巻器 床置床排水大便器　CS597BS 7.0 組

密結ﾀﾝｸ　SH596BAR

ウオッシュレットPP1　TCF621Y

紙巻器　YH500

固定手摺 樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ　L形　T112CL10　固定金具 4.0 組

小便器 壁掛壁排水小便器　UFH500　 4.0 組

自動ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ（乾電池）TEA62ADFS

小便器専用手摺 樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ　T112CU22　固定金具 2.0 組

マーブライトカウンター ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ　ML60C1050B 2.0 組

ｱﾝﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰ洗面器　L501　自動水栓　TLE26SS1A

自動水せっけん供給栓　TLK07S01JA

ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ扉式　MFT3C1044BｱNB12W　他　

M 2

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

マーブライトカウンター ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ　ML60C0880B 2.0 組

ｱﾝﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰ洗面器　L501　自動水栓　TLE26SS1A

自動水せっけん供給栓　TLK07S01JA

ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ扉式　MFT3C1044BｱNB12W　他　

マーブライトカウンター ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ　MLUAC1650C 1.0 組

ｾﾙﾌﾘﾐﾝｸﾞ洗面器　LS351CM　電気温水器　REAH03B11RS26SK

自動水せっけん供給栓　TLK07S01JA

ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ扉式　MFT3C1640DｴNB12W　他　

マーブライトカウンター ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ　MB50L0900B 1.0 組

ﾍﾞｯｾﾙ洗面器　LS722CM　自動水栓　TLE26SS1A

自動水せっけん供給栓　TLK07S01JA

ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ扉式　MFT4S0882BｱNB12W　他　

化粧鏡（耐食性） 建築工事 - -

掃除用流し ﾊﾞｯｸ付　SK22A　 1.0 組

ﾘﾑｶﾊﾞｰ　ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞｰ

横水栓　T23AEQ20C

ストレート形止水栓　床排水金物

洗濯機パン 洗濯ﾊﾟﾝ　PWP640N2W　横引ﾄﾗｯﾌﾟ　PJ2008NW
1.0 組

洗濯機単水栓 洗濯機横水栓　TW11RF 1.0 個

流し台 PLA12E2WLN　ﾎﾜｲﾄ 1.0 組

M 3

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合水栓 KK08343 1.0 個

加熱器具（IH） KK08672 1.0 組

ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ PMINW6058W 1.0 組

横幕板 KT50031 1.0 組

吊戸棚 ｳｫｰﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ　PLAW60MWHF 1.0 組

電気温水器12L DENONSET 1.0 組

試運転調整 1.0 式

小　　　　計

M 4

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

2 給水設備工事

耐衝撃性硬質塩化ビニール管 HIVP30　埋設 46.0 m

内外面被覆ライニング鋼管 VD32A　便所 2.0 m

硬質塩化ビニルライニング鋼管 VB32A　便所 6.0 m

硬質塩化ビニルライニング鋼管 VB25A　便所 2.0 m

硬質塩化ビニルライニング鋼管 VB20A　便所 31.0 m

硬質塩化ビニルライニング鋼管 VB32A　屋内一般 10.0 m

硬質塩化ビニルライニング鋼管 VB25A　屋内一般 3.0 m

硬質塩化ビニルライニング鋼管 VB20A　屋内一般 10.0 m

硬質塩化ビニルライニング鋼管 VB32A　暗渠内 11.0 m

硬質塩化ビニルライニング鋼管 VB25A　暗渠内 1.0 m

地下式不凍栓（水用） 32Aｘ600Ｌ（G*G） 2.0 本

不凍栓BOX（VC-6） B-1　φ150　H=0.8 2.0 組

不凍栓柱 φ13*1.5m 1.0 本

ホーム水栓 φ13 1.0 個

自動吸気弁 15A 5.0 箇所

M 5

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

既存管切断 VP30 1.0 式

舗装切断撤去処分 人力（小規模） 1.0 式

管埋設費 1.0 式

断熱工事 1.0 式

小　　　　計

M 6

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

3 排水設備工事

硬質塩化ビニール管 VU100　埋設 41.0 m

硬質塩化ビニール管 VP100　便所 13.0 m

硬質塩化ビニール管 VP75　便所 5.0 m

硬質塩化ビニール管 VP50　便所 5.0 m

硬質塩化ビニール管 VP40　便所 4.0 m

硬質塩化ビニール管 VP100　屋内一般 17.0 m

硬質塩化ビニール管 VP75　屋内一般 7.0 m

硬質塩化ビニール管 VP65　屋内一般 1.0 m

硬質塩化ビニール管 VP50　屋内一般 2.0 m

硬質塩化ビニール管 VP40　屋内一般 4.0 m

硬質塩化ビニール管 VP50　通気 10.0 m

防露工事 1.0 式

耐火二層管 TVP100　便所 11.0 m

耐火二層管 TVP75　便所 9.0 m

耐火二層管 TVP50　便所（通気共） 3.0 m

耐火二層管 TVP40　便所 3.0 m

耐火二層管 TVP100　屋内一般 8.0 m

耐火二層管 TVP75　屋内一般 8.0 m

M 7

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

耐火二層管 TVP50　屋内一般 9.0 m

耐火二層管 TVP40　屋内一般 2.0 m

耐火二層管 TVP50　通気 18.0 m

床上掃除口 COA100 10.0 箇所

床上掃除口 COA75 3.0 箇所

床上掃除口 COA50 2.0 箇所

ドルゴ通気弁 50A 1.0 箇所

小口径塩ビ桝100-150 90L　H＝0.8～1.2 4.0 箇所

小口径塩ビ桝100-150 45L　H＝0.8～1.2 1.0 箇所

小口径塩ビ桝100-150 45Y　H＝0.8～1.2 1.0 箇所

小口径塩ビ桝100-150 45YS　H＝0.8～1.2 1.0 箇所

小口径塩ビ桝100-150 ST　H＝0.8～1.2 1.0 箇所

塩ビ製トラップ桝100-200 MPT　H=0.5～0.8 1.0 箇所

既存管分岐 VU100 1.0 式

小　　　　計

M 8

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

4 冷暖房設備工事

AC-1、2、3、4

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 冷/暖房能力　11.2/12.5KW 4.0 組

寒冷地仕様　同時ﾂｲﾝ RAS-AP224TN

天ｶｾ4方向　RCI-GP112KA×2台

化粧パネル　多機能ﾃﾞｻﾞｲﾝﾘﾓｺﾝ　分岐管

AC-5

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 冷/暖房能力　10.0/11.2KW 1.0 組

寒冷地仕様　 RCI-GP112RHN

天ｶｾ4方向　RAS-GP112KA

化粧パネル　リモコン

AC-6，7，9

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 冷/暖房能力　2.8/4.0KW 3.0 組

寒冷地仕様　 RAC-PK28SD

天ｶｾ1方向　RAP-K28SD

化粧パネル　リモコン

AC-8

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 冷/暖房能力　7.1/8.0KW 1.0 組

寒冷地仕様　 RCI-GP80RHN

天ｶｾ4方向　RAS-GP80KA

M 9
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工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

化粧パネル　リモコン

防振架台 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式防振架台　N-SPH950DCZ 4.0 組

防振架台 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式防振架台　N-SPH980AZ 2.0 組

防振ゴム
平地用架台　C-NZJ-2　防振ｺﾞﾑｷｯﾄ　CE-VG

3.0 組

防雪フード ｽﾃﾝﾚｽ製　ASG-TP50FAS1 4.0 組

防雪フード ｽﾃﾝﾚｽ製　ASG-TP10FBS2 2.0 組

防雪フード ｽﾃﾝﾚｽ製　SP-BF-FF-SS 3.0 組

冷媒配管 9.52/19.05 122.0 m

9.52/15.88 87.0 m

6.35/9.52 101.0 m

ドレン配管（空調用ドレン管） VP50　屋外架空 1.0 m

VP40　屋外架空 1.0 m

AC50　屋内一般 9.0 m

AC40　屋内一般 12.0 m

AC30　屋内一般 14.0 m

AC25　屋内一般 45.0 m

AC20　屋内一般 18.0 m

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

断熱工事 1.0 式

浸透桝 □300*300　H=1.0以下 - -

機器搬入費 1.0 式

メーカー試運転 1.0 式

PH-1

パネルヒーター 壁掛けﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ　NX-500 6.0 組

ｻｰﾓｽﾀｯﾄﾞ・いたずら防止ﾌﾟﾚｰﾄ　送料

小　　　　計

M 11

建築工事



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

5 換気設備工事

FE-1　天井埋込形換気扇 低騒音ｲﾝﾃﾘｱ格子ﾀｲﾌﾟ　風量460CMH 12.0 組

VD-23ZVX7-C

天井吊り金物　コントロールスイッチ

ｽﾃﾝﾚｽ製深型ﾌｰﾄﾞ　P-18VS4

FE-2　天井埋込形換気扇 24時間換気機能付　風量160CMH 3.0 組

VD-15ZVC7

天井吊り金物　コントロールスイッチ

ｽﾃﾝﾚｽ製深型ﾌｰﾄﾞ　P-13VS4

FE-3　天井埋込形換気扇 24時間換気機能付　風量100CMH 3.0 組

VD-10ZVC7

天井吊り金物　コントロールスイッチ

ｽﾃﾝﾚｽ製深型ﾌｰﾄﾞ　P-13VS4

OA-1　給排気ｸﾞﾘﾙ ﾌｨﾙﾀｰ付風量調節形 13.0 組

P-18GLF6

ｽﾃﾝﾚｽ製深型ﾌｰﾄﾞ　P-18VS4

M 12

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

OA-2　給排気ｸﾞﾘﾙ ﾌｨﾙﾀｰ付風量調節形 6.0 組

P-13GLF6

ｽﾃﾝﾚｽ製深型ﾌｰﾄﾞ　P-13VS4

スパイラルダクト φ100 4.0 m

フレキシブルダクト φ150 24.0 m

フレキシブルダクト φ100 12.0 m

断熱工事 1.0 式

試運転調整費 1.0 式

小　　　　計

M 13

摘　　要



工事設計用紙

名　　　　称 適　　要 数　量 単 位 単　価 金　　　額

6 流し台移設工事

SUS流し台 （既存品再利用） 1.0 台

単水栓 （既存品再利用） 2.0 個

耐衝撃性硬質塩化ビニール管 HIVP20　埋設 11.0 m

内外面被覆ライニング鋼管 VD20A　埋設 2.0 m

硬質塩化ビニルライニング鋼管 VB20A　屋外 3.0 m

地下式不凍栓（水用） 20Aｘ600Ｌ（G*G） 1.0 本

不凍栓BOX（VC-6） B-1　φ150　H=0.8 1.0 組

硬質塩化ビニール管 VP50　埋設 7.0 m

既存管切断 VP30 1.0 式

管埋設費 1.0 式

断熱工事 屋外SUS　GW25*20+ヒーター3.0m 1.0 式

既存角ﾏｽ接続 50V 1.0 式

小　　　　計

M 14

摘　　要
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現 場 説 明 書 
 

安曇野市 総務部 財産管理課 施設経営担当 

 

１． 件名（工事名称） 

   令和８年度（債務負担行為）南穂高児童館別館（豊科北小児童クラブ）建設工事  

 

２．工事場所： 安曇野市 豊科南穂高 2698-1 

 

３．工事概要： 南穂高児童館別館の増築工事（木造２階建て 延床面積 484.08 ㎡） 

        外構工事（ｱﾌﾟﾛｰﾁ工事、ﾌｪﾝｽ工事、遊具移動、駐車場整備、植栽伐採等） 

        その他（キュービクル設置工事、既存プール撤去工事等） 

 

４. 工期  ： 契約日 から 令和 10 年 1 月 28 日まで（予定） 

 

５．一般事項について 

(1)現場説明会 

本件の内容は、現場、入札心得、入札公告、特記仕様書、設計図書、安曇野市建築工事

の手引等関連する仕様書類、長野県建設工事標準請負契約約款に基づき市が定める契約

書（案）及び現場説明書（以下「設計図書等」という。」）によるものとし、現場説明会

は実施しない。 

(2)設計図書等に対する質問及び回答について 

設計図書等に関する問い合わせは、「入札公告」記載のとおりとし、入札執行が完了す

るまでの間、本件に関しての面談又は電話（ただし、指定の問い合わせ先は除く。）等

は一切認めない。 

(3)工事費内訳書の提出 

入札時の工事費内訳書提出については「入札公告」による。 

 (4)工事費内訳書記載数量は参考数量とする。 

 

６．本工事における特記事項 

(1)工事用地等 

本工事に必要な用地は、以下のとおり。 

使用目的 使用場所･面積 

資材置場 敷地内 

駐車場 同上敷地 

現場事務所 同上敷地 

 

(2)排水への対応 

本工事施工に伴う排水は、沈殿処理･Ｐh 管理等の各法令を守り、自然環境等へ悪 

影響を及ぼすことのないよう適正に処理し、特に指示のある場合を除き近傍の公共 

用水域又は排水路等に排水する。また、排水路等は、常に適切な維持管理を行い、 

従前の機能を損なわないようにすること。ただし、周辺水路についての排水は、管 
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理者と協議のうえ、同意を得ること。 

  

(3)工事着手前に事前のお知らせをおこなうこと。また看板等を設置して、工事内容の周知 

を行うこと。    

(4)夜間、早朝及び休日での施工を実施する場合は監理者・監督員と打合せを行い、監理者・

監督員の承諾を得たのちに、必要な場合は近隣への事前通達のうえ施工すること。 

(5)児童館施設を運営しながらの工事になるため施設利用者及び周辺住民の安全に十分配

慮すること。 

(6)感染症対策は十分に講じること。 

(7)各官公庁手続きについて、 

事前に監督員・監理者が申請書類等の内容確認をしてから提出すること。 

(8)残土関係 

本工の施工において生じる発生土の処分については、下記の処分先を想定して処分費 

運搬費を計上している。 

なお、受注者の都合による処分先の変更については、原則として設計変更しない。 

〇建設発生土 

受入れ場所・仮置き場所 処分方法 運搬距離 特記事項 

    

     距離指定の場合、残土運搬距離は設計変更の対象とする。 

(9)この工事は執務並行型の工事である。 

（10）本工事は、「安曇野市週休２日工事実施要領」の通期の週休２日工事の対象である。 

 

７．本工事に関連する別途発注工事の予定 

発注機関 工事名 工期 工事内容 備考 

     

・本工事に近接・競合する工事の予定 

発注機関     

     

・改修工事における工事個所の順番は図のとおり。 

 

８．安全対策関係 

①交通誘導警備員 

受注者が交通誘導業務を他人に委託する場合は、受託者は警備業法第４条の規定によ 

り公安委員会から警備業の認定を受けた者であること。 

②安全施設 

発注者が想定している仮設（ゲート、仮囲い等）については、仮設計画図に示したと 

おり。受注者は明示された条件に基づき、自主的に工法を選定し、構造設計等必要な 

検討を行い施工するものとする。（任意仮設） 

なお、明示した条件と現場が一致しない場合や明示されていない条件について予期す 
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ることができない特別な状態が生じた場合において、必要と認められるときは設計変 

更の対象とする。 

９．工事用道路関係 

現場への工事関係車両の入退場の路線は事前に監督員と協議をすること。 

 

10．その他 

火災保険等への加入期間は、請負契約後から契約工期末日後 14 日までとする。 

 

11. 工事請負契約書（案）に関する事項について 

   第 39 条（債務負担行為に係る契約の特則）関係  

各会計年度における請負代金の支払限度額の割合は、次のとおりとする。 

令和８年度      40％ 

       令和９年度      60％ 
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特記仕様書（共通事項） 

総務部 財産管理課 

１．保険等 

建物（施設）引渡しまで工事受注者は、現場説明事項・施工条件明示事項に定める保険に加

入しなければならない。加入期間は原則として工事着手日とし、その終期は工事しゅん工後14

日以降とする。 

２．各種調査等に対する協力について 

本工事について、発注者が自ら又は、発注者が指定する第三者が行う下記調査等に対して、

協力しなければならない。 

(1)公共事業労務費調査等 

(2)資材調査、建設副産物実態調査等 

３．工事検査 

施工途中において総務部契約検査課職員または、発注機関の長の指定する職員による抜打ち

検査を実施することがあるので、検査に協力すること。 

４．被害届等 

暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出するこ

と。 

５．工事実績情報サービス（CORINS）の登録について 

(1)請負金額が500万円以上（税込）の工事については、工事実績情報サービス（CORINS）の 

登録をすること。 

(2)登録する場合は、「登録のために確認のお願い」を作成し、監督員の確認を受け、次に 

示す期間内に(一財)日本建設情報総合センター(JACIC)に登録の手続きを行うこと。ま 

た、登録機関発行の「登録内容確認書」が届いた場合は、速やかに監督員に提示すこ 

と。なお、変更時と完成時の間が10日間に満たない場合は、変更時の提出を省略できる 

ものとする。 

①工事受注時契約締結後10日以内 

②登録内容の変更時変更契約締結後10日以内 

③工事完成時工事完成後10日以内 

６．施工体制台帳に係る書類について 

(1)工事受注者は、請負契約した全ての下請業者について、建設業法に定める「施工体制台 

帳」とそれに係る書類及び「施工体系図」を作成し、工事期間中工事現場に備え付ける 

とともに、その写しを監督員に提出すること。 

(2)「施工体系図」は工事関係者及び公衆の見やすい場所に掲示を行うこと。 

(3)次の業種についても請負契約に該当するため、(1)と同様とする。 

・１日で完了する請負契約、少額な作業・雑工の請負契約 

・クレーン作業、コンクリートポンプ打設等の日々の単価契約で行っている場合 

・クレーン等の業種オペレーターを機械と一緒にリース会社から借上げる場合 
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７．主任技術者及び監理技術者の専任について 

主任技術者又は監理技術者（以下「監理技術者等」という。）が専任を求められる工事であ

る場合、監理技術者等を専任で設置すべき期間は契約工期が基本となるが、次の期間について

は、専任を要しない。なお、具体的な期間については、監督員との打合せにおいて定めること

とする。 

(1)請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬 

入、または仮設工事等が開始されるまでの期間） 

(2)自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止している期間 

(3)エレベーター等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行われている期間 

(4)工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務 

手続、後片付け等のみが残っている期間 

８．産業廃棄物等の取扱い 

(1)廃棄物の処理に当たっては、受注者が自ら処理（分別、保管、収集、運搬及び処分の一 

連の行為）するときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処法」 

という。）に基づき、適正に行うこと。 

(2)廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として

許可を取得している者に委託すること。また、施工前に産業廃棄物処理委託契約書の写

し、産業廃棄物処理業の許可証の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図等をま

とめた「廃棄物処理計画書」を監督員に提出すること。 

(3)しゅん工した時は、廃棄物ごとに処理数量を集計し、積込み状況の写真、処分状況の写

真を添付した「廃棄物等処理報告書」を監督員に提出するとともに、ﾏﾆﾌｪｽﾄA票、B2票、

D票並びにE票の原本（廃棄物の種類ごとに1セット）を提示すること。 

９．再生資源利用促進計画書等 

「資源の有効な利用の促進に関する法律」(ラージリサイクル法)に基づき、受注者は、工事

の着手前に「再生資源利用促進計画書」及び「再生資源利用計画書」を作成すること。 

また、しゅん工後に「再生資源利用促進実施書」及び「再生資源利用実施書」を作成し、監督

員に提出すること。 

対象工事：ラージリサイクル法に規定する一定規模以上の工事 

作成方法：COBRIS（建設副産物情報交換システム※）を利用すること。 

※（一財）日本建設情報総合センター（JACIC）が提供する建設副産物の情報交換サービス 

10．安全対策関係 

(1)工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定

期的に安全教育、研修及び訓練を行うこと。 

(2)安全教育、研修及び訓練については、工事期間中に月一回以上実施し、この結果は工事

日誌へ記録するほか工事写真等も整理のうえ提出すること。なお、これにより難い場合

は、監督員と協議するものとする。 

(3)足場を設ける場合は、｢｢手すり先行工法に関するガイドライン｣について｣（厚生労働省

基発第0424001号平成21年4月24日）の｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣によ



6 

 

り、｢働きやすい安心感のある足場に関する基準｣に適合する手すり、中さん及び幅木の

機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、｢手すり先行工法による

足場の組立て等に関する基準｣の２の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方

式により行うこと。 

11．環境対策関係 

(1)現場で使用する機械は、低騒音型、低振動型、排出ガス対策型建設機械とすること。 

(2)夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督員の承諾を受けた場合はこの限りでな 

い。なお、運搬ルートの選定に当たっては影響の少ないルートを選定すること。 

(3)汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等環境の回復に努めると。

(4)熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。 

12．過積載の禁止 

(1)工事の施工計画にあたって、施工計画書に次の事項を具体的に記載するとともに、施工

時においても遵守すること。 

①積載重量制限を超過しての建設発生土の処理及び資機材（以下「資機材等」い 

う。）の積載重量の厳重チェックを行うこと。 

②過積載を行っている資材等納入業者からの資機材等購入は行わないこと。 

③過積載を防止するため、資機材等の購入にあたっては、納入業者の利益を不当に害 

することのないようにすること。 

④資機材等の運搬には、さし枠装着車、物品積載装置等の不正改造した車輌及び不表 

示車等を使用しないこと。また、同車輌からの資機材等の引き渡しを受けないと。 

⑤下請業者や資機材等納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠 

けた者または車輌を使用した業務等において悪質かつ重大な事故を発生させた者を 

排除すること。 

⑥飛散の恐れがあるものについては、飛散しないような処置を行い運搬すること。 

⑦土砂等の運搬に関する事業者の選定に当っては、「土砂等を運搬する大型自動車に 

よる交通事故の防止等に関する特別措置法」の目的に鑑み、同法第12条の規定に基 

づき届け出た団体構成員の雇用に努めること。 

(2)以上の点について、下請業者についてもこれに準じ徹底すること。 

13．セメント及びセメント系固化材を使用した改良土について 

(1)セメント及びセメント系固化材を使用した地盤改良及び改良土を再利用する場合は、六

価クロム溶出試験を行い、その結果について監督員に報告する。 

(2)セメント及びセメント系固化材とは、セメントを含有成分とする固化材で、普通ポルト

ランドセメント、高炉セメント、セメント系固化材、石灰系固化材をいい、これに添加

物を加えたものを含める。 

(3)六価クロム溶出試験は｢セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶

出試験実施要領（案）｣（以下「実施要領（案）」という。）により実施し、土壌環境基

準を超えないことを確認する。 

14．アスベスト建材使用箇所等の事前調査 
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(1)石綿等による健康障害を防止するため、とりこわし、改修工事の解体及び撤去等作業

前、図面・施工範囲目視、その他適切な方法によるアスベスト含有材料の有無について

調査を行い、報告書を監督員に提出する。アスベスト含有材料が無かった場合において

も書面にて報告を行う。 

〇報告書の記載内容 

①アスベスト材料の種別 

②アスベスト形状、飛散可能性の有無 

③製造所・製品名称、製造所の公表するアスベスト含有率 

なお、上記調査において、アスベスト分析調査が必要な場合は別途監督職員と協議 

を行う。 

(2)監督員の指示による「石綿（アスベスト）の事前調査結果」、「建築物等の解体・改修

等作業に関するお知らせ」について、公衆の見やすい場所に掲示を行う。 

15．建設業退職金制度について 

(1)工事受注者は、自ら雇用する建退共制度の対象労働者に係る共済証紙を購入し、当該労

働者の共済手帳に共済証紙を貼付すること。 

(2)工事受注者が下請契約を締結する際は、下請業者に対して、建退共制度の趣旨を説明し

下請業者が雇用する建退共制度の対象労働者に係る共済証紙をあわせて購入し現物によ

り交付すること、または建退共制度の掛金相当額を下請代金中に算入することにより、

下請業者の建退共制度への加入並びに共済証紙の購入及び貼付を促進すべきこと。 

(3)請負代金の額が800万円以上の建設工事の請負契約を締結した時は、工事受注者は建退共

制度の発注者用掛金収納書（以下「収納書」という。）を工事締結後１ヶ月以内に発注

者に提出すること。なお、工事契約締結当初は工場製作の段階であるため建退共制度の

対象労働者を雇用しないこと等の理由により、期限内に当該工事に係る収納書を提出で

きない事情がある場合又は、建退共対象労働者を使用しない場合においては、あらかじ

めその理由を書面により申し出ること。 

16．資材の市内産優先使用及び市内企業の優先採用 

(1)工事受注者は、本工事に使用する材料については、規格・品質等の条件を満足するもの

については、市内産資材を優先使用するよう努めること。 

(2)工事受注者は、工事用資材の調達に当たっては、極力市内の取扱い業者から購入するこ

と。 

(3)下請契約を締結する際には、市内企業の採用に努めること。 

17．再資源化及び再生資源等使用状況 

工事受注者は、しゅん工時にコンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊、木くずの再

資源化の状況、再生資源（再生クラッシャーラン、再生アスファルト・コンクリート、再生土

砂）及び信州リサイクル製品の使用状況について、監督員へ報告すること。 

 

18．レディーミクストコンクリート製造工場の選定について 

受注者は、Ⅰ類コンクリートの製造工場を、JISマーク表示認証工場（改正工業標準化（平
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成16年6月9日公布）に基づき国に登録された民間の第三者機関（登録認証機関）により認証を

受けた工場）で、かつ、コンクリート製造に係る指導及び品質管理を行う施工管理技術者（コ

ンクリート主任技士等）が置かれ、良好な品質管理が行われている工場（全国品質管理監査会

議の策定した統一監査基準に基づく監査に合格した工場等）から選定する。 

ただし、これにより難い場合は、監督員と協議する。 

19．工事進捗状況報告書 

監督員の指示により、毎月の工事の進捗状況を報告書にまとめて提出する。 

〇添付書類 

・工事記録（工事の経過に伴う主な工事内容等の事項を記載した月報） 

・工事打合わせ記録簿（当月分） 

・工事写真(工事の進捗状況がわかるものを数枚) 

20．施工図等の取扱い 

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。 

21．設計図CADデータについて 

本工事の設計図CADデータを貸与する。貸与したCADデータは、本工事の履行に必要な施工図 

の作成及び完成図の作成においてのみ使用することとし、それ以外の目的で使用してはならな 

い。 

22．完成写真の著作権の権利等について 

工事受注者は、完成写真の撮影者との契約にあたって、以下の事項を条件とすること。 

①完成写真は、市が行う事務並びに市及び市が認めた公的機関の広報に、無償で使用するこ 

とができる。この場合において、著作者名を表示しないことができる。 

②以下に掲げる行為をしてはならない。ただし、あらかじめ発注者の承諾を得た場合は、こ 

の限りではない。 

イ. 完成写真を公表すること。 

ロ. 完成写真を他人に閲覧させ、複写させ、又は譲渡すること。 

23．高度技術・創意工夫・社会性に関する実施状況の提出について 

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、又は、地

域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、施工に先立ち所定の様式により

提出することができる。 

高度技術・創意工夫・社会性等の具体的内容がある場合は、「別添様式」及び、「説明資料」

を提出すること。なお、用紙サイズはＡ４版とする。 

24. 工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象に関する情報の通知について 

  落札者（随意契約の場合にあっては、契約の相手方）は、建設業法（昭和 24 年法律第 100 

号第 20 条の２第２項に基づき、工期又は請負代金の額に影響を及ぼす事象が発生するおそれ

があると認めるときは、落札決定（随意契約の場合にあっては、契約の相手方の決定）から請

負契約を締結するまでに、契約を担当する者に対して、その旨を当該事業の状況の把握のため

必要な情報を合わせて通知すること。 

25. 設計変更による工事費について 

  設計変更に伴い算出する変更請負額は、次式により算出する。 
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 ［変更請負額］＝｛［変更設計工事価格］×［当初請負比率］｝※1＋［消費税相当額］ 

  当初請負比率：［当初請負代金額から消費税等相当額を減じた額］／［当初設計額の工事価格］ 

   ※1 有効桁上位 4桁、5 桁目以降及び一千万円未満の場合は一万円単位となるよう切り捨て   

  

令和８年４月１日適用版 



 

 

 

 

令和８年度（債務負担⾏為） 

南穂高児童館別館（豊科北⼩児童クラブ）建設工事 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 





Ⅰ 工事概要

建　物　別 種　別 構　造 階　数 梁間(ｍ) 桁行(ｍ) 建築面積(㎡) 延面積(㎡)

４
　
地
業
工
事

　　コンクリート杭地業

1.既製

※高強度プレストレストコンクリート杭（建築基準法に基づく指定又は認定を受けたもの）

備　考セット数継手数杭長(ｍ)及び種別杭径（㎜）

試験杭

・　

種類

本　杭

(4.3.2)

Ⅱ 建築工事仕様

　　　仕様書を適用する。

２．特記仕様

　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

１．共通仕様

　（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの標準

　（３）特記事項に記載の( . . )内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　（４）特記事項に記載の(別 . . )は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

１
　
一
般
共
通
事
項

1.適用基準等

　（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標

　（５）製造所名は、五十音順とし｢株式会社｣等の記載は省略する。

(4.3.1)(4.3.2)

1.埋戻し及び盛土 (3.2.3)(表3.2.1)

2.建設発生土の処理

種別　　・A種　　※B種　　・C種　　・D種３
　
土
工
事

(3.2.5)

・構内の造成に利用　　・構内の指定場所にたい積　　・構内の指定範囲に敷きならし

※構外搬出適切処理

先端部の形状　　※開放型　　　・閉そく平たん

杭の継手　　　　建築基準法に基づく指定機関において性能評定を受けた継手をしようしてもよい。

(4.3.6)

杭頭の処理　　　※ 切断しない           ・　　 (4.3.7)

(4.3.3～4.3.5)施 工 法

　・特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とし、杭材料は指定又は認定条件に適合するもの）

　・セメントミルク工法

　・打込み工法

2.場所打ち

　　コンクリート杭地業

コンクリートの種別及び設計基準強度

　（・Ａ種　　・Ｂ種）かつＦｏ＝（　　　　　　）N／m㎡以上

(4.5.3)

(4.5.3)(表4.5.1)

4.床下防湿層 施工箇所　　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

5.地盤改良等

(4.5.5)

(4.5.4)

※再生クラッシャラン　　・切込み砂利及び切込み砕石3.砂利地業

(4.5.4)

(4.6.3)

鉄筋の種類　　　　５章鉄筋工事の鉄筋の種類による

掘削工法　　　　　・アースドリル工法（・安定液使用　　・無水掘削）

　　　　　　　　　・リバース工法

　　　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　　・行う　　・行わない）

　　　　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　　・　　　　　）

孔壁測定　　　　　・行う（　　　　　）　　・行わない

(4.5.3)セメントの種類　　※高炉セメントB種　　・　

(4.6.5)

　※ 10　　・　柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

施　工　箇　所

・耐久上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

呼び名１９㎜以上の柱、梁の主筋　　　※ガス圧接　　・重ね継手 (5.3.4)

最小かぶり厚さは目地底から算定する。 (5.3.5)

種類の記号 呼び名（㎜）

(5.2.1)(表5.2.1)1.鉄筋の種別

※Ｄ１９以上　　・　

※Ｄ１６以下　　・　

５
　
鉄
筋
工
事

・ＳＤ２９５Ａ　

・ＳＤ３４５

・ 　

2.鉄筋の継手

3.鉄筋の最小かぶり厚さ

4.既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭の杭頭補強

(別2.1)

(別2.2)6.帯筋 ※Ｈ形（ロは除く）　　　・　

※行う　　　・行わない

7.壁開口部の補強

耐震壁　　※ 図示　　・　

(別4.2)(別表4.3)(別表4.4)

(別7.1)(別表7.1～別表7.3)※Ｈ形　　　・ＭＨ形　　　・Ｍ形

(別7.3)

※ 超音波探傷試験　　　・ 引張試験

・ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種　　　（　　　　ヶ所）

(5.4.9)

5.最上階柱頭補強

8.梁貫通孔の補強形式

9.機械吊上げ用フック

10.圧接完了後の試験

(6.1.4)

施 工 箇 所

  ※ ２１ 

  ・ １８ 上記以外

設計基準強度Ｆc (N/m㎡)

※ Ⅰ類　　　・Ⅱ類 (6.1.5)(6.4.1)(6.4.2)(表6.1.1)

1.普通コンクリートの

　　　　　設計基準強度

建物躯体（建物内土間コンクリート、ポーチ、犬走りを含む）

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

工作物のスランプ値は１５又は１８cmとする

2.ﾚﾃﾞｨﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの種別

3.スランプ

(6.3.2)(6.13.2)(6.16.2)(表6.3.1)4.セメントの種類

標仕表5.3.6の値に加える寸法（㎜）

(別1.1)・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

一般壁　　・ Ａ形　　※Ｂ形　　・図示

施 工 箇 所セメントの種類

  ※ 普通ポルトランドセメント又は

  　 混合セメントのA種
  下記以外の全て

  ・ 高炉セメントB種
  ・　

　普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ Ｒ５２１０に示された規定の他、次の規定に適合するも

のとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

352J/g以下

402J/g以下

 7d

28d
水和熱

(6.3.3)(6.5.4)

※Ａ　　　・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量 Rt＝3.0㎏/m3以下）

アルカリシリカ反応による区分5.骨材の種類

※混和剤　　　・混和材 (6.3.5)(6.4.8)6.混和材料

(6.14.3)

　　　　　　表面の処理

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承諾を受ける。

　高圧水洗工法の目荒しは、水圧50N／mm2以上かつ2.5分／㎡以上とし、施工計画書を監督職員に提出し

設計基準強度　　　※ 18N/mm2

　MCR工法は、せき版面にMCR工法用気泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ張りとし、仕上がり面は凹凸状態とする。

8.コンクリート躯体

7.無筋コンクリート

コンクリートの増打ち厚さ　　　※ 20㎜　　　・　

※施工範囲は図示による

塗装の有無　　　※無　　　・有　　　・オーバーレイ

材質　　　　　　※複合合板　　　・針葉樹合板　　　・南洋材合板

厚さ　　　　　　※12mm　　　・　

(6.9.3)9.型枠の種別

適用及び適用箇所について（特記仕様書 19.14による）10.断熱材兼用型枠

供試体には、請負者がサインしたＱＣ版（供試体型枠側面に張り付ける確認版）を入れる。

11.生コンの品質管理

７
　
鉄
骨
工
事

1.鉄骨の製作工場

(7.1.3)

製作工場の加工能力

2.入熱、パス間温度

　　　　　　の溶接条件

※トルシア形高力ボルト 　・ＪＩＳ形高力ボルト　 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト

試験の種別

・放射線試験

・マクロ試験

検査水準　　　※第6水準　　　・図示  　

ＡＯＱＬ　　　※４.０％　　　・２.５％

(7.2.2)(7.12.4)

(7.6.11)

(7.6.11)(表7.6.2)

試 験 方 法

・ 図示

所要性能及び適用構造区分種　　　別

・ラス張りモルタル塗り

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・　

　吹付け

・耐火材

・耐火板張り

鋼材の材質

種 類 の 記 号 使 用 箇 所 規 格 等

　※ JIS規格品　

　※ JIS規格品　

　※ JIS規格品

　※ JIS規格品　

※超音波探傷試験 完全溶込み溶接部

※適用する　　　・適用しない (7.1.3)(7.1.4)

適用箇所　※柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　　　　　・図示

鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　　　　　※図示

3.施工管理技術者

(7.2.1)(7.2.4)(表7.2.1)4.鋼材

5.高力ボルト

6.溶接部の試験 

7.耐火被覆

※標仕7.6.11(b)による

・　　　　　及び埋込み方法

※Ａ種　　　・Ｂ種

・建方用アンカーボルト（・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種）

(7.10.3)(表7.10.1)

混和材

無収縮モルタル

セメント

砂

配合比

　セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート等によって

膨張する性質を利用するもの）とする。

　土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、特に精選

されたものを絶対乾燥状態で使用する。

　JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通又は早強ポルトランドセメン

トとする。

（各重量比）

　（セメント＋混和材）：砂＝１：１

無収縮モルタルの品質及び試験方法

コンシステンシー

ブリージング

凝結時間

圧縮強度

無収縮性

試験方法

塩化物量

付着強度

Ｊロートによる流下時間

練混ぜ完了から３分以内の値は　　８±２秒

練混ぜ２時間後のブリージング率：２．０％以下

凝結開始時間　　　１時間以上

終結時間　　　　１０時間以内

材齢７日　　収縮しないこと

０．３０kg／m以下

(2)塩化物量は、JIS A 5308「ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ」付属書5(規定)「ﾌﾚｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄ中

　の塩化物ｲｵﾝ濃度試験方法」による。

材齢２８日　　45.0 N／m㎡以上

材齢３日　　　25.0 N／m㎡以上

材齢２８日　　 3.0 N／m㎡以上

(7.12.3)(表14.2.2)

亜鉛めっき種別 材　　料 適用部位

Ａ種

Ｂ種

Ｃ種

最低板厚4.5mm以上の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、4.5mm未満の形鋼、鋼板

8.アンカーボルトの保持

9.柱底均しモルタル工法

10.溶融亜鉛めっき工法

・耐火材巻付け

(7.9.2～7.9.7)

・構造用アンカーボルト（※図示　　・　　　　　　　　　　　　）

(7.2.9)(7.10.3)(表7.10.2)

(1)日本道路公団規格（JHS)「無収縮ﾓﾙﾀﾙ品質管理試験方法」312-1999による。

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

普通ボルト、アンカーボルト

素地ごしらえは、JIS H9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

打ち込み量50m3以上となるｺﾝｸﾘｰﾄ工事においては担当技術者を配置し、監督職員に報告すること。

　　日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「

　※建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた（株）

　・監督職員の承諾する製作業者

　　（　　　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場。

　排水工事

(1.2.2)建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による

　※風速（Vo＝　　　　　）

　※地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

　※積雪区分　建告示第1455号　別表（　　）

※適用する　　　　・適用しない (1.3.3)

　また、収集･運搬･中間処理･最終処分等の処理について予め監督職員と協議すること。

　・引渡しを要するもの

　・再生資源の利用を図るもの

(1.3.8)

※ 適用する（一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。）

・適用しない

(1.5.2)

・ (1.3.5)

※別紙解体工事仕様書による　　・構外搬出適正処理　　・現場説明書による

　防水工事

　鉄骨工事

　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

　鉄筋工事

　・型枠施工　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

適用工事種別

　仮設工事 　・とび

　・鉄筋施工（鉄筋組立作業）

　・鉄工（構造物鉄工作業）　　・とび　

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ

　･押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

　・ﾌﾞﾛｯｸ建築

　・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ施工

　内装工事

　塗装工事

　建具工事

　左官工事

　金属工事

　屋根及びとい工事

　木工事

　タイル工事

　石工事

　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

　・建築大工

　・左官

　・塗装（建築塗装作業）

　・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

　・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

　・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業

　・FRP防水工事作業

　・石材施工（石張り作業）

　・建築板金（内外装板金作業）　　・かわらぶき　　・ｽﾚｰﾄ施工

　・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）　　・建築板金（内外装板金作業）

　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　 ・表装（壁装作業） 

　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ工事作業

　・配管（建築配管作業）

　植栽工事

　その他の工事

　・造園

　・畳製作　・家具製作　・樹脂接着剤注入施工　・自動ﾄﾞｱ施工

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

技能検定作業

　・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工　　・ｻｯｼ施工　　・ｶﾞﾗｽ施工

　・建具製作　　・ｻｯｼ施工　　・ｶﾞﾗｽ施工　　・自動ﾄﾞｱ施工

　・ﾀｲﾙ張り

2.品質計画

3.電気保安技術者

4.施工条件明示項目

5.発生材の処理等

6.特別な材料の工法

7.技 能 士

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※図示　　　　・設計GL=現状GL

(1.5.9)

測定物質

測定個所(室)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　個所

　　※試料採取に当たっては、監督員又は監督員が指定する者が立ち会いの下に行う。

化学物質の室内汚染濃度指針値

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

0.08ppm 0.07ppm

ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ

0.20ppm

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.88ppm

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.04ppm

ｽﾁﾚﾝ

0.05ppm

備　考

測定方法　　　※ﾊﾟｯｼﾌﾞ法（拡散法）　　・ｱｸﾃｨﾌﾞ法（吸引法）

　　　　　　　　検査機関

第　三　種

　①JIS及びJASの F☆☆☆規格品

　③旧JISのEo規格品

　③下記表示のあるJAS規格品

　ａ．非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　①JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

規　制　対　象　外

  建築材料等 次の(1)から(5)を満たすものとする。

　(5)上記(1)、(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、

　④旧JASのFco規格品

下記のものを監督職員に提出する。原版は撮影業者の保管とする。

撮　影　箇　所　数分　類・規　格 写真のサイズ（㎜）部　数

・ カラースライド

・ パネル（木製枠）

※ カラー写真  外部（　　）内部（　　）

 外部（　　）内部（　　）

 外部（　　）内部（　　）

※ ｷｬﾋﾞﾈ版  ・ｻｰﾋﾞｽ版

※ 半切　　・ 全紙

※2　　・　

※2　　・　

 外部（　　）内部（　　）

※1　　・　 　24×36以上

※2　　・　

　(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　(1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　(3)安定的な供給が可能であること

　(4)法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　(6)販売、保守等の営業体制が整えられていること

　これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は外

部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

　なお、(社)公共建築協会で発行する「建築材料・設備材料等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最

新版）」に指定された材料については上記(1)～(6)に該当するものとする

　また、備考欄に商品名が記載された材料については、当該商品同等の性能を有するものとし、監督職員

の承諾を受けた材料とする。

　　　　　　　　　　　　　作図方法（※CADで作成し出力　　・　　　　　 　 　　）　

　　作成方法　　※原図　　用紙　　（※ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾍﾟｰﾊﾟｰA1　　・　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・マイクロフィルム（ｱﾊﾟｯﾁｬｰｶｰﾄﾞ付）

※作成する (1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

※ 電子データ ※428万画素以上

※350dpi以上

電子データは、ﾌｨﾙﾑｽｷｬﾝのうえRGB各8ﾋﾞｯﾄ（ﾌﾙｶﾗｰ）、JPEG形式最高画質（100%画質）とし、

CD-Rにて提出とする。

 　　ﾕﾘｱ樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　(1)合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、

　(2)保温材、緩衝材、断熱材はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　(3)接着剤はﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋ

 　　ﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　(4)塗料はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとするが、該当

する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　なお、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散が極めて少

　②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

　ｃ．非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない材料使用

　ｄ．ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料使用

　ｆ．非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料等使用

　②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

　※保全に関する資料(2部)

　※完成図（※設計図書で示したもの全て　　　・標仕表1.7.2による　　・監督員の指示による）

　　　　　　　　※CADデータ（※CD-R（2部)　　・　　　　　）

撮影業者　　　※ 建築完成写真撮影の実績のある業者で監督職員の承諾する撮影業者　　

　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び品質を有するものとし、JIS及び

JASマークの表示のない材料及び製造者等は、次の(1)～(6)の事項を満たすものとする。

　　　　　　　　※環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

8.設備工事との取合い

9.設計GL

10.化学物質の濃度測定

11.完成図等

12.完成写真

13.建築材料等

14.化学物質を発散する

(2.3.1)

(2.3.1)3.工事用電力 構内既存の施設　　・利用できる（※有償　　・無償）　　※利用できない

構内既存の施設　　・利用できる（※有償　　・無償）　　※利用できない

※設ける　　　・設けない1.監督員事務所

2.工事用水

２
　
仮
設
工
事

　規模　　※10㎡程度　　・20㎡程度　　・（　　　）㎡程度

(2.3.1)

六価クロム溶出試験　　※行う　　・行わない

・建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編） 　 建設省建設経済局建設業課･住宅局建築指導課監修

　※ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　　※ﾄﾙｴﾝ　　※ｷｼﾚﾝ　　※ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　※ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　※ｽﾁﾚﾝ

・安曇野市建築工事の手引　　　　　　　　　　　　安曇野市企画財政部監修 

2-参-40

・建築工事標準詳細図 　　 　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

・工事写真の撮り方（改訂第3版）建築編　　　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　準仕様書（建築工事編）平成25年版」（以下「標仕」という。）による。

・敷地調査共通仕様書　　　  　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成23年版）

・建築構造設計基準　　　　　　　　　　　 　　　 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成22年版）

・公共建築改修工事標準仕様書　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成25年版）

・公共建築木造工事標準仕様書　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房営繕部監修（平成25年版）

３．工事種目　　新築工事

新築 - -

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

　　　　　　　　※製本（原図の青焼き、見開きA2版（3部））

○

206

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

  ・　場所打ちｺﾝｸﾘｰﾄ杭

○

○

○

年月日
工 事 名

図面番号

安曇野市総務部財産管理課

A-02図面名称　　　　特記仕様書（１）

検 印 欄

建築工事仕様書

２．敷地面積（㎡）　　5,264.04

児童クラブ 木造

（一部S造）

260.92 484.08

児童クラブ・プレイルーム・事務所 3

4 15

○

○

○

○

○

○

○

○

2026.08.20.

○
○

構造図による 構造図による

１．工事場所　　長野県　安曇野市　豊科南穂高　2698番1

2

令和８年度（債務負担行為）南穂高児童館別館（豊科北小児童クラブ）建設工事

令和８年度（債務負担行為）

南穂高児童館別館（豊科北小児童クラブ）建設工事



検 印 欄

年月日
工 事 名

図面番号

1.見本の製作等 (16.1.4)1614 (14.2.1)

　下記以外の見え掛かり全て（ステンレスタラップは除く）

施 工 箇 所種 類

※ＨＬ程度

・鏡面仕上げ

・

(14.2.2)(表14.2.1)2.ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

　の表面処理 種 別

 ・Ｂ－１種（無着色）

 ・Ｂ－２種（･ブラウン系 ･ブラック ･ステンカラー）　

 ・

施 工 箇 所

・No.2B程度

(14.2.3)(表14.2.2)

表面処理方法

  溶融亜鉛めっき

  電気亜鉛めっき

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

施 工 箇 所種 別

(14.4.4)

  ※標仕14.4.4(h)による補強　　　・図示

(8.2.2)

(8.3.2)

・間仕切壁　　・地下二重壁　　・外壁

・塀 高
さ

2m以下

2mを越える

・　

・120

・150

・100

・　

適用箇所 厚さ(mm)

種 類

 ・間仕切パネル

 ・外壁パネル

 ・屋根パネル

 ・床パネル

・1180  ・1960

・2350  ・3530

単位荷重（Ｎ/㎡） 厚さ（㎜） 取付け工法（種別）

※100　　・　　

1.建築用

　コンクリートブロック

補強コンクリートブロック造　

・衛生配管用裏積みブロック

2.ＡＬＣパネル (8.4.2～8.4.6)(表8.4.2)(表8.4.3)

・Ｂ　　・Ｃ　　・Ｄ　　・Ｅ

８
　
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

帳壁及び塀  　※標仕表8.3.1及び下表による　　　・　

建
具
工
事

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

混合割合 凝結時間 吸水比 透水比

95％以下 80％以下

始発　1時間以上

終結　10時間以内

ｾﾒﾝﾄ重量の5％

以下

施 工 箇 所

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（パネル構法）範囲

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ（溝構法）範囲 ３ｍにつき７以下

１ｍにつき１０以下

平 た ん 差（mm）

塗料塗りの場合も含む

備　　　　考

(表6.2.4)(15.3.1)(15.3.2)

　仕上げ

下表以外は、標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による2.床ｺﾝｸﾘｰﾄの直均し

(15.5.2)(表15.5.1)

仕上げの形状等呼 び 名種 類

・薄付け仕上塗材

・複層仕上塗材 ・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・内装薄塗材Ｗ 京壁状じゅらく

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｃ

砂壁状

・

・

・

・防水形外装薄塗材Ｅ ・ゆず肌状　　・さざ波状　　・凹凸状

・砂壁状　　・ゆず肌状　　・さざ波状　

・内装薄塗材Ｅ 砂壁状じゅらく

・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状　　・着色骨材砂壁状

・外装薄塗材Ｓ

・外装薄塗材Ｓｉ ・

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ ・

・軽量骨材仕上塗材

・防水形複層塗材ＲＳ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

砂壁状

平たん状

・防水形複層塗材ＲＥ

防火材料の指定

防水形の増塗材　　※行う

　　　　　　　　　・メタリック　

　　　　　外観　　※つやあり　・つやなし　

　　　　　樹脂　　※アクリル系　　・　

上塗材　　溶媒　　※水系　　・溶剤系

耐候性　　※３種　・　

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様

　※規制対象外　　・第三種

　JIS A 6909（建築用仕上塗材）により、製造所において指定された色及びつや等に調合し、有効期間を

経過したものは使用しない。

1.ｽﾃﾝﾚｽの表面仕上げ

3.鉄の亜鉛めっき

3.仕上塗材仕上げ

4.珪藻土

※空洞ブロック16　　　・空洞ブロック16-W

・980

※100　　・　　

※100　　・　　

※100　　・150

・Ａ　　・Ｂ　　・Ｃ

※Ｆ種(標仕8.4.5による)

・床パネルの耐火性能（　・1時間　　・2時間　）

　　　※20　　・　 (8.4.3)

(8.4.4)伸縮目地への耐火目地材の充てん　　・適用する

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合ならびにパネルと他部材との取り合い部の目地幅(mm)

3.押出成形セメント板

施工箇所

(8.5.2～8.5.5)(表8.5.1)(表8.5.2)

・外壁パネル

・間仕切パネル

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

表面形状

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

工法種別厚さ(mm） 幅(mm)　　(ＥＣＰ)

耐火性能　　・有り（　　　　　）　　・無し

　　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

種 別 施 工 箇 所

※ＡⅠ－２

・Ａ－２

・ＢⅠ－２

・　

断熱工法の断熱材　　厚さ（㎜）　　※２５　　　・　 (9.2.2)

(9.2.2)

立上り部の保護

・れんがの種類　　　　※見え隠れ部分は市販品のれんが又は、市販品のれんが形ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸとする。

(9.2.5)

　　　　　　　　　　　製造所　　評価名簿による

種別　　・ＡＳ－１　　　・ＡＳ－２　　厚さ（　　　）

施工箇所　　・　

3.合成高分子系

使用分類仕上げ塗料塗り

・シルバー ※非歩行

・軽歩行・カラー

・Ｓ－Ｆ１

　　厚さ（㎜） 施 工 箇 所

(9.4.2)(9.4.3)(表9.4.1)

アスファルト　　※３種　　　・４種

・乾式保護材の材料　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

2.改質アスファルト

　　　　シート防水

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～表9.2.8)

(9.3.2～9.3.4)(表9.3.1)

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ２

※1.2　　・　

※2.0　　・　

※1.5　　・　

※1.5　　・　

・Ｓ－Ｍ３

床型枠用鋼製デッキプレートを使用したコンクリートスラブ

種 別

4.塗膜防水

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｙ－１

・Ｙ－２

種 別 施 工 箇 所

Ｙ－２工法の保護シート

※適用する　　・適用しない

仕上げ塗料塗り

・シルバー

・カラー

備　考

地下外壁防水

・設ける　　材質（　　　　　）　　設置数量（　　　　㎡当たり１箇所）

(9.5.2)(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

(1～4についての保証) 防水工事施工者及び請負者連名の保証書（10年）を提出すること。

シーリング材の種類（記号）施 工 箇 所

5.シーリング (9.6.2)(表9.6.1)
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石
工
事

石の品質

　壁及びその他の石材　　※１等品　　　・２等品（施工箇所　　　　　　　　）

　床用石材　　　　　　　※２等品　　　・１等品（施工箇所　　　　　　　　）　

(10.2.1)

石の種類・表面仕上げ (10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

施工箇所 種　類 産地・名称 厚さ(mm) 仕上げの種類

防
水
工
事

下表以外は、標仕表9.6.1による。

1.天然石張り

1.アスファルト防水

・Ｄ－２

※1.2　　・　

Ｘ－１の脱気装置

種石の種類　　※大理石　　　・　

表面仕上げ　　※本磨き　　　・　

(10.2.1)

(表10.2.2)

外壁石張り (10.3.2)(10.3.3)(10.5.2)(10.5.3)

　工法

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　　・　　　　　　　　　）

　・乾式工法

　・乾式工法　

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　　・あと施工アンカー工法）　

　工法

内壁石張り

　石裏面処理　　※行わない　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　※行わない　　　・行う

　ドレインパイプ　　　　※ステンレスＳＵＳ３０４　　　・　　

(10.4.2)(10.4.3)(10.5.2)(10.5.3)

2.テラゾ張り

3.壁の石張り工法

　裏打ち処理　　　※行わない　　・行う　

　石裏面処理　　※行わない　　　・行う（・小口共）

　　　型枠先付け工法

(11.2.2)(11.4.2)(表11.4.1)

タイル型枠先付け面のせき板

　先付け用パネル

外装タイル　　・ 密着張り　　・ マスク張り

　※ ＭＣＲ工法（６章コンクリート工事による）又は高圧水洗（ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ下地）工法

(11.2.1)

(11.3.3)(表11.3.2)

 　　施工範囲　　※図示　　　・　

タイルの見本焼き　　　※行わない　　・行う（※ 外壁タイル　・　　　　　　　）

2.張り付け用材料 既製調合モルタル

保水率

70.0以上

単位容積質量

(kg/ｌ）

1.80程度

標準時 温冷繰返し後

0.40以上0.60以上

長さ変化率

(%)(%)

曲げ強さ

（N/mm)2

4.0以上0.20以下

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (12.2.10)

フローリング及び縁甲板張り床

下張り用床板

床板

・ 縁甲板

※単層フローリング

・有り

※無し

※合板張り

・板張り

※ひのき　　　・　

(12.2.3)(12.7.1)(表12.7.1)

ホルムアルデヒド放散量の等級

ホルムアルデヒド放散量の等級

(13.3.2)(13.3.3)(表13.2.1)

（規格等）

形　　式

形状(mm)

材　　料

軒先面戸板

断熱材

耐火性能

※重ね形　　　・はぜ締め形　　　・かん合形

板　厚 ※0.6　・0.8　・　山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）

・　

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　　mm）　　　・無し

※有り　　　・無し

※３０分耐火　　　・無し

(1及び2についての保証)

　すること。

　年）を提出すること。

(13.5.2)(表13.5.1)
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材 種屋根葺形式

※0.4

・0.5

板厚(㎜)塗装種別

(13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)

　及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

※規制対象外　　　・第三種　

※規制対象外　　　・第三種　

3.壁タイル張りの工法

4.陶磁器質タイル

7.床板張り

1.長尺金属板葺き

2.折板葺

3.と　い

6.防虫処理

　クロルピリホスをあらかじめ添加したものを使用しないこと。ただし、発散するおそれがないものとし

て、国土交通大臣が認める材料についてはこの限りでない。

8.建築材料

(10.6.2)4.床及び階段の石張り

1.陶磁器質タイル タイルの種類 (11.2.1)

備 考
標準 特注

色役 物

無有

釉 薬

施釉無釉陶器

き じ

(mm)
形状寸法施工箇所

・

磁器 せっ器　　

・ ・

・

・ ・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・・

・

・
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(10.1.5)

(10.1.5)階段石張りの裏面処理　　※行わない　　・行う

床石張りの裏面処理　　　※行わない　　・行う

屋内のワックス掛け　　　※行う　　　　・行わない　

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

接着強さ(N/m㎡)

(11.2.3)

(11.2.3)接着剤のホルムアルデヒド放散量の等級　　※規制対象外　　・F☆☆☆

内装タイル　　※ 壁タイル接着剤張り　　・ 改良積上げ張り

　躯体表面の処理　　・行わない　　　※ 行う

タイルの試験張り　　※行わない　　　・行う（※外壁タイル　　・　　　　　）

下地モルタル塗り　　※標仕15.2.2～15.2.5による

※標仕6.9.3[材料](b)(2)または金属製ﾀｲﾙ

種     別

※タイルシート法

・目地桝工法

・桟木法

適 用 タ イ ル

・小口タイル　　

・二丁掛タイル

大型タイル ・　

5.防腐・防蟻処理 

12 (12.2.1)

・保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　）

 ・

化粧単板の樹種

(12.2.2)

(12.2.1)(表12.2.3)

品 名

 ※集成材

 ・構造用集成材

 ・造作用集成材

 ・化粧ばり造作用集成材

 ※１等 　・２等

 ※１等 　・２等

規格・品質

 ※たも・なら・しおじ

 ・

※標仕表12.2.3による

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　）

(12.2.6)

ホルムアルデヒド放散量の等級　　※規制対象外　　　・第三種

2.樹  種

4.接 着 剤

1.木材の品質

3.集成材等

芯材の種類

 ・

 ・

 ・

 ※２種

接着剤に含まれる可塑剤は、揮発性とする。

ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤を用い

た接着剤のホルムアルデヒド放散量の等級　　※規制対象外　　　・第三種

(12.2.8)(12.2.9)

防蟻処理　　・行う（※図示　　　・　　　　）　　・行わない

防腐、防蟻処理の種類、品質

　表面処理用木材保存剤(防腐・防蟻剤)は監督職員の承諾するものとする。

　（クロルピリホスを含むものを添加しないこと）

　（標仕19.5.2による）

屋
根
及
び
と
い
工
事

・　

・瓦棒葺（心木なし）　　　　

・立はぜ葺(・立平 ・あり掛)

・横葺(・定尺　・長尺)

・

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(CGLCCR-20-AZ150)

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛合金めっき鋼板

・長野県板金工業組合認定の施工図により施工したものは同組合及び請負者連名の保証書（10年）を提出

・上記組合認定以外の施工図により施工したものはメーカー、屋根施工業者及び請負者連名の保証書（10

　防露材のホルムアルデヒド放散量の等級　　※規制対象外　　・第三種

鋼管製といの防露　　※標仕表13.5.5 による (13.5.3)(表13.5.5)

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　　　　・硬質塩化ビニル管　

　　　　　　　　　・ステンレス鋼板　　　・表面処理鋼板

掃 除 口　　　　　※有り（図示）　　　　・無し　

4.軽量鉄骨天井下地 天井のふところが屋内1.5ｍ以上、屋外が 1.0 m以上の場合の補強

15 吸水調整材 (15.2.2)

界面破断率（％）

50以下0.98以上

接着強度（N/mm2）吸水量（ｇ）

30分で1g以下表示値　±1.0

全固形分（％）

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

1.モルタル塗り材料

・２５０形

・３００形

・３５０形

種 類

(14.7.2)(表14.2.1)(表14.7.1)

形 状 製 法 材 種 寸法（㎜） 厚（㎜） 表 面 処 理

 ・スパンドレル形

 ・パネル形

・押出し

・ロール

※アルミニウム製 ・Ｂ－１種

・Ｂ－２種（　　　）

・・　

・

※プレス

・　

(14.6.2)(表14.2.1)

 伸縮調整継手　　※設けない　　　・設ける（施工箇所は図示） (14.6.3)

5.金属成形板張り

6.ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

耐震性を考慮した補強　　・図示

屋外の軒天井及びピロティ天井等における耐風圧性を考慮した補強　　・図示

種 類 材料の種別 表 面 処 理

 ・手すり

 ・タラップ

※ステンレスＳＵＳ３０４

※ステンレスＳＵＳ３０４

・鉄

※ＨＬ程度　　・鏡面程度　　・　

亜鉛めっき　   　外部　※Ｃ種　　

 　　　　　　　　内部　※Ｅ種　

※研磨無し　　・　

亜鉛めっき　   内外部　※Ｃ種　　

　　　　　　  　　　　 ・　

・鉄

(14.2.1)(14.8.2)(14.8.3)(表14.2.2)7.手すり及びタラップ

・１００形

・

固定方法及び間

隔は品質計画で

定めたもの

※Ａ－１又は

　　　Ｂ－１種

・Ｂ－２種

　 （　　　　）

表面処理 固定間隔 備 考呼称肉厚(mm)

１．６以上

１．８以上

２．０以上

隅角部及び突当たり部等の役物

は本体製造所の仕様による。

　防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤　(JIS A 1404による試験)

JIS R5201の試験　8において 70％以下

曲げ及び圧縮強度比

294.0KPa/h

・複層塗材Ｅ

※複層塗材ＲＥ

建築内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量の等級

外部に面する建具 (16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)

施 工 箇 所枠見込み（㎜）水密性気密性耐風圧性種 別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６ Ａ－４

※Ａ－３

・　

※Ｗ－４

・　

Ｗ－５

※７０

・　

１００

　表面処理　　※Ｂ－１種　　・Ｂ－２種（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　 ・ﾌﾞﾗｯｸ　 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ） (表14.2.1)

※図示

2.防犯建物部品

・特殊な建具の仮組（建具番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・適用あり (16.1.6)

　防音ドアセット　・防音サッシ　　・適用する　遮音性の等級（　　）

　断熱ドアセット　・断熱サッシ　　・適用する　断熱性の等級（　　）

　耐震ドアセット　・適用する　面内変形追随性の等級（　　）

　　　　　　　・Ｃ－２種又はＢ－２種（・ﾌﾞﾗｳﾝ系　　・ﾌﾞﾗｯｸ　　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

屋内建具

　表面処理　　※Ｃ－１種又はＢ－１種 (表14.2.1)

3.ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

　※適用する（適用箇所は建具表による）　　　・適用しない

耐風圧性

　※適用する（適用箇所は建具表による）　　　・適用しない

(16.5.2)

(16.5.2)

曲げ加工　　　※普通曲げ　　　・角出し曲げ（補強あり）

表面仕上げ　　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　・　

特定防火設備の戸　　・適用する (表16.5.1)

(16.5.5)

(16.5.4)

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

　※適用する（適用箇所は建具表による）　　　・適用しない

(16.4.2)

標準型鋼製軽量建具　　　・適用する (16.4.5)

防 虫 網

　形　　式　　※外部可動式　　　・固定式　

(16.2.3)

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値

　※適用する（適用箇所は建具表による）　　　・適用しない

(16.3.6)

特定防火設備の戸　　・適用する

耐風圧性

　※適用する（適用箇所は建具表による）　　　・適用しない

(16.3.2)(表16.3.1)

(16.3.2)(表16.2.1)

標準型鋼製建具　　　・適用する

4.網  戸

　網の種別　　※ガラス繊維入り合成樹脂製　　・ｽﾃﾝﾚｽ製(SUS316)　　・合成樹脂製

5.鋼製建具

6.鋼製軽量建具

7.ｽﾃﾝﾚｽ製建具

8.木製建具 かまち戸の樹種　かまち（　　　　）　　鏡板（　　　　　）

ふすまの上張り　※新鳥の子又はビニル紙程度(押入等の裏面は除く)　　・鳥の子

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量の等級

　※規制対象外　　・第三種

(16.6.2)

(表16.6.3)

(16.6.2)

(16.7.4)

(16.3.6)(16.4.6)

9.建具用金物 マスターキー　※製作する　　・製作しない

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

(16.3.6)(16.4.6)

(16.7.2)

吊り金物

建築用金物

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）　　・ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ

　錠前類は、シリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

開 閉 方 法 セ ン サ の 種 類

※熱線スイッチ　　　・マットスイッチ　　　・電子マットスイッチ

(16.8.2)(16.8.3)(表16.8.1～3)10.自動ドア開閉装置

種類　・SSLD-1　・SSLD-2

※スライディングドア

　　　・DSLD-1　・DSLD-2

・スイングドア

　　　・SWD-1　・SWD-2

・光電スイッチ　　　・タッチスイッチ　　　・音波スイッチ　

・光線反射スイッチ　・電波スイッチ　　　　・押ボタンスイッチ

・ペダルスイッチ　　・多機能便所スイッチ

※凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

11.自閉式上吊り引戸装置 材料　　　　　※SUS304アルミニウム製等防錆性能を有するもの

　　　　　　　・製造所標準仕様による

性能等　　　　※標仕16.9.1による

　　　　　　　・製造所標準仕様による

(16.9.2)(16.9.3)

(16.10.2)

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）　　・ｼｬｯﾀｰの二段降下方式

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

シャッターの種類

耐風圧性能（　　　　）N/㎡

耐風圧性能（　　　　）N/㎡

(16.10.2)

(16.10.2)(表16.10.1)開閉機能　　※上部電動式（手動併用）　　　・上部手動式

一般重量ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　　※設ける　　　・設けない

危害防止機構

開閉形式　　※手動式　　　・上部電動式（手動併用） (16.11.2)(表16.11.1)

12.重量ｼｬｯﾀｰ

13.軽量ｼｬｯﾀｰ

ｽﾗｯﾄ　　材質　　※JIS G3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)又はJIS G3318

　　　　　　　　　(塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯)

　　　　形状　　※ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　　　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

(表16.11.2)

(16.11.4)

(16.11.3)

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ等　　　　　※鋼板製　　・ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304（厚さ1.0㎜）　

耐風圧性能　　（　　　　　）N/㎡

14.ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ (16.12.2)(16.2.3)

※ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ

・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

※ﾊﾞﾗﾝｽ式

・ﾁｪｰﾝ式

・電動式

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ型

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾟｰﾁｶﾙ形

・溶融亜鉛めっき鋼板

※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板（SUS304）

ｾｸｼｮﾝ材料 開閉方式 収納形式 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ

耐風圧性能　　（　　　　　）N/㎡

　　　　　　　　　　ただし、ノンフロンのものとする。　

９
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工
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官
工
事

　安全性 膨張性のひび割れおよびそりがないこと。JIS R5201の試験9

図面名称　　　　特記仕様書（２）

2-参-41

○※標仕12.2.1による　　　・安曇野市産木材・信州木材認証製品又は同等品　　　・市販品○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

下葺材料　　※アスファルトルーフィング940　　・　図示

○

行う箇所（土台・水廻・1m以内の柱等木部　　　　　　　）

防腐処理　　※行う（※標仕13.3.1(ア)(a)(イ)(a)による　　・図示　　）　　・行わない　　　　

○ ○   １等　 ・２等

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

・フッ素

・　カラー

A-03

安曇野市総務部財産管理課

2026.08.20.

○ ※図示

○

玄関 ○
○

300*300 モンセラット

未来タイル

※図示○

○ ※図示（玄関建具部）

令和８年度（債務負担行為）

南穂高児童館別館（豊科北小児童クラブ）建設工事



○

・ループパイル

(20.2.10)9.表示

　（吹付硬質

MDF・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

・ロックウール化粧吸音板

・せっこうボード

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・化粧せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード（木目）

9.5（不燃）　化粧無（下地張り用）

9.5

12.5（不燃）　幅440程度

　模様（※柾目　　・板目）専用下地材付き

 　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

12.5（不燃）

GB-D

GB-L

GB-F

GB-S

GB-NC

GB-R

・メラミン樹脂化粧板 JIS K6903による　　厚さ1.2

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

タイプ２（無石綿）（・6　　　 ・8　　・　　）

　種別　　※Ｂ種　　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）　

検 印 欄

年月日
工 事 名

図面番号

※建具表による (16.13.2)(16.13.5)

・ガラスブロック

表面形状 呼び寸法(mm) 色 調 防火性能

・正方形 ・ ※無し※クリア　・熱線反射　

・長方形 ・乳白　　・カラー（　　　　） ・有り

ｶﾞﾗｽ留め材 (16.13.2)(表9.6.1)

建具の種類 材 種

　アルミニウム製 ※シーリング材　　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

　鋼製及び軽量鋼製 ※シーリング材　

※シーリング材　　ステンレス製

(16.13.3)板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　標仕16.13.3以外のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具及び板ｶﾞﾗｽの場合は（社）日本建築学会JASS17ｶﾞﾗｽ工事「3.1納まり

寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける

15.ｶﾞﾗｽ

16.ｶﾞﾗｽ留め材及び溝

　ただし、防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

名　称 種 類 張 り 面 性 能 等

※ガラス飛散防止フィルム ※内張り　・外張り 飛散防止率　　Ｄ１第２種

・

品質　　JIS　A5759による

17.ｶﾞﾗｽ用ﾌｨﾙﾑ

17
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1.ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

構造用ガスケット　　※適用しない

　　　　　　　　　　・適用する　（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(17.2.2)

断 熱 材　　　　　　※適用しない

　　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　厚さ(㎜)：　　　施工箇所　※図示）

(17.2.2)

(17.2.3)(表17.2.1)製品の寸法許容差　　※標仕表17.2.1による

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ材料の種類 (17.2.2)

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ ・

規　格　等種　類

※標仕16.2.3のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の材料による

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ材料の方式

　・方立方式

　・ﾊﾞｯｸﾏﾘｵﾝ方式（・単純２辺支持構法　　・ＳＳＧ構法）

　・ﾊﾟﾈﾙ方式

　・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ方式

　・小型ﾊﾟﾈﾙ組み合わせ方式（・ﾉｯｸﾀﾞｳﾝ方式　　・ﾕﾆｯﾄ方式）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材及びｶﾞﾗｽ取付材料

耐久性による区別主成分による区別

シーリング材の種別

記　号

被着体の組合せ

ガラス

ガラス

石、タイル

ガラス

金　属

　下記以外は標仕表9.6.1による

(9.6.2)(17.2.2)(表9.6.1)

　　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による

ｱﾙﾐﾆｳﾑの表面処理 (17.2.3)(表14.2.1)

色 彩 等種 別

・Ａ－１種　　　・Ｂ－１種

・Ａ－２種　　　・Ｂ－２種

無着色

※ﾌﾞﾗｳﾝ系　　・ﾌﾞﾗｯｸ系　　・ｽﾃﾝｶﾗｰ　　・　

 塗装材料（　　　　　　　） 焼付け方法（　　　　　　） ｺｰﾄ（　　　　　） ﾍﾞｰｸ

耐風圧性能 (17.1.3)

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対し安全であること

　　　　　・正圧（　　　　）N/㎡以上及び負圧（　　　　）N/㎡以上に対して安全であること

主要部材のたわみ

状 態支点間距離（ｈ） た わ み 量

※４ｍ以下

・４ｍを超える

※ ±（１／１５０）×ｈ

　　　　　　　 かつ絶対量２０㎜以下 　が起こらないこと

※各部の破損、残留変形、有害な変形

・　

耐震性能 (17.1.3)

　設計用震度　　　水平方向（ＫH）　　※1.0　　　・　

 　　　　　　　　 垂直方向（ＫV）　　※0.5　　　・　

構 造 種 別

鉄骨造 ※±（１／１００）×ｈ以上

・　

※±（１／２００）×ｈ以上

・　

  ｼｰﾘﾝｸﾞは補修程度。

※部材の脱落、ｶﾞﾗｽの破損及び主要部

　材に有害な歪が起こらない。

状　　態層間変位量（ｈ＝支点間距離）

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

気 密 性　　・Ａ－３　　　・Ａ－４　　　・　

耐火性能　　　※適用しない　　　・適用する（　　　　時間、施工箇所：図示）

(17.1.3)

(17.1.3)

映像調整　　　※行わない　　・行う（建具表による）

・着色塗膜

水 密 性　　・Ｗ－４　　　・Ｗ－５　　　・　

設計図書による規定の他、特記無き事項は(社)日本建築学会JASS14による。

(17.3.2)

所用スランプ（㎝）設計基準強度（Ｆ0）コンクリートの種類

鉄筋　　※SD295A　　　・　

2.ＰＣカーテンウォール

コンクリートの種類及び品質

　※標仕17.3.2による。

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

製造所　　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質 (14.2.3)(表14.2.2)

金物種類及び部位 内 部 外 部

ＰＣ版打込み金物

ＰＣ版打込み取付ボルト

２次ファスナー

取付けボルト

レベル調整ボルト

※Ｅ種　　　・　

※Ｅ種　　　・　

※Ｅ種　　　・　

※Ｅ種　　　・　

※Ａ種　　　・　※Ｅ種　　　・　

※Ａ種　　　・　

※Ａ種　　　・　

※Ａ種　　　・　

　下記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

※ステンレスボルト

(9.6.2)(17.3.2)(表9.6.1)

耐久性による区分

シーリング材の種別

主成分による区分記 号

シーリング材料

カーテンウォール板間目地

施 工 箇 所

　下記以外は標仕表9.6.1による

(18.1.3)

(18.1.3)
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木部の素地ごしらえ (18.2.2)(表18.2.1)

　種別　（・Ａ種　　　・Ｂ種　　　※Ｃ種　）

(18.2.3)(表18.2.2)

(18.2.4)(表18.2.3)

種　　　別

・ Ａ  種

・ Ｂ　種

・ Ｃ　種 下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

Ａ種、Ｃ種以外

鋼製建具及び、２液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂ｴﾅﾒﾙ塗りの場合

施 工 部 位 別 及 び 塗 料 種 別

　種別　　※Ｂ種　　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）

(18.2.5)(表18.2.4)

　種別　　※Ｂ種　　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）　

　※規制対象外　　・第三種

鉄鋼面の素地ごしらえ

1.材　料

2.塗装業者

（保　　証）

3.素地ごしらえ

断 熱 材　　　　　　※適用しない

　　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による

表面仕上げ　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　厚さ(㎜)：　　　　　施工箇所：※図示）

(17.3.3)(表17.3.1)製品の寸法許容差　　※標仕表17.3.1による

耐火材料

種 別 規格等施 工 部 位

・ファスナー部

・取付ブラケット

・パネル目地部

・層間ふさぎ

　　　　　・正圧（　　　　）N/㎡以上及び負圧（　　　　）N/㎡以上に対して安全であること

耐風圧性能

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対し安全であること

(17.1.3)

(17.1.3)耐震性能

　設計用震度　　　水平方向（ＫH）　　※1.0　　　・　

 　　　　　　　　 垂直方向（ＫV）　　※0.5　　　・　

状　　態層間変位量（ｈ＝支点間距離）

※±（１／１００）×ｈ以上

・　

※±（１／２００）×ｈ以上

・　

鉄骨造

構 造 種 別

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

  シーリングは補修程度。

※部材が損傷せず破損脱落もしない。

　ガラス等の破損もない。

耐火目地材　　　　　・適用する　　※図示

　種別　（・Ａ種　　　・Ｂ種　）

亜鉛メッキ鋼面の素地こしらえ

モルタル面及びプラスター面の素地ごしらえ

コンクリート面及びＡＬＣパネル面の素地ごしらえ (18.2.6)(表18.2.5)

(18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1)(表18.3.3)

　種　別　　　屋 外（※Ａ種 JIS K　　 　　）　屋 内（※Ｂ種 JIS K5621　・Ａ種 　　　　） 　

　仕上種別　　見掛り部 ※ Ａ種　　　　・見隠れ部 (※Ｂ種    ・　　　　）

亜鉛メッキ面

　種　別　　　鋼製建具　※Ａ種　　　　その他　※Ｂ種

(18.3.2)(18.3.2)(表18.3.2)(表18.3.4)

鉄鋼面4.錆止め塗料塗り

(18.2.7)(表18.2.7)

(18.2.6)(表18.2.6)2-UE、2-ASE、2-FUEの場合のｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の素地ごしらえ

　種別　　※Ｂ種　　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　）　

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえ

工法　　※熱溶接工法　　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　）

厚さ（㎜）色 柄記 号種 類

※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

・

・

※ＮＣ　・　

※柄物　　　・無地

(19.2.2)

(19.2.3)

備 考厚さ（㎜）記 号種 類

・

ＣＴ

ＣＴＳ

ＨＴ

・

・

(19.2.2)

2.ビニル床シート張り

3.ビニル床タイル張り

※コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・コンポジションビニル床タイル（軟　質）

・ホモジニアスビニル床タイル

※無地　　　・マーブル柄

※2

※2.5
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6.ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

種別

・織じゅうたん

パイル形状

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループパイル併用

色柄等

※単一色（無地）

・柄物（標準品）

・　

人体帯電圧

帯電性

　・　

備考

・　

種　　類 厚さ(mm) 性　　能

※2.0　　・　

※4.0又は4.5

・　

以下、又は漏えい抵抗値（JIS A1454による）

　体積抵抗値（JIS K6911による）1.0×109Ω

(19.2.2)

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル

　　※規制対象外　　　　・第三種

高さ（㎜）　　・60　　　※75　　　・100　　　・330（階段ささら）　 (19.2.2)

(19.3.3)(19.3.4)(表19.3.1)(表19.3.2)

1.接 着 剤

4.帯電防止床ﾀｲﾙ張り

5.ﾋﾞﾆﾙ幅木

　壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒド放散量の等級

屋内の壁、天井仕上げ材は防火材料とする

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量の等級

(19.2.2)(19.3.3)(19.8.2)

　※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする

1.0×1010Ω未満

(19.3.3)(19.3.4)(表19.3.2)

・カットパイル

帯電性

人体帯電圧

　・　

・グリッパー工法

※全面接着工法

工法

※5～7　　・　

※4～6　　・　

パイル形状 パイル長(mm)

種 別

・弾性ウレタン塗り床材

・エポキシ樹脂塗り床材 ※薄膜流し展べ仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ

仕上げの種類 総塗布量

0.5kg/㎡

0.25kg/㎡・水性ｱｸﾘﾙ系樹脂塗り床材 ※防塵仕上げ　　　・　

8.ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

　・

種 別

(19.5.2～19.5.7)(表19.5.1～表19.5.4)

※天然木化粧複合フローリング

・・

・

※釘どめ工法(Ｃ種)

工 法 仕上塗料樹 種

 ※なら ・ひのき

 ・　　　　　　

 ・

10.ポリスチレンフォーム

　 床下地材

ホルムアルデヒト放散量の等級　　　※規制対象外　　　・第三種

9.畳敷き (19.6.2)(表19.6.1)

下地の種類 畳の種別 備　　考

ポリスチレンフォーム床下地

※Ｂ種　　　・　

※Ｃ種　　　・　

　※3kV以下

　※3kV以下

(19.3.3)(表19.3.2)

　帯電性　　・人体帯電圧3kV以下（ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱｰ敷設範囲）

パイル形状

・カットパイル

※ループパイル

・カット、ループ併用

種類 種類 総厚さ(mm) 備考

※第一種

　第二種

※500×500

・　

※6.5

(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.7)

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量の等級　　　※規制対象外　　　・第三種

　・単層フローリング ・無

※有

標仕表12.5.1による床組

畳表及び畳床は揮発生有機化合物含有量が少ないものとする。

(19.7.2)(表19.7.1)

種 類

11.せっこうボードその他

　 ボード張り

・普通木毛セメント板

HW

NW

厚さ（㎜）、規格等　

・15　　　・20　　　・25　　　・　

・15　　　・20　　　・25　　　・　

・硬質木毛セメント板

・ロックウール化粧吸音板

0.8FK・けい酸カルシウム板

・硬質木片セメント板

JISの記号

NF ・15　　　・20　　　・25　　　・　

※フラットタイプ（※9(不燃)　・12　・　　）

・凹凸タイプ（※12(不燃)　・15　・19　・　）

※フラットタイプ（※9(不燃)　・12　・　　）

・凹凸タイプ（※12(不燃)　・15　・19　・　）　（外部用）

　（内部用） DR

9.5（※準不燃　　・不燃）

・単板張りパーティクルボード

・10　　　・12　　　・15　　　・18

・ハードボード（素地） HB

IB・インシュレーションボード

・9　　　・12　　　・15　　　・18

・3　　　・7　　　・9　　　・12

・素地MDF(RS)　　・化粧MDF(・DV　・DO　・PC)

・無研磨板VN　　　・研磨板VS

・素地　　・RN-HB　　・RS-HB

・2.5　　　・3.5　　　・5　　　・7

・T-IB　　　・A-IB　　　・S-IB

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※規制対象外　　　・第三種

合板類、繊維板及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量の等級

(19.7.2)(表9.6.1)

　※適用する（・シーリング材　　　・ジョイントコンパウンド）

　・適用しない

種 類 厚 さ （ ㎜ ）

RW-B

GW-B

(表19.7.1)

JISの記号

・ロックウール吸音ボード１号

12.吸音材

※25　　　　　・　

※25　　　　　・　※グラスウール吸音ボード３２Ｋ

13.壁紙張り

壁 紙 の 種 類

ビニル 化学繊維 無機質

・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・・

・

・

・

・

・

   紙 織物
施 工 箇 所

(19.8.2)

防火性能の級別

素地こしらえ

※不燃　・準不燃　・難燃

※不燃　・準不燃　・難燃

※不燃　・準不燃　・難燃

※不燃　・準不燃　・難燃

※不燃　・準不燃　・難燃

※不燃　・準不燃　・難燃

備考

(表18.2.4)(表18.2.7)

壁紙のホルムアルデヒド放散量の等級

　※規制対象外　　　・第三種

(19.8.2)

　モルタル面、プラスター面　　　※Ｂ種　　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　）

　せっこうボート面　　　　　　　※Ｂ種　　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　）

施 工 箇 所種 類 品 質 等厚さ(㎜)

・

※25

※25

・

※15

・

・

※断熱材補修部分

・一般部

・

※２種ｂ

※３種ｂ

・押出法ポリスチ

　チレンフォーム

　保温板

・現場発泡断熱材

※一般部

・接地部分

 製造所　　評価名簿による

・断熱材兼用型枠 断熱抵抗＝厚さ／熱伝導率

製造所　　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開発」に

　　　　　において、評価を取得したもの。

※40以下

・　

※壁（図示の範囲）

・　

(19.9.2)(19.9.3)

(ｽｷﾝ層付)

・木質系

・ｺﾝｸﾘｰﾄ系

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系

　※規制対象外　　　・第三種

14.断熱材

市販品

備 考幅（㎜）性 能表面仕上げ

　※塗装品

　・木目調

材 質

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

準不燃品 ※200

・100

※300

・100

　回り縁は樋付きとし、

製造所の標準品とする。

20 1.フリーアクセスフロア

・帯電防止ビニル床タイル

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・帯電防止ビニル床タイル

・タイルカーペット

・帯電防止ビニル床タイル

・溝構法

・ﾊﾟﾈﾙ構法

※50未満

・　 ・1.0Ｇ

・0.6Ｇ

耐荷重性能 表面仕上げ材構 法施 工 箇 所
適用地震時

水平力(mm)

・3,000N

・5,000N

・ﾊﾟﾈﾙ構法

・溝構法

・ﾊﾟﾈﾙ構法

・溝構法

・　

※50未満

※50未満

・　

・1.0Ｇ

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

・1.0Ｇ

・3,000N

・3,000N

・5,000N

・5,000N

(20.2.2)

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

　耐震性能5,000Nについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの開発」の建設技術評価

において評価を取得したもの又は同等品とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　・ 有り　（※固定式　　・可変式　　：施工箇所は図示）

　空調用吹き出しパネル　　　　　※ 無し

　表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

　スロープ及びボーダー　　　　　※ 製造所の標準仕様　　　・図示

　コンセント等の取付け対応　　　※ 製造所の標準仕様（コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 コンセントの箇所数は図示

16.単板羽目板

　　　　・信州産杉　（信州木材認証製品又は同等品）

ﾛｯｸｳｰﾙ、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、ﾌｪﾉｰﾙﾎｰﾑ、ﾕﾘｱ樹脂又はﾒﾗﾐﾝ樹脂を使用した断熱材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量の等級

15.浴室天井

※難燃性

　　　　ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ）

※Ａ種１

・　

＝0.676以上（㎡･K／W）

仕上り高

　配線用取り出しパネル　　　　　配線取り出し開口： ﾊﾟﾈﾙ１枚につき40mm×80mm程度の開口１ヶ所以上

　　　　　　　　　　　　　　　　ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ全体面積に対する設置割合　※20～30%　　・　

2.可動間仕切

構 造 形 式

※パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

(20.2.3)

・あり・　

パ ネ ル 部 の

総厚さ（㎜）

※鋼板

（※0.6　　・0.8）

表 面 材 種

厚さ（㎜）

※ﾒﾗﾐﾝ樹脂又は

ｱｸﾘﾙ樹脂焼付

・

仕 上 げ 遮音性能

・あり

・なし

（　　）

防火性能

・なし

3.移動式間仕切

表面仕上げ表面材厚さ（㎜）遮音性能による区分

・一般タイプ

・遮音タイプ

※ 鋼 板

・　　　

※ 鋼 板

・　　　

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

(20.2.4)

・手動式　・電動式

操作方法

・部分電動式

・手動式　・電動式

・部分電動式

　遮音性能はJIS6512の遮音試験に準拠する

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

(20.2.5)表面仕上げ材　　※メラミン樹脂化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

　　　　　　　　・ ポリエステル樹脂系化粧板

4.トイレブース

　　　（36dB以上）

形状　    　ビニルタイヤ入り

幅（㎜）　　　約３５

取付け工法　　※ 接着工法　　　・ 埋込み工法

　　　　　　両端フラットエンド　　・無　　　※有（・ステンレスＳＵＳ３０４　　※ビニル製）

(20.2.6)5.階段滑止め

6.階段手すり ※集成材クリアラッカー仕上げ（市販品　径約45㎜）

・ビニル製ハンドレール（幅約50㎜）

材種　    　ステンレスＳＵＳ３０４

※平面　　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

種 類

7.黒板及び

    ホワイトボード

・黒板

(20.2.8)

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

※焼付け

※ほうろう

寸法（㎜） 色 彩 備 考

※緑　・黒

※緑　・黒

※白

※白

※平面　　・曲面　・ｽｸﾘｰﾝ付引分

8.鏡 寸法(mm)　　・図示

厚さ(mm)　　※5

(20.2.9)

　　　　　　　　・ 無し

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

表示標識　案内用図記号についてはJIS Z 8210　による

衝突防止表示　　※ 図示（市販品　※ステンレス製　径約３０㎜　　・　　　　　　）

　　　　　　　　　　　（・両面　　・片面）
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・普通合板（難燃処理）

・12.5（不燃）　　・15.0（不燃）

・9.5（準不燃）　　・12.5（不燃）

ノンフロンのもの

畳下地　　　　　　厚さ(mm)　　※４０　　・６５　　・８０　（不燃）

フローリング類　　厚さ(mm)　　※８０　　・９５　　　　　　（不燃）

7.合成樹脂塗床

・タフテッドカーペット

・タイルカーペット

・

・カット、ループ併用 ・　

ノンフロンのもの

ノンフロンのもの

足形状　　　　　※幅木型　　　・足金物型

※塗装業者、請負者連名の保証書（３年）を提出すること。

・ 日本塗装工業会の会員　　　　・ 監督職員の承諾する業者

図面名称　　　　特記仕様書（３）

2-参-42

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 　・図示○

　・図示

○　・図示

○

○

材種　　・信州産唐松（信州木材認証製品又は同等品）

　　　　・　安曇野市産材（協議）

○

○ ○

○

安曇野市総務部財産管理課

A-04

2026.08.20.

※サンゲツ　ストロング　程度

※サンゲツ　NT-350　程度
※サンゲツ　AA　程度

○

○

※カワジュン金物　程度

※図示

※図示

南穂高児童館別館（豊科北小児童クラブ）建設工事

令和８年度（債務負担行為）



安曇野市総務部財産管理課

※ 60　　・80

年月日

図面番号

工 事 名

検 印 欄

12.ロールスクリーン

備考品質材種高さ(mm)幅(mm)操作方式

(20.2.13)

(20.2.12)

形式 種　類 スラットの材質 スラットの幅(mm)

※横型

・縦型

・操作棒式

・１本操作コード

11.ブラインド

※アルミニウム合金製

・　

・アルミスラット

・クロススラット

※25

・80

・100

防炎性能　　※有り　　・無し

13.カーテン

施工箇所
形式 装置

片引 引分 電動 紐引 手引
備考性能ひだの種類

(20.2.14)

材種　　※アルミニウム製　　　・ステンレス製

形式　　・片引き　　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

(20.2.14)14.カーテンレール

15.ブラインドボックス

　 及びカーテンボックス

・ 市販品（アルミニウム製　押出し型材）

　　色彩　　　　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・図示

目 地

・垂直方向

目地材

目地寸法（㎜）

・水平方向

方 向 タ イ プ 耐火性能 防水性能

内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

シーリング材（内外とも）

※２０×１０　　・　

・有り

・無し

・耐火型

・非耐火型

※完全（全貫通型）スリット

シーリング材（見え掛かりのみ）

※２０×１０　　・　

16.耐震スリット

17.止水板 形状　　・差込式　　　・据置式　　　・壁張り式

寸法

18.天井点検口 材質　　アルミニウム製（※額縁タイプ　　　・目地タイプ）

19.床点検口 材質　　アルミニウム製　　　受け枠（※アルミ製　　　・ステンレス製）

20.鋼製書架及び物品棚 規 格 等種 類

・鋼製書架

・鋼製物品棚

JISS 1039の規格による

(20.2.11)

(20.2.11)

10.煙突ﾗｲﾆﾝｸﾞ ・煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材

・ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ耐火材

　　最高使用温度　  ※400℃

　　工法　　　　　　※こて押さえ

　　最高使用温度　　・400℃　　　・650℃

※２本操作コード

　　溝幅×深さ（㎜）　　・90×150　　※120×80　　・120×150　　・150×80　　・　　

J I Sに よ る 種 類

・1種　　・2種　　・3種

・4種　　・5種　　・6種　　・　

市販品

形式　　・30組用　　　・60組用　　　・120組用　　　・　

21.鍵箱

22.靴ふきマット 市販品

材質　　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　　・ステンレス製（受枠とも）

23.流し台ユニット 規格・品質等適 用 内 容寸法（Ｌ＝㎜）種 類

・流し台

・コンロ台

・つり戸棚

・水切り棚

※ 600　　・ 700　　・　

※1200　　・1500　　・1800

※1200　　・ 900　　・ 600

※1200　　・ 900　　・　

ﾄﾗｯﾌﾟ付き

ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ　※有り

ｽﾃﾝﾚｽ製　※１段式

※優良住宅部品

(ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅠ型)

・　

※市販品

枠の材質　　　　※アルミニウム製          ・　

表面の材質　　　※塩ビ発泡シート張り　　　・　

材 種　　 　　・メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）　　・人工大理石（品質　※図示）

奥行き（㎜）　・約450　　　・約600

26.防煙垂れ壁 ・固定式

・線入り磨板ガラス

厚さ(mm) 高さ(mm)

アルミ製枠付き※500

・　

※6.8

・　

※網入り磨板ガラス

・可動式

・垂直降下式

　（巻取り型）

・回転降下式

※不燃布

（不燃認定品）

鋼板製又はアルミ製

※500

・800

・　

※500

･800

・　

ガイドレール

　※固定式（壁埋込型）

　・可動式（天井収納型）

表面仕上げ

　※天井材張り

　・　

種　類 材　質 高さ(mm) 備　考

備　考材　質

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

24.屋内掲示板

25.洗面カウンター

　　　注意喚起用床材

屋内　　※塩化ビニル製　　　・磁器又はせっ器質タイル（※300　　・　　　　）

ﾌﾞﾛｯｸﾊﾟﾀｰﾝはJIS T 9251による

色彩は黄色を原則とする

材　　質　　　　　※アルミニウム合金製

形　　式　　　　　※テーパー型　　　・同一断面型

地上高さ（ｍ）　　・6　　　・8　　　・10　　　・12

操作方法　　　　　※ハンドル式　　　・ロープ式

固定方法　　　　　・埋込式　　　・ベース式　　　・バンド式

28.旗竿

27.誘導用及び (19.2.2)

　　　　・レジンコンクリート製

屋外　　※レジンコンクリート製　　　・磁器又はせっ器質タイル（※300　　・　　　　）

材種　　ステンレス製SUS30429.旗竿受金物

30.フェンス

照明器具　　　※ 有り　　　・ 無し

施　　錠　　　※ 有り　　　・ 無し

31.屋外掲示板

ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　　径114.3㎜　t＝2.5㎜　H＝GL＋700㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　※ スプリング付き　　　・ スプリング無し

32.車止め支柱

33.収納・収納家具

形状・寸法　　※図示

材　質　　　　※図示　　・　

ホルムアルデヒド放出量の等級　　※規制対象外　　　・第三種

　　・ジョイント金物

材質　　・アルミ　　　・ステンレス

クリアランス　　・50　　　・100　　　・150　　　・　

耐火性能　　・有り（　　　　）　　・無し

34.エキスパンション

防水型　　　※適用する　　・適用しない

※遠心力鉄筋コンクリート管

・硬質塩化ビニル管

(21.2.1)(表21.2.1)(21.3.3)1.排水管 排水管用材料21

グレーチングふた

・鋼製

・ステンレス製

・歩行用

・Ｔ－2用

・Ｔ－6用

・Ｔ－14用

・Ｔ－20用

※細目

・細目 ・凹凸形

※平形

※凹凸形・溝ふた用

・桝ふた用

・かさ上げ用

・Ｕ字溝用

※受枠付き

　※無し

　・図示

形式 種類材質 適用荷重 メンバーピッチ 上面形状

(21.2.2)

・　

ボルト固定

コンクリート発注強度　　　※18N/mm2　　　・ 

鉄筋の種別　　　　　　　　※SD295A　　　 ・　

埋戻し土　　　　　　　　　※B種　　　　　・　

(21.2.3)

(21.2.3)

(21.2.3)(表5.2.1)

(21.2.3)(表3.2.1)

鋳鉄製マンホールふた

・水封形　　　　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

・簡易気密形（パッキン式）　　　　・中蓋付密閉形

種 類 適用荷重

2.排水桝及びふた

・T- 2用　　・T-6用

・T-14用　　・T-20用

車道部の排水管の敷設　　※図示

　　　　　　　　　　　　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　　材料　山砂の類）

(21.3.1)(21.3.3)

3.浸透管及び浸透桝

4.その他の材料

・ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管

Ｂ形（ゴム接合）

管形状（接合方法）管の種類

※ＶＰ　　　・ＶＵ

※外圧管（※１種　　・２種）

材 種

・ＲＳ－ＶＵ　　・ＲＳ－ＶＰ

(21.2.2)

地業の材料　　　　　　　　※標仕4.6.2による

2.遮断層及び凍上抑制層

　の材料

(22.2.3)(表3.2.1)

(22.2.2)(22.2.3)・遮断層　　　　※川砂、海砂又は良質な山砂　　・　　

・凍上抑制層　　※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　　・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　　・切り込み砂利　　・砂

※添加材料による安定処理

種類　　・普通ポルトランドセメント　　　・フライアッシュセメントＢ種

　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　　・消石灰（　　　　　　　　）　

添加量　　　　　　㎏/m3（目標ＣＢＲ　　※5以上　　　・      ）

(22.2.2)(22.2.3)(表22.2.2)

(22.2.5)4.路床土の支持力比試験 ※行う　（※乱した土　　・乱さない土）

※行う (22.2.5)

22 ・A種　　　※B種　　　・C種　　　・D種1.盛土に用いる材料

3.路床安定処理

5.路床締固め度の試験

※再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）

・クラッシャラン（Ｃ－４０）又はクラッシャランスラグ（ＣＳ－４０）

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

(22.3.3)

6.砂の粒度試験 ※行う

7.路盤材料

(22.4.2)(表22.4.1)

舗 装 の 種 類 車道部の基層 カラー舗装の種類

※アスファルト舗装 ※無し　　　・有り

※無し　　　・有り

※顔料混入加熱アスファルト混合物

・

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　　・着色骨材（樹脂被覆）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

加熱アスファルト混合物の種類

(22.4.3)

(22.4.4)(表22.4.6)

区分

表層

基層

※密粒度アスファルト混合物（１３）

・細粒度アスファルト混合物（１３）

・粗粒度アスファルト混合物（２０）

※一般地域 ・寒冷地域

※密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）

シールコート　　　　　　　　　　※行わない　　・行う（施工範囲　　　　　　　　　）　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う

(22.4.5)

(22.4.6)

早強セメント　　　　　※使用しない　　　　・使用する

溶接金網　　　　　　　※有り　　　　　　　・無し　

厚さ試験　　　　　　　※行わない　　　　　・行う　

(22.5.3)

(22.5.3)(表22.5.3)

(22.5.3)(22.5.4)

(22.5.6)

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　　・行う (22.4.6)(22.6.6)

8.路盤の締固め度の試験 ※行う

9.アスファルト舗装

・カラー舗装

・細粒度ギャップアスファルト混合物（１３Ｆ）

10.コンクリート舗装

注入目地材料　　　　　※低弾性タイプ　　　・高弾性タイプ

種 類適用時期

(22.7.3)(表22.7.2)

(22.7.3)(表22.7.3)

(22.7.6)

アスファルト混合物

　※改質アスファルトＩ型　　　・改質アスファルトⅡ型

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

下記以外

冬 期

ＰＫＲ－Ｔ１

ＰＫＲ－Ｔ２

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　　・行う

(22.8.2)(22.8.3)

目 地 材

　※ ６０

厚さ（㎜）寸法（㎜）種 類

※300角 ※砂

・モルタル

11.透水性

　　　アスファルト舗装

12.排水性

　　　アスファルト舗装

13.ブロック系舗装

種 類 厚さ（㎜）　 色彩及び表面加工等

・インターロッキングブロック舗装 (22.8.2)(22.8.3)

・誘導、注意喚起用ブロック

※８０　　　・１００

歩道部　　※６０　　・　

※標準品

・

車道部　　※８０　　・　

・コンクリート平板舗装（コンクリート平板は、JIS A5371の平板）

※普通平板（Ｎ）

・透水平板（Ｐ）

※普通ブロック（Ｎ）

・透水性ブロック（Ｐ）

・植生ブロック（Ｖ）

誘導、注意喚起用は黄色系とする

粉体状

5%以下

　塗料総質量に対して

・

※1.0

揮発性有機溶剤の含有率布厚さ(mm)色 幅(mm)

液状

適用施工

加熱

溶融

常温

※3種1号

・２種

・１種 ※150

・

種類

※白

・

JIS K5665（路面標示用塗料）による

※うろこ張り

・・

※８０～１００　　・　

・

※小舗石（花こう岩）

施 工 方 法厚 さ （ ㎜ ）種 類

(22.8.2)(22.8.3)

１７．０以上

３２．０以上

４．０以上

３．０以上

５．０以上

透水性タイプ

普通タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

及び環境上有害な影響を及ぼさない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの品質

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの品質に有害な影響を及ぼさない。

薄い石片、細長の石片を含んでいない。

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ､JIS R 5213 ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ､白色ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄとする。

JIS R 5210 ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ､JIS R 5211 高炉ｾﾒﾝﾄ､JIS R 5212

圧縮強度（Ｎ／m㎡）

透水係数（㎝／sec）

曲げ強度（Ｎ／m㎡）

植生用タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

寸法許容差（㎜）

料

材

品　　質　　・　　性　　能

±３

±３

＋５～－１

厚　　さ幅

±３

±３

±３

±３

±３

長　　さ

±３

セメント

着色材料

混和材料

骨材

項　　　目

外観

　

インターロッキングブロック（JIS A 5371）

１×１０-2　以上

・舗石舗装（石材は、JIS A 5003の2等品）

基 層

※ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

樹 木 の 樹 高

芝及び地被類 (23.2.2)(23.2.3)(表23.2.1)(表23.2.2)

※20　　・　※行う　　・行わない ※B種　　・　 ※植栽範囲　　・図示

適　用 有効土層の厚さ(cm) 工　法 整備範囲

有効土層の厚さ（㎝） 工 法 整 備 範 囲

樹木 (23.2.2)(23.2.3)(表23.2.1)(表23.2.2)

・12以上 ※100　　・120　　・150

※ 80　　・100

 ※Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

 ・Ｄ種

・葉張りの範囲

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効土層とする。

ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植え込み用土で盛土を行う。

※現場発生土の良質土　　　・客 土（※畑土　・黒土）

3.土壌改良材

2.植込み用土

※適用する

(23.3.2)

(23.2.3)(23.2.4)

23

　施工箇所　　※植栽範囲　　・図示

バーク堆肥

1.樹木の植栽基盤整備

・7以上～12未満

・3以上～7未満

・3未満 ※ 50

　　ただし、低木は植栽範囲

・図示

14.路面標示用塗料

　有機物の含有量（乾物）：70%以上

　炭素窒素比（C/N比）　 ：35以下

　陽ｲｵﾝ交換容量（乾物） ：70meq/100g以上

　pH　　　　　　　　　　：5.5～7.5

　水分　　　　　　　　　：55～65%

　窒素全量（現物）　　　：0.5%以上

　リン酸全量（現物）　　：0.2%以上

　アルカリ全量（現物）　：0.1%以上

　幼植物試験の結果　　　：生育阻害その他の異常を認めない

発酵下水汚泥コンポスト

　もので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする。

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料を使用した

　ヒ素　　　　　　　　　：0.005%以下

　カドミウム　　　　　　：0.0005%以下

　水銀　　　　　　　　　：0.0002%以下

　ニッケル　　　　　　　：0.03%以下

　クロム　　　　　　　　：0.05%以下

　鉛　　　　　　　　　　：0.01%以下

　有機物の含有量（乾物）：35%以上

　炭素窒素比（C/N比） 　：20以下

　pH　　　　　　　　　　：8.5以下

　水分　　　　　　　　　：50%以下

　窒素全量（現物）　　　：0.8%以上

　リン酸全量（現物）　　：1.0%以上

　アルカリ全量（現物）　：15%以下

4.支柱材 (23.3.2)

5.幹巻き用材料 ※幹巻き用テープ　　　・わら及びこも

6.芝張り 種類　　※こうらい芝　　　・野芝

(23.3.2)

(23.4.2)

※杉、ひのき又はから松（皮はぎもの、間伐材）　　※加圧式防腐処理

・真竹（良質な2年生以上）

工法　　・目地張り　　　　・べた張り

(23.3.4)7.枯補償等 新植樹木の枯補償の期間　　　　　※１年　　　・　　

移植樹木の枯損処理の期間　　　　※１年　　　・　　

芝及び地被類の枯補償の期間　　　※１年　　　・　　

(23.3.6)

(23.4.7)(23.3.4)

植栽基盤及び材料

・屋上緑化システム

8.屋上緑化

  　　土壌層の厚さ　　　・図示　　　・管理型

　　　植込み用土　　　　※改良土　　　・人工軽量土

  　　保水・排水層　　　・軽量骨材（層の厚さ：　　）　・板状成形品

　　　樹木の樹種、寸法、株立数、寸法等　　　　※図示　　・　

　　　透水層、保水層及び排水層等

・屋上緑化軽量システム

　　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　　　※図示　　・　

工法

　支柱　　　・設置する　　　（種類　　・図示　　・　　）

(23.5.2)(23.5.3)

(23.5.4)

　かん水装置　　・設置する　　（工事区分は図示による）
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図面名称　　　　特記仕様書（４）

(2)夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。なお、

　 運搬ルートの選定に当たっては影響の少ないルートを選定すること。

   改善について

地域住民とのコミュニケーション

地域住民への情報提供

工事現場のイメージアップ

住民に対する災害防止関係

・現場出入口周辺への誘導員の配備　　・　

・現場見学会の開催　　・　

・完成予想図の設置　　・情報掲示板の設置　　・パンフレットの作成　　

・仮囲い周辺の美化　　　・　

　　　取扱いについて

(1)解体工事を伴う場合は、別添の解体工事仕様書によること。

(2)廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理（分別、保管、収集、運搬及び処分の一連の行為）する

　 ときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」という。）に基づき、適正に

　 行うこと。

24
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(3)廃棄物の処理の全部又は一部を委託する場合は、廃棄物処理法に基づく処理を業として許可を取得して

　 いる者に委託すること。また、施行前に産業廃棄物処理委託契約書の写し、産業廃棄物処理業の許可証

　 の写し、許可運搬車両一覧並びに処分地の案内図を監督員に提出すること。

(4)しゅん工したときは、積込み状況の写真、処分状況の写真、ﾏﾆﾌｪｽﾄA票、B2票、D票並びにE票の写しを

 　監督員に提出すること。

　 （ B2票及びD票はﾏﾆﾌｪｽﾄ交付90日（特別管理産業廃棄物は60日）、E票は180日以内に提出するものとし、

3.再生資源利用促進

　　計画書等について 着手前に「再生資源利用促進計画書」及び「再生資源利用計画書」を提出し、監督員の承諾を受けること。

　また、しゅん工後に「再生資源利用促進実施書」及び「再生資源利用実施書」を提出すること。

　対象工事：リサイクル法に規定する一定規模以上の工事又は工事規模が１千万円以上の工事

4.ＩＳＯ 14001関係

(3)汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。また、表土復元等環境の回復に努めること。

(4)地盤改良によって、周辺への水質、土壌など地下水に影響を与えるおそれがある場合は監督職員と協議

   を行うこと。

「参考資料」： 平成12年３月24日付、建設省技調発第49号、同営建発第10号（改正平成13年4月20日）

　　　　　　　　「セメント及びセメント系固化材の地盤改良への使用及び改良土の再利用に関する

　　　　　　　　　当面の措置について」

(1)現場で使用する機械は、低騒音、低振動、低排ガス型施工機械とすること。

　「再生資源の利用の促進に関する法律」(以下「リサイクル法」という。)に基づき、請負者は、工事の

(5)熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

5.過積載の禁止

飛散の恐れがあるものについては、飛散しないような処置を行い運搬すること。

　資機材の運搬にあたっては、運搬車両の最大積載量を把握し過積載を行わないよう計画すること。また、

1.工事現場の環境

2.産業廃棄物の

　　工期内に提出できない場合は、監督員と協議すること。)

1.保険等 (1)本建築引渡しまで請負者は工事目的物、工事材料等について火災保険を掛けなければならない。25

そ
　
の
　
他

(1)暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

(2) 工事期間中請負者の責任において労災保険に加入し、その負担は請負者とする。

2.その他

　 ① 工事受注時　　　　　契約締結後１０日以内

　 ② 登録内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内

(2)　工事請負額が５００万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）の登録をすること。

　 　なお、変更時と完成時の間が１０日間に満たない場合は、変更時の提出を省略できるものとする。

 　　（ただし工事請負代金額５００万円以上２，５００万円未満の工事については、受注時・訂正時のみ

　　　登録するものとする。）

　 (JACIC)に登録の手続きを行うとともに、登録されたことを証明する資料を監督職員に提出する。

　 ③ 工事完成時　　　　　工事完成後１０日以内

　 公衆の見やすい場所に掲示を行うこと。

※施工体制台帳に記載すべき内容

　・建設業法施行規則　第１４条の２第１項に掲げる事項

　・安全衛生責任者名、安全衛生推進者名、雇用管理責任者名

 　監督職員に写しを提出すること。

　　 また、工事現場における施工の分担関係を明示した「施工体系図」を作成し、これを工事関係者及び

(4)現場施行体制において、請負者は施工体制台帳を作成し、工事期間中工事現場に備え付けるとともに、

　（　連絡先：（財）日本建設情報総合センター　℡03-3505-2973　）

 　登録する場合は、あらかじめ監督職員の確認を受け、次に示す期間内に(財)日本建設情報総合センター

(3)下請負契約締結後、速やかに下請負人通知書を提出すること。

　・交通整理員、ガードマン

　・産業廃棄物処理業者

　・ダンプ運転（１人親方のダンプ運転手）

　・１日で完了する請負契約、小額な作業・雑工・労務のみ単価契約の請負契約

(5)下記業種等については、建設工事に関連性をもち、元請負人の指揮、調整のもと行われるものであるた

 　め施工体制台帳、施工体系図、契約書及び下請負人通知書等整備すること。また、下記業種同等と考え

 　られるものについても、同様に整備すること。

　・クレーン作業、コンクリートポンプ打設等日々の単価契約で行っているもの

　・クレーン等の重機オペレーターを機械と一緒にリース会社から借上げる場合

　・他の会社から応援者を借上げ、請負契約を締結した場合（臨時雇用関係である場合を除く）

　 これに協力すること。

 　場合においては、これに協力すること。

(6)本工事について、公共工事労務費調査、資材調査、建設副産物実態調査等の調査依頼を受けた場合は、

（施設管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず施設管理者の立会いを要する。）

3.不具合の確認 工事しゅん工後3ヶ月、12ヶ月に不具合の確認を行い、その結果を書面で担当課長あて報告する。

(7)施行途中において、検査担当職員及び発注機関の長が指定する職員による、抜打ち検査を実施する

2-参-43

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○・図示

○

○

○
○ ○

・普通目

○

○

○
・図示○

○

・ギア式　　　・コード式

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

・図示○

・図示○

・図示○

・図示○

・図示○
・ビニル被覆エキスパンドフェンス　　・樹脂塗装メッシュフェンス　　・鋼管フェンス

A-05

2026.08.20.

○ ※図示

○
○

○

南穂高児童館別館（豊科北小児童クラブ）建設工事

令和８年度（債務負担行為）



延べ面積(㎡)

813.42

2階床面積(㎡)

－

1階床面積(㎡)

813.42

建築面積(㎡)

950.52

合 計

増築部分

既存部分

建物面積表

227.31 227.31

1,040.73 227.31

454.62

1,268.04

11
, 5
00

ＳＨＥＥＴ　ＮＡＭＥＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ　ＮＯ ＴＩＴＬＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ

ＳＣＡＬＥ ＤＡＹ１︓３００

202607

1,3008,1901,365

4
,
23
0

2
6
,
39
0

1
,
3
00

2
,9
3
0

踏入

JA

豊科北小

寺所北

至安曇野IC
GS

県道57号

カインズ豊科店

西友豊科店

安曇野市

防災広場

見岳町

コンビニ

矢原堰

防火水槽

駐車場

S 80
0

3,230

2,593

6,048

5,940

4,329

3,633
3,795

2,999
2,8973,1462,9172,8353,1752,0265,136

S428

S427 8, 000

6, 000

2, 000

北小学校

フェンス

南穂高児童館

建設地

17
,5
32

1,990S426

5,
55
3

S425

3,
33
8

磁北

真北

※真北は国土地理院地図による

S422

S4241,392

S413S412

S423

3,7
08

S416
S417

S418

S419

S420

S4217,314

S415
S414

S411S410S409S408S407S406S405

2,7733,995

S404

4,0114,004

S403S402K03

1,739

5,563

H29

4,
48
1

H28

11,4
21

H27

2,
613

H26

6,102

H25

4,340

歩道

歩道

歩道

Ｍ

Ｔ

既存給水管より分岐

既存排水管へ接続放流

水道メーターφ40
既設

H21

3,1
47

H22

H23

4,806

H24

道
路
境
界
線

5,070

道路境界線
5,845

道
路
境
界
線

12
,9
72

道
路
境
界
線
：
7,
96
7

市道
豊科2029号線

市道
豊科1級23号線

道路中心線

道
路
中
心
線

市道
豊科2044号線

U字側溝

-15

-33

-64

-69

-45

グランド

±0

+30

6.900ｍ

隣地境界線：21.660ｍ

隣地境界線：14.897ｍ

隣
地
境
界
線
：
26
.
0
04
ｍ

5.188ｍ

2.082ｍ

13.974ｍ

4.3
87ｍ

隣地境界線：18.500ｍ

隣
地
境
界
線
：
10.347ｍ

隣地境界線：28.544ｍ

3.896ｍK02

市下水道へ放流

公共桝

14,
097

市上水道より給水

+14

-20

±0

±0

道
路
中
心
線

道
路
中
心
線

2, 384 2, 384

4, 768

4, 250
4, 250

8, 500

5,
28
4

5
,
28
4

1
0,
56
7

AW-1、AW-2
18.103ｍ

AW-1、AW-2
5.565ｍ

AW-3、AW-4
5.793ｍ

AW-3、AW-4
6.020ｍ

AW-3、AW-4
4.882ｍ

AW-3、AW-4
13.842ｍ

12
, 0
00

6,
00
0

6,
00
0

4,250
4,250

8,500

既存建物
鉄骨造平屋建て
軒高さ：3,700

増築建物
木造2階建て

最高の軒高さ：7,329

配置図　S=1/300

案 内 図

最高の高さ：6,160

最高の高さ：8,364

配 置 ・ 案 内 図令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事 2026.09.16

建築基準法第42条第1項第1号

建築基準法第42条第1項第1号

建築基準法第42条第1項第1号

安曇野市豊科南穂高2698-1

276.17

1,226.69

1,
5
0
0

敷地内通路

4,770
令128条の２第２項

敷地内通路

1,
50
0

キュービクル

設備置き場

敷地内通路

敷地内通路

3
, 0
0
0

3, 000

3, 000

Ａ－０６



ＳＨＥＥＴ　ＮＡＭＥＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ　ＮＯ ＴＩＴＬＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ

ＳＣＡＬＥ ＤＡＹ

202607
敷地面積求積表・求積図

１︓３００

地積測量図　S=1/300

K02

1,392

H22

H21

H23

H24

H25

H27

5,070

H262
.6
1
3

6.1
02

4.340

4.806

3.
147

14.0
97

H28

4
.
48
1

H29

5.563

11
.4
2
1

K03 S402 S4034.004

1.739

4.011 S404 S405 5.136S406

3.995 2.773 2.026

S407 S408

3.175 2.835

S409

2.917
S410 S411

3.146
2.897
S412

2.999
S413

S414
3.795 S415

S4163.633 5.845
S417 4.329

S418

S419 6.048
S420

5.940

7.314
S421

2.593 S422 S423
3.7

08
S424

3.
33
8
S425

5.
55
3

S426
1.990

S427

12
.9
72

01

32.4318ｍ
0.2407ｍ

12.9839ｍ

35
.1
86
5ｍ 03

02

9.8316ｍ

04 33.
915

2ｍ

3.0860ｍ

05

2.4696ｍ

06

5.0323ｍ

07

4.6499ｍ

53.
715

2ｍ

08

4.0860ｍ

55
.0
22
8ｍ

52.
704

9ｍ

52.1
596ｍ

09
57
.4
44
4ｍ

10

5.4742ｍ

58
.8
39
9ｍ

2.1818ｍ

11

63
.1
26
3ｍ

0.9007ｍ

12

8.7006ｍ

69
.9
23
0ｍ

13

79
.8
21
3ｍ

9.2121ｍ

14

3.6490ｍ

82
.3
38
9ｍ

15

1.6419ｍ

5.4780ｍ

80
.2
91
8ｍ16

17

1.0887ｍ

18

3.4520ｍ

82
.7
40
4ｍ

19

19.5124ｍ

20

1.4698ｍ

21

1.5894ｍ

64.
677

1ｍ

22

5.8477ｍ

74.
436

1ｍ

68.
384

4ｍ

23

1.3544ｍ

24

1.0134ｍ

70.
690

5ｍ

25

2.1188ｍ

68.
116

4ｍ

26

6.5974ｍ

65.
150

4ｍ

27

0.7149ｍ

28

1.2185ｍ

63.
258

6ｍ

1.1829ｍ

60.
339

3ｍ

29
30

57.
775

5ｍ

1.2965ｍ

31

1.5593ｍ

55.
177

6ｍ

32

1.5692ｍ

52.
468

5ｍ

33

1.7405ｍ

50.
057

8ｍ

34

2.3459ｍ

35

2.4280ｍ

47.
64
77
ｍ

36

4.1744ｍ

37

3.4820ｍ

44
.7
23
8ｍ

42
.0
91
6ｍ

38

5.1865ｍ

38
.2
29
5ｍ

35
.8
26
8ｍ

39

5.7166ｍ

33
.3
36
7ｍ

40

7.2460ｍ

31
.8
79
8ｍ

41

2.5596ｍ
31
.7
2
27
ｍ 42

1.3447ｍ

32
.0
3
23
ｍ

43

3.3423ｍ

3
1
.
70
2
9
ｍ

44

2.8777ｍ

30
.
28
20
ｍ

45

4.3411
ｍ

28.73
53ｍ

46

25.6430ｍ

1.9170ｍ

47

9.1
037

ｍ

25.1831ｍ

48

×32.4318

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

記 号

01

底　辺 ×

35.186502

03 35.1865

04 33.9152

05 52.1596

06 52.7049

0.2407 7.8063

合 計 (㎡ )高　さ

12.9839

9.8316

3.0860

2.4696

5.0323

07 53.7152 4.6499

08 55.0228 4.0860

09 57.4444 5.4742

10 58.8399 2.1818

11 63.1263 0.9007

12 69.9230 8.7006

13 9.212179.8213

14 3.649082.3389

15 1.641982.3389

16 5.478080.2918

17 80.2918 1.0887

18 82.7404 3.4520

19 19.512482.7404

20 68.3844 1.4698

21 64.6771 1.5894

22 74.4361 5.8477

23 1.354474.4361

24 70.6905 1.0134

25 68.1164 2.1188

記 号 底　辺 × 合 計 (㎡ )高　さ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

26 65.1504 6.5974

27 0.714965.1504

28 63.2586 1.2185

60.3393 1.182929

30 57.7755 1.2965

31 55.1776 1.5593

32 52.4685 1.5692

33 50.0578 1.7405

34 47.6477 2.3459

35 44.7238 2.4280

36 42.0916 4.1744

37 38.2295 3.4820

38

39

35.8268 5.1865

33.3367 5.7166

40 31.8798 7.2460

41 31.7227 2.5596

42 32.0323 1.3447

43 31.7029 3.3423

44 30.2820 2.8777

45 28.7353 4.3411

46 25.6430 1.9170

47 25.1831 9.1037

48

49

456.8580

345.9396

104.6623

128.8133

265.2269

249.7703

224.8232

314.4621

128.3769

56.8579

608.3721

735.3218

300.4546

135.1922

439.8385

87.4137

285.6199

1,614.4638

100.5114

102.7978

435.2800

100.8163

71.6378

144.3250

429.8232

46.5760

77.0806

71.3754

74.9059

86.0384

82.3336

87.1256

111.7767

108.5894

175.7072

133.1151

185.8157

190.5726

231.0010

81.1974

43.0738

105.9606

87.1425

124.7428

49.1576

229.2594

合計（倍面積)

合計（倍面積)×1/2

敷地面積

49

S428 3.230

0.7571ｍ

21.4835ｍ

11
.8
14
2ｍ

S800
21.4835 0.7571

21.4835 11.8142

16.2652

253.8104

10,528.0878

5,264.0439

5,264.04

Ａ－０７

2026.08.30

令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事
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202607
令和7年度（債務負担⾏為）

豊科北小児童クラブ整備事業実施設計
建物面積求積図・面積表

１︓２００

＋

16

16 16

4

バルコニー

PSPS

屋外階段

屋外階段

7,735 7,735 910 2,730 1,820 1,820 1,820

1
PLAY　ROOM

2

4
8
5

2
,
2
45

5
,4
6
0

2
,7
3
0

5
,4
6
0

1 児童クラブ 1-A

7,735 7,735 910455 455

記号 合計(㎡)計算式

1 ×0.910 5.460

8
,1
9
0

8
,1
9
0

2

2 7.735 8.190

3 3

4
8
5

7
,
7
05

3

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

0.455 7.705

納戸

4

4 0.910 2.245

納戸

5

5 0.910 2.730

1

5

2 23 3

1

4
8
5

2,
2
4
5

5
,
46
0

8
,
19
0

納戸

児童クラブ 2-A児童クラブ 2-B

ＷＣ
多目的

休憩室

納戸

2
,
73
0

5
,
46
0

8
,
19
0

納戸

休憩室

職員
ＷＣ

事務・相談室

2,730 1,820 1,820 1,820

2
,7
3
0

1
,7
0
0

3
,4
2
5

1
,7
0
0

6

6 1.820

1
,
70
0

3
,
42
5

1
,7
0
0

2.730

6

ENTRANCE　HALL

7

91
0

1
,8
2
0

2,730 2,125

7 4.855

8

8 2.125

9

9 1.820 1.820

10

10

11

1.820 0.910

11 1.668 1.700

ＷＣ男子

ＷＣ女子

12

12 2.730 2.503

13

13 2.730 2.730

ＷＣ女子

12

13

14

14 1.820 2.730

階段下
収納

15

15 1.668 3.425

16 1.700

11

15

内部階段
16

3,3354,855

1,667.59103,945

1,667.5

3.335

16

15 15

17

17 3.945

2
,
27
5

2.275

18

18 0.910 2.275

19

1
,
82
0

9
10

2
,
73
0

6
,
82
5

1
,2
0
0

19 1.820 1.820

2
,
0
47
.
5

1
,
82
0

9
10

収納

2
,
0
37
.
5

2
,
50
2
.
5

4
,
32
2
.
5

20

HALL

4554,400

20 4.400 2.0475

2.5025

4.3225

21

21 0.455 2.0375

9

10

22

22 1.820 0.910

23

23 0.455 0.8125

455 455

24

PS

24 0.910 0.485

24

PS

2525

2525

PSPS

25 0.455 0.485

4
,1
6
0

1,
4
0
0

5
,
56
0

2752,580 910

8
,
19
0

1,
0
7
1

2
9
4

9
,
55
5

18,200

2752,580 910

4
,1
6
0

1,
4
0
0

5
,
56
0

9
,5
5
5

8
,1
9
0

1
,3
6
5

9
,5
5
5

1,
2
0
0

1
0,
7
5
5

1
0,
7
5
5

1
,2
0
0

1
0,
7
5
5

1
0,
7
5
5

1,
2
0
0

開放性の高いバルコニー

テラス

26

27

26

27
26

27

×

2.580 5.560

0.275 1.400

1,667.51,667.5

4,855 3,335

4.969

63.350

3.506

2.043

2.484

4.969

20.986

5.318

3.312

1.656

2.836

6.833

7.453

4.969

5.713

5.670

8.975

2.070

3.312

9.009

0.927

1.656

0.370

0.441

0.221

14.345

0.385

計算式

階数 合計 面積(㎡)

71.825 71.83

室名 記号

1 2 3＋ ＋

納戸

PLAY　ROOM

4 2.043 2.04

児童クラブ 1-A 1 2 3＋ ＋

5

71.825 71.83

2.484 2.49納戸

休憩室 6 4.969 4.97

ENTRANCE　HALL 7 8 9 10 11＋ ＋ ＋ ＋ 34.108 34.11

ＷＣ男子 12 6.833

ＷＣ女子 13 7.453

6.83

7.45

多目的ＷＣ 14 4.969 4.97

階段下収納 15 5.713 5.71

内部階段 11 15 16＋ ＋ 14.219 14.22

PS 24 25 25＋ ＋ 0.883 0.88

屋外階段 14.73026 27＋ 14.73

1

階数 室名 記号

1 2 3＋ ＋

納戸 4

1 2 3＋ ＋

5納戸

休憩室 6

＋ ＋ ＋ ＋

2

HALL

ＷＣ男子 12

ＷＣ女子 13

収納 23

ＷＣ職員 19

内部階段

事務・相談室 17

15内部階段 15＋ ＋ ＋

納戸 18

PS 24 25 25＋ ＋

屋外階段 26 27＋

児童クラブ 2-A

児童クラブ 2-B

28

28 2
,
50
2
.
5

ＷＣ男子 1,670

1.670 0.8125 1.357

22.766

3.312

合計 面積(㎡)

71.825 71.83

2.043 2.04

71.825 71.83

2.484 2.49

4.969 4.97

6.833

7.453

6.83

7.45

0.370 0.37

3.31

8.975 8.98

22.77

2.070 2.07

0.883 0.88

14.730 14.73

＋

8
12
.
5

29
2,125

29 2.125 1.700 3.613

9 10 20 21 22 28 29 21.530 21.53

8,19018,200

部屋別面積表 部屋別面積表

2,580 275 18,200 8,190

5
,5
6
0

4
,1
6
0

1,
4
0
0

8
,1
9
0

1
,3
6
5

9
,5
5
5

Ａ

Ｂ

7,735 455

建築面積算入

2,580 275 18,200 8,190

建築面積算入

1,
2
0
0

イ
アプローチ

27

26

記号 合計

＋ ＋

延べ面積

２階面積

１階面積

建築面積 Ａ Ｂ 26 ＋ ＋27 イ ロ＋

＋Ａ Ｂ

＋Ａ Ｂ

面積(㎡)

2階 部屋別面積求積図

1階 部屋別面積求積図

227.313

227.313

227.31

227.31

454.62

計算式

×

合計(㎡)記号

Ａ 8.190 9.555 78.255

×Ｂ 18.200 8.190 149.058

×

×

26

27

2.580 5.560

0.275 1.400

14.345

0.385

建物面積求積図

計算式

面積表

×

×

イ

ロ

7.735 1.200

18.200

9.282

Ａ－０8

ロ

1.365 24.843

276.168 276.17

2026.09.16：建築面積修正

2026.09.16



WC女子

仕上げ特記 床 壁

仕■ 部 上 表 ■内

階 室　　　　名 床 巾　　　　木 腰　　　　壁
（カウンター等の寸法は仕上り寸法）

１
階

　
　

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ

ＤＡＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ　ＮＯ ＴＩＴＬＥ

仕上表

ＮＯＮ

202401

備考 特記

天井

壁 天　　　　井 備　　　　考

カガミ(建築工事)

可動棚(建築工事)

1：外回り　気密テープ止め（土台　天井　壁） 2：内部外部廻り：硬質ウレタンフォーム吹付けァ100

5：押入・納戸等内部　ラワン合板Ｔ1張とする 7：合板　全てＦ☆☆☆☆とする 8：既製品家具・集成材は全てＦ☆☆☆☆6：プラスターボード　ァ9.5、12.5

3：床下部外部廻り：ウレタンフォーム吹付け　ァ100 4：外部天井部　硬質ウレタン吹付けァ100

3.壁天井入隅目地　ビニール　PC-908　創建

2.天井　ソーラートン平板（ア）9　スタンダード程度2.壁掲示板部　サンマグネシタジ　K304の上ビニールクロス貼り　サンゲツ

1.床塩ビシート（ア）2.0：PM-24037 サンゲツ

2.床カーペットタイル　（ア）6.0　NT350 NT-394L サンゲツ

3.床タイル　玄関：モンセラット　MSR-300-11-13 300*300*8.2 程度

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

２
　
階

屋内階段

休憩室

WC職員
塩ビシート(ｱ)2.0貼り

合板(ｱ)28 の上ラワン合板(ｱ)4下地 ソフト巾木　Ｈ＝60
手洗器(設備工事)

トイレブース(建築工事) 　手洗い器(設備工事)

ライニング天板：タモ集成材（ア）25 OSCL

カガミ(建築工事)
トイレブース(建築工事) 　手洗い器(設備工事)

WC男子

塩ビシート(ｱ)2.0貼り

合板(ｱ)28 の上ラワン合板(ｱ)4下地 ソフト巾木　Ｈ＝60

塩ビシート(ｱ)2.0貼り

合板(ｱ)28 の上ラワン合板(ｱ)4下地 ソフト巾木　Ｈ＝60

納戸 ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り

ミニキッチン、IH、湯沸かし器、レンジフード（設備工事）

更衣室ロッカー、冷蔵庫置場

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

児童クラブ2-B

納戸

事務相談室

ソフト巾木　Ｈ＝60

合板(ｱ)28 の上　タイルカーペット(ア）6貼り

合板(ｱ)28 の上　タイルカーペット(ア）6貼り

合板(ｱ)28 の上　タイルカーペット(ア）6貼り

合板(ｱ)28 の上　タイルカーペット(ア）6貼り

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り ソフト巾木　Ｈ＝60

納戸

児童クラブ2-A ソフト巾木　Ｈ＝60合板(ｱ)28 の上　タイルカーペット(ア）6貼り

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り ソフト巾木　Ｈ＝60

可動棚(建築工事)

ホール・廊下 ソフト巾木　Ｈ＝60合板(ｱ)28 の上　タイルカーペット(ア）6貼り
木製手摺(大工工事)
掲示板（建築工事）マグネットシート下地クロス貼り

SUSノンスリップ（アシステップ12-135S　AS-17)
屋外階段 コンクリート金コテ　防塵塗装 モルタル金コテ　防塵塗装

小便器前： PB(ｱ)12.5下地　塩ビシート貼り

鉄部：SOP塗装 鉄部：SOP塗装

階段手摺：SOP塗装

鉄部：SOP塗装

屋内階段

階段下収納

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り

ソフト巾木　Ｈ＝60

集成材下地タイルカーペット(ア）6　ケアゲ：集成材 ソフト巾木　Ｈ＝60
アルミノンスリップ（デユレイト15-DCA3150S)
階段手摺（KHシリーズ金物　タモ集成材35Φ）

休憩室 ソフト巾木　Ｈ＝60合板(ｱ)28 の上　タイルカーペット(ア）6貼り

WC多目的

WC女子

WC男子

合板(ｱ)24 の上

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り

ソフト巾木　Ｈ＝60合板(ｱ)24 の上

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り

ソフト巾木　Ｈ＝60合板(ｱ)24 の上

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り

ソフト巾木　Ｈ＝60合板(ｱ)24 の上

カガミ(建築工事)
トイレブース(建築工事) 　手洗い器(設備工事)

ライニング天板：タモ集成材（ア）25 OSCL

カガミ(建築工事)
トイレブース(建築工事) 　手洗い器(設備工事)

小便器前： PB(ｱ)12.5下地　塩ビシート貼り

手洗器・手摺(設備工事)

児童クラブ1-A

納戸

プレイルーム

納戸

エントランスホール・廊下

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り物入

モルタル下地　タイル貼り

合板(ｱ)24 の上　タイルカーペット(ア）6貼り
上框：タモ集成材　オイル塗装　下駄箱(家具工事)　手洗い器(設備工事)
木製手摺(建築工事)

点字鋲タイル

可動棚（家具工事）

可動棚（家具工事)　木製手摺(大工工事)　掲示板(建築工事)掲示板：ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｰﾄ下地ｸﾛｽ貼
合板(ｱ)24 の上　タイルカーペット(ア）6貼り

合板(ｱ)24 の上　タイルカーペット(ア）6貼り

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

ソフト巾木　Ｈ＝60

タイル貼り

1.壁　ビニールクロス：ＡＡグレード(準不燃材料)　 1.天井　ビニールクロス：ＡＡグレード　(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り　一部掲示版
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

(準不燃材料)
PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

(準不燃材料)

(準不燃材料)

(準不燃材料)

(準不燃材料)

(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

(準不燃材料)

(準不燃材料)

(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

ラワン合板（ア）5.5張りラワン合板（ア）5.5張り

ラワン合板（ア）5.5張りラワン合板（ア）5.5張りラワン合板（ア）5.5張り

ラワン合板（ア）5.5張り

ラワン合板（ア）5.5張りラワン合板（ア）5.5張り

ラワン合板（ア）5.5張りラワン合板（ア）5.5張り

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ソーラートン平板（ア）9貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ソーラートン平板（ア）9貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ソーラートン平板（ア）9貼り
(準不燃材料)
ラワン合板（ア）5.5張り

PB(ｱ)9.5下地　ソーラートン平板（ア）9貼り
(準不燃材料)
ラワン合板（ア）5.5張り

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)
PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り
(準不燃材料)

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り

PB(ｱ)9.5下地　ビニールクロス貼り

(準不燃材料)

(準不燃材料)

(準不燃材料)

(準不燃材料)

Ａ－０９令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事 2026.09.16
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各 階 平 面 図

１︓１００

箇所 合計(㎡)

窓面積合計：

窓面積(㎡)窓記号

直径0.5ｍの円が内接

直径1.0ｍの円が内接
又は
Ｗ＝750、Ｈ＝1,200

＝1/30×

消防法無窓階の判定　2階

7.582階床面積：227.31㎡ 227.31

2

41.09 4.36

AW-2

AW-4

1.29 2.58

0.78 1 0.80
(上引違)
AW-10

AW-7 1.22 1 1.22

8.96

窓面積合計：8.96㎡≧床面積の1/30：7.58㎡　∴ＯＫ

箇所 合計(㎡)

窓面積合計：

窓面積(㎡)窓記号

直径0.5ｍの円が内接

直径1.0ｍの円が内接
又は
Ｗ＝750、Ｈ＝1,200

＝1/30×

消防法無窓階の判定　1階

0.78 1

1階床面積：227.31㎡ 227.31 7.58

AW-1 1.51 2 3.02

4AW-3 1.09 4.36

0.80

8.18

窓面積合計：8.18㎡≧床面積の1/30：7.58㎡　∴ＯＫ

AW-9
(上引違)
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ＵＰ

2,930 26,390

150 2,430 150 9,100 9,100 2,730 1,820 1,820 1,820

910 7,735 455 455 7,735 910

29,320

29,320

26,3902,930

8,19018,2002,430150

3,3354,8559,1009,100

1,667.51,667.59103,945

29,320

26,3902,930

8,19018,2002,430150

3,3354,8559,1009,100

1,667.51,667.52,1252,730

1

納戸

収納棚

休憩室

ＷＣ男子

ＷＣ職員

手摺

ＤＮ

手摺

25

14 13

2

内部階段

カウンター
下部収納

収納

収納棚
-4

収納棚-4収納棚-3

-2

収納棚-1収納棚-1

ロッカー ロッカー

納戸

PSPSPS

手摺

手摺
ＤＮ23

13

屋外階段

12

1

25

PS PS PSロッカー

収納棚

休憩室

ＷＣ男子

テラス

納戸

ＵＰ

13

収納棚
-1

収納棚
-1

納戸

-2

収納棚-3 収納棚-4

多目的ＷＣ

階段下収納

14

1

ENTRANCE　HALL

200

屋根

200

雨水浸透桝

雨水浸透桝雨水浸透桝

竪樋竪樋

竪樋

2,930 26,390

150 2,430 150 9,100 9,100 2,730 1,820 1,820 1,820

910 7,735 455 455 7,735 910

29,320

200

キッチン

事務・相談室
8.98㎡

71.83㎡
児童クラブ　2-Ａ児童クラブ　２-Ｂ

71.83㎡
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CH=2,600 CH=2,600

歩行距離：28.889ｍ

787. 5 787. 5790

73
9

4.97㎡
CH=2,400

1, 017. 5

790

※真北は国土地理院地図による

磁北真北

歩行距離：11.047ｍ

787. 5 787. 5790

階段蹴上：140
階段踏み面：275

内部階段寸法

1,417.5

1
,4
5
0

1,417.5

手摺

手摺

手摺

手摺

手摺

手摺

手摺

内部階段 1
,7
0
0

3
,4
2
5

階段蹴上：140
階段踏み面：275

内部階段寸法

児童クラブ　１-Ａ
71.83㎡
CH=2,622

Play　Room

CH=2,622
71.83㎡

CH=2,600

CH=2,600

HALL

手摺

下足棚

下足棚 下足棚

掃除物入

2階平面図　S=1/100

1階平面図　S=1/100

蹴上：152.2
踏面：260

外階段

蹴上：152.2
踏面：260

外階段

手摺

12

1,060 230 1,060

手摺

手摺

手摺

屋外階段

バルコニー

収納棚-4収納棚-3

納戸

Ａ－10

アプローチ

SLOPE

2026.08.30

CH=2,400

CH=2,400

ＷＣ女子
CH=2,400

CH=2,400 CH=2,400

ＷＣ女子

CH=2,400

CH=2,400

CH=2,400

雨水浸透桝

竪樋

竪樋

竪樋

2
,
27
5

150 200

150

275

令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事
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⽴ 面 図

１︓１００

10
1.5

10
1.5

10
1.5

10
1.5

南 　立面図　S=1/100 東 　立面図　S=1/100

北 　立面図　S=1/100 西 　立面図　S=1/100

▽設計GL

▽1FL

▽2FL

▽軒高さ

▽設計GL

▽1FL

▽2FL

▽軒高さ

ナチュラルグレー

外壁-1：窯業系サイディング(ｱ)16
窯業系サイディング：シンプルドット(NH7291)

外壁-1：窯業系サイディング(ｱ)16
窯業系サイディング：シンプルドット(NH7291)

外壁-1：窯業系サイディング(ｱ)16
窯業系サイディング：シンプルドット(NH7291)

外壁-2：窯業系サイディング(ｱ)18
窯業系サイディング：シェードラップ(CL5788GC)

外壁-2：窯業系サイディング(ｱ)18
窯業系サイディング：シェードラップ(CL5788GC)

外壁-2：窯業系サイディング(ｱ)18
窯業系サイディング：シェードラップ(CL5788GC)

窯業系サイディング：セフィーロウッド(ＮＷ4056)
外壁-3(バルコニー壁手摺 内外共)：窯業系サイディング(ｱ)16

外壁-2：窯業系サイディング(ｱ)18
窯業系サイディング：シェードラップ(CL5788GC)

屋根：セキノ興産タテハゼ
ナチュラルグレー

外壁-5：セキノ興産タテハゼ

ナチュラルグレー
外壁-5：セキノ興産タテハゼ

Ａ－11

2026.08.30

屋根：セキノ興産タテハゼ
ナチュラルグレー

ナチュラルグレー
外壁-5：セキノ興産タテハゼ

外壁-4：ソリドセメント
TypeＭLap　SNG85G

手摺：SUS304-HL 27.2φ(ｱ)3　加工

コンクリート立上り壁

柱脚金物：SS LOCK　105角用

軒樋：HACO HG15号　ガンメタ

竪樋：114φ　ガンメタ

軒樋：HACO H7号　ガンメタ

竪樋： 60φ　ガンメタ

軒樋：HACO HG15号　ガンメタ

竪樋： 114φ　ガンメタ

令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事

　EXP.J追記
※外階段屋根と本体外壁間
2026.09.16
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断 面 図

１︓１００

　 　

バルコニー

テラス

▽最高の軒高さ(屋根が小屋組みで構成)

▽2FL(構造用合板天端)

▽1FL(構造用合板天端)

▽設計GL

▽最高の高さ
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▽最高の高さ

▽最高の軒高さ(屋根が小屋組みで構成)

▽2FL(構造用合板天端)

▽1FL(構造用合板天端)

▽設計GL

児童クラブ　２-Ｂ 児童クラブ　2-Ａ

児童クラブ　１-Ａ ＷＣ男子

ＷＣ男子

Play　Room
ENTRANCE　HALL

HALL

内部階段

内部階段

29,245

2,580 275 26,390

9,100 9,100 8,190

2,580 275 9,100 9,100 2,730 1,820 3,640

2,855 26,390
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▽設計GL
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,
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00

外気に開放された手すり上部の高さが1.1m以上、
かつ、階段の天井の高さの1/2以上
2,762×1/2＝1,381≦1,626

260

1
5
2.
2

5,560

1,4002,8601,300

外階段

外階段 断面図　S=1/100  断面図-3　S=1/100

 断面図-1　S=1/100  断面図-2　S=1/100

Ａ－12
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00
0

外階段
蹴上：152.2
踏面：260

2026.08.30

令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事

※外階段と建物本体
　クリアランス50㎜追記
※外階段屋根と建物本体
　EXP.J追記
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１︓５０

１ 階 平 面 詳 細 図 - 1 Ａ－１３
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4
7
2

2
5

1
,1
8
1

2
5

マグネットシート下地

ビニールクロス貼

マグネットシート下地

ビニールクロス貼

8
0
0

排煙OP

消火器

消火器BOX
UFB-2F-3007

壁：掲示クロス壁：掲示クロス

壁：掲示クロス

壁：掲示クロス

壁：掲示クロス 壁：掲示クロス
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１︓５０

105×600

9,100 9,100

AW-2

AW-4AW-4

AW-12

1
,
5
00

9,100 9,100

910455 7,735 455 8,645

8,190 1,071

2,730 5,460

8,190

9,100 1,780.5 1,365 5,460 2,730

9,100 8,1901,071

1,820 1,820 5,460 1,365 4,095 2,730

Ａ Ａ'

Ｂ

Ｃ Ｄ

展 開 図 - 9 Ａ－２９

天井

室名

壁

腰壁

巾木

　

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

備考

ソフト巾木　Ｈ＝60

合板(ｱ)24 の上　タイルカーペット(ア）6貼り床

PB(ｱ)9.5下地　

ソーラートン平板（ア）9貼り(準不燃材料)

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

(準不燃材料)

一部ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｰﾄ下地ビニールクロス貼(準不燃材料)

天井

室名

壁

腰壁

巾木

床

　

備考

ソフト巾木　Ｈ＝60

ラワン合板(ｱ)5.5

ラワン合板(ｱ)5.5

ラワン合板(ｱ)5.5

合板(ｱ)28の上

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り

収納棚(家具工事)

目透かし天井廻縁

2F 児童クラブ　2-A

2F (2F 児童クラブ2-A)納戸 C
H=
2
,
60
0

バルコニー

ロッカー
ロッカー

2,
1
0
0

4
0

マグネットシート下地

ビニールクロス貼

2,
1
0
0

1
,
4
75

1,
1
0
0

2
5

2
7
5

1
,
6
5
0

2
0
0

4
75

1,
1
8
1

2
5

1
,
36
9

2
5

マグネットシート下地

ビニールクロス貼

排煙OP

壁：掲示クロス

壁：掲示クロス

壁：掲示クロス

壁：掲示クロス
壁：掲示クロス

壁：掲示クロス
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１︓５０

105×600

4
50

105×420

C
H=
2
,
6
00

2
4
4

2
5
2
5

1
50

2
5

2
5

AW-2

AW-4AW-4

2
5

1
,
36
9

2
5

AW-12

児童クラブ　２-Ｂ

80
0

7
7
5

1,
6
5
0

1
,
5
00

展 開 図 - 1 0 Ａ－３０

バルコニー

9,100 9,100

910 8,190

8,190 1,071

2,730 5,460

9,100 8,1901,071

1,820 1,820 5,460 5,460 2,730

Ａ Ａ'

Ｂ

Ｃ Ｄ

天井

室名

壁

腰壁

巾木

　

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

備考

ソフト巾木　Ｈ＝60

合板(ｱ)24 の上　タイルカーペット(ア）6貼り床

PB(ｱ)9.5下地　

PB(ｱ)12.5下地　ビニールクロス貼り

(準不燃材料)

一部ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｰﾄ下地ビニールクロス貼(準不燃材料)

天井

室名

壁

腰壁

巾木

床

　

備考

ソフト巾木　Ｈ＝60

ラワン合板(ｱ)5.5

ラワン合板(ｱ)5.5

ラワン合板(ｱ)5.5

合板(ｱ)28の上

ラワン合板(ｱ)4下地塩ビシート(ｱ)2.0貼り

収納棚(家具工事)

目透かし天井廻縁

2F 児童クラブ　2-B

2F (2F 児童クラブ2-B)納戸 C
H=
2
,
60
0

バルコニー

ロッカー

2
,1
4
0

4
6
0

納戸

2,
1
0
0

1
,
4
75

1,
1
0
0

2
5

1,
1
8
1

1,
1
8
1

2
5

1
,
36
9

2
5

マグネットシート下地

ビニールクロス貼

マグネットシート下地

ビニールクロス貼

2
,
00
6

消火器BOX
UFB-2F-3007

消火器

壁：掲示クロス 壁：掲示クロス 壁：掲示クロス

壁：掲示クロス

壁：掲示クロス

排煙OP

壁：掲示クロス

壁：掲示クロス
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納戸
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１︓１００

ＵＰ

1

12

ＷＣ女子
休憩室

ＷＣ男子

掃除物入

手摺

児童クラブ　2-Ａ

ＤＮ

手摺

バルコニー

25

14 13

2

内部階段
事務・相談室

カウンター
下部収納

収納

納戸

PSPSPS

手摺
ＤＮ23

13

屋外階段

12

1

アプローチ SLOPE

PS PS PSロッカー

休憩室

ＷＣ男子

テラス

納戸

ＵＰ

13

納戸

ＰＬＡＹ　ＲＯＯＭ
児童クラブ　１-Ａ

多目的ＷＣ

階段下収納

内部階段

児童クラブ　２-Ｂ

屋根

HALL

建具キープラン

ＡＷ ＡＷ

ＡＷ ＡＷ

ＡＷ
3

ＡＷ
3

ＡＷ
3

ＡＷ
3

ＡＷ
4

ＡＷ
4

ＡＷ
4

ＡＷ
4

ＡＷ
5

ＡＷ
5

ＡＷ
5

ＡＷ
5

ＡＷ
5

ＡＷ
5

ＡＷ
6

ＡＷ
6

ＡＷ
6

ＡＷ
6

ＡＷ
6

ＡＷ
6

ＡＷ ＡＷ

ＡＷ
2

ＡＷ
2

1 1

ＡＷ
7

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ
9

10

1212

11 11

ＡＷ
8

13

ＡＷ
14

掃除物入

ＡＷ
15

ＡＷ
16

ENTRANCE

ＡＷ
17

ＡＷ
17

ＡＷ

ＡＷ
18

18
ＡＷ
18

ＡＷ
18

1
ＡＤ

屋外階段

ＡＤ
1'

ＷＡＤ
1

2階 キープラン

1階 キープラン

1
Ｋ Ｋ

ENTRANCE　HALL

2
Ｋ
3

Ｋ
4

Ｋ
4

Ｋ
4

Ｋ
5

Ｋ
5

Ｋ
6

Ｋ

Ｋ
6

Ｋ
7

Ｋ
7

1
ＷＤ

ＷＤ
1'

ＷＤ
2

ＷＤ
2

ＷＤ
3

ＷＤ
3

ＷＤ
33

ＷＤ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

8

9 9

9 9

ＷＤ

ＷＤ
4

5
ＷＤ
6

ＷＤ
7

ＷＤ
7'

ＷＤ
8

ＷＤ
9
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9

ＷＤ
10

ＷＤ
10

ＷＣ女子

ＷＤ

ＷＣ職員

11

ＷＤ
12

ＷＤ
13

ＷＤ
14

ＷＤ
15

ＷＤ
16

1
ＴＢ

ＴＢ
1

ＴＢ
2

ＴＢ
2

1
Ｇ

Ｇ

Ｇ
2

2

Ｇ
3

Ｇ
4

Ｇ
5

Ｋ Ｋ
75'

※Ｗ寸法変更

Ａ－３１

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｇ
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Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4

記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

×1 ×1

ＡＷ

×1

ＳＨＥＥＴ　ＮＯＳＨＥＥＴ　ＮＡＭＥＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ　ＮＯ ＴＩＴＬＥ

 
 

ＤＡＹＳＣＡＬＥ １︓５０

×2

×1

1

1,590

アルミ・樹脂

引違掃き出しサッシ

クレセント、規格金物一式

ロールブラインド

半外付１１３

1F　PLAY ROOM
1F　児童クラブ　1-A ＡＷ

2
×2

1,590

アルミ・樹脂

引違掃き出しサッシ

クレセント、規格金物一式

ロールブラインド

半外付１１３

引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸 引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸

2F 児童クラブ　2-A
2F 児童クラブ　2-B

ＡＷ
3 1F　PLAY ROOM

1F　児童クラブ　1-A

1,
9
1
9

1,
6
5
0

1,590

1
,
39
1

1
,
2
0
0

1,
5
0
0

アルミ・樹脂

クレセント、規格金物一式

ロールブラインド

半外付１１３

引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸

引違サッシ

※クレセント位置

ＡＷ 2F 児童クラブ　2-A
2F 児童クラブ　2-B4

1,590

1
,
2
0
0

1,
5
0
0

アルミ・樹脂

クレセント、規格金物一式

ロールブラインド

半外付１１３

引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸

引違サッシ

※クレセント位置

1
,
36
9

ＡＷ
5

1,620

1
,
1
00

1,
4
9
1

アルミ・樹脂

クレセント、規格金物一式

ロールブラインド

半外付１１３

引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸

引違サッシ

1F　PLAY ROOM
1F　児童クラブ　1-A

×6

1,620

1,
1
0
0

1
,
4
69

2F 児童クラブ　2-A
2F 児童クラブ　2-B

×6

アルミ・樹脂

クレセント、規格金物一式

ロールブラインド

半外付１１３

引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸

引違サッシ

ＡＷ
6

6 6
2
69

6 6 6 6

ＡＷ
7

×1 2F 事務・相談室

アルミ・樹脂

クレセント、規格金物一式

ロールブラインド

半外付１１３

引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸

引違サッシ

2,075

1
,
20
0

1
,
1
04

6

1,
5
0
0

※クレセント位置

1,315

1
,
25
0

6
1
,8
1
4
.6

▽階段踊場FL

ＡＷ
8

1,517.5

8
4
5

1
0
0

1,
0
9
5

7
9

6

×1 ×1屋内階段(踊場) 1F屋内階段
ＡＷ
9

アルミ・樹脂

クレセント、規格金物一式

半外付１１３

引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸

引違サッシ

アルミ・樹脂

半外付１１３

引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸

引違＋Fix段窓サッシ

段窓横桟、クレセント、規格金物一式

×1
ＡＷ
10 2F屋内階段

1,517.5

1,
0
9
5

1
0
0

8
4
5

6
7
9

アルミ・樹脂

半外付１１３

引違網戸、LIXIL　ＴＷ特寸

引違＋Fix段窓サッシ

段窓横桟、クレセント、規格金物一式

FIX FIX

ロールブラインド ロールブラインド

1
,
2
00

ＡＷ
11 ×2

6

1,590

2
,
11
9

47
2

1F　PLAY ROOM
1F　児童クラブ　1-A

アルミ・樹脂

2連外倒しサッシ(排煙窓) 半外付１０３

排煙OP、連窓方立、規格金物一式

LIXIL　サーモスII－H／L　特寸

ＡＷ
12

1
,
2
00

6

1,590

2
,
11
9

アルミ・樹脂

2連外倒しサッシ(排煙窓) 半外付１０３

排煙OP、連窓方立、規格金物一式

LIXIL　サーモスII－H／L　特寸

×2
2F 児童クラブ　2-A
2F 児童クラブ　2-B

45
0

ＡＷ
13

屋内階段(踊場)

1,315

6
00

6

アルミ・樹脂

2連外倒しサッシ(排煙窓) 半外付１０３

排煙OP、連窓方立、規格金物一式

LIXIL　サーモスII－H／L　特寸

1,
2
0
0

3,
3
8
4

1,
2
0
0

1,620

2
,
1
1
9

6
4
5
0

ＡＷ
14

アルミ・樹脂

2連外倒しサッシ(排煙窓) 半外付１０３

排煙OP、連窓方立、規格金物一式

LIXIL　サーモスII－H／L　特寸

1F掃除物入

ＡＷ
15

×1 2F掃除物入

6
50

1
,
8
94

6

1
,2
0
0

1,620

アルミ・樹脂

2連外倒しサッシ(排煙窓) 半外付１０３

排煙OP、連窓方立、規格金物一式

LIXIL　サーモスII－H／L　特寸

ＡＷ
16

1F ENTRANCE

1,487.5

1
,
0
20

1
,
54
9

6

半外付１０８

アルミ・樹脂

2連横滑り出しサッシ

グレモンハンドル、サブロック、フリクションアーム

連窓竪方立、規格金物一式

LIXIL　ＴＷ特寸

ＡＷ
17

×2
1F 休憩室
2F 休憩室

ＡＷ

710

半外付１０８

アルミ・樹脂

グレモンハンドル、サブロック、フリクションアーム

可動式網戸

横滑り出しサッシ

規格金物一式

LIXIL　ＴＷ特寸

18

1F ＷＣ女子
1F 多目的ＷＣ
2F ＷＣ女子
2F ＷＣ職員

2
.
5

1
,
9
44
.
5

(1
,
9
22
.
5
)

※(　）内寸法は2F

2,
0
0
0

6

ＡＤ
1

※AD-1'は勝手逆(左吊元)

ＡＤ
1' 2F 児童クラブ　2-B

1F 児童クラブ　1-A
各×1(計2)

半外付１０８

レバーハンドル、サムターン、フリクションアーム

710

外 部 建 具 表
202607

本締錠：DVF-1(美和ロック)

ドアハンドル：G3321　H700(UNION)

エンジン、ドアハンドル、

鎌デッド本締錠(防犯サムターン)、規格金物一式

エンジン：スライデックス　ＨＣＨ－80Ｓ（8015S）型(ダイケン)

ＷＡＤ
1

1F ENTRANCE

ピーラー　木材浸透保護塗料塗り

飛散防止フィルム貼り

木製片引き手動(オートクローズ付き)框ドア １６２

FIX

2,110

1,025 60 1,025

1
6
5

2
,3
0
0

787. 5

0.7875×1.919＝1.51㎡

787. 5

0.7875×1.650＝1.29㎡

790

0.790×1.391＝1.09㎡

×4

739 0.739×1.095＝0.80㎡

790

0.790×1.391＝1.09㎡

739 0.739×1.095＝0.80㎡

Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4 Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4 Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4 Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4 Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4 Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4

Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4 Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4 Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E4+A16+4

Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)3+A16+3(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E Low-E透明複層ガラス(日射遮蔽型)4+A16+4(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E

Ａ－３２

9
00

6

半外付１０８

アルミ・樹脂

グレモンハンドル、サブロック、フリクションアーム

Low-E透明複層ガラス　　3+A16+3(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E

規格金物一式

LIXIL　ＴＷ

1
,
21
9

たて滑り出しサッシ

570

×4

フィルム貼り フィルム貼り

Low-E型板複層ガラス(日射遮蔽型)4+A16+3(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E Low-E型板複層ガラス(日射遮蔽型)4+A16+3(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E Low-E型板複層ガラス(日射遮蔽型)4+A16+3(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E Low-E型板複層ガラス(日射遮蔽型)4+A16+3(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E

Low-E型板複層ガラス(日射遮蔽型)4+A16+3(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E

可動式網戸　ロールブラインド 可動式網戸　ロールブラインド

4
5
0

×4

Low-E型板複層ガラス(日射遮蔽型)4+A16+3(ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ)Low-E

テラス断熱ドア

アルミ

－

ピボットヒンジ、シリンダー錠、ドアクローザー規格金物一式

YKK　防火ドアＧシリーズ　Ｄ2仕様

Ｓ ×4
1F 児童クラブ　1-A
2F 児童クラブ　2-B

1F ENTRANCE
2F HALL

－

埋込消火器BOX

スチール

291

消火器

60
6
1
8

UFB-2F-3007（ユニオン)

2026.08.30

飛散防止フィルム貼り 飛散防止フィルム貼り 飛散防止フィルム貼り 飛散防止フィルム貼り 飛散防止フィルム貼り 飛散防止フィルム貼り

飛散防止フィルム貼り 飛散防止フィルム貼り

ロールブラインド

令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事



記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

×1 ×1

×1
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ＤＡＹＳＣＡＬＥ １︓５０

1 2
×2 ×1 2F 事務・相談室

×1 ×2

×1 ×2

202607

ＷＤ

2,
1
0
0

木製框引違戸 ３５

ピーラー ワトコオイル塗装

透明ガラス(ｱ)3 飛散防止フィルム貼り

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

吊レール　規格金物一式

アトムＨＲシステム同等）

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

1,815
(1,747.5)

ＷＤ
1'

×各1

W-1’は2F

３５

3,940

2,
1
0
0

ＷＤ ＷＤ
3

2,095

2,
1
0
0

木製フラッシュ３本建て引違戸

吊レール　規格金物一式

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

木製框３本建て引違戸

ピーラー ワトコオイル塗装

透明ガラス(ｱ)3 飛散防止フィルム貼り

吊レール　規格金物一式

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　アトムＨＲシステム同等）

ＷＤ
4

×1 2F　事務・相談室

３５

2F 児童クラブ　2-B
2F 児童クラブ　2-A

1F　PLAY ROOM
1F 児童クラブ　1-A

2F　児童クラブ　2-A
1F　PLAY ROOM

2F 児童クラブ　2-B
1F 児童クラブ　1-A

×4

1,655

1
,
2
00

90
0

３５

ワトコオイル塗装

透明ガラス(ｱ)3 飛散防止フィルム貼り

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

木製框引違窓

ピーラー

ＷＤ
×1 2F　事務・相談室

5

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

３５木製フラッシュ引違戸

ＷＤ
6

7452,095

2,
1
0
0

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

３５木製フラッシュ引戸

吊レール　規格金物一式

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）吊レール

鎌錠　規格金物一式

ＷＤ
7

ＷＤ
7' ×各1

1F ENTRANCE　HALL
2F HALL

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

３５木製フラッシュ引違戸

吊レール　規格金物一式

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）

1,640

1
,
9
00

(　）内寸法は7'

(1
,
7
00
)

7'はF2

ＷＤ
8

2,
1
0
0

1,000

2
,
10
0

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

３５木製フラッシュ引戸

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）吊レール

表示鎌錠、引手、付属金物一式

引手：

ＷＤ
91F多目的ＷＣ

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

３５木製フラッシュ引戸

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）吊レール

×2

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）吊レール

ＷＤ
10

1F ＷＣ男子
2F ＷＣ男子

1F ＷＣ女子
2F ＷＣ女子

ＷＤ
11 2F ＷＣ職員×1

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）吊レール

737.5 737.5 730

規格金物一式 規格金物一式 表示鎌錠　規格金物一式

ＷＤ
12

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

掘り込み引手、付属金物一式

掘り込み引手：T1149(ユニオン)

(上吊戸　ソフトオープンクローズタイプ　

アトムＨＲシステム同等）吊レール

730

2F 休憩室

鎌錠　規格金物一式

ＷＤ
13

2
,
10
0

2
,
10
0

2
,
10
0

2
,
10
0

2
,
10
0

665.5

丁番、レバーハンドル、ドアクローザー

レバーハンドル：UL-448(ユニオン)

1F 休憩室

木製フラッシュ引戸 ３５木製フラッシュ引戸 ３５３５木製フラッシュ引戸

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

木製開き戸

ステー戸当たり、サムターン錠、付属金物一式

ＷＤ
14

1F 階段下物入

2,
1
0
0

丁番、レバーハンドル、ドアクローザー

レバーハンドル：UL-448(ユニオン)

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

木製開き戸

ステー戸当たり、サムターン錠、付属金物一式

800

ＷＤ
15

2F HALL

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

木製フラッシュ両開き戸

丁番、マグネットラッチ、引手、付属金物一式

引手：T203(ユニオン)

652.5

2,
1
0
0

３５ ３５ ２０

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

引手：T203(ユニオン)

３５木製フラッシュ4枚建て両開き戸

スライド丁番(全カブセ)、マグネットラッチ、

引手、付属金物一式

1,927.5

60
8
1
0

×1ＷＤ 2F HALL
16

ＴＢ
1

1F ＷＣ男子
2F ＷＣ男子

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

木製フラッシュ　トイレブース

アイカ工業セラルブース(木目調)同等品

860.5 140 600 778

2
,
05
0

5
0

SUS調整巾木、グレビティーヒンジ、表示付ボルト、SUS取手、

フック付き戸当たり、規格金物一式

×2ＴＢ
2

1F ＷＣ女子
2F ＷＣ女子

ポリ合板（木目)

大手：タモ　ワトコオイル塗装

木製フラッシュ　トイレブース

アイカ工業セラルブース(木目調)同等品

SUS調整巾木、グレビティーヒンジ、表示付ボルト、SUS取手、

フック付き戸当たり、規格金物一式

2
,
05
0

5
0

100 600 270 600 150 1,540

Ｇ
1

1,650

82
0

9
49
.
5

木枠付きカガミ

木枠 10×10　ワトコオイル塗装

防湿カガミ

取付金物、規格品一式

×1 1F ENTRANCE　HALL Ｇ
2

1F ＷＣ男子
2F ＷＣ男子

82
0

9
49
.
5

1,076

木枠付きカガミ

木枠 10×10　ワトコオイル塗装

防湿カガミ

取付金物、規格品一式

内 部 建 具 表 - 1 Ａ－３３

吊レール　クレセント　規格金物一式

内部可動棚

90° 90°

2
,
4
00

30
0

2
,
4
00

30
0

2026.08.30

×2

令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事



記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考
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ＤＡＹＳＣＡＬＥ １︓５０

202607

Ｇ
3

874

1
,
09
4

8
0
6

木枠付きカガミ

木枠 10×10　ワトコオイル塗装

防湿カガミ

取付金物、規格品一式

Ｇ ×1

木枠付きカガミ

木枠 10×10　ワトコオイル塗装

防湿カガミ

取付金物、規格品一式

4

785

9
3
4

1F 多目的ＷＣ Ｇ ×1
5

2F ＷＣ職員

木枠付きカガミ

木枠 10×10　ワトコオイル塗装

防湿カガミ

取付金物、規格品一式

890

1
,
06
4

8
3
6

内 部 建 具 表 - 2 Ａ－３４

1F ＷＣ女子
2F ＷＣ女子

2026.08.30

×2

令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事



×3

2
記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

記号・数量

姿図

型式・見込

材料・仕上

硝子

金物

備考

ＳＨＥＥＴ　ＮＯＳＨＥＥＴ　ＮＡＭＥＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ　ＮＯ ＴＩＴＬＥ
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家 具 図
202607

1,575
25 750 25 750 25

3
80

30
0

25
3
3
0

3
30

33
0

33
0

3
12
5

2
5

2
5

2
5

3
0

1
,
50
6

68
0

スリッパ・下足棚

天板：タモ集成材(ｱ)30ワトコオイル塗装、　方立、側板、台輪：ポリ合板フラッシュ（ｱ)25

棚板：ポリ合板フラッシュ(ｱ)15

1

K

1,575
25 750 25 750 25

3
80

25
3
3
0

3
30

33
0

33
0

3
12
5

2
5

2
5

2
5

3
0

1
,
50
6

天板：タモ集成材(ｱ)30ワトコオイル塗装、　方立、側板、台輪：ポリ合板フラッシュ（ｱ)25

棚板：ポリ合板フラッシュ(ｱ)15

K

3
80

7
60

25
3
3
0

3
30

33
0

33
0

3
12
5

2
5

2
5

2
5

3
0

1
,
50
6

天板：タモ集成材(ｱ)30ワトコオイル塗装、　方立、側板、台輪：ポリ合板フラッシュ（ｱ)25

棚板：ポリ合板フラッシュ(ｱ)15

K

3

25 900 25 900 25 900 25
2,800

38
0

230

1
0
5

230

1
0
5

230

1
0
5

下足棚-1 下足棚-2

×1 1F ENTRANCE　HALL ×1 1F ENTRANCE　HALL ×1 1F ENTRANCE　HALL

K
×3

2F 児童クラブ　2-A
1F 児童クラブ　1-A

2F 児童クラブ　2-B

7,605

25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25 354 25

4

2
5

6
50

2
5

6
50

5
0

4
5
0

2
5

5
0

4
5
0

1
2
5 2
5

1
2
5

棚板：ポリ合板フラッシュ(ｱ)15

ロッカー

天板、　方立、側板、台輪：ポリ合板フラッシュ（ｱ)25

名札差し：40×127

名札差し

450

325

5
02
5

4
5
0

2
5

1
2
5

4
5
0

2
5

1
2
5

5
0
2
5

5
0

1
,
4
00

5
0

1
,
4
00

K

5

収納棚-1

天板、方立、側板、台輪：ポリ合板フラッシュ（ｱ)25

25 883 25 883 25 883 25 883 25 883 25 883 25

31
25

25
2
5

2
5

2
5

K
2F 児童クラブ　2-B

天板、方立、側板、台輪：ポリ合板フラッシュ（ｱ)25

2
6
3

2
6
3

2
6
3

2
63

3
1

2
5

2
5

2
5

2
5

2
5

1
,2
0
6

6

25 982 25 982 25 982 25

3,045

収納棚-2

350

K 2F 児童クラブ　2-A
1F 児童クラブ　1-A

2F 児童クラブ　2-B7

K

8

K

9

25 682 25 682 25 682 25

2,145

天板、方立、側板、台輪：ポリ合板フラッシュ（ｱ)25天板、方立、側板、台輪：ポリ合板フラッシュ（ｱ)25

25 878 25 878 25

1,830

350

収納棚-4

×2
1F 児童クラブ　1-A

2
6
3

2
6
3

2
6
3

2
63

3
1

2
5

2
5

2
5

2
5

2
5

1
,2
0
6

25

350

×1 2F 児童クラブ　2-A ×4

2F 児童クラブ　2-B
2F 児童クラブ　2-A
1F 児童クラブ　1-A
1F　PLAY ROOM

2525 25800 800 800

2,500

天板、方立、側板、台輪：ポリ合板フラッシュ（ｱ)25

収納棚-3 収納棚-5

1
,4
0
6

2
5

350

31
4

3
1
4

31
4

3
1
4

2
5

2
5

2
5

2
5
2
5

450

Ａ－３５

1
,
1
81

25
6
.
2
5

'
'

'
'

2
56
.
2
5

3
1

2
5

2
5

2
5

2
5

2
5

1
,1
8
1

2
5
6.
2
5

'
'

'
'

2
5
6
.2
5

2F 児童クラブ　2-A
1F 児童クラブ　1-A

2F 児童クラブ　2-B
×2

K

5'
×1

5,470（5,330)
(　）内寸法は5'

(859) (859) (859) (859) (859) (860)

可動棚板：ポリ合板フラッシュ(ｱ)15

可動棚板：ポリ合板フラッシュ(ｱ)15

埋込SUSダボレール

埋込SUSダボレール

可動棚板：ポリ合板フラッシュ(ｱ)15

埋込SUSダボレール

可動棚板：ポリ合板フラッシュ(ｱ)15

埋込SUSダボレール

可動棚板：ポリ合板フラッシュ(ｱ)15

埋込SUSダボレール

2026.08.30

令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事
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令和８年度（債務負担⾏為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事



　

　

　 　

KAN

　

7
0

ウォールサイン　館名板×1　ｴﾝﾄﾗﾝｽ入口

KAN

　

　

表示：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼り　片面

材質：ｽﾃﾝﾚｽ焼付塗装　浮文字ｔ3.0　浮寸法15mm

材質：ｱﾙﾐ板t3　160*220

×1

KAN

安曇野市

　

7
0

SCALE　1：10

2
2
0

160

2
2
0

2
2
0

2
2
0 事務室

160 160 160 160

×1
160 


2
2
0

160 160

OFFICE

　

男子
WC

      MEN
RESTROOM

2
2
0

160

2
2
0



女子
WC

   WOMEN
RESTROOM

2
2
0

×1

160

2
2
0



SCALE1:10

　
和文字：メイリオ　H=23　英字：ｾﾝﾁｭﾘｰｺﾞｼｯｸ　H＝23大文字：メイリオ　H=70

　

　
大文字：メイリオ H=30　英字：ｾﾝﾁｭﾘｰｺﾞｼｯｸ H=13

詳細図　 SCALE　1：5

2
2
0

KAN
ピクトサイン

ユニバーサルトイレ　4ピクト　H=150

室名　扉表示ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼り 室名 入り口表示　ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼り

プレイ
ルーム

PLAYROOM

児童
クラブ

1-A 2-A 2-B

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ

トイレ

NURSING
  ROOM

（ピクト）

休憩室

BREAKROOM

×2×2

職員
WC

RESTROOM

ウォールサイン　室名板

×2 ×1 ×2

×1 ×1

豊科北小学校児童クラブ

　

01

02

03 04

児童
クラブ

児童
クラブ

（ピクト） （ピクト）

　
　　　SHEET NAMECHECK DRAW

SCALE DAY

202606

JOB NO.
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KAN-01館名板　表示板　ピクトサイン

プレイルーム 1箇所 H=23

児童クラブ 1-A　1箇所 H=23

児童クラブ 2-A 1箇所 H=23

児童クラブ2-B 1箇所 H=23

男子WC 2箇所 H=23

女子WC 2箇所 H=23

事務室 1箇所 H=23

休憩室 2箇所 H=23

倉庫 1箇所 H=23　

物入 2箇所 H=23

収納 4箇所 H=23

屋外階段 2箇所 H=23







べいまつべいまつべいまつべいまつべいまつべいまつべいまつ

　箇所で200箇所程度とする。）　箇所で200箇所程度とする。）　箇所で200箇所程度とする。）　箇所で200箇所程度とする。）　箇所で200箇所程度とする。）　箇所で200箇所程度とする。）　箇所で200箇所程度とする。）

構造設計特記仕様書（1）構造設計特記仕様書（1）構造設計特記仕様書（1）構造設計特記仕様書（1）構造設計特記仕様書（1）構造設計特記仕様書（1）構造設計特記仕様書（1） Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１Ｓ－０１

■集成材の日本農林規格　□単板積層材の日本農林規格　□直交集成板の日本農林規格■集成材の日本農林規格　□単板積層材の日本農林規格　□直交集成板の日本農林規格■集成材の日本農林規格　□単板積層材の日本農林規格　□直交集成板の日本農林規格■集成材の日本農林規格　□単板積層材の日本農林規格　□直交集成板の日本農林規格■集成材の日本農林規格　□単板積層材の日本農林規格　□直交集成板の日本農林規格■集成材の日本農林規格　□単板積層材の日本農林規格　□直交集成板の日本農林規格■集成材の日本農林規格　□単板積層材の日本農林規格　□直交集成板の日本農林規格

改良後の長期許容応力度　－kN/㎡改良後の長期許容応力度　－kN/㎡改良後の長期許容応力度　－kN/㎡改良後の長期許容応力度　－kN/㎡改良後の長期許容応力度　－kN/㎡改良後の長期許容応力度　－kN/㎡改良後の長期許容応力度　－kN/㎡

□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　　　□小口径鋼管杭による地盤補強□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　　　□小口径鋼管杭による地盤補強□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　　　□小口径鋼管杭による地盤補強□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　　　□小口径鋼管杭による地盤補強□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　　　□小口径鋼管杭による地盤補強□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　　　□小口径鋼管杭による地盤補強□浅層混合処理工法　　□深層混合処理工法　　　□小口径鋼管杭による地盤補強

□□□□□□□□構造用単板積層材□構造用単板積層材□構造用単板積層材□構造用単板積層材□構造用単板積層材□構造用単板積層材□構造用単板積層材

□直交集成板□直交集成板□直交集成板□直交集成板□直交集成板□直交集成板□直交集成板

■2級■2級■2級■2級■2級■2級■2級

□□□□□□□

C-DC-DC-DC-DC-DC-DC-D特類特類特類特類特類特類特類■構造用合板■構造用合板■構造用合板■構造用合板■構造用合板■構造用合板■構造用合板

■SD295■SD295■SD295■SD295■SD295■SD295■SD295

2121212121212121212121212121

■無等級■無等級■無等級■無等級■無等級■無等級■無等級

□日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」□日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

□日本建築学会「溶接工作規準・同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□日本建築学会「溶接工作規準・同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□日本建築学会「溶接工作規準・同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□日本建築学会「溶接工作規準・同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□日本建築学会「溶接工作規準・同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□日本建築学会「溶接工作規準・同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」□日本建築学会「溶接工作規準・同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

□平成12年建告第1464号イ、ロ□平成12年建告第1464号イ、ロ□平成12年建告第1464号イ、ロ□平成12年建告第1464号イ、ロ□平成12年建告第1464号イ、ロ□平成12年建告第1464号イ、ロ□平成12年建告第1464号イ、ロ

□材料規格証明書または試験成績書□材料規格証明書または試験成績書□材料規格証明書または試験成績書□材料規格証明書または試験成績書□材料規格証明書または試験成績書□材料規格証明書または試験成績書□材料規格証明書または試験成績書

□鋼材　　　□高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド□鋼材　　　□高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド□鋼材　　　□高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド□鋼材　　　□高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド□鋼材　　　□高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド□鋼材　　　□高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド□鋼材　　　□高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド

□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）□認定または登録工場（大臣認定　S　H　M　R　J　グレード）

□製作工場　　　　　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□施工計画書□製作工場　　　　　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□施工計画書□製作工場　　　　　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□施工計画書□製作工場　　　　　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□施工計画書□製作工場　　　　　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□施工計画書□製作工場　　　　　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□施工計画書□製作工場　　　　　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□施工計画書

□鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」□鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

□（一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□（一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□（一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□（一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□（一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□（一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」□（一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

□日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」□日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」□日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」□日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」□日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」□日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」□日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

□原寸検査　　□組立・開先検査　　　□製品検査　　　□建方検査　　　□□原寸検査　　□組立・開先検査　　　□製品検査　　　□建方検査　　　□□原寸検査　　□組立・開先検査　　　□製品検査　　　□建方検査　　　□□原寸検査　　□組立・開先検査　　　□製品検査　　　□建方検査　　　□□原寸検査　　□組立・開先検査　　　□製品検査　　　□建方検査　　　□□原寸検査　　□組立・開先検査　　　□製品検査　　　□建方検査　　　□□原寸検査　　□組立・開先検査　　　□製品検査　　　□建方検査　　　□

（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目（３）工事監理者が行う検査項目

■構造体の計画供用期間の級　□標準　■長期　□超長期■構造体の計画供用期間の級　□標準　■長期　□超長期■構造体の計画供用期間の級　□標準　■長期　□超長期■構造体の計画供用期間の級　□標準　■長期　□超長期■構造体の計画供用期間の級　□標準　■長期　□超長期■構造体の計画供用期間の級　□標準　■長期　□超長期■構造体の計画供用期間の級　□標準　■長期　□超長期

載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

構造設計特記仕様書（１）構造設計特記仕様書（１）構造設計特記仕様書（１）構造設計特記仕様書（１）構造設計特記仕様書（１）構造設計特記仕様書（１）構造設計特記仕様書（１）

□フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター□フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター□フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター□フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター□フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター□フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター□フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター

□レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コン□レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コン□レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コン□レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コン□レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コン□レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コン□レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コン

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□SS400 　□SS490 　□□SS400 　□SS490 　□□SS400 　□SS490 　□□SS400 　□SS490 　□□SS400 　□SS490 　□□SS400 　□SS490 　□□SS400 　□SS490 　□

　　　X方向・Y方向　ルート１　　　X方向・Y方向　ルート１　　　X方向・Y方向　ルート１　　　X方向・Y方向　ルート１　　　X方向・Y方向　ルート１　　　X方向・Y方向　ルート１　　　X方向・Y方向　ルート１

□設計基準強度が36N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□設計基準強度が36N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□設計基準強度が36N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□設計基準強度が36N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□設計基準強度が36N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□設計基準強度が36N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、□設計基準強度が36N/m㎡を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、

等級等級等級等級等級等級等級

JIS G 3444JIS G 3444JIS G 3444JIS G 3444JIS G 3444JIS G 3444JIS G 3444

□STKR400 □STKR490 □□STKR400 □STKR490 □□STKR400 □STKR490 □□STKR400 □STKR490 □□STKR400 □STKR490 □□STKR400 □STKR490 □□STKR400 □STKR490 □

JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350JIS G 3350□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□SSC400　□      　□□SSC400　□      　□□SSC400　□      　□□SSC400　□      　□□SSC400　□      　□□SSC400　□      　□□SSC400　□      　□

□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量

　　　ように行うこと。　　　ように行うこと。　　　ように行うこと。　　　ように行うこと。　　　ように行うこと。　　　ように行うこと。　　　ように行うこと。

注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない注）７　支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えない

注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを行わないこと。

注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。注）５　支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。

注）４　盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。注）４　盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。

注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。注）３　支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。注）２　大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）１　片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。注）１　片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。

シリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメントシリカセメント

フライアッシュセメント、フライアッシュセメント、フライアッシュセメント、フライアッシュセメント、フライアッシュセメント、フライアッシュセメント、フライアッシュセメント、

ポルトランドセメント、高炉セメント、ポルトランドセメント、高炉セメント、ポルトランドセメント、高炉セメント、ポルトランドセメント、高炉セメント、ポルトランドセメント、高炉セメント、ポルトランドセメント、高炉セメント、ポルトランドセメント、高炉セメント、

中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱

早強ポルトランドセメント、早強ポルトランドセメント、早強ポルトランドセメント、早強ポルトランドセメント、早強ポルトランドセメント、早強ポルトランドセメント、早強ポルトランドセメント、

普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、

B種・C種、シリカセメントB種・C種B種・C種、シリカセメントB種・C種B種・C種、シリカセメントB種・C種B種・C種、シリカセメントB種・C種B種・C種、シリカセメントB種・C種B種・C種、シリカセメントB種・C種B種・C種、シリカセメントB種・C種

B種・C種、フライアッシュセメントB種・C種、フライアッシュセメントB種・C種、フライアッシュセメントB種・C種、フライアッシュセメントB種・C種、フライアッシュセメントB種・C種、フライアッシュセメントB種・C種、フライアッシュセメント
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中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱中庸熱ポルトランドセメント、低熱

ントA種、シリカセメントA種ントA種、シリカセメントA種ントA種、シリカセメントA種ントA種、シリカセメントA種ントA種、シリカセメントA種ントA種、シリカセメントA種ントA種、シリカセメントA種
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低熱ポルトランドセメント低熱ポルトランドセメント低熱ポルトランドセメント低熱ポルトランドセメント低熱ポルトランドセメント低熱ポルトランドセメント低熱ポルトランドセメント
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普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、
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「小規模建築物基礎設計指針：日本建築学会2008」を参考とする「小規模建築物基礎設計指針：日本建築学会2008」を参考とする「小規模建築物基礎設計指針：日本建築学会2008」を参考とする「小規模建築物基礎設計指針：日本建築学会2008」を参考とする「小規模建築物基礎設計指針：日本建築学会2008」を参考とする「小規模建築物基礎設計指針：日本建築学会2008」を参考とする「小規模建築物基礎設計指針：日本建築学会2008」を参考とする

調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目 調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目 調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り

スウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディング

■構造用製材■構造用製材■構造用製材■構造用製材■構造用製材■構造用製材■構造用製材

６．鉄筋コンクリート工事（施工方法等計画書）６．鉄筋コンクリート工事（施工方法等計画書）６．鉄筋コンクリート工事（施工方法等計画書）６．鉄筋コンクリート工事（施工方法等計画書）６．鉄筋コンクリート工事（施工方法等計画書）６．鉄筋コンクリート工事（施工方法等計画書）６．鉄筋コンクリート工事（施工方法等計画書）

７．鉄骨工事７．鉄骨工事７．鉄骨工事７．鉄骨工事７．鉄骨工事７．鉄骨工事７．鉄骨工事

５．地業工事５．地業工事５．地業工事５．地業工事５．地業工事５．地業工事５．地業工事

４．地盤４．地盤４．地盤４．地盤４．地盤４．地盤４．地盤

３．使用建築材料表・仕様構造材料一覧表３．使用建築材料表・仕様構造材料一覧表３．使用建築材料表・仕様構造材料一覧表３．使用建築材料表・仕様構造材料一覧表３．使用建築材料表・仕様構造材料一覧表３．使用建築材料表・仕様構造材料一覧表３．使用建築材料表・仕様構造材料一覧表

２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容２．建築物の構造内容

１．本仕様書の適用範囲１．本仕様書の適用範囲１．本仕様書の適用範囲１．本仕様書の適用範囲１．本仕様書の適用範囲１．本仕様書の適用範囲１．本仕様書の適用範囲

□BCR295　□BCP235　□BCP325□BCR295　□BCP235　□BCP325□BCR295　□BCP235　□BCP325□BCR295　□BCP235　□BCP325□BCR295　□BCP235　□BCP325□BCR295　□BCP235　□BCP325□BCR295　□BCP235　□BCP325

□SM400A　□SM490A　□□SM400A　□SM490A　□□SM400A　□SM490A　□□SM400A　□SM490A　□□SM400A　□SM490A　□□SM400A　□SM490A　□□SM400A　□SM490A　□

□SN490B　□SN490C　□□SN490B　□SN490C　□□SN490B　□SN490C　□□SN490B　□SN490C　□□SN490B　□SN490C　□□SN490B　□SN490C　□□SN490B　□SN490C　□

□SN400A　□SN400B　□SN400C□SN400A　□SN400B　□SN400C□SN400A　□SN400B　□SN400C□SN400A　□SN400B　□SN400C□SN400A　□SN400B　□SN400C□SN400A　□SN400B　□SN400C□SN400A　□SN400B　□SN400C

　　５．建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　　５．建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　　５．建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　　５．建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　　５．建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　　５．建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等　　５．建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

　　４．国土交通省大臣官房官庁営繕　　４．国土交通省大臣官房官庁営繕　　４．国土交通省大臣官房官庁営繕　　４．国土交通省大臣官房官庁営繕　　４．国土交通省大臣官房官庁営繕　　４．国土交通省大臣官房官庁営繕　　４．国土交通省大臣官房官庁営繕

　　３．構造関係共通図（配筋標準図、木造工事標準図）　　３．構造関係共通図（配筋標準図、木造工事標準図）　　３．構造関係共通図（配筋標準図、木造工事標準図）　　３．構造関係共通図（配筋標準図、木造工事標準図）　　３．構造関係共通図（配筋標準図、木造工事標準図）　　３．構造関係共通図（配筋標準図、木造工事標準図）　　３．構造関係共通図（配筋標準図、木造工事標準図）

　　２．設計図（下記３以外の図面）　　２．設計図（下記３以外の図面）　　２．設計図（下記３以外の図面）　　２．設計図（下記３以外の図面）　　２．設計図（下記３以外の図面）　　２．設計図（下記３以外の図面）　　２．設計図（下記３以外の図面）

　　１．特記仕様書　　１．特記仕様書　　１．特記仕様書　　１．特記仕様書　　１．特記仕様書　　１．特記仕様書　　１．特記仕様書

　設計図書および仕様書の優先順位は下記による。　設計図書および仕様書の優先順位は下記による。　設計図書および仕様書の優先順位は下記による。　設計図書および仕様書の優先順位は下記による。　設計図書および仕様書の優先順位は下記による。　設計図書および仕様書の優先順位は下記による。　設計図書および仕様書の優先順位は下記による。

工事に適用する。工事に適用する。工事に適用する。工事に適用する。工事に適用する。工事に適用する。工事に適用する。

棒鋼を用いる高さが60m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造、木造等建築物の設計および棒鋼を用いる高さが60m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造、木造等建築物の設計および棒鋼を用いる高さが60m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造、木造等建築物の設計および棒鋼を用いる高さが60m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造、木造等建築物の設計および棒鋼を用いる高さが60m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造、木造等建築物の設計および棒鋼を用いる高さが60m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造、木造等建築物の設計および棒鋼を用いる高さが60m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造、木造等建築物の設計および

　本特記仕様および配筋標準図は、設計強度が18N/m㎡以上60N/m㎡以下のコンクリートと、　本特記仕様および配筋標準図は、設計強度が18N/m㎡以上60N/m㎡以下のコンクリートと、　本特記仕様および配筋標準図は、設計強度が18N/m㎡以上60N/m㎡以下のコンクリートと、　本特記仕様および配筋標準図は、設計強度が18N/m㎡以上60N/m㎡以下のコンクリートと、　本特記仕様および配筋標準図は、設計強度が18N/m㎡以上60N/m㎡以下のコンクリートと、　本特記仕様および配筋標準図は、設計強度が18N/m㎡以上60N/m㎡以下のコンクリートと、　本特記仕様および配筋標準図は、設計強度が18N/m㎡以上60N/m㎡以下のコンクリートと、

（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること（４）接合部の溶接は下記によること

□社内検査表□社内検査表□社内検査表□社内検査表□社内検査表□社内検査表□社内検査表

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

28282828282828

強度の100%強度の100%強度の100%強度の100%強度の100%強度の100%強度の100%

設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準

強度の85%強度の85%強度の85%強度の85%強度の85%強度の85%強度の85%

設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準

梁下梁下梁下梁下梁下梁下梁下

28282828282828

282828282828282525252525252517171717171717

15151515151515121212121212128888888

下下下下下下下

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ支柱支柱支柱支柱支柱支柱支柱

強度の50%強度の50%強度の50%強度の50%強度の50%強度の50%強度の50%

設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準設計基準

5.0N/mm25.0N/mm25.0N/mm25.0N/mm25.0N/mm25.0N/mm25.0N/mm2

212121212121211515151515151510101010101010

18181818181818121212121212128888888

16161616161616101010101010106666666

1010101010101066666664444444

梁下梁下梁下梁下梁下梁下梁下

下、下、下、下、下、下、下、

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

1212121212121288888886666666

1010101010101077777775555555

888888855555553333333

555555533333332222222

コンクリートの材令（日）コンクリートの材令（日）コンクリートの材令（日）コンクリートの材令（日）コンクリートの材令（日）コンクリートの材令（日）コンクリートの材令（日）

圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上

セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類

壁壁壁壁壁壁壁

柱及び柱及び柱及び柱及び柱及び柱及び柱及び

梁側、梁側、梁側、梁側、梁側、梁側、梁側、

基礎、基礎、基礎、基礎、基礎、基礎、基礎、

部位部位部位部位部位部位部位区分区分区分区分区分区分区分

せき板せき板せき板せき板せき板せき板せき板

■型枠および支保工の存置期間は、昭和46年建告第110号に基づき下表による。■型枠および支保工の存置期間は、昭和46年建告第110号に基づき下表による。■型枠および支保工の存置期間は、昭和46年建告第110号に基づき下表による。■型枠および支保工の存置期間は、昭和46年建告第110号に基づき下表による。■型枠および支保工の存置期間は、昭和46年建告第110号に基づき下表による。■型枠および支保工の存置期間は、昭和46年建告第110号に基づき下表による。■型枠および支保工の存置期間は、昭和46年建告第110号に基づき下表による。

（４）型枠（４）型枠（４）型枠（４）型枠（４）型枠（４）型枠（４）型枠

　講じれば上記によらなくてもよい。　講じれば上記によらなくてもよい。　講じれば上記によらなくてもよい。　講じれば上記によらなくてもよい。　講じれば上記によらなくてもよい。　講じれば上記によらなくてもよい。　講じれば上記によらなくてもよい。

　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を　する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

■コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定■コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定

■完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。■完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。■完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。■完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。■完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。■完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。■完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは最小かぶり厚さ以上とする。

70707070707070

(40)(40)(40)(40)(40)(40)(40)
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50505050505050

50505050505050

(30)(30)(30)(30)(30)(30)(30)

40404040404040

40404040404040

40404040404040

50505050505050

40404040404040

40404040404040

40404040404040

50505050505050

30303030303030

30303030303030

30303030303030

40404040404040

屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋外屋内屋内屋内屋内屋内屋内屋内

超長期超長期超長期超長期超長期超長期超長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期標準・長期

基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤基礎、擁壁の基礎・底盤

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

直接土に接する柱・梁・床および直接土に接する柱・梁・床および直接土に接する柱・梁・床および直接土に接する柱・梁・床および直接土に接する柱・梁・床および直接土に接する柱・梁・床および直接土に接する柱・梁・床および

を行う部材を行う部材を行う部材を行う部材を行う部材を行う部材を行う部材

計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全計画供用期間中に維持保全

要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材要求する部材

構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を構造部材と同等の耐久性を非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材非構造部材

床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ床スラブ・屋根スラブ

柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁柱・梁・耐力壁構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材構造部材

部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類部材の種類

構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級構造体の計画供用期間の級

　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、下表以上の値とする。　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、下表以上の値とする。　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、下表以上の値とする。　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、下表以上の値とする。　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、下表以上の値とする。　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、下表以上の値とする。　確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、下表以上の値とする。

■設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが■設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが■設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが■設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが■設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが■設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが■設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが

■最小かぶり厚さは、下表に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。■最小かぶり厚さは、下表に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。■最小かぶり厚さは、下表に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。■最小かぶり厚さは、下表に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。■最小かぶり厚さは、下表に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。■最小かぶり厚さは、下表に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。■最小かぶり厚さは、下表に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。

（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ（３）かぶり厚さ

　併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接　併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接　併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接　併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接　併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接　併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接　併用し、１回の引張試験は５本以上とする。（１ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接

□ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も□ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も□ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も□ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も□ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も□ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も□ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も

□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個

□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個

□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個

超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験超音波探傷試験

□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個

□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個

□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個□有 □無　   %　   個

引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験

□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %

□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %

□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %□有　   %

外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査

機械式機械式機械式機械式機械式機械式機械式

溶接溶接溶接溶接溶接溶接溶接

ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接ガス圧接

継手方法継手方法継手方法継手方法継手方法継手方法継手方法

3333333

2222222

1111111

（b）検査（b）検査（b）検査（b）検査（b）検査（b）検査（b）検査

　を用いる。　を用いる。　を用いる。　を用いる。　を用いる。　を用いる。　を用いる。

□機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物□機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物

　者に提出し、承認を受ける。　者に提出し、承認を受ける。　者に提出し、承認を受ける。　者に提出し、承認を受ける。　者に提出し、承認を受ける。　者に提出し、承認を受ける。　者に提出し、承認を受ける。

□圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理□圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理□圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理□圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理□圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理□圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理□圧接技量資格者は、（公社）日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理

　覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。　覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

□ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風避け□ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風避け□ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風避け□ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風避け□ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風避け□ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風避け□ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風避け

　承認を受ける。　承認を受ける。　承認を受ける。　承認を受ける。　承認を受ける。　承認を受ける。　承認を受ける。

　による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の　による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の　による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の　による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の　による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の　による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の　による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の

□機械式継手、圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」□機械式継手、圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」□機械式継手、圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」□機械式継手、圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」□機械式継手、圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」□機械式継手、圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」□機械式継手、圧接継手および溶接継手は（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」

 使用基準（建築物の構造関係技術解説書2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 使用基準（建築物の構造関係技術解説書2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 使用基準（建築物の構造関係技術解説書2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 使用基準（建築物の構造関係技術解説書2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 使用基準（建築物の構造関係技術解説書2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 使用基準（建築物の構造関係技術解説書2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。 使用基準（建築物の構造関係技術解説書2015）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

 日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手 日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手 日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手 日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手 日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手 日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手 日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年建告第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年建告第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年建告第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年建告第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年建告第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年建告第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年建告第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、

□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□

□ D    以上□ D    以上□ D    以上□ D    以上□ D    以上□ D    以上□ D    以上

□ D    以上□ D    以上□ D    以上□ D    以上□ D    以上□ D    以上□ D    以上

□ D 19 以上□ D 19 以上□ D 19 以上□ D 19 以上□ D 19 以上□ D 19 以上□ D 19 以上

■ D 16 以下■ D 16 以下■ D 16 以下■ D 16 以下■ D 16 以下■ D 16 以下■ D 16 以下

鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径鉄筋の径

SA級SA級SA級SA級SA級SA級SA級B級B級B級B級B級B級B級A級A級A級A級A級A級A級

(2)(1)以外の部位(注)(2)(1)以外の部位(注)(2)(1)以外の部位(注)(2)(1)以外の部位(注)(2)(1)以外の部位(注)(2)(1)以外の部位(注)(2)(1)以外の部位(注)

□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号□告示1463号第4項各号

□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号□告示1463号第3項各号

□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号□告示1463号第2項各号

　標準図による　標準図による　標準図による　標準図による　標準図による　標準図による　標準図による

(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位(1)引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級

□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手

□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手

□圧接継手□圧接継手□圧接継手□圧接継手□圧接継手□圧接継手□圧接継手

■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手

鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法鉄筋継手工法

　箇所を定め特記による。　箇所を定め特記による。　箇所を定め特記による。　箇所を定め特記による。　箇所を定め特記による。　箇所を定め特記による。　箇所を定め特記による。

■鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用■鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用■鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用■鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用■鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用■鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用■鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と使用

　配筋標準図」による。　配筋標準図」による。　配筋標準図」による。　配筋標準図」による。　配筋標準図」による。　配筋標準図」による。　配筋標準図」による。

■鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造■鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造■鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造■鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造■鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造■鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造■鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造

□高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。□高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。□高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。□高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。□高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。□高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。□高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

　は、JIS G3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　は、JIS G3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　は、JIS G3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　は、JIS G3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　は、JIS G3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　は、JIS G3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。　は、JIS G3551（溶接金網および鉄筋格子）に適合するものを用いる。

■鉄筋はJIS G3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子■鉄筋はJIS G3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子■鉄筋はJIS G3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子■鉄筋はJIS G3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子■鉄筋はJIS G3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子■鉄筋はJIS G3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子■鉄筋はJIS G3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋格子

（a）施工（a）施工（a）施工（a）施工（a）施工（a）施工（a）施工

（２）鉄筋（２）鉄筋（２）鉄筋（２）鉄筋（２）鉄筋（２）鉄筋（２）鉄筋

■使用するコンクリートの圧縮強度の判定はJASS5による。■使用するコンクリートの圧縮強度の判定はJASS5による。■使用するコンクリートの圧縮強度の判定はJASS5による。■使用するコンクリートの圧縮強度の判定はJASS5による。■使用するコンクリートの圧縮強度の判定はJASS5による。■使用するコンクリートの圧縮強度の判定はJASS5による。■使用するコンクリートの圧縮強度の判定はJASS5による。

　の供試体を用いる。　の供試体を用いる。　の供試体を用いる。　の供試体を用いる。　の供試体を用いる。　の供試体を用いる。　の供試体を用いる。

　1回行う。1回の試験には適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9体　1回行う。1回の試験には適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9体　1回行う。1回の試験には適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9体　1回行う。1回の試験には適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9体　1回行う。1回の試験には適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9体　1回行う。1回の試験には適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9体　1回行う。1回の試験には適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9体

　を行った供試体を用いて行い、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3またはその端数ごとに　を行った供試体を用いて行い、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3またはその端数ごとに　を行った供試体を用いて行い、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3またはその端数ごとに　を行った供試体を用いて行い、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3またはその端数ごとに　を行った供試体を用いて行い、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3またはその端数ごとに　を行った供試体を用いて行い、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3またはその端数ごとに　を行った供試体を用いて行い、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3またはその端数ごとに

■使用するコンクリートの圧縮強度の検査は、普通コンクリートでは標準養生または構造体温度養生■使用するコンクリートの圧縮強度の検査は、普通コンクリートでは標準養生または構造体温度養生■使用するコンクリートの圧縮強度の検査は、普通コンクリートでは標準養生または構造体温度養生■使用するコンクリートの圧縮強度の検査は、普通コンクリートでは標準養生または構造体温度養生■使用するコンクリートの圧縮強度の検査は、普通コンクリートでは標準養生または構造体温度養生■使用するコンクリートの圧縮強度の検査は、普通コンクリートでは標準養生または構造体温度養生■使用するコンクリートの圧縮強度の検査は、普通コンクリートでは標準養生または構造体温度養生

　場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。　場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。

■スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、21cmの■スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、21cmの■スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、21cmの■スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、21cmの■スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、21cmの■スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、21cmの■スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、21cmの

　１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。　１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

　撮影した写真を保管し工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、　撮影した写真を保管し工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、　撮影した写真を保管し工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、　撮影した写真を保管し工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、　撮影した写真を保管し工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、　撮影した写真を保管し工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、　撮影した写真を保管し工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、

　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに

（c）検査（c）検査（c）検査（c）検査（c）検査（c）検査（c）検査

■打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。■打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。■打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。■打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。■打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。■打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。■打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。

■打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。■打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

■コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。■コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

■コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。■コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

■コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3以下とする。■コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3以下とする。■コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3以下とする。■コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3以下とする。■コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3以下とする。■コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3以下とする。■コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3以下とする。

　設計基準強度が36N/m㎡超の場合は特記による。　設計基準強度が36N/m㎡超の場合は特記による。　設計基準強度が36N/m㎡超の場合は特記による。　設計基準強度が36N/m㎡超の場合は特記による。　設計基準強度が36N/m㎡超の場合は特記による。　設計基準強度が36N/m㎡超の場合は特記による。　設計基準強度が36N/m㎡超の場合は特記による。

　33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下、36N/m㎡以下33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下とし、　33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下、36N/m㎡以下33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下とし、　33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下、36N/m㎡以下33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下とし、　33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下、36N/m㎡以下33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下とし、　33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下、36N/m㎡以下33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下とし、　33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下、36N/m㎡以下33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下とし、　33N/m㎡未満の場合スランプ18cm以下、36N/m㎡以下33N/m㎡以上の場合スランプ21cm以下とし、

■フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が■フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が

　工事監理者の承認を得ること。　工事監理者の承認を得ること。　工事監理者の承認を得ること。　工事監理者の承認を得ること。　工事監理者の承認を得ること。　工事監理者の承認を得ること。　工事監理者の承認を得ること。

■施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、■施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、■施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、■施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、■施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、■施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、■施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、

　られる技術者が常駐していなければならない。　られる技術者が常駐していなければならない。　られる技術者が常駐していなければならない。　られる技術者が常駐していなければならない。　られる技術者が常駐していなければならない。　られる技術者が常駐していなければならない。　られる技術者が常駐していなければならない。

　クリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認め　クリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認め　クリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認め　クリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認め　クリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認め　クリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認め　クリート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認め

　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通

■コンクリートはJISA5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品とする。■コンクリートはJISA5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品とする。■コンクリートはJISA5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品とする。■コンクリートはJISA5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品とする。■コンクリートはJISA5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品とする。■コンクリートはJISA5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品とする。■コンクリートはJISA5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品とする。

（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工（b）品質と施工

※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外※印は規格外

※※※※※※※55555555555555 60606060606060606060606060605555555555555550505050505050454545454545454242424242424240404040404040363636363636363333333333333330303030303030272727272727272424242424242421212121212121呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)呼び強度(JIS規格品)

60超60超60超60超60超60超60超54545454545454 60606060606060575757575757575151515151515148484848484848454545454545454242424242424239393939393939363636363636363333333333333330303030303030272727272727272424242424242421212121212121調合管理強度(N/m㎡)調合管理強度(N/m㎡)調合管理強度(N/m㎡)調合管理強度(N/m㎡)調合管理強度(N/m㎡)調合管理強度(N/m㎡)調合管理強度(N/m㎡)

表　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表　レディーミクストコンクリートのJIS規格品表　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

表　コンクリート圧縮強度（N/m㎡）に応じた仕様書の使い分け表　コンクリート圧縮強度（N/m㎡）に応じた仕様書の使い分け表　コンクリート圧縮強度（N/m㎡）に応じた仕様書の使い分け表　コンクリート圧縮強度（N/m㎡）に応じた仕様書の使い分け表　コンクリート圧縮強度（N/m㎡）に応じた仕様書の使い分け表　コンクリート圧縮強度（N/m㎡）に応じた仕様書の使い分け表　コンクリート圧縮強度（N/m㎡）に応じた仕様書の使い分け

高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート高強度コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

54545454545454 6060606060606057575757575757515151515151514848484848484845454545454545424242424242423939393939393936363636363636333333333333333030303030303027272727272727242424242424242121212121212118181818181818

JASS5での区分JASS5での区分JASS5での区分JASS5での区分JASS5での区分JASS5での区分JASS5での区分

設計基準強度Fc設計基準強度Fc設計基準強度Fc設計基準強度Fc設計基準強度Fc設計基準強度Fc設計基準強度Fc

14節によること。14節によること。14節によること。14節によること。14節によること。14節によること。14節によること。

は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。軽量コンクリートについてはJASS5のは、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。軽量コンクリートについてはJASS5のは、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。軽量コンクリートについてはJASS5のは、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。軽量コンクリートについてはJASS5のは、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。軽量コンクリートについてはJASS5のは、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。軽量コンクリートについてはJASS5のは、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。軽量コンクリートについてはJASS5の

以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合

適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度

11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリート）を11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリート）を11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリート）を11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリート）を11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリート）を11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリート）を11節を適用し、36N/m㎡を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリート）を

と定義し、表9.1に示すように設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5の3節～と定義し、表9.1に示すように設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5の3節～と定義し、表9.1に示すように設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5の3節～と定義し、表9.1に示すように設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5の3節～と定義し、表9.1に示すように設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5の3節～と定義し、表9.1に示すように設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5の3節～と定義し、表9.1に示すように設計基準強度が36N/m㎡以下のコンクリートについてはJASS5の3節～

　本仕様書では、JASS5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」　本仕様書では、JASS5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」　本仕様書では、JASS5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」　本仕様書では、JASS5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」　本仕様書では、JASS5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」　本仕様書では、JASS5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」　本仕様書では、JASS5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリート」

（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様（a）コンクリートの仕様

　鉄筋コンクリート工事の施工に関しては特記無きはJASS 5 2015による。　鉄筋コンクリート工事の施工に関しては特記無きはJASS 5 2015による。　鉄筋コンクリート工事の施工に関しては特記無きはJASS 5 2015による。　鉄筋コンクリート工事の施工に関しては特記無きはJASS 5 2015による。　鉄筋コンクリート工事の施工に関しては特記無きはJASS 5 2015による。　鉄筋コンクリート工事の施工に関しては特記無きはJASS 5 2015による。　鉄筋コンクリート工事の施工に関しては特記無きはJASS 5 2015による。

（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項本数本数本数本数本数本数本数杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）杭の先端の深さ（m）設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN）設計支持力（kN）杭径（mm）杭径（mm）杭径（mm）杭径（mm）杭径（mm）杭径（mm）杭径（mm）

（□有　□無）　　（□打ち込み　□載荷　□孔壁測定）　　　本（□有　□無）　　（□打ち込み　□載荷　□孔壁測定）　　　本（□有　□無）　　（□打ち込み　□載荷　□孔壁測定）　　　本（□有　□無）　　（□打ち込み　□載荷　□孔壁測定）　　　本（□有　□無）　　（□打ち込み　□載荷　□孔壁測定）　　　本（□有　□無）　　（□打ち込み　□載荷　□孔壁測定）　　　本（□有　□無）　　（□打ち込み　□載荷　□孔壁測定）　　　本試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭

□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様

備考備考備考備考備考備考備考

コンクリート□FC105コンクリート□FC105コンクリート□FC105コンクリート□FC105コンクリート□FC105コンクリート□FC105コンクリート□FC105

鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□ □打ち込み□打ち込み□打ち込み□打ち込み□打ち込み□打ち込み□打ち込み

□埋め込み□埋め込み□埋め込み□埋め込み□埋め込み□埋め込み□埋め込み

施工法施工法施工法施工法施工法施工法施工法

コンクリート□FC85コンクリート□FC85コンクリート□FC85コンクリート□FC85コンクリート□FC85コンクリート□FC85コンクリート□FC85

鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□鋼材□

材料材料材料材料材料材料材料

□□□□□□□

□□□□□□□

□ A種　□ B種　□ C種　□□ A種　□ B種　□ C種　□□ A種　□ B種　□ C種　□□ A種　□ B種　□ C種　□□ A種　□ B種　□ C種　□□ A種　□ B種　□ C種　□□ A種　□ B種　□ C種　□

□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種　□□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種　□□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種　□□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種　□□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種　□□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種　□□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種　□

種類種類種類種類種類種類種類

□SC□SC□SC□SC□SC□SC□SC

□鋼管□鋼管□鋼管□鋼管□鋼管□鋼管□鋼管

□PHC□PHC□PHC□PHC□PHC□PHC□PHC

□PRC□PRC□PRC□PRC□PRC□PRC□PRC

既製杭・杭種既製杭・杭種既製杭・杭種既製杭・杭種既製杭・杭種既製杭・杭種既製杭・杭種

備考備考備考備考備考備考備考

□手堀　□機械堀□手堀　□機械堀□手堀　□機械堀□手堀　□機械堀□手堀　□機械堀□手堀　□機械堀□手堀　□機械堀□深礎□深礎□深礎□深礎□深礎□深礎□深礎

□鋼管補強杭　□□鋼管補強杭　□□鋼管補強杭　□□鋼管補強杭　□□鋼管補強杭　□□鋼管補強杭　□□鋼管補強杭　□

□拡底杭　　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　　□拡頭・拡底杭□拡底杭　　　□拡頭・拡底杭

□アースドリル□アースドリル□アースドリル□アースドリル□アースドリル□アースドリル□アースドリル

□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション□リバースサーキュレーション

□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング□オールケーシング

施工法施工法施工法施工法施工法施工法施工法

単位水量　kg/m3単位水量　kg/m3単位水量　kg/m3単位水量　kg/m3単位水量　kg/m3単位水量　kg/m3単位水量　kg/m3

セメント量　kg/m3セメント量　kg/m3セメント量　kg/m3セメント量　kg/m3セメント量　kg/m3セメント量　kg/m3セメント量　kg/m3

スランプ　cm以下スランプ　cm以下スランプ　cm以下スランプ　cm以下スランプ　cm以下スランプ　cm以下スランプ　cm以下

コンクリートfc　N/ｍ㎡コンクリートfc　N/ｍ㎡コンクリートfc　N/ｍ㎡コンクリートfc　N/ｍ㎡コンクリートfc　N/ｍ㎡コンクリートfc　N/ｍ㎡コンクリートfc　N/ｍ㎡

材料材料材料材料材料材料材料

コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭

□場所打ち□場所打ち□場所打ち□場所打ち□場所打ち□場所打ち□場所打ち

杭種杭種杭種杭種杭種杭種杭種

支持層－支持層－支持層－支持層－支持層－支持層－支持層－（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎（３）杭基礎

（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良（２）地盤改良

載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無載荷試験　□有　■無

試験堀　　□有　■無試験堀　　□有　■無試験堀　　□有　■無試験堀　　□有　■無試験堀　　□有　■無試験堀　　□有　■無試験堀　　□有　■無（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎（１）直接基礎

注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに〇を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに〇を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに〇を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに〇を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに〇を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに〇を記入する。注）　上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに〇を記入する。

PS検層PS検層PS検層PS検層PS検層PS検層PS検層

液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定

物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査

標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験

現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験

平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験平板載荷試験

土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験

静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験

試験堀（支持層確認）試験堀（支持層確認）試験堀（支持層確認）試験堀（支持層確認）試験堀（支持層確認）試験堀（支持層確認）試験堀（支持層確認）

水平地盤反力係数測定水平地盤反力係数測定水平地盤反力係数測定水平地盤反力係数測定水平地盤反力係数測定水平地盤反力係数測定水平地盤反力係数測定

ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査

適用は　■　印を記入する。適用は　■　印を記入する。適用は　■　印を記入する。適用は　■　印を記入する。適用は　■　印を記入する。適用は　■　印を記入する。適用は　■　印を記入する。

（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画（１）地盤調査資料と調査計画

樹種樹種樹種樹種樹種樹種樹種

■ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とすること■ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とすること■ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とすること■ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とすること■ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とすること■ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とすること■ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とすること

準拠規格：準拠規格：準拠規格：準拠規格：準拠規格：準拠規格：準拠規格：

（JIS G 3551）（JIS G 3551）（JIS G 3551）（JIS G 3551）（JIS G 3551）（JIS G 3551）（JIS G 3551）

■合板の日本農林規格　□構造用パネルの日本農林規格　□■合板の日本農林規格　□構造用パネルの日本農林規格　□■合板の日本農林規格　□構造用パネルの日本農林規格　□■合板の日本農林規格　□構造用パネルの日本農林規格　□■合板の日本農林規格　□構造用パネルの日本農林規格　□■合板の日本農林規格　□構造用パネルの日本農林規格　□■合板の日本農林規格　□構造用パネルの日本農林規格　□

品質品質品質品質品質品質品質

材面材面材面材面材面材面材面

性能性能性能性能性能性能性能部位部位部位部位部位部位部位

接着接着接着接着接着接着接着使用使用使用使用使用使用使用種類種類種類種類種類種類種類

（６）木質材料（６）木質材料（６）木質材料（６）木質材料（６）木質材料（６）木質材料（６）木質材料

φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）φ＝　　　L＝　　　mm　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

□頭付スタッド（JIS B1198）□頭付スタッド（JIS B1198）□頭付スタッド（JIS B1198）□頭付スタッド（JIS B1198）□頭付スタッド（JIS B1198）□頭付スタッド（JIS B1198）□頭付スタッド（JIS B1198）

■アンカーボルト（構造用アンカーボルト）■アンカーボルト（構造用アンカーボルト）■アンカーボルト（構造用アンカーボルト）■アンカーボルト（構造用アンカーボルト）■アンカーボルト（構造用アンカーボルト）■アンカーボルト（構造用アンカーボルト）■アンカーボルト（構造用アンカーボルト）

■4.6または4.8■4.6または4.8■4.6または4.8■4.6または4.8■4.6または4.8■4.6または4.8■4.6または4.8

■ボルト■ボルト■ボルト■ボルト■ボルト■ボルト■ボルト

□溶融亜鉛めっき高力ボルト　F8T 大臣認定番号（　　）□溶融亜鉛めっき高力ボルト　F8T 大臣認定番号（　　）□溶融亜鉛めっき高力ボルト　F8T 大臣認定番号（　　）□溶融亜鉛めっき高力ボルト　F8T 大臣認定番号（　　）□溶融亜鉛めっき高力ボルト　F8T 大臣認定番号（　　）□溶融亜鉛めっき高力ボルト　F8T 大臣認定番号（　　）□溶融亜鉛めっき高力ボルト　F8T 大臣認定番号（　　）

□F10T（JIS B1186）　□S10T 大臣認定番号（　　）□F10T（JIS B1186）　□S10T 大臣認定番号（　　）□F10T（JIS B1186）　□S10T 大臣認定番号（　　）□F10T（JIS B1186）　□S10T 大臣認定番号（　　）□F10T（JIS B1186）　□S10T 大臣認定番号（　　）□F10T（JIS B1186）　□S10T 大臣認定番号（　　）□F10T（JIS B1186）　□S10T 大臣認定番号（　　）

□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト□高力ボルト

（５）ボルト等（５）ボルト等（５）ボルト等（５）ボルト等（５）ボルト等（５）ボルト等（５）ボルト等

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無

□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無□有 □無

JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466JIS G 3466

大臣認定品大臣認定品大臣認定品大臣認定品大臣認定品大臣認定品大臣認定品

JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106JIS G 3106

JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101JIS G 3101

JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136

JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136JIS G 3136

規格・認定番号等規格・認定番号等規格・認定番号等規格・認定番号等規格・認定番号等規格・認定番号等規格・認定番号等現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所種類種類種類種類種類種類種類

（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨（４）鉄骨

□機械式定着工法□機械式定着工法□機械式定着工法□機械式定着工法□機械式定着工法□機械式定着工法□機械式定着工法

□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手□機械式継手

□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手□溶接継手

□ガス圧接継手□ガス圧接継手□ガス圧接継手□ガス圧接継手□ガス圧接継手□ガス圧接継手□ガス圧接継手

■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手

継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法継手工法

図示図示図示図示図示図示図示

使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下

使用径使用径使用径使用径使用径使用径使用径

□□□□□□□

□□□□□□□

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋

□SD490□SD490□SD490□SD490□SD490□SD490□SD490

□SD390□SD390□SD390□SD390□SD390□SD390□SD390

□SD345□SD345□SD345□SD345□SD345□SD345□SD345

（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）（JIS G 3112）

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

種類種類種類種類種類種類種類鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋（３）鉄筋

□A種　□B種　□C種　　厚　□100　□120　□150　□190　　使用箇所（　　）□A種　□B種　□C種　　厚　□100　□120　□150　□190　　使用箇所（　　）□A種　□B種　□C種　　厚　□100　□120　□150　□190　　使用箇所（　　）□A種　□B種　□C種　　厚　□100　□120　□150　□190　　使用箇所（　　）□A種　□B種　□C種　　厚　□100　□120　□150　□190　　使用箇所（　　）□A種　□B種　□C種　　厚　□100　□120　□150　□190　　使用箇所（　　）□A種　□B種　□C種　　厚　□100　□120　□150　□190　　使用箇所（　　）

（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック（２）コンクリートブロック

18181818181818

18181818181818

18181818181818

21212121212121

18181818181818

21212121212121

18181818181818

■単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。■単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。■単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。■単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。■単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。■単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。■単位水量は185kg/m3以下、単位セメント量は270kg/m3以上とする。

cmcmcmcmcmcmcm

スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ

Fq=N/ｍ㎡Fq=N/ｍ㎡Fq=N/ｍ㎡Fq=N/ｍ㎡Fq=N/ｍ㎡Fq=N/ｍ㎡Fq=N/ｍ㎡

品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度品質基準強度

Fc=N/ｍ㎡Fc=N/ｍ㎡Fc=N/ｍ㎡Fc=N/ｍ㎡Fc=N/ｍ㎡Fc=N/ｍ㎡Fc=N/ｍ㎡

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量

□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量□普通　□軽量

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通

■普通■普通■普通■普通■普通■普通■普通

種類種類種類種類種類種類種類

押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート押えコンクリート

デッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリートデッキコンクリート

柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁柱・梁・床・壁

基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁基礎・基礎梁

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート捨てコンクリート

適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所

　（レディーミクストコンクリートJIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）　（レディーミクストコンクリートJIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）　（レディーミクストコンクリートJIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）　（レディーミクストコンクリートJIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）　（レディーミクストコンクリートJIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）　（レディーミクストコンクリートJIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）　（レディーミクストコンクリートJIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）

（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート（１）コンクリート

□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無□有　　　■無（11）特定天井（11）特定天井（11）特定天井（11）特定天井（11）特定天井（11）特定天井（11）特定天井

□門塀　　　□擁壁　　　　□駐輪場　　　□機械式駐車場　　　□□門塀　　　□擁壁　　　　□駐輪場　　　□機械式駐車場　　　□□門塀　　　□擁壁　　　　□駐輪場　　　□機械式駐車場　　　□□門塀　　　□擁壁　　　　□駐輪場　　　□機械式駐車場　　　□□門塀　　　□擁壁　　　　□駐輪場　　　□機械式駐車場　　　□□門塀　　　□擁壁　　　　□駐輪場　　　□機械式駐車場　　　□□門塀　　　□擁壁　　　　□駐輪場　　　□機械式駐車場　　　□

（10）付帯工事（10）付帯工事（10）付帯工事（10）付帯工事（10）付帯工事（10）付帯工事（10）付帯工事

（９）構造設計ルート（９）構造設計ルート（９）構造設計ルート（９）構造設計ルート（９）構造設計ルート（９）構造設計ルート（９）構造設計ルート

（c）積雪荷重（c）積雪荷重（c）積雪荷重（c）積雪荷重（c）積雪荷重（c）積雪荷重（c）積雪荷重

（b）風圧力（b）風圧力（b）風圧力（b）風圧力（b）風圧力（b）風圧力（b）風圧力

（a）一次設計用地震力（a）一次設計用地震力（a）一次設計用地震力（a）一次設計用地震力（a）一次設計用地震力（a）一次設計用地震力（a）一次設計用地震力

（８）設計荷重（８）設計荷重（８）設計荷重（８）設計荷重（８）設計荷重（８）設計荷重（８）設計荷重

（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物（７）屋上付属物

（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途（６）主要用途

□搭状建物□搭状建物□搭状建物□搭状建物□搭状建物□搭状建物□搭状建物

□制震構造□制震構造□制震構造□制震構造□制震構造□制震構造□制震構造

□免震構造□免震構造□免震構造□免震構造□免震構造□免震構造□免震構造

架構特徴等架構特徴等架構特徴等架構特徴等架構特徴等架構特徴等架構特徴等

　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階

　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階　　階～　　階

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

該当階等該当階等該当階等該当階等該当階等該当階等該当階等構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別

□□□□□□□

■木造（W）■木造（W）■木造（W）■木造（W）■木造（W）■木造（W）■木造（W）

□鉄骨造（S）□鉄骨造（S）□鉄骨造（S）□鉄骨造（S）□鉄骨造（S）□鉄骨造（S）□鉄骨造（S）

□鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）□鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）□鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）□鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）□鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）□鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）□鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC）

■鉄筋コンクリート造（RC）■鉄筋コンクリート造（RC）■鉄筋コンクリート造（RC）■鉄筋コンクリート造（RC）■鉄筋コンクリート造（RC）■鉄筋コンクリート造（RC）■鉄筋コンクリート造（RC）

（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別（５）構造種別

（４）階数（４）階数（４）階数（４）階数（４）階数（４）階数（４）階数

□□□□□□□

□法第20条第ニ号（□RC造高さ20m超　□S造4階建以上　□木造高さ13m超　□その他）□法第20条第ニ号（□RC造高さ20m超　□S造4階建以上　□木造高さ13m超　□その他）□法第20条第ニ号（□RC造高さ20m超　□S造4階建以上　□木造高さ13m超　□その他）□法第20条第ニ号（□RC造高さ20m超　□S造4階建以上　□木造高さ13m超　□その他）□法第20条第ニ号（□RC造高さ20m超　□S造4階建以上　□木造高さ13m超　□その他）□法第20条第ニ号（□RC造高さ20m超　□S造4階建以上　□木造高さ13m超　□その他）□法第20条第ニ号（□RC造高さ20m超　□S造4階建以上　□木造高さ13m超　□その他）

□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない□必要　　■必要としない（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与（３）構造設計一級建築士の関与

■新築　　□増築　　□改築　　□■新築　　□増築　　□改築　　□■新築　　□増築　　□改築　　□■新築　　□増築　　□改築　　□■新築　　□増築　　□改築　　□■新築　　□増築　　□改築　　□■新築　　□増築　　□改築　　□

（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別（２）工事種別

（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所（１）建築場所

（２）仕様書等の優先順位（２）仕様書等の優先順位（２）仕様書等の優先順位（２）仕様書等の優先順位（２）仕様書等の優先順位（２）仕様書等の優先順位（２）仕様書等の優先順位

（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲（１）適用範囲

（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの（２）工事監理者の承認を必要とするもの

JIS G 3112に規定するSD295、SD345、SD390、およびSD490の鉄筋コンクリート用JIS G 3112に規定するSD295、SD345、SD390、およびSD490の鉄筋コンクリート用JIS G 3112に規定するSD295、SD345、SD390、およびSD490の鉄筋コンクリート用JIS G 3112に規定するSD295、SD345、SD390、およびSD490の鉄筋コンクリート用JIS G 3112に規定するSD295、SD345、SD390、およびSD490の鉄筋コンクリート用JIS G 3112に規定するSD295、SD345、SD390、およびSD490の鉄筋コンクリート用JIS G 3112に規定するSD295、SD345、SD390、およびSD490の鉄筋コンクリート用

　　　VO＝30m/s　　　VO＝30m/s　　　VO＝30m/s　　　VO＝30m/s　　　VO＝30m/s　　　VO＝30m/s　　　VO＝30m/s

ひのきひのきひのきひのきひのきひのきひのき 土台・大引土台・大引土台・大引土台・大引土台・大引土台・大引土台・大引

針葉樹針葉樹針葉樹針葉樹針葉樹針葉樹針葉樹 壁・床・屋根壁・床・屋根壁・床・屋根壁・床・屋根壁・床・屋根壁・床・屋根壁・床・屋根

横架材横架材横架材横架材横架材横架材横架材

■構造用集成材■構造用集成材■構造用集成材■構造用集成材■構造用集成材■構造用集成材■構造用集成材

■E105-F300■E105-F300■E105-F300■E105-F300■E105-F300■E105-F300■E105-F300

調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画

■STK400  □STK490  □■STK400  □STK490  □■STK400  □STK490  □■STK400  □STK490  □■STK400  □STK490  □■STK400  □STK490  □■STK400  □STK490  □ □有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無□有 ■無

　　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」　　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」　　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」　　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」　　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」　　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」　　　　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和4年版」

　　　　「公共建築木造工事標準仕様書 令和4年版」　　　　「公共建築木造工事標準仕様書 令和4年版」　　　　「公共建築木造工事標準仕様書 令和4年版」　　　　「公共建築木造工事標準仕様書 令和4年版」　　　　「公共建築木造工事標準仕様書 令和4年版」　　　　「公共建築木造工事標準仕様書 令和4年版」　　　　「公共建築木造工事標準仕様書 令和4年版」

児童福祉施設児童福祉施設児童福祉施設児童福祉施設児童福祉施設児童福祉施設児童福祉施設

ＳＳＳＳＳＳＳＨＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＴＴＴＴＴＴＴ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯＯＯ

ＤＤＤＤＤＤＤＡＡＡＡＡＡＡＹＹＹＹＹＹＹ

ＳＳＳＳＳＳＳＨＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＴＴＴＴＴＴＴ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＡＡＡＡＡＡＡＭＭＭＭＭＭＭＥＥＥＥＥＥＥ

ＳＳＳＳＳＳＳＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡＬＬＬＬＬＬＬＥＥＥＥＥＥＥ

ＣＣＣＣＣＣＣＨＨＨＨＨＨＨ ＣＣＣＣＣＣＣＫＫＫＫＫＫＫ ＤＤＤＤＤＤＤＲＲＲＲＲＲＲＡＡＡＡＡＡＡＷＷＷＷＷＷＷ ＪＪＪＪＪＪＪＯＯＯＯＯＯＯＢＢＢＢＢＢＢ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯＯＯ ＴＴＴＴＴＴＴＩＩＩＩＩＩＩＴＴＴＴＴＴＴＬＬＬＬＬＬＬＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ

地下　　　階　　　地上　2　階　　　塔屋　　　階地下　　　階　　　地上　2　階　　　塔屋　　　階地下　　　階　　　地上　2　階　　　塔屋　　　階地下　　　階　　　地上　2　階　　　塔屋　　　階地下　　　階　　　地上　2　階　　　塔屋　　　階地下　　　階　　　地上　2　階　　　塔屋　　　階地下　　　階　　　地上　2　階　　　塔屋　　　階

1階～2階1階～2階1階～2階1階～2階1階～2階1階～2階1階～2階

□キュービクル　　　□高架水槽　　　　□広告塔　　　□煙突□キュービクル　　　□高架水槽　　　　□広告塔　　　□煙突□キュービクル　　　□高架水槽　　　　□広告塔　　　□煙突□キュービクル　　　□高架水槽　　　　□広告塔　　　□煙突□キュービクル　　　□高架水槽　　　　□広告塔　　　□煙突□キュービクル　　　□高架水槽　　　　□広告塔　　　□煙突□キュービクル　　　□高架水槽　　　　□広告塔　　　□煙突

□太陽光発電設備□太陽光発電設備□太陽光発電設備□太陽光発電設備□太陽光発電設備□太陽光発電設備□太陽光発電設備

　　　C0＝0.20　　　C0＝0.20　　　C0＝0.20　　　C0＝0.20　　　C0＝0.20　　　C0＝0.20　　　C0＝0.20

　　　47cm　　　47cm　　　47cm　　　47cm　　　47cm　　　47cm　　　47cm

■べた基礎　　■布基礎　　□独立基礎■べた基礎　　■布基礎　　□独立基礎■べた基礎　　■布基礎　　□独立基礎■べた基礎　　■布基礎　　□独立基礎■べた基礎　　■布基礎　　□独立基礎■べた基礎　　■布基礎　　□独立基礎■べた基礎　　■布基礎　　□独立基礎

長期許容応力度　30kN/㎡長期許容応力度　30kN/㎡長期許容応力度　30kN/㎡長期許容応力度　30kN/㎡長期許容応力度　30kN/㎡長期許容応力度　30kN/㎡長期許容応力度　30kN/㎡

調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目調査項目

■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　（調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　（調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　（調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　（調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　（調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　（調査計画　□有　□無）■有　（■敷地内　□近隣）　　　□無　（調査計画　□有　□無）

垂木垂木垂木垂木垂木垂木垂木

■E95-F315■E95-F315■E95-F315■E95-F315■E95-F315■E95-F315■E95-F315 ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

ｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂｵｳｼｭｳｱｶﾏﾂ

柱柱柱柱柱柱柱

□製材の日本農林規格　□枠組壁工法構造用製材の日本農林規格□製材の日本農林規格　□枠組壁工法構造用製材の日本農林規格□製材の日本農林規格　□枠組壁工法構造用製材の日本農林規格□製材の日本農林規格　□枠組壁工法構造用製材の日本農林規格□製材の日本農林規格　□枠組壁工法構造用製材の日本農林規格□製材の日本農林規格　□枠組壁工法構造用製材の日本農林規格□製材の日本農林規格　□枠組壁工法構造用製材の日本農林規格

■4.6または4.8　□ABR400　□ABR490　■4.6または4.8　□ABR400　□ABR490　■4.6または4.8　□ABR400　□ABR490　■4.6または4.8　□ABR400　□ABR490　■4.6または4.8　□ABR400　□ABR490　■4.6または4.8　□ABR400　□ABR490　■4.6または4.8　□ABR400　□ABR490　

202405202405202405202405202405202405202405

2026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.31

長野県安曇野市豊科南穂高長野県安曇野市豊科南穂高長野県安曇野市豊科南穂高長野県安曇野市豊科南穂高長野県安曇野市豊科南穂高長野県安曇野市豊科南穂高長野県安曇野市豊科南穂高

令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)

南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事



９．設備関係９．設備関係９．設備関係９．設備関係９．設備関係９．設備関係９．設備関係
構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）構造設計特記仕様書（２）

（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査（５）接合部の検査 （６)接合具・接合金物（規格金物）（６)接合具・接合金物（規格金物）（６)接合具・接合金物（規格金物）（６)接合具・接合金物（規格金物）（６)接合具・接合金物（規格金物）（６)接合具・接合金物（規格金物）（６)接合具・接合金物（規格金物） 　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

■製品は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記により、記載がない場合は■製品は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記により、記載がない場合は■製品は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記により、記載がない場合は■製品は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記により、記載がない場合は■製品は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記により、記載がない場合は■製品は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記により、記載がない場合は■製品は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記により、記載がない場合は ■建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない■建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない■建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない■建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない■建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない■建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない■建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない

検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所検査箇所 検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法 検査率検査率検査率検査率検査率検査率検査率 　溶融亜鉛めっき：HDZAまたはHDZ35（JIS H8641）　電気亜鉛めっき：JIS H8610 1種B1級　溶融亜鉛めっき：HDZAまたはHDZ35（JIS H8641）　電気亜鉛めっき：JIS H8610 1種B1級　溶融亜鉛めっき：HDZAまたはHDZ35（JIS H8641）　電気亜鉛めっき：JIS H8610 1種B1級　溶融亜鉛めっき：HDZAまたはHDZ35（JIS H8641）　電気亜鉛めっき：JIS H8610 1種B1級　溶融亜鉛めっき：HDZAまたはHDZ35（JIS H8641）　電気亜鉛めっき：JIS H8610 1種B1級　溶融亜鉛めっき：HDZAまたはHDZ35（JIS H8641）　電気亜鉛めっき：JIS H8610 1種B1級　溶融亜鉛めっき：HDZAまたはHDZ35（JIS H8641）　電気亜鉛めっき：JIS H8610 1種B1級 　ものとすること。　ものとすること。　ものとすること。　ものとすること。　ものとすること。　ものとすること。　ものとすること。

工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査 第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査第三者受入検査工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者工事監理者 　を標準とする。　を標準とする。　を標準とする。　を標準とする。　を標準とする。　を標準とする。　を標準とする。 □屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の□屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の□屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の□屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の□屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の□屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の□屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の

外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査 ■釘はJIS A5508に適合するN釘、CN釘、ZN釘、またはGN釘を用いる。■釘はJIS A5508に適合するN釘、CN釘、ZN釘、またはGN釘を用いる。■釘はJIS A5508に適合するN釘、CN釘、ZN釘、またはGN釘を用いる。■釘はJIS A5508に適合するN釘、CN釘、ZN釘、またはGN釘を用いる。■釘はJIS A5508に適合するN釘、CN釘、ZN釘、またはGN釘を用いる。■釘はJIS A5508に適合するN釘、CN釘、ZN釘、またはGN釘を用いる。■釘はJIS A5508に適合するN釘、CN釘、ZN釘、またはGN釘を用いる。 　構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。　構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。　構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。　構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。　構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。　構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。　構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接） 超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査 ■木ビスは主要構造部に使用するものは構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されているものを■木ビスは主要構造部に使用するものは構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されているものを■木ビスは主要構造部に使用するものは構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されているものを■木ビスは主要構造部に使用するものは構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されているものを■木ビスは主要構造部に使用するものは構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されているものを■木ビスは主要構造部に使用するものは構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されているものを■木ビスは主要構造部に使用するものは構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されているものを □煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート

□□□□□□□ 硬さ試験硬さ試験硬さ試験硬さ試験硬さ試験硬さ試験硬さ試験 　選定し、使用箇所・仕様は特記による。　選定し、使用箇所・仕様は特記による。　選定し、使用箇所・仕様は特記による。　選定し、使用箇所・仕様は特記による。　選定し、使用箇所・仕様は特記による。　選定し、使用箇所・仕様は特記による。　選定し、使用箇所・仕様は特記による。 　造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。　造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。　造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。　造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。　造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。　造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。　造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布示温塗料塗布 ■ボルト、ナットはJIS B1180（六角ボルト）、JIS B1181（六角ナット）の規格により、強度■ボルト、ナットはJIS B1180（六角ボルト）、JIS B1181（六角ナット）の規格により、強度■ボルト、ナットはJIS B1180（六角ボルト）、JIS B1181（六角ナット）の規格により、強度■ボルト、ナットはJIS B1180（六角ボルト）、JIS B1181（六角ナット）の規格により、強度■ボルト、ナットはJIS B1180（六角ボルト）、JIS B1181（六角ナット）の規格により、強度■ボルト、ナットはJIS B1180（六角ボルト）、JIS B1181（六角ナット）の規格により、強度■ボルト、ナットはJIS B1180（六角ボルト）、JIS B1181（六角ナット）の規格により、強度 □煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンク□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンク□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンク□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンク□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンク□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンク□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンク

マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他 　区分は4.6または4.8（JIS B1051）を用いる。　区分は4.6または4.8（JIS B1051）を用いる。　区分は4.6または4.8（JIS B1051）を用いる。　区分は4.6または4.8（JIS B1051）を用いる。　区分は4.6または4.8（JIS B1051）を用いる。　区分は4.6または4.8（JIS B1051）を用いる。　区分は4.6または4.8（JIS B1051）を用いる。 　リート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造もしくはコンクリート　リート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造もしくはコンクリート　リート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造もしくはコンクリート　リート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造もしくはコンクリート　リート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造もしくはコンクリート　リート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造もしくはコンクリート　リート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造もしくはコンクリート

□□□□□□□ 外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査 ■座金の形状は特記により、記載がない場合は下表の寸法のものを用いる。■座金の形状は特記により、記載がない場合は下表の寸法のものを用いる。■座金の形状は特記により、記載がない場合は下表の寸法のものを用いる。■座金の形状は特記により、記載がない場合は下表の寸法のものを用いる。■座金の形状は特記により、記載がない場合は下表の寸法のものを用いる。■座金の形状は特記により、記載がない場合は下表の寸法のものを用いる。■座金の形状は特記により、記載がない場合は下表の寸法のものを用いる。 　ブロック造とすること。　ブロック造とすること。　ブロック造とすること。　ブロック造とすること。　ブロック造とすること。　ブロック造とすること。　ブロック造とすること。

ボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさボルト径に対する座金の大きさ 12121212121212 16161616161616 20202020202020 24242424242424注）１　現場溶接部については原則として第三者機関による全数検査とし、外観検査、超音波検査を100％行うこと。注）１　現場溶接部については原則として第三者機関による全数検査とし、外観検査、超音波検査を100％行うこと。注）１　現場溶接部については原則として第三者機関による全数検査とし、外観検査、超音波検査を100％行うこと。注）１　現場溶接部については原則として第三者機関による全数検査とし、外観検査、超音波検査を100％行うこと。注）１　現場溶接部については原則として第三者機関による全数検査とし、外観検査、超音波検査を100％行うこと。注）１　現場溶接部については原則として第三者機関による全数検査とし、外観検査、超音波検査を100％行うこと。注）１　現場溶接部については原則として第三者機関による全数検査とし、外観検査、超音波検査を100％行うこと。 ■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、■建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、

引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト引張を受けるボルト 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 6.06.06.06.06.06.06.0 9.09.09.09.09.09.09.0 9.09.09.09.09.09.09.0 13131313131313注）２　重大な不具合が発生した場合は、是正前に対策案を建築主事等に報告すること。注）２　重大な不具合が発生した場合は、是正前に対策案を建築主事等に報告すること。注）２　重大な不具合が発生した場合は、是正前に対策案を建築主事等に報告すること。注）２　重大な不具合が発生した場合は、是正前に対策案を建築主事等に報告すること。注）２　重大な不具合が発生した場合は、是正前に対策案を建築主事等に報告すること。注）２　重大な不具合が発生した場合は、是正前に対策案を建築主事等に報告すること。注）２　重大な不具合が発生した場合は、是正前に対策案を建築主事等に報告すること。 ■風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。■風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。■風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。■風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。■風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。■風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。■風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。

角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺 60606060606060 80808080808080 105105105105105105105 125125125125125125125 □建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径 70707070707070 90909090909090 120120120120120120120 140140140140140140140 　有効な管の損傷防止のための措置を講じること。　有効な管の損傷防止のための措置を講じること。　有効な管の損傷防止のための措置を講じること。　有効な管の損傷防止のための措置を講じること。　有効な管の損傷防止のための措置を講じること。　有効な管の損傷防止のための措置を講じること。　有効な管の損傷防止のための措置を講じること。

せん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルトせん断を受けるボルト 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 3.23.23.23.23.23.23.2 4.54.54.54.54.54.54.5 6.06.06.06.06.06.06.0 6.06.06.06.06.06.06.0 □管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手

角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺角座金の一辺 35353535353535 50505050505050 60606060606060 70707070707070 　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。　又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径丸座金の直径 40404040404040 60606060606060 70707070707070 80808080808080 □管を支持し、または固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な□管を支持し、または固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な□管を支持し、または固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な□管を支持し、または固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な□管を支持し、または固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な□管を支持し、または固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な□管を支持し、または固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な

■ドリフトピンは製品の付属品として指定がある場合は必ず付属品を使用し、他は特記による。■ドリフトピンは製品の付属品として指定がある場合は必ず付属品を使用し、他は特記による。■ドリフトピンは製品の付属品として指定がある場合は必ず付属品を使用し、他は特記による。■ドリフトピンは製品の付属品として指定がある場合は必ず付属品を使用し、他は特記による。■ドリフトピンは製品の付属品として指定がある場合は必ず付属品を使用し、他は特記による。■ドリフトピンは製品の付属品として指定がある場合は必ず付属品を使用し、他は特記による。■ドリフトピンは製品の付属品として指定がある場合は必ず付属品を使用し、他は特記による。 　地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること　地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること　地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること　地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること　地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること　地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること　地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること

　記載がない場合は、丸鋼（JIS G3191）とし、材質はSS400（JIS G3101）とする。　記載がない場合は、丸鋼（JIS G3191）とし、材質はSS400（JIS G3101）とする。　記載がない場合は、丸鋼（JIS G3191）とし、材質はSS400（JIS G3101）とする。　記載がない場合は、丸鋼（JIS G3191）とし、材質はSS400（JIS G3101）とする。　記載がない場合は、丸鋼（JIS G3191）とし、材質はSS400（JIS G3101）とする。　記載がない場合は、丸鋼（JIS G3191）とし、材質はSS400（JIS G3101）とする。　記載がない場合は、丸鋼（JIS G3191）とし、材質はSS400（JIS G3101）とする。 □法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示□法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示□法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示□法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示□法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示□法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示□法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上水槽等にあっては、平成12年建設省告示

□ラグスクリューは材質及び形状が規格化された一定の品質を有するものから選定し、材質は□ラグスクリューは材質及び形状が規格化された一定の品質を有するものから選定し、材質は□ラグスクリューは材質及び形状が規格化された一定の品質を有するものから選定し、材質は□ラグスクリューは材質及び形状が規格化された一定の品質を有するものから選定し、材質は□ラグスクリューは材質及び形状が規格化された一定の品質を有するものから選定し、材質は□ラグスクリューは材質及び形状が規格化された一定の品質を有するものから選定し、材質は□ラグスクリューは材質及び形状が規格化された一定の品質を有するものから選定し、材質は 　第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造上安全なものとすること。　第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造上安全なものとすること。　第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造上安全なものとすること。　第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造上安全なものとすること。　第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造上安全なものとすること。　第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造上安全なものとすること。　第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造上安全なものとすること。

　使用し、２回塗りを標準とするが、実情に応じて決定すること。　使用し、２回塗りを標準とするが、実情に応じて決定すること。　使用し、２回塗りを標準とするが、実情に応じて決定すること。　使用し、２回塗りを標準とするが、実情に応じて決定すること。　使用し、２回塗りを標準とするが、実情に応じて決定すること。　使用し、２回塗りを標準とするが、実情に応じて決定すること。　使用し、２回塗りを標準とするが、実情に応じて決定すること。 　SWRCH10R（JIS G3507）あるいは同等以上の強度を有する者を用いる。　SWRCH10R（JIS G3507）あるいは同等以上の強度を有する者を用いる。　SWRCH10R（JIS G3507）あるいは同等以上の強度を有する者を用いる。　SWRCH10R（JIS G3507）あるいは同等以上の強度を有する者を用いる。　SWRCH10R（JIS G3507）あるいは同等以上の強度を有する者を用いる。　SWRCH10R（JIS G3507）あるいは同等以上の強度を有する者を用いる。　SWRCH10R（JIS G3507）あるいは同等以上の強度を有する者を用いる。 ■給湯設備は、風圧、土圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と■給湯設備は、風圧、土圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と■給湯設備は、風圧、土圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と■給湯設備は、風圧、土圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と■給湯設備は、風圧、土圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と■給湯設備は、風圧、土圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と■給湯設備は、風圧、土圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

□木栓・木ダボは節、目切れ等欠点のないものを選定し、樹種・形状は特記による。□木栓・木ダボは節、目切れ等欠点のないものを選定し、樹種・形状は特記による。□木栓・木ダボは節、目切れ等欠点のないものを選定し、樹種・形状は特記による。□木栓・木ダボは節、目切れ等欠点のないものを選定し、樹種・形状は特記による。□木栓・木ダボは節、目切れ等欠点のないものを選定し、樹種・形状は特記による。□木栓・木ダボは節、目切れ等欠点のないものを選定し、樹種・形状は特記による。□木栓・木ダボは節、目切れ等欠点のないものを選定し、樹種・形状は特記による。 　すること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない　すること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない　すること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない　すること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない　すること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない　すること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない　すること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない

　錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。　錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。　錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。　錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。　錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。　錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。　錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。 ■規格金物は日本住宅・木材技術センターで認定された金物（Zマーク金物、Cマーク金物、■規格金物は日本住宅・木材技術センターで認定された金物（Zマーク金物、Cマーク金物、■規格金物は日本住宅・木材技術センターで認定された金物（Zマーク金物、Cマーク金物、■規格金物は日本住宅・木材技術センターで認定された金物（Zマーク金物、Cマーク金物、■規格金物は日本住宅・木材技術センターで認定された金物（Zマーク金物、Cマーク金物、■規格金物は日本住宅・木材技術センターで認定された金物（Zマーク金物、Cマーク金物、■規格金物は日本住宅・木材技術センターで認定された金物（Zマーク金物、Cマーク金物、 　構造として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。　構造として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。　構造として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。　構造として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。　構造として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。　構造として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。　構造として、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。

（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料（７）耐火被覆の材料 　Dマーク金物、Sマーク金物）、または指定性能評価機関で試験成績書を取得して基準耐力が　Dマーク金物、Sマーク金物）、または指定性能評価機関で試験成績書を取得して基準耐力が　Dマーク金物、Sマーク金物）、または指定性能評価機関で試験成績書を取得して基準耐力が　Dマーク金物、Sマーク金物）、または指定性能評価機関で試験成績書を取得して基準耐力が　Dマーク金物、Sマーク金物）、または指定性能評価機関で試験成績書を取得して基準耐力が　Dマーク金物、Sマーク金物）、または指定性能評価機関で試験成績書を取得して基準耐力が　Dマーク金物、Sマーク金物）、または指定性能評価機関で試験成績書を取得して基準耐力が

□意匠図による□意匠図による□意匠図による□意匠図による□意匠図による□意匠図による□意匠図による 　明示された金物から選定する。　明示された金物から選定する。　明示された金物から選定する。　明示された金物から選定する。　明示された金物から選定する。　明示された金物から選定する。　明示された金物から選定する。
１０．その他１０．その他１０．その他１０．その他１０．その他１０．その他１０．その他

（７)接合（７)接合（７)接合（７)接合（７)接合（７)接合（７)接合

■仕口、継手の方法は構造図による。特記なき場合は木造接合部標準図による。■仕口、継手の方法は構造図による。特記なき場合は木造接合部標準図による。■仕口、継手の方法は構造図による。特記なき場合は木造接合部標準図による。■仕口、継手の方法は構造図による。特記なき場合は木造接合部標準図による。■仕口、継手の方法は構造図による。特記なき場合は木造接合部標準図による。■仕口、継手の方法は構造図による。特記なき場合は木造接合部標準図による。■仕口、継手の方法は構造図による。特記なき場合は木造接合部標準図による。 ■諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。■諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。■諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。■諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。■諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。■諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。■諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。
８．木造工事８．木造工事８．木造工事８．木造工事８．木造工事８．木造工事８．木造工事

■採用する方法は工事監理者の承諾を得ること。■採用する方法は工事監理者の承諾を得ること。■採用する方法は工事監理者の承諾を得ること。■採用する方法は工事監理者の承諾を得ること。■採用する方法は工事監理者の承諾を得ること。■採用する方法は工事監理者の承諾を得ること。■採用する方法は工事監理者の承諾を得ること。 ■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。■各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

（１）品質と施工（１）品質と施工（１）品質と施工（１）品質と施工（１）品質と施工（１）品質と施工（１）品質と施工 ■釘接合で釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。■釘接合で釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。■釘接合で釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。■釘接合で釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。■釘接合で釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。■釘接合で釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。■釘接合で釘に錆を生じるおそれのある場合は、適切な防錆処理を施す。 ■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。■必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

■施工者は、工事に先立ち、木造工事の施工図、施工計画を作成し、工事監理者の承認を受ける。■施工者は、工事に先立ち、木造工事の施工図、施工計画を作成し、工事監理者の承認を受ける。■施工者は、工事に先立ち、木造工事の施工図、施工計画を作成し、工事監理者の承認を受ける。■施工者は、工事に先立ち、木造工事の施工図、施工計画を作成し、工事監理者の承認を受ける。■施工者は、工事に先立ち、木造工事の施工図、施工計画を作成し、工事監理者の承認を受ける。■施工者は、工事に先立ち、木造工事の施工図、施工計画を作成し、工事監理者の承認を受ける。■施工者は、工事に先立ち、木造工事の施工図、施工計画を作成し、工事監理者の承認を受ける。 ■自動釘打ち機を使用する場合は、釘打ち機の圧力を調整し釘頭がめり込まないようにすること。■自動釘打ち機を使用する場合は、釘打ち機の圧力を調整し釘頭がめり込まないようにすること。■自動釘打ち機を使用する場合は、釘打ち機の圧力を調整し釘頭がめり込まないようにすること。■自動釘打ち機を使用する場合は、釘打ち機の圧力を調整し釘頭がめり込まないようにすること。■自動釘打ち機を使用する場合は、釘打ち機の圧力を調整し釘頭がめり込まないようにすること。■自動釘打ち機を使用する場合は、釘打ち機の圧力を調整し釘頭がめり込まないようにすること。■自動釘打ち機を使用する場合は、釘打ち機の圧力を調整し釘頭がめり込まないようにすること。

■施工者は、設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ■施工者は、設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ■施工者は、設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ■施工者は、設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ■施工者は、設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ■施工者は、設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ■施工者は、設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ ■木ねじ接合の先孔径は針葉樹の場合主材0.6d、側材0.8d（dは接合具径）とする。先孔の深さは、■木ねじ接合の先孔径は針葉樹の場合主材0.6d、側材0.8d（dは接合具径）とする。先孔の深さは、■木ねじ接合の先孔径は針葉樹の場合主材0.6d、側材0.8d（dは接合具径）とする。先孔の深さは、■木ねじ接合の先孔径は針葉樹の場合主材0.6d、側材0.8d（dは接合具径）とする。先孔の深さは、■木ねじ接合の先孔径は針葉樹の場合主材0.6d、側材0.8d（dは接合具径）とする。先孔の深さは、■木ねじ接合の先孔径は針葉樹の場合主材0.6d、側材0.8d（dは接合具径）とする。先孔の深さは、■木ねじ接合の先孔径は針葉樹の場合主材0.6d、側材0.8d（dは接合具径）とする。先孔の深さは、

　自主品質管理能力を有した工場を選定し、製作要領書を提出し工事監理者の承認を受ける。　自主品質管理能力を有した工場を選定し、製作要領書を提出し工事監理者の承認を受ける。　自主品質管理能力を有した工場を選定し、製作要領書を提出し工事監理者の承認を受ける。　自主品質管理能力を有した工場を選定し、製作要領書を提出し工事監理者の承認を受ける。　自主品質管理能力を有した工場を選定し、製作要領書を提出し工事監理者の承認を受ける。　自主品質管理能力を有した工場を選定し、製作要領書を提出し工事監理者の承認を受ける。　自主品質管理能力を有した工場を選定し、製作要領書を提出し工事監理者の承認を受ける。 　主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。　主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。　主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。　主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。　主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。　主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。　主材へのねじ込み深さの2/3程度とする。

■施工者は、各工程の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。■施工者は、各工程の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。■施工者は、各工程の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。■施工者は、各工程の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。■施工者は、各工程の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。■施工者は、各工程の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。■施工者は、各工程の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。 ■木ねじ接合のねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。ねじ込みを■木ねじ接合のねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。ねじ込みを■木ねじ接合のねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。ねじ込みを■木ねじ接合のねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。ねじ込みを■木ねじ接合のねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。ねじ込みを■木ねじ接合のねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。ねじ込みを■木ねじ接合のねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。ねじ込みを

（２）材料品質の検査方法（２）材料品質の検査方法（２）材料品質の検査方法（２）材料品質の検査方法（２）材料品質の検査方法（２）材料品質の検査方法（２）材料品質の検査方法 　容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

■構造用製材・枠組壁工法構造用製材の検査■構造用製材・枠組壁工法構造用製材の検査■構造用製材・枠組壁工法構造用製材の検査■構造用製材・枠組壁工法構造用製材の検査■構造用製材・枠組壁工法構造用製材の検査■構造用製材・枠組壁工法構造用製材の検査■構造用製材・枠組壁工法構造用製材の検査 ■ボルト接合のボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とする。締め付けを完了した■ボルト接合のボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とする。締め付けを完了した■ボルト接合のボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とする。締め付けを完了した■ボルト接合のボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とする。締め付けを完了した■ボルト接合のボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とする。締め付けを完了した■ボルト接合のボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とする。締め付けを完了した■ボルト接合のボルトの締め付けは、座金が部材にめり込む程度とする。締め付けを完了した

部位部位部位部位部位部位部位 確認者確認者確認者確認者確認者確認者確認者 材種材種材種材種材種材種材種 外観外観外観外観外観外観外観 寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法 含水率測定含水率測定含水率測定含水率測定含水率測定含水率測定含水率測定 ヤング係数ヤング係数ヤング係数ヤング係数ヤング係数ヤング係数ヤング係数 　ボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。　ボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。　ボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。　ボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。　ボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。　ボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。　ボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを確認する。

等級等級等級等級等級等級等級 検査検査検査検査検査検査検査 検査検査検査検査検査検査検査 表示表示表示表示表示表示表示 計測計測計測計測計測計測計測 表示表示表示表示表示表示表示 縦振動縦振動縦振動縦振動縦振動縦振動縦振動 □ラグスクリュー接合の先孔径は、胴部は同径とし、ねじ部は比重0.4以上の樹種の場合□ラグスクリュー接合の先孔径は、胴部は同径とし、ねじ部は比重0.4以上の樹種の場合□ラグスクリュー接合の先孔径は、胴部は同径とし、ねじ部は比重0.4以上の樹種の場合□ラグスクリュー接合の先孔径は、胴部は同径とし、ねじ部は比重0.4以上の樹種の場合□ラグスクリュー接合の先孔径は、胴部は同径とし、ねじ部は比重0.4以上の樹種の場合□ラグスクリュー接合の先孔径は、胴部は同径とし、ねじ部は比重0.4以上の樹種の場合□ラグスクリュー接合の先孔径は、胴部は同径とし、ねじ部は比重0.4以上の樹種の場合

加工工場加工工場加工工場加工工場加工工場加工工場加工工場 100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％ 100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％ 100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％ 100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％ 　ねじ径の60％～70％、その他はねじ径の40％～70％とする。長さはラグスクリューと　ねじ径の60％～70％、その他はねじ径の40％～70％とする。長さはラグスクリューと　ねじ径の60％～70％、その他はねじ径の40％～70％とする。長さはラグスクリューと　ねじ径の60％～70％、その他はねじ径の40％～70％とする。長さはラグスクリューと　ねじ径の60％～70％、その他はねじ径の40％～70％とする。長さはラグスクリューと　ねじ径の60％～70％、その他はねじ径の40％～70％とする。長さはラグスクリューと　ねじ径の60％～70％、その他はねじ径の40％～70％とする。長さはラグスクリューと

監理者監理者監理者監理者監理者監理者監理者 　同じ長さとする。ねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。　同じ長さとする。ねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。　同じ長さとする。ねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。　同じ長さとする。ねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。　同じ長さとする。ねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。　同じ長さとする。ねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。　同じ長さとする。ねじ込みは適切な道具を使用し、ハンマー等で打込むことを禁止する。

加工工場加工工場加工工場加工工場加工工場加工工場加工工場 　ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。　ねじ込みを容易にしたり、損傷させないために潤滑油を用いてもよい。

監理者監理者監理者監理者監理者監理者監理者 ■ドリフトピン接合のドリフトピンは孔に密着させること。■ドリフトピン接合のドリフトピンは孔に密着させること。■ドリフトピン接合のドリフトピンは孔に密着させること。■ドリフトピン接合のドリフトピンは孔に密着させること。■ドリフトピン接合のドリフトピンは孔に密着させること。■ドリフトピン接合のドリフトピンは孔に密着させること。■ドリフトピン接合のドリフトピンは孔に密着させること。

□含水率計は高周波水分計又は電気抵抗式水分計により、測定箇所は１本の製材の異なる２面に□含水率計は高周波水分計又は電気抵抗式水分計により、測定箇所は１本の製材の異なる２面に□含水率計は高周波水分計又は電気抵抗式水分計により、測定箇所は１本の製材の異なる２面に□含水率計は高周波水分計又は電気抵抗式水分計により、測定箇所は１本の製材の異なる２面に□含水率計は高周波水分計又は電気抵抗式水分計により、測定箇所は１本の製材の異なる２面に□含水率計は高周波水分計又は電気抵抗式水分計により、測定箇所は１本の製材の異なる２面に□含水率計は高周波水分計又は電気抵抗式水分計により、測定箇所は１本の製材の異なる２面に

 ついて、両小口から300mm以上離れた２箇所及び中央部１箇所、計６箇所とする。 ついて、両小口から300mm以上離れた２箇所及び中央部１箇所、計６箇所とする。 ついて、両小口から300mm以上離れた２箇所及び中央部１箇所、計６箇所とする。 ついて、両小口から300mm以上離れた２箇所及び中央部１箇所、計６箇所とする。 ついて、両小口から300mm以上離れた２箇所及び中央部１箇所、計６箇所とする。 ついて、両小口から300mm以上離れた２箇所及び中央部１箇所、計６箇所とする。 ついて、両小口から300mm以上離れた２箇所及び中央部１箇所、計６箇所とする。 □接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うものとし、□接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うものとし、□接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うものとし、□接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うものとし、□接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うものとし、□接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うものとし、□接着剤を用いた接合を行う手順は、接着剤製造業者の推奨する接着仕様に従うものとし、

■構造用集成材、構造用単板積層材、構造用合板、構造用パネル■構造用集成材、構造用単板積層材、構造用合板、構造用パネル■構造用集成材、構造用単板積層材、構造用合板、構造用パネル■構造用集成材、構造用単板積層材、構造用合板、構造用パネル■構造用集成材、構造用単板積層材、構造用合板、構造用パネル■構造用集成材、構造用単板積層材、構造用合板、構造用パネル■構造用集成材、構造用単板積層材、構造用合板、構造用パネル 　実験によって接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその作業条件を標準とする。　実験によって接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその作業条件を標準とする。　実験によって接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその作業条件を標準とする。　実験によって接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその作業条件を標準とする。　実験によって接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその作業条件を標準とする。　実験によって接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその作業条件を標準とする。　実験によって接合部に要求される耐力と耐久性が立証された場合はその作業条件を標準とする。

□製造工場の認定書（写し）　　■日本農林規格表示　　□立会い目視検査□製造工場の認定書（写し）　　■日本農林規格表示　　□立会い目視検査□製造工場の認定書（写し）　　■日本農林規格表示　　□立会い目視検査□製造工場の認定書（写し）　　■日本農林規格表示　　□立会い目視検査□製造工場の認定書（写し）　　■日本農林規格表示　　□立会い目視検査□製造工場の認定書（写し）　　■日本農林規格表示　　□立会い目視検査□製造工場の認定書（写し）　　■日本農林規格表示　　□立会い目視検査 ■その他の方法による接合は、使用材料および使用方法は構造図によるものとし、工事監理者の■その他の方法による接合は、使用材料および使用方法は構造図によるものとし、工事監理者の■その他の方法による接合は、使用材料および使用方法は構造図によるものとし、工事監理者の■その他の方法による接合は、使用材料および使用方法は構造図によるものとし、工事監理者の■その他の方法による接合は、使用材料および使用方法は構造図によるものとし、工事監理者の■その他の方法による接合は、使用材料および使用方法は構造図によるものとし、工事監理者の■その他の方法による接合は、使用材料および使用方法は構造図によるものとし、工事監理者の

■釘、木ねじ■釘、木ねじ■釘、木ねじ■釘、木ねじ■釘、木ねじ■釘、木ねじ■釘、木ねじ 　承諾を得る。　承諾を得る。　承諾を得る。　承諾を得る。　承諾を得る。　承諾を得る。　承諾を得る。

□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□ （８)建方（８)建方（８)建方（８)建方（８)建方（８)建方（８)建方

■ボルト、ナット、座金、ドリフトピン、ラグスクリュー■ボルト、ナット、座金、ドリフトピン、ラグスクリュー■ボルト、ナット、座金、ドリフトピン、ラグスクリュー■ボルト、ナット、座金、ドリフトピン、ラグスクリュー■ボルト、ナット、座金、ドリフトピン、ラグスクリュー■ボルト、ナット、座金、ドリフトピン、ラグスクリュー■ボルト、ナット、座金、ドリフトピン、ラグスクリュー ■製品の輸送にあたっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し■製品の輸送にあたっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し■製品の輸送にあたっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し■製品の輸送にあたっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し■製品の輸送にあたっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し■製品の輸送にあたっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し■製品の輸送にあたっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し

□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□□鋼材検査証明書　　　■表示の確認　　　□ 　検討を行う、また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。　検討を行う、また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。　検討を行う、また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。　検討を行う、また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。　検討を行う、また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。　検討を行う、また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。　検討を行う、また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

　ただし、接合金物と同封されているボルト類については鋼材検査証明書は不要　ただし、接合金物と同封されているボルト類については鋼材検査証明書は不要　ただし、接合金物と同封されているボルト類については鋼材検査証明書は不要　ただし、接合金物と同封されているボルト類については鋼材検査証明書は不要　ただし、接合金物と同封されているボルト類については鋼材検査証明書は不要　ただし、接合金物と同封されているボルト類については鋼材検査証明書は不要　ただし、接合金物と同封されているボルト類については鋼材検査証明書は不要 ■集成の際は受け材等を設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や■集成の際は受け材等を設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や■集成の際は受け材等を設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や■集成の際は受け材等を設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や■集成の際は受け材等を設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や■集成の際は受け材等を設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や■集成の際は受け材等を設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。降雪や

■Zマーク金物、Cマーク金物、同等認定品金物、品質性能試験金物■Zマーク金物、Cマーク金物、同等認定品金物、品質性能試験金物■Zマーク金物、Cマーク金物、同等認定品金物、品質性能試験金物■Zマーク金物、Cマーク金物、同等認定品金物、品質性能試験金物■Zマーク金物、Cマーク金物、同等認定品金物、品質性能試験金物■Zマーク金物、Cマーク金物、同等認定品金物、品質性能試験金物■Zマーク金物、Cマーク金物、同等認定品金物、品質性能試験金物 　降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による　降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による　降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による　降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による　降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による　降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による　降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥による

■評価機関認定書・成績書（写し）　　　■表示の確認　　　□■評価機関認定書・成績書（写し）　　　■表示の確認　　　□■評価機関認定書・成績書（写し）　　　■表示の確認　　　□■評価機関認定書・成績書（写し）　　　■表示の確認　　　□■評価機関認定書・成績書（写し）　　　■表示の確認　　　□■評価機関認定書・成績書（写し）　　　■表示の確認　　　□■評価機関認定書・成績書（写し）　　　■表示の確認　　　□ 　割れが発生するため保管場所としては避ける。　割れが発生するため保管場所としては避ける。　割れが発生するため保管場所としては避ける。　割れが発生するため保管場所としては避ける。　割れが発生するため保管場所としては避ける。　割れが発生するため保管場所としては避ける。　割れが発生するため保管場所としては避ける。

□製作金物□製作金物□製作金物□製作金物□製作金物□製作金物□製作金物 ■アンカーボルトの施工方法、建方スペース、重機、搬入、地組、足場計画、建方、養生、■アンカーボルトの施工方法、建方スペース、重機、搬入、地組、足場計画、建方、養生、■アンカーボルトの施工方法、建方スペース、重機、搬入、地組、足場計画、建方、養生、■アンカーボルトの施工方法、建方スペース、重機、搬入、地組、足場計画、建方、養生、■アンカーボルトの施工方法、建方スペース、重機、搬入、地組、足場計画、建方、養生、■アンカーボルトの施工方法、建方スペース、重機、搬入、地組、足場計画、建方、養生、■アンカーボルトの施工方法、建方スペース、重機、搬入、地組、足場計画、建方、養生、

□製作工場　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□鋼材検査証明書□製作工場　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□鋼材検査証明書□製作工場　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□鋼材検査証明書□製作工場　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□鋼材検査証明書□製作工場　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□鋼材検査証明書□製作工場　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□鋼材検査証明書□製作工場　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□鋼材検査証明書 　安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめ工事監理者に提出する。　安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめ工事監理者に提出する。　安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめ工事監理者に提出する。　安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめ工事監理者に提出する。　安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめ工事監理者に提出する。　安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめ工事監理者に提出する。　安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめ工事監理者に提出する。

（３）耐久性（防腐・防蟻処理）（３）耐久性（防腐・防蟻処理）（３）耐久性（防腐・防蟻処理）（３）耐久性（防腐・防蟻処理）（３）耐久性（防腐・防蟻処理）（３）耐久性（防腐・防蟻処理）（３）耐久性（防腐・防蟻処理） ■アンカーボルトは鉄筋等等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打込みを行う。■アンカーボルトは鉄筋等等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打込みを行う。■アンカーボルトは鉄筋等等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打込みを行う。■アンカーボルトは鉄筋等等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打込みを行う。■アンカーボルトは鉄筋等等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打込みを行う。■アンカーボルトは鉄筋等等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打込みを行う。■アンカーボルトは鉄筋等等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打込みを行う。

部位部位部位部位部位部位部位 高耐久材高耐久材高耐久材高耐久材高耐久材高耐久材高耐久材 工場処理剤工場処理剤工場処理剤工場処理剤工場処理剤工場処理剤工場処理剤 現場処理剤現場処理剤現場処理剤現場処理剤現場処理剤現場処理剤現場処理剤 　柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合はダブルナットとする。　柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合はダブルナットとする。　柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合はダブルナットとする。　柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合はダブルナットとする。　柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合はダブルナットとする。　柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合はダブルナットとする。　柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合はダブルナットとする。

土台土台土台土台土台土台土台 □塗布□塗布□塗布□塗布□塗布□塗布□塗布 □柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合のアンカーボルト精度は下記とする。□柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合のアンカーボルト精度は下記とする。□柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合のアンカーボルト精度は下記とする。□柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合のアンカーボルト精度は下記とする。□柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合のアンカーボルト精度は下記とする。□柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合のアンカーボルト精度は下記とする。□柱脚部に接合金物（製作金物）を使用する場合のアンカーボルト精度は下記とする。

外周柱下部1m外周柱下部1m外周柱下部1m外周柱下部1m外周柱下部1m外周柱下部1m外周柱下部1m □K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□ ・柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以内・柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以内・柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以内・柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以内・柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以内・柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以内・柱据え付け面：基準高さからの誤差　±2mm以内

水周り水周り水周り水周り水周り水周り水周り □K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□ □塗布□塗布□塗布□塗布□塗布□塗布□塗布 ・柱隣接間中心距離の誤差　±2mm以内・柱隣接間中心距離の誤差　±2mm以内・柱隣接間中心距離の誤差　±2mm以内・柱隣接間中心距離の誤差　±2mm以内・柱隣接間中心距離の誤差　±2mm以内・柱隣接間中心距離の誤差　±2mm以内・柱隣接間中心距離の誤差　±2mm以内

その他その他その他その他その他その他その他 □□□□□□□ □K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□ □塗布□塗布□塗布□塗布□塗布□塗布□塗布 ・通り芯からアンカーボルト中心までの距離の誤差　±2mm以内・通り芯からアンカーボルト中心までの距離の誤差　±2mm以内・通り芯からアンカーボルト中心までの距離の誤差　±2mm以内・通り芯からアンカーボルト中心までの距離の誤差　±2mm以内・通り芯からアンカーボルト中心までの距離の誤差　±2mm以内・通り芯からアンカーボルト中心までの距離の誤差　±2mm以内・通り芯からアンカーボルト中心までの距離の誤差　±2mm以内

（４）木材の加工（４）木材の加工（４）木材の加工（４）木材の加工（４）木材の加工（４）木材の加工（４）木材の加工 ■建方の精度基準は下記の管理許容値を目標とする。管理許容値を超える場合は、限界許容値を■建方の精度基準は下記の管理許容値を目標とする。管理許容値を超える場合は、限界許容値を■建方の精度基準は下記の管理許容値を目標とする。管理許容値を超える場合は、限界許容値を■建方の精度基準は下記の管理許容値を目標とする。管理許容値を超える場合は、限界許容値を■建方の精度基準は下記の管理許容値を目標とする。管理許容値を超える場合は、限界許容値を■建方の精度基準は下記の管理許容値を目標とする。管理許容値を超える場合は、限界許容値を■建方の精度基準は下記の管理許容値を目標とする。管理許容値を超える場合は、限界許容値を

■製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。■製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。■製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。■製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。■製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。■製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。■製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。 　上限として精度規準を検討し、工事監理者の承諾を得た上でその数値を許容値とする。　上限として精度規準を検討し、工事監理者の承諾を得た上でその数値を許容値とする。　上限として精度規準を検討し、工事監理者の承諾を得た上でその数値を許容値とする。　上限として精度規準を検討し、工事監理者の承諾を得た上でその数値を許容値とする。　上限として精度規準を検討し、工事監理者の承諾を得た上でその数値を許容値とする。　上限として精度規準を検討し、工事監理者の承諾を得た上でその数値を許容値とする。　上限として精度規準を検討し、工事監理者の承諾を得た上でその数値を許容値とする。

■加工寸法の精度は下記とする。■加工寸法の精度は下記とする。■加工寸法の精度は下記とする。■加工寸法の精度は下記とする。■加工寸法の精度は下記とする。■加工寸法の精度は下記とする。■加工寸法の精度は下記とする。 ・柱の倒れ　管理許容値：H/1000かつ10mm以下　限界許容値：H/700かつ15mm以下・柱の倒れ　管理許容値：H/1000かつ10mm以下　限界許容値：H/700かつ15mm以下・柱の倒れ　管理許容値：H/1000かつ10mm以下　限界許容値：H/700かつ15mm以下・柱の倒れ　管理許容値：H/1000かつ10mm以下　限界許容値：H/700かつ15mm以下・柱の倒れ　管理許容値：H/1000かつ10mm以下　限界許容値：H/700かつ15mm以下・柱の倒れ　管理許容値：H/1000かつ10mm以下　限界許容値：H/700かつ15mm以下・柱の倒れ　管理許容値：H/1000かつ10mm以下　限界許容値：H/700かつ15mm以下

・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の断面寸法・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の断面寸法・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の断面寸法・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の断面寸法・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の断面寸法・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の断面寸法・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の断面寸法 ・建物の倒れ　管理許容値：H/4000＋7mmかつ30mm以下　限界許容値：H/2500＋10mmかつ50mm以下・建物の倒れ　管理許容値：H/4000＋7mmかつ30mm以下　限界許容値：H/2500＋10mmかつ50mm以下・建物の倒れ　管理許容値：H/4000＋7mmかつ30mm以下　限界許容値：H/2500＋10mmかつ50mm以下・建物の倒れ　管理許容値：H/4000＋7mmかつ30mm以下　限界許容値：H/2500＋10mmかつ50mm以下・建物の倒れ　管理許容値：H/4000＋7mmかつ30mm以下　限界許容値：H/2500＋10mmかつ50mm以下・建物の倒れ　管理許容値：H/4000＋7mmかつ30mm以下　限界許容値：H/2500＋10mmかつ50mm以下・建物の倒れ　管理許容値：H/4000＋7mmかつ30mm以下　限界許容値：H/2500＋10mmかつ50mm以下

図面表示が挽き立て寸法の場合：±1.5mm以下図面表示が挽き立て寸法の場合：±1.5mm以下図面表示が挽き立て寸法の場合：±1.5mm以下図面表示が挽き立て寸法の場合：±1.5mm以下図面表示が挽き立て寸法の場合：±1.5mm以下図面表示が挽き立て寸法の場合：±1.5mm以下図面表示が挽き立て寸法の場合：±1.5mm以下

図面表示が仕上がり寸法の場合：＋1.5mm、－0.0mm以下図面表示が仕上がり寸法の場合：＋1.5mm、－0.0mm以下図面表示が仕上がり寸法の場合：＋1.5mm、－0.0mm以下図面表示が仕上がり寸法の場合：＋1.5mm、－0.0mm以下図面表示が仕上がり寸法の場合：＋1.5mm、－0.0mm以下図面表示が仕上がり寸法の場合：＋1.5mm、－0.0mm以下図面表示が仕上がり寸法の場合：＋1.5mm、－0.0mm以下

・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の材長:±1.5mm以下・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の材長:±1.5mm以下・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の材長:±1.5mm以下・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の材長:±1.5mm以下・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の材長:±1.5mm以下・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の材長:±1.5mm以下・構造用製材、枠組壁工法構造用製材の材長:±1.5mm以下

・構造用集成材、構造用単板積層材・構造用集成材、構造用単板積層材・構造用集成材、構造用単板積層材・構造用集成材、構造用単板積層材・構造用集成材、構造用単板積層材・構造用集成材、構造用単板積層材・構造用集成材、構造用単板積層材

短辺：±1.5mm　長辺：±1.5％かつ±5mm以下　材長：±5mm以下短辺：±1.5mm　長辺：±1.5％かつ±5mm以下　材長：±5mm以下短辺：±1.5mm　長辺：±1.5％かつ±5mm以下　材長：±5mm以下短辺：±1.5mm　長辺：±1.5％かつ±5mm以下　材長：±5mm以下短辺：±1.5mm　長辺：±1.5％かつ±5mm以下　材長：±5mm以下短辺：±1.5mm　長辺：±1.5％かつ±5mm以下　材長：±5mm以下短辺：±1.5mm　長辺：±1.5％かつ±5mm以下　材長：±5mm以下

・ボルト穴径：d＋2.0mm（dはボルト径）・ボルト穴径：d＋2.0mm（dはボルト径）・ボルト穴径：d＋2.0mm（dはボルト径）・ボルト穴径：d＋2.0mm（dはボルト径）・ボルト穴径：d＋2.0mm（dはボルト径）・ボルト穴径：d＋2.0mm（dはボルト径）・ボルト穴径：d＋2.0mm（dはボルト径）

・ドリフトピン穴径：d＋0mm（dはドリフトピン径）・ドリフトピン穴径：d＋0mm（dはドリフトピン径）・ドリフトピン穴径：d＋0mm（dはドリフトピン径）・ドリフトピン穴径：d＋0mm（dはドリフトピン径）・ドリフトピン穴径：d＋0mm（dはドリフトピン径）・ドリフトピン穴径：d＋0mm（dはドリフトピン径）・ドリフトピン穴径：d＋0mm（dはドリフトピン径）

■表面仕上げ　プレーナー仕上げ■表面仕上げ　プレーナー仕上げ■表面仕上げ　プレーナー仕上げ■表面仕上げ　プレーナー仕上げ■表面仕上げ　プレーナー仕上げ■表面仕上げ　プレーナー仕上げ■表面仕上げ　プレーナー仕上げ

（５）接合金物（製作金物）製作（５）接合金物（製作金物）製作（５）接合金物（製作金物）製作（５）接合金物（製作金物）製作（５）接合金物（製作金物）製作（５）接合金物（製作金物）製作（５）接合金物（製作金物）製作

□製品の寸法精度は下記とする。□製品の寸法精度は下記とする。□製品の寸法精度は下記とする。□製品の寸法精度は下記とする。□製品の寸法精度は下記とする。□製品の寸法精度は下記とする。□製品の寸法精度は下記とする。

・幅・長さ　製作図寸法の±2mm以内・幅・長さ　製作図寸法の±2mm以内・幅・長さ　製作図寸法の±2mm以内・幅・長さ　製作図寸法の±2mm以内・幅・長さ　製作図寸法の±2mm以内・幅・長さ　製作図寸法の±2mm以内・幅・長さ　製作図寸法の±2mm以内

・穴径（dはボルト類の径）・穴径（dはボルト類の径）・穴径（dはボルト類の径）・穴径（dはボルト類の径）・穴径（dはボルト類の径）・穴径（dはボルト類の径）・穴径（dはボルト類の径）

　　ボルト、ドリフトピン、ラグスクリュー　dが16未満の場合　d+1.0mm　16以上　d+1.5mm　　ボルト、ドリフトピン、ラグスクリュー　dが16未満の場合　d+1.0mm　16以上　d+1.5mm　　ボルト、ドリフトピン、ラグスクリュー　dが16未満の場合　d+1.0mm　16以上　d+1.5mm　　ボルト、ドリフトピン、ラグスクリュー　dが16未満の場合　d+1.0mm　16以上　d+1.5mm　　ボルト、ドリフトピン、ラグスクリュー　dが16未満の場合　d+1.0mm　16以上　d+1.5mm　　ボルト、ドリフトピン、ラグスクリュー　dが16未満の場合　d+1.0mm　16以上　d+1.5mm　　ボルト、ドリフトピン、ラグスクリュー　dが16未満の場合　d+1.0mm　16以上　d+1.5mm

　　アンカーボルト　d+5.0mm　　アンカーボルト　d+5.0mm　　アンカーボルト　d+5.0mm　　アンカーボルト　d+5.0mm　　アンカーボルト　d+5.0mm　　アンカーボルト　d+5.0mm　　アンカーボルト　d+5.0mm

・穴芯ずれ　±1.0mm以内　穴間隔のずれ　±1.0mm以内・穴芯ずれ　±1.0mm以内　穴間隔のずれ　±1.0mm以内・穴芯ずれ　±1.0mm以内　穴間隔のずれ　±1.0mm以内・穴芯ずれ　±1.0mm以内　穴間隔のずれ　±1.0mm以内・穴芯ずれ　±1.0mm以内　穴間隔のずれ　±1.0mm以内・穴芯ずれ　±1.0mm以内　穴間隔のずれ　±1.0mm以内・穴芯ずれ　±1.0mm以内　穴間隔のずれ　±1.0mm以内

□製品の溶接工は下記の技術を有するもので、技量証明書、その他必要な書類を工事監理者に□製品の溶接工は下記の技術を有するもので、技量証明書、その他必要な書類を工事監理者に□製品の溶接工は下記の技術を有するもので、技量証明書、その他必要な書類を工事監理者に□製品の溶接工は下記の技術を有するもので、技量証明書、その他必要な書類を工事監理者に□製品の溶接工は下記の技術を有するもので、技量証明書、その他必要な書類を工事監理者に□製品の溶接工は下記の技術を有するもので、技量証明書、その他必要な書類を工事監理者に□製品の溶接工は下記の技術を有するもので、技量証明書、その他必要な書類を工事監理者に

　提出して承諾を受けることとする。　手溶接　JIS Z3801　　　半自動溶接　JIS Z3841　提出して承諾を受けることとする。　手溶接　JIS Z3801　　　半自動溶接　JIS Z3841　提出して承諾を受けることとする。　手溶接　JIS Z3801　　　半自動溶接　JIS Z3841　提出して承諾を受けることとする。　手溶接　JIS Z3801　　　半自動溶接　JIS Z3841　提出して承諾を受けることとする。　手溶接　JIS Z3801　　　半自動溶接　JIS Z3841　提出して承諾を受けることとする。　手溶接　JIS Z3801　　　半自動溶接　JIS Z3841　提出して承諾を受けることとする。　手溶接　JIS Z3801　　　半自動溶接　JIS Z3841

□製品の防錆処理　　□JIS K5674 1回塗り　□JIS H8641 HDZ55　□□製品の防錆処理　　□JIS K5674 1回塗り　□JIS H8641 HDZ55　□□製品の防錆処理　　□JIS K5674 1回塗り　□JIS H8641 HDZ55　□□製品の防錆処理　　□JIS K5674 1回塗り　□JIS H8641 HDZ55　□□製品の防錆処理　　□JIS K5674 1回塗り　□JIS H8641 HDZ55　□□製品の防錆処理　　□JIS K5674 1回塗り　□JIS H8641 HDZ55　□□製品の防錆処理　　□JIS K5674 1回塗り　□JIS H8641 HDZ55　□

□溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

□完全溶込み溶接部□完全溶込み溶接部□完全溶込み溶接部□完全溶込み溶接部□完全溶込み溶接部□完全溶込み溶接部□完全溶込み溶接部

□高力ボルトの検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□高力ボルトの検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□高力ボルトの検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□高力ボルトの検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□高力ボルトの検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□高力ボルトの検査（検査結果は工事監理者に報告すること）□高力ボルトの検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

軸力導入試験　□　要　　□　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　　□　否軸力導入試験　□　要　　□　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　　□　否軸力導入試験　□　要　　□　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　　□　否軸力導入試験　□　要　　□　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　　□　否軸力導入試験　□　要　　□　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　　□　否軸力導入試験　□　要　　□　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　　□　否軸力導入試験　□　要　　□　否　　　高力ボルトすべり係数試験　□　要　　□　否

　確認する。　確認する。　確認する。　確認する。　確認する。　確認する。　確認する。

□一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを□一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを□一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを□一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを□一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを□一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを□一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを

（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装（６）防錆塗装

□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

□防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。□防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

　錆止めペイントは□JIS K5621 □JIS K5625 □JIS K5674 □　　　　　　（F☆☆☆☆）を　錆止めペイントは□JIS K5621 □JIS K5625 □JIS K5674 □　　　　　　（F☆☆☆☆）を　錆止めペイントは□JIS K5621 □JIS K5625 □JIS K5674 □　　　　　　（F☆☆☆☆）を　錆止めペイントは□JIS K5621 □JIS K5625 □JIS K5674 □　　　　　　（F☆☆☆☆）を　錆止めペイントは□JIS K5621 □JIS K5625 □JIS K5674 □　　　　　　（F☆☆☆☆）を　錆止めペイントは□JIS K5621 □JIS K5625 □JIS K5674 □　　　　　　（F☆☆☆☆）を　錆止めペイントは□JIS K5621 □JIS K5625 □JIS K5674 □　　　　　　（F☆☆☆☆）を

□現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ□現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ□現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ□現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ□現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ□現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ□現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ

軸組部材軸組部材軸組部材軸組部材軸組部材軸組部材軸組部材

■ひのき■ひのき■ひのき■ひのき■ひのき■ひのき■ひのき □K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□□K3　□

□面取り（見え掛かりのみ）　柱：5mm　梁：5mm□面取り（見え掛かりのみ）　柱：5mm　梁：5mm□面取り（見え掛かりのみ）　柱：5mm　梁：5mm□面取り（見え掛かりのみ）　柱：5mm　梁：5mm□面取り（見え掛かりのみ）　柱：5mm　梁：5mm□面取り（見え掛かりのみ）　柱：5mm　梁：5mm□面取り（見え掛かりのみ）　柱：5mm　梁：5mm

□接着接合の接合部耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。□接着接合の接合部耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。□接着接合の接合部耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。□接着接合の接合部耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。□接着接合の接合部耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。□接着接合の接合部耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。□接着接合の接合部耐力は、使用材料および使用方法に適した接着性能の試験を行い確認する。

構造設計特記仕様書（2）構造設計特記仕様書（2）構造設計特記仕様書（2）構造設計特記仕様書（2）構造設計特記仕様書（2）構造設計特記仕様書（2）構造設計特記仕様書（2） Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２Ｓ－０２

ＳＳＳＳＳＳＳＨＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＴＴＴＴＴＴＴ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯＯＯ

ＤＤＤＤＤＤＤＡＡＡＡＡＡＡＹＹＹＹＹＹＹ

ＳＳＳＳＳＳＳＨＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＴＴＴＴＴＴＴ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＡＡＡＡＡＡＡＭＭＭＭＭＭＭＥＥＥＥＥＥＥ

ＳＳＳＳＳＳＳＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡＬＬＬＬＬＬＬＥＥＥＥＥＥＥ

ＣＣＣＣＣＣＣＨＨＨＨＨＨＨ ＣＣＣＣＣＣＣＫＫＫＫＫＫＫ ＤＤＤＤＤＤＤＲＲＲＲＲＲＲＡＡＡＡＡＡＡＷＷＷＷＷＷＷ ＪＪＪＪＪＪＪＯＯＯＯＯＯＯＢＢＢＢＢＢＢ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯＯＯ ＴＴＴＴＴＴＴＩＩＩＩＩＩＩＴＴＴＴＴＴＴＬＬＬＬＬＬＬＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ

施行令第129条の２の３の事項施行令第129条の２の３の事項施行令第129条の２の３の事項施行令第129条の２の３の事項施行令第129条の２の３の事項施行令第129条の２の３の事項施行令第129条の２の３の事項

202405202405202405202405202405202405202405

2026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.31

令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)

南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事

□□□□□□□

□□□□□□□ ■塗布■塗布■塗布■塗布■塗布■塗布■塗布



１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項

9φ9φ9φ9φ9φ9φ9φ

D10D10D10D10D10D10D10

13φ13φ13φ13φ13φ13φ13φ

D13D13D13D13D13D13D13

16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ

D16D16D16D16D16D16D16

19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φ

D19D19D19D19D19D19D19

22φ22φ22φ22φ22φ22φ22φ

D22D22D22D22D22D22D22

25φ25φ25φ25φ25φ25φ25φ

D25D25D25D25D25D25D25

28φ28φ28φ28φ28φ28φ28φ

D29D29D29D29D29D29D29

32φ32φ32φ32φ32φ32φ32φ

D32D32D32D32D32D32D32

   鉄筋断面の表示方法   鉄筋断面の表示方法   鉄筋断面の表示方法   鉄筋断面の表示方法   鉄筋断面の表示方法   鉄筋断面の表示方法   鉄筋断面の表示方法

２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工２．鉄筋加工

図図図図図図図
鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ

内法直径（D）内法直径（D）内法直径（D）内法直径（D）内法直径（D）内法直径（D）内法直径（D）

鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に鉄筋の径に

よる区分よる区分よる区分よる区分よる区分よる区分よる区分

D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下

D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41D19～D41

D41以下D41以下D41以下D41以下D41以下D41以下D41以下

3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上

4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上

5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上5d以上

鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

135°135°135°135°135°135°135°

余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上

DDDDDDD180°180°180°180°180°180°180°

dd dd dd d
dd dd dd d

余長6d以上余長6d以上余長6d以上余長6d以上余長6d以上余長6d以上余長6d以上

DDDDDDD

DDDDDDD

dd dd dd d

余長8d以上余長8d以上余長8d以上余長8d以上余長8d以上余長8d以上余長8d以上

135°135°135°135°135°135°135°

 90° 90° 90° 90° 90° 90° 90°

折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度折り曲げ角度

180°180°180°180°180°180°180°

 90° 90° 90° 90° 90° 90° 90°

注）１　スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。注）１　スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。注）１　スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。注）１　スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。注）１　スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。注）１　スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。注）１　スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

注）２　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる注）２　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる注）２　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる注）２　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる注）２　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる注）２　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる注）２　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる

　　　　場合は、余長は4d以上とする。　　　　場合は、余長は4d以上とする。　　　　場合は、余長は4d以上とする。　　　　場合は、余長は4d以上とする。　　　　場合は、余長は4d以上とする。　　　　場合は、余長は4d以上とする。　　　　場合は、余長は4d以上とする。

注）３　スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。注）３　スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。注）３　スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。注）３　スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。注）３　スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。注）３　スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。注）３　スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

注）４　折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い注）４　折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い注）４　折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い注）４　折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い注）４　折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い注）４　折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い注）４　折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

項目項目項目項目項目項目項目

各加工各加工各加工各加工各加工各加工各加工

寸法寸法寸法寸法寸法寸法寸法

（下図参照）（下図参照）（下図参照）（下図参照）（下図参照）（下図参照）（下図参照）

加工後の全長加工後の全長加工後の全長加工後の全長加工後の全長加工後の全長加工後の全長

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋 D25以下D25以下D25以下D25以下D25以下D25以下D25以下

D29以上D41以下D29以上D41以下D29以上D41以下D29以上D41以下D29以上D41以下D29以上D41以下D29以上D41以下

あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋あばら筋・帯筋・スパイラル筋

符号符号符号符号符号符号符号

a,ba,ba,ba,ba,ba,ba,b

a,ba,ba,ba,ba,ba,ba,b

a,ba,ba,ba,ba,ba,ba,b

LLLLLLL

許容差許容差許容差許容差許容差許容差許容差

±15mm±15mm±15mm±15mm±15mm±15mm±15mm

±20mm±20mm±20mm±20mm±20mm±20mm±20mm

± 5mm± 5mm± 5mm± 5mm± 5mm± 5mm± 5mm

±20mm±20mm±20mm±20mm±20mm±20mm±20mm

aa aa aa a

bbbbbbb

aa aa aa a

bbbbbbb
主　筋主　筋主　筋主　筋主　筋主　筋主　筋

加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）

加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）加工後の全長（L）

スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋

あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋あばら筋・帯筋

bbbbbbb

aa aa aa a

溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋溶接閉鎖形筋

bbbbbbb

aa aa aa a

あきあきあきあきあきあきあき

間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

ddddddd ddddddd にはフックが必要にはフックが必要にはフックが必要にはフックが必要にはフックが必要にはフックが必要にはフックが必要

図の●印の鉄筋の重ね継手の末端図の●印の鉄筋の重ね継手の末端図の●印の鉄筋の重ね継手の末端図の●印の鉄筋の重ね継手の末端図の●印の鉄筋の重ね継手の末端図の●印の鉄筋の重ね継手の末端図の●印の鉄筋の重ね継手の末端

梁梁梁梁梁梁梁

柱柱柱柱柱柱柱

L3L3L3L3L3L3L3 L3hL3hL3hL3hL3hL3hL3h L3L3L3L3L3L3L3

(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし) (フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり) (フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)

小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋小梁下端筋 ｽﾗﾌﾞ下端筋ｽﾗﾌﾞ下端筋ｽﾗﾌﾞ下端筋ｽﾗﾌﾞ下端筋ｽﾗﾌﾞ下端筋ｽﾗﾌﾞ下端筋ｽﾗﾌﾞ下端筋

20d20d20d20d20d20d20d 10d10d10d10d10d10d10d 10d10d10d10d10d10d10d

かつかつかつかつかつかつかつ

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d

鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別 コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）

定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ

一般一般一般一般一般一般一般

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295 21212121212121

24～3624～3624～3624～3624～3624～3624～36

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345 21212121212121

24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 21～2721～2721～2721～2721～2721～2721～27

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

L2L2L2L2L2L2L2 L2hL2hL2hL2hL2hL2hL2h LaLaLaLaLaLaLa LbLbLbLbLbLbLb

(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし) (フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)

35d35d35d35d35d35d35d

30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d

35d35d35d35d35d35d35d

30d30d30d30d30d30d30d

40d40d40d40d40d40d40d

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d30d30d30d30d30d30d30d

20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d20d20d20d20d20d20d20d25d25d25d25d25d25d25d

25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d15d25d25d25d25d25d25d25d

注）１　フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、注）１　フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、注）１　フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、注）１　フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、注）１　フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、注）１　フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、注）１　フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、

　　　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。　　　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

注）２　フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。注）２　フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。注）２　フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。注）２　フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。注）２　フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。注）２　フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。注）２　フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

注）３　梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、注）３　梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、注）３　梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、注）３　梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、注）３　梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、注）３　梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、注）３　梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

注）４　地反力を受ける耐圧スラブ、基礎小梁の下端筋の定着長は一般定着L2(L2a)とする。注）４　地反力を受ける耐圧スラブ、基礎小梁の下端筋の定着長は一般定着L2(L2a)とする。注）４　地反力を受ける耐圧スラブ、基礎小梁の下端筋の定着長は一般定着L2(L2a)とする。注）４　地反力を受ける耐圧スラブ、基礎小梁の下端筋の定着長は一般定着L2(L2a)とする。注）４　地反力を受ける耐圧スラブ、基礎小梁の下端筋の定着長は一般定着L2(L2a)とする。注）４　地反力を受ける耐圧スラブ、基礎小梁の下端筋の定着長は一般定着L2(L2a)とする。注）４　地反力を受ける耐圧スラブ、基礎小梁の下端筋の定着長は一般定着L2(L2a)とする。

　　　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLaかつ柱せいの3/4以上とし、余長を8d以上とする。　　　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLaかつ柱せいの3/4以上とし、余長を8d以上とする。　　　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLaかつ柱せいの3/4以上とし、余長を8d以上とする。　　　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLaかつ柱せいの3/4以上とし、余長を8d以上とする。　　　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLaかつ柱せいの3/4以上とし、余長を8d以上とする。　　　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLaかつ柱せいの3/4以上とし、余長を8d以上とする。　　　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLaかつ柱せいの3/4以上とし、余長を8d以上とする。

8d
以
上

8d
以
上

8d
以

上
8d

以
上

8d
以
上

8d
以
上

8d
以
上

LaLaLaLaLaLaLa

DDDDDDD

DDDDDDD

L2L2L2L2L2L2L2

LaLaLaLaLaLaLa

L2L2L2L2L2L2L2

8d
以
上

8d
以
上

8d
以

上
8d

以
上

8d
以
上

8d
以
上

8d
以
上

LbLbLbLbLbLbLb

DDDDDDD

L2L2L2L2L2L2L2

L3L3L3L3L3L3L3

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の大梁主筋の柱内折り曲げ定着の

投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa投影定着長さLa

折り曲げ定着の投影定着長さLb折り曲げ定着の投影定着長さLb折り曲げ定着の投影定着長さLb折り曲げ定着の投影定着長さLb折り曲げ定着の投影定着長さLb折り曲げ定着の投影定着長さLb折り曲げ定着の投影定着長さLb
小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内小梁・スラブの上端筋の梁内

鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別鉄筋種別

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）Fc（N/mm2）

重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ重ね継手長さ

21212121212121

24～3624～3624～3624～3624～3624～3624～36

21212121212121

24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

21212121212121

24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

L1L1L1L1L1L1L1 L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし)(フックなし) (フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)(フックあり)

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

45d45d45d45d45d45d45d 30d30d30d30d30d30d30d

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d

45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

L1L1L1L1L1L1L1

直線重ね継手の長さL1直線重ね継手の長さL1直線重ね継手の長さL1直線重ね継手の長さL1直線重ね継手の長さL1直線重ね継手の長さL1直線重ね継手の長さL1

L1aL1aL1aL1aL1aL1aL1a

DDDDDDD

余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上余長4d以上

折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点 折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点

フック付き重ね継手の長さL1hフック付き重ね継手の長さL1hフック付き重ね継手の長さL1hフック付き重ね継手の長さL1hフック付き重ね継手の長さL1hフック付き重ね継手の長さL1hフック付き重ね継手の長さL1h

注）１　表中のdは異形鉄筋の呼び名の数値を表し、注）１　表中のdは異形鉄筋の呼び名の数値を表し、注）１　表中のdは異形鉄筋の呼び名の数値を表し、注）１　表中のdは異形鉄筋の呼び名の数値を表し、注）１　表中のdは異形鉄筋の呼び名の数値を表し、注）１　表中のdは異形鉄筋の呼び名の数値を表し、注）１　表中のdは異形鉄筋の呼び名の数値を表し、

　　　　丸鋼には適用しない。　　　　丸鋼には適用しない。　　　　丸鋼には適用しない。　　　　丸鋼には適用しない。　　　　丸鋼には適用しない。　　　　丸鋼には適用しない。　　　　丸鋼には適用しない。

注）２　直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、注）２　直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、注）２　直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、注）２　直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、注）２　直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、注）２　直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、注）２　直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、

　　　　細い方のdによる。　　　　細い方のdによる。　　　　細い方のdによる。　　　　細い方のdによる。　　　　細い方のdによる。　　　　細い方のdによる。　　　　細い方のdによる。

注）３　フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の注）３　フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の注）３　フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の注）３　フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の注）３　フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の注）３　フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の注）３　フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の

　　　　折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点　　　　折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点　　　　折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点　　　　折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点　　　　折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点　　　　折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点　　　　折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

　　　　以降のフック部は継手長さに含まない。　　　　以降のフック部は継手長さに含まない。　　　　以降のフック部は継手長さに含まない。　　　　以降のフック部は継手長さに含まない。　　　　以降のフック部は継手長さに含まない。　　　　以降のフック部は継手長さに含まない。　　　　以降のフック部は継手長さに含まない。

■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点■継手に関する注意点

1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。1.継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

2.D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。2.D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。2.D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。2.D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。2.D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。2.D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。2.D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

3.鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。3.鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。3.鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。3.鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。3.鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。3.鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。3.鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

4.ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。4.ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。4.ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。4.ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。4.ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。4.ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。4.ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

・ガス圧接継手・ガス圧接継手・ガス圧接継手・ガス圧接継手・ガス圧接継手・ガス圧接継手・ガス圧接継手

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面

1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上

2ｍｍ以下2ｍｍ以下2ｍｍ以下2ｍｍ以下2ｍｍ以下2ｍｍ以下2ｍｍ以下

1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面

d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下

d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面

θ＞80°θ＞80°θ＞80°θ＞80°θ＞80°θ＞80°θ＞80°

θθθθθθθ

・圧接形状・圧接形状・圧接形状・圧接形状・圧接形状・圧接形状・圧接形状

a≧400a≧400a≧400a≧400a≧400a≧400a≧400 1.5L1h以上1.5L1h以上1.5L1h以上1.5L1h以上1.5L1h以上1.5L1h以上1.5L1h以上

L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

約0.5L1h約0.5L1h約0.5L1h約0.5L1h約0.5L1h約0.5L1h約0.5L1h

L1hL1hL1hL1hL1hL1hL1h

・重ね継手（下図のいずれかとする）　フックなしの場合はL1hはL1・重ね継手（下図のいずれかとする）　フックなしの場合はL1hはL1・重ね継手（下図のいずれかとする）　フックなしの場合はL1hはL1・重ね継手（下図のいずれかとする）　フックなしの場合はL1hはL1・重ね継手（下図のいずれかとする）　フックなしの場合はL1hはL1・重ね継手（下図のいずれかとする）　フックなしの場合はL1hはL1・重ね継手（下図のいずれかとする）　フックなしの場合はL1hはL1

5.溶接継手および機械式継手を用いる場合は、評定等を受けたA級継手工法とする。5.溶接継手および機械式継手を用いる場合は、評定等を受けたA級継手工法とする。5.溶接継手および機械式継手を用いる場合は、評定等を受けたA級継手工法とする。5.溶接継手および機械式継手を用いる場合は、評定等を受けたA級継手工法とする。5.溶接継手および機械式継手を用いる場合は、評定等を受けたA級継手工法とする。5.溶接継手および機械式継手を用いる場合は、評定等を受けたA級継手工法とする。5.溶接継手および機械式継手を用いる場合は、評定等を受けたA級継手工法とする。

6.非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。6.非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。6.非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。6.非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。6.非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。6.非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。6.非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

■上にハンチ付き■上にハンチ付き■上にハンチ付き■上にハンチ付き■上にハンチ付き■上にハンチ付き■上にハンチ付き

L
2L
2

L
2
L
2 L
2
L
2

L
2

L
3
ま
た
は
L
2

L
3
ま
た
は
L
2

L
3
ま
た
は
L
2

L
3
ま
た
は
L
2

L
3
ま
た
は
L
2

L
3
ま
た
は
L
2

L
3
ま
た
は
L
2

①①①①①①①

4
04
0

4
0
4
0 4
0
4
0

4
0

7
07
0

7
0
7
0 7
0
7
0

7
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ハンチを付けた場合（a≧3）ハンチを付けた場合（a≧3）ハンチを付けた場合（a≧3）ハンチを付けた場合（a≧3）ハンチを付けた場合（a≧3）ハンチを付けた場合（a≧3）ハンチを付けた場合（a≧3）

aaaaaaa

②②②②②②②

1111111

１.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１.耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

　但し上筋と下筋を読みかえる　但し上筋と下筋を読みかえる　但し上筋と下筋を読みかえる　但し上筋と下筋を読みかえる　但し上筋と下筋を読みかえる　但し上筋と下筋を読みかえる　但し上筋と下筋を読みかえる

２.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２.①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

３.②の鉄筋はD13以上３.②の鉄筋はD13以上３.②の鉄筋はD13以上３.②の鉄筋はD13以上３.②の鉄筋はD13以上３.②の鉄筋はD13以上３.②の鉄筋はD13以上

４.埋戻し土のある場合は40を70とする４.埋戻し土のある場合は40を70とする４.埋戻し土のある場合は40を70とする４.埋戻し土のある場合は40を70とする４.埋戻し土のある場合は40を70とする４.埋戻し土のある場合は40を70とする４.埋戻し土のある場合は40を70とする
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立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり

縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2

基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁

基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁
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■下にハンチ（耐圧スラブ：シングル配筋）■下にハンチ（耐圧スラブ：シングル配筋）■下にハンチ（耐圧スラブ：シングル配筋）■下にハンチ（耐圧スラブ：シングル配筋）■下にハンチ（耐圧スラブ：シングル配筋）■下にハンチ（耐圧スラブ：シングル配筋）■下にハンチ（耐圧スラブ：シングル配筋） ■小規模建築物（耐圧スラブ：シングル配筋）■小規模建築物（耐圧スラブ：シングル配筋）■小規模建築物（耐圧スラブ：シングル配筋）■小規模建築物（耐圧スラブ：シングル配筋）■小規模建築物（耐圧スラブ：シングル配筋）■小規模建築物（耐圧スラブ：シングル配筋）■小規模建築物（耐圧スラブ：シングル配筋）

■ハンチなし■ハンチなし■ハンチなし■ハンチなし■ハンチなし■ハンチなし■ハンチなし ■下にハンチ付き（耐圧スラブ：ダブル配筋）■下にハンチ付き（耐圧スラブ：ダブル配筋）■下にハンチ付き（耐圧スラブ：ダブル配筋）■下にハンチ付き（耐圧スラブ：ダブル配筋）■下にハンチ付き（耐圧スラブ：ダブル配筋）■下にハンチ付き（耐圧スラブ：ダブル配筋）■下にハンチ付き（耐圧スラブ：ダブル配筋）
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立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり

基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁

縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2

立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり立ち上がり

縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2縦筋の基礎梁への定着L2

基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁

幅止め筋D10＠1000以下幅止め筋D10＠1000以下幅止め筋D10＠1000以下幅止め筋D10＠1000以下幅止め筋D10＠1000以下幅止め筋D10＠1000以下幅止め筋D10＠1000以下

4d4d4d4d4d4d4d

4d4d4d4d4d4d4d

DD DD DD D

600≦ D ＜900600≦ D ＜900600≦ D ＜900600≦ D ＜900600≦ D ＜900600≦ D ＜900600≦ D ＜900

900≦ D ＜1200900≦ D ＜1200900≦ D ＜1200900≦ D ＜1200900≦ D ＜1200900≦ D ＜1200900≦ D ＜1200

1200≦ D ＜15001200≦ D ＜15001200≦ D ＜15001200≦ D ＜15001200≦ D ＜15001200≦ D ＜15001200≦ D ＜1500

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10
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L
2

１階床がRC造１階床がRC造１階床がRC造１階床がRC造１階床がRC造１階床がRC造１階床がRC造

のときのときのときのときのときのときのとき

３．腹筋及び幅止め筋の本数、加工３．腹筋及び幅止め筋の本数、加工３．腹筋及び幅止め筋の本数、加工３．腹筋及び幅止め筋の本数、加工３．腹筋及び幅止め筋の本数、加工３．腹筋及び幅止め筋の本数、加工３．腹筋及び幅止め筋の本数、加工

　　（D＜600　不要）　　（D＜600　不要）　　（D＜600　不要）　　（D＜600　不要）　　（D＜600　不要）　　（D＜600　不要）　　（D＜600　不要）

４．床版４．床版４．床版４．床版４．床版４．床版４．床版
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長
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長
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長

余
長

L2hL2hL2hL2hL2hL2hL2h

折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

L3L3L3L3L3L3L3

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

余
長

余
長

余
長

余
長

余
長

余
長

余
長 L3hL3hL3hL3hL3hL3hL3h

折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点折り曲げ開始点

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

直線定着の長さL2直線定着の長さL2直線定着の長さL2直線定着の長さL2直線定着の長さL2直線定着の長さL2直線定着の長さL2 フック付き定着の長さL2hフック付き定着の長さL2hフック付き定着の長さL2hフック付き定着の長さL2hフック付き定着の長さL2hフック付き定着の長さL2hフック付き定着の長さL2h

（90°フックの場合）（90°フックの場合）（90°フックの場合）（90°フックの場合）（90°フックの場合）（90°フックの場合）（90°フックの場合）
下端筋の直線定着長さL3下端筋の直線定着長さL3下端筋の直線定着長さL3下端筋の直線定着長さL3下端筋の直線定着長さL3下端筋の直線定着長さL3下端筋の直線定着長さL3

（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）
下端筋のフック付き定着の長さL3h下端筋のフック付き定着の長さL3h下端筋のフック付き定着の長さL3h下端筋のフック付き定着の長さL3h下端筋のフック付き定着の長さL3h下端筋のフック付き定着の長さL3h下端筋のフック付き定着の長さL3h

（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）（小梁・スラブ）

３．基礎３．基礎３．基礎３．基礎３．基礎３．基礎３．基礎
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DD DD DD D

大開口の範囲大開口の範囲大開口の範囲大開口の範囲大開口の範囲大開口の範囲大開口の範囲

D13D13D13D13D13D13D13

周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋

斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋

D13D13D13D13D13D13D13

L
1L
1

L
1
L
1 L
1

L
1

L
1L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1L1L1

2L1
2L1
2L1
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床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ床版厚さＤ 周囲周囲周囲周囲周囲周囲周囲 斜め斜め斜め斜め斜め斜め斜め

　　Ｄ≦150　　Ｄ≦150　　Ｄ≦150　　Ｄ≦150　　Ｄ≦150　　Ｄ≦150　　Ｄ≦150

150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200

200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300

各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13

各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13

各2-D19各2-D19各2-D19各2-D19各2-D19各2-D19各2-D19

各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13

各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13

各2-D16各2-D16各2-D16各2-D16各2-D16各2-D16各2-D16

注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、斜補強筋注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、斜補強筋注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、斜補強筋注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、斜補強筋注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、斜補強筋注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、斜補強筋注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、斜補強筋
　　とは別に開口によって切断される鉄筋と同じ鉄筋を　　とは別に開口によって切断される鉄筋と同じ鉄筋を　　とは別に開口によって切断される鉄筋と同じ鉄筋を　　とは別に開口によって切断される鉄筋と同じ鉄筋を　　とは別に開口によって切断される鉄筋と同じ鉄筋を　　とは別に開口によって切断される鉄筋と同じ鉄筋を　　とは別に開口によって切断される鉄筋と同じ鉄筋を
　　開口を避けて補強する。　　開口を避けて補強する。　　開口を避けて補強する。　　開口を避けて補強する。　　開口を避けて補強する。　　開口を避けて補強する。　　開口を避けて補強する。

Ｈ≦2tＨ≦2tＨ≦2tＨ≦2tＨ≦2tＨ≦2tＨ≦2t

L2hL2hL2hL2hL2hL2hL2h

D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上
D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上

tt tt tt t
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HH HH HH Htt tt tt t
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D13D13D13D13D13D13D13
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tt tt tt t
tt tt tt t

５．釜場５．釜場５．釜場５．釜場５．釜場５．釜場５．釜場

①軽作業の土間①軽作業の土間①軽作業の土間①軽作業の土間①軽作業の土間①軽作業の土間①軽作業の土間

L1L1L1L1L1L1L1

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16折り曲げD10-＠200折り曲げD10-＠200折り曲げD10-＠200折り曲げD10-＠200折り曲げD10-＠200折り曲げD10-＠200折り曲げD10-＠200

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16
D13@200ダブルD13@200ダブルD13@200ダブルD13@200ダブルD13@200ダブルD13@200ダブルD13@200ダブル

D10-＠200D10-＠200D10-＠200D10-＠200D10-＠200D10-＠200D10-＠200

ST□-D10@150ST□-D10@150ST□-D10@150ST□-D10@150ST□-D10@150ST□-D10@150ST□-D10@150

600600600600600600600
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00
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2
00

600×600以下600×600以下600×600以下600×600以下600×600以下600×600以下600×600以下

250250250250250250250

tt tt tt t

L1L1L1L1L1L1L1梁主筋2-D16梁主筋2-D16梁主筋2-D16梁主筋2-D16梁主筋2-D16梁主筋2-D16梁主筋2-D16

②間仕切壁との交差部②間仕切壁との交差部②間仕切壁との交差部②間仕切壁との交差部②間仕切壁との交差部②間仕切壁との交差部②間仕切壁との交差部

６．打継ぎ補強　（ダメ孔打継面について）６．打継ぎ補強　（ダメ孔打継面について）６．打継ぎ補強　（ダメ孔打継面について）６．打継ぎ補強　（ダメ孔打継面について）６．打継ぎ補強　（ダメ孔打継面について）６．打継ぎ補強　（ダメ孔打継面について）６．打継ぎ補強　（ダメ孔打継面について）

　・設計配筋間隔の1/2ピッチ、長さ2×L1以上　・設計配筋間隔の1/2ピッチ、長さ2×L1以上　・設計配筋間隔の1/2ピッチ、長さ2×L1以上　・設計配筋間隔の1/2ピッチ、長さ2×L1以上　・設計配筋間隔の1/2ピッチ、長さ2×L1以上　・設計配筋間隔の1/2ピッチ、長さ2×L1以上　・設計配筋間隔の1/2ピッチ、長さ2×L1以上

　・無筋部分D10-＠200、長さ800以上　・無筋部分D10-＠200、長さ800以上　・無筋部分D10-＠200、長さ800以上　・無筋部分D10-＠200、長さ800以上　・無筋部分D10-＠200、長さ800以上　・無筋部分D10-＠200、長さ800以上　・無筋部分D10-＠200、長さ800以上

　　　　　　　　・斜め開口補強筋：各2-D13　四隅に配置　　　　　　　　・斜め開口補強筋：各2-D13　四隅に配置　　　　　　　　・斜め開口補強筋：各2-D13　四隅に配置　　　　　　　　・斜め開口補強筋：各2-D13　四隅に配置　　　　　　　　・斜め開口補強筋：各2-D13　四隅に配置　　　　　　　　・斜め開口補強筋：各2-D13　四隅に配置　　　　　　　　・斜め開口補強筋：各2-D13　四隅に配置

５．梁貫通孔補強５．梁貫通孔補強５．梁貫通孔補強５．梁貫通孔補強５．梁貫通孔補強５．梁貫通孔補強５．梁貫通孔補強

　・開口径(H)　：　H≦D/3　ただし、H≦750mm　・開口径(H)　：　H≦D/3　ただし、H≦750mm　・開口径(H)　：　H≦D/3　ただし、H≦750mm　・開口径(H)　：　H≦D/3　ただし、H≦750mm　・開口径(H)　：　H≦D/3　ただし、H≦750mm　・開口径(H)　：　H≦D/3　ただし、H≦750mm　・開口径(H)　：　H≦D/3　ただし、H≦750mm

　・開口の水平方向中心間距離(A)　：　A≧3H　・開口の水平方向中心間距離(A)　：　A≧3H　・開口の水平方向中心間距離(A)　：　A≧3H　・開口の水平方向中心間距離(A)　：　A≧3H　・開口の水平方向中心間距離(A)　：　A≧3H　・開口の水平方向中心間距離(A)　：　A≧3H　・開口の水平方向中心間距離(A)　：　A≧3H

　・開口の垂直方向中心間距離(G)　：　G≧3H　ただし、ΣH≦D/3かつ2開口まで　・開口の垂直方向中心間距離(G)　：　G≧3H　ただし、ΣH≦D/3かつ2開口まで　・開口の垂直方向中心間距離(G)　：　G≧3H　ただし、ΣH≦D/3かつ2開口まで　・開口の垂直方向中心間距離(G)　：　G≧3H　ただし、ΣH≦D/3かつ2開口まで　・開口の垂直方向中心間距離(G)　：　G≧3H　ただし、ΣH≦D/3かつ2開口まで　・開口の垂直方向中心間距離(G)　：　G≧3H　ただし、ΣH≦D/3かつ2開口まで　・開口の垂直方向中心間距離(G)　：　G≧3H　ただし、ΣH≦D/3かつ2開口まで

　・柱際から開口中心までの距離(B)　：B≧D　・柱際から開口中心までの距離(B)　：B≧D　・柱際から開口中心までの距離(B)　：B≧D　・柱際から開口中心までの距離(B)　：B≧D　・柱際から開口中心までの距離(B)　：B≧D　・柱際から開口中心までの距離(B)　：B≧D　・柱際から開口中心までの距離(B)　：B≧D

　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で、　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で、　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で、　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で、　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で、　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で、　　　ただし、あばら筋に普通鉄筋を使用した梁端の曲げ降伏型ではない基礎梁で、

　　　18≦Fc≦51N/\U+339Fであり、1.00≦M/Qd≦1.55かつH/D≦0.25の場合、　　　18≦Fc≦51N/\U+339Fであり、1.00≦M/Qd≦1.55かつH/D≦0.25の場合、　　　18≦Fc≦51N/\U+339Fであり、1.00≦M/Qd≦1.55かつH/D≦0.25の場合、　　　18≦Fc≦51N/\U+339Fであり、1.00≦M/Qd≦1.55かつH/D≦0.25の場合、　　　18≦Fc≦51N/\U+339Fであり、1.00≦M/Qd≦1.55かつH/D≦0.25の場合、　　　18≦Fc≦51N/\U+339Fであり、1.00≦M/Qd≦1.55かつH/D≦0.25の場合、　　　18≦Fc≦51N/\U+339Fであり、1.00≦M/Qd≦1.55かつH/D≦0.25の場合、

　　　B≧max(0.4D，C/2)　　　B≧max(0.4D，C/2)　　　B≧max(0.4D，C/2)　　　B≧max(0.4D，C/2)　　　B≧max(0.4D，C/2)　　　B≧max(0.4D，C/2)　　　B≧max(0.4D，C/2)

　・梁上下端からのへりあき距離(Hc)　：　開口の上下方向の位置は梁せい中心付近　・梁上下端からのへりあき距離(Hc)　：　開口の上下方向の位置は梁せい中心付近　・梁上下端からのへりあき距離(Hc)　：　開口の上下方向の位置は梁せい中心付近　・梁上下端からのへりあき距離(Hc)　：　開口の上下方向の位置は梁せい中心付近　・梁上下端からのへりあき距離(Hc)　：　開口の上下方向の位置は梁せい中心付近　・梁上下端からのへりあき距離(Hc)　：　開口の上下方向の位置は梁せい中心付近　・梁上下端からのへりあき距離(Hc)　：　開口の上下方向の位置は梁せい中心付近

　　とする。ただし、梁上下端からのへりあき距離については、孔開口補強材が　　とする。ただし、梁上下端からのへりあき距離については、孔開口補強材が　　とする。ただし、梁上下端からのへりあき距離については、孔開口補強材が　　とする。ただし、梁上下端からのへりあき距離については、孔開口補強材が　　とする。ただし、梁上下端からのへりあき距離については、孔開口補強材が　　とする。ただし、梁上下端からのへりあき距離については、孔開口補強材が　　とする。ただし、梁上下端からのへりあき距離については、孔開口補強材が

　　あばら筋の内側に納まる距離を確保する。　　あばら筋の内側に納まる距離を確保する。　　あばら筋の内側に納まる距離を確保する。　　あばら筋の内側に納まる距離を確保する。　　あばら筋の内側に納まる距離を確保する。　　あばら筋の内側に納まる距離を確保する。　　あばら筋の内側に納まる距離を確保する。

孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋
捨て筋捨て筋捨て筋捨て筋捨て筋捨て筋捨て筋

2枚の配筋例2枚の配筋例2枚の配筋例2枚の配筋例2枚の配筋例2枚の配筋例2枚の配筋例 3枚以上の配筋例3枚以上の配筋例3枚以上の配筋例3枚以上の配筋例3枚以上の配筋例3枚以上の配筋例3枚以上の配筋例

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

適正な取付け向き適正な取付け向き適正な取付け向き適正な取付け向き適正な取付け向き適正な取付け向き適正な取付け向き

CCCCCCC

HHHHHHH

CCCCCCC

50505050505050 50505050505050 50505050505050 50505050505050
HHHHHHH50505050505050 50505050505050

孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材

開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋

H≧250 基本組数　２組H≧250 基本組数　２組H≧250 基本組数　２組H≧250 基本組数　２組H≧250 基本組数　２組H≧250 基本組数　２組H≧250 基本組数　２組H<250 基本組数　１組H<250 基本組数　１組H<250 基本組数　１組H<250 基本組数　１組H<250 基本組数　１組H<250 基本組数　１組H<250 基本組数　１組

孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材孔開口補強材

50505050505050 50505050505050

100mm超過100mm超過100mm超過100mm超過100mm超過100mm超過100mm超過

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

50505050505050 50505050505050

開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋

開口際補強筋開口際補強筋開口際補強筋開口際補強筋開口際補強筋開口際補強筋開口際補強筋
一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

50mm以上50mm以上50mm以上50mm以上50mm以上50mm以上50mm以上 L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2

40d以上※140d以上※140d以上※140d以上※140d以上※140d以上※140d以上※1

横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。
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Hc<300の場合Hc<300の場合Hc<300の場合Hc<300の場合Hc<300の場合Hc<300の場合Hc<300の場合
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50mm以上50mm以上50mm以上50mm以上50mm以上50mm以上50mm以上

50505050505050 50505050505050

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋開口際補強あばら筋 開口上部補強筋開口上部補強筋開口上部補強筋開口上部補強筋開口上部補強筋開口上部補強筋開口上部補強筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋一般部あばら筋

開口下部補強筋開口下部補強筋開口下部補強筋開口下部補強筋開口下部補強筋開口下部補強筋開口下部補強筋 (d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)(d)

(c)(c)(c)(c)(c)(c)(c)(a)(a)(a)(a)(a)(a)(a)

例1例1例1例1例1例1例1

開口上下部補強筋例開口上下部補強筋例開口上下部補強筋例開口上下部補強筋例開口上下部補強筋例開口上下部補強筋例開口上下部補強筋例

例2例2例2例2例2例2例2
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40d以上※140d以上※140d以上※140d以上※140d以上※140d以上※140d以上※1

L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2L2またはL2h以上※2

横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。横筋の定着長さは、※1 又は ※2の長さ以上とする。

　(2)孔開口補強材の取付け　(2)孔開口補強材の取付け　(2)孔開口補強材の取付け　(2)孔開口補強材の取付け　(2)孔開口補強材の取付け　(2)孔開口補強材の取付け　(2)孔開口補強材の取付け

　・製品の取付けは、開口部１箇所に対して基本２枚以上用いてあばら筋の内側へ　・製品の取付けは、開口部１箇所に対して基本２枚以上用いてあばら筋の内側へ　・製品の取付けは、開口部１箇所に対して基本２枚以上用いてあばら筋の内側へ　・製品の取付けは、開口部１箇所に対して基本２枚以上用いてあばら筋の内側へ　・製品の取付けは、開口部１箇所に対して基本２枚以上用いてあばら筋の内側へ　・製品の取付けは、開口部１箇所に対して基本２枚以上用いてあばら筋の内側へ　・製品の取付けは、開口部１箇所に対して基本２枚以上用いてあばら筋の内側へ

　　取り付ける。３枚以上必要とする場合は、捨て筋を取り付け、製品を捨て筋に結　　取り付ける。３枚以上必要とする場合は、捨て筋を取り付け、製品を捨て筋に結　　取り付ける。３枚以上必要とする場合は、捨て筋を取り付け、製品を捨て筋に結　　取り付ける。３枚以上必要とする場合は、捨て筋を取り付け、製品を捨て筋に結　　取り付ける。３枚以上必要とする場合は、捨て筋を取り付け、製品を捨て筋に結　　取り付ける。３枚以上必要とする場合は、捨て筋を取り付け、製品を捨て筋に結　　取り付ける。３枚以上必要とする場合は、捨て筋を取り付け、製品を捨て筋に結

　　束等で取り付け保持する。　　束等で取り付け保持する。　　束等で取り付け保持する。　　束等で取り付け保持する。　　束等で取り付け保持する。　　束等で取り付け保持する。　　束等で取り付け保持する。

　・製品は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。　・製品は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。　・製品は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。　・製品は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。　・製品は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。　・製品は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。　・製品は、必ずつめ部が上下方向になるように取り付ける。

　(3)開口際補強あばら筋の基本配筋　(3)開口際補強あばら筋の基本配筋　(3)開口際補強あばら筋の基本配筋　(3)開口際補強あばら筋の基本配筋　(3)開口際補強あばら筋の基本配筋　(3)開口際補強あばら筋の基本配筋　(3)開口際補強あばら筋の基本配筋

　・開口際補強あばら筋は一般部あばら筋と同種同形状とし、開口径がH＜250のとき　・開口際補強あばら筋は一般部あばら筋と同種同形状とし、開口径がH＜250のとき　・開口際補強あばら筋は一般部あばら筋と同種同形状とし、開口径がH＜250のとき　・開口際補強あばら筋は一般部あばら筋と同種同形状とし、開口径がH＜250のとき　・開口際補強あばら筋は一般部あばら筋と同種同形状とし、開口径がH＜250のとき　・開口際補強あばら筋は一般部あばら筋と同種同形状とし、開口径がH＜250のとき　・開口際補強あばら筋は一般部あばら筋と同種同形状とし、開口径がH＜250のとき

　　に開口際に１組、250≦Hのときに２組配置する。　　に開口際に１組、250≦Hのときに２組配置する。　　に開口際に１組、250≦Hのときに２組配置する。　　に開口際に１組、250≦Hのときに２組配置する。　　に開口際に１組、250≦Hのときに２組配置する。　　に開口際に１組、250≦Hのときに２組配置する。　　に開口際に１組、250≦Hのときに２組配置する。

　・開口際補強あばら筋は、開口際から50mmのかぶり厚さを確保し、２組目以降は　・開口際補強あばら筋は、開口際から50mmのかぶり厚さを確保し、２組目以降は　・開口際補強あばら筋は、開口際から50mmのかぶり厚さを確保し、２組目以降は　・開口際補強あばら筋は、開口際から50mmのかぶり厚さを確保し、２組目以降は　・開口際補強あばら筋は、開口際から50mmのかぶり厚さを確保し、２組目以降は　・開口際補強あばら筋は、開口際から50mmのかぶり厚さを確保し、２組目以降は　・開口際補強あばら筋は、開口際から50mmのかぶり厚さを確保し、２組目以降は

　　50mmの間隔で配置する。　　50mmの間隔で配置する。　　50mmの間隔で配置する。　　50mmの間隔で配置する。　　50mmの間隔で配置する。　　50mmの間隔で配置する。　　50mmの間隔で配置する。

　　　開口際補強あばら筋　　　開口際補強あばら筋　　　開口際補強あばら筋　　　開口際補強あばら筋　　　開口際補強あばら筋　　　開口際補強あばら筋　　　開口際補強あばら筋

　(4)垂直方向に開口が並列する場合　(4)垂直方向に開口が並列する場合　(4)垂直方向に開口が並列する場合　(4)垂直方向に開口が並列する場合　(4)垂直方向に開口が並列する場合　(4)垂直方向に開口が並列する場合　(4)垂直方向に開口が並列する場合

　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら

　　筋までの距離が100mmを超える場合は、大開口の小開口側となる直上または直下　　筋までの距離が100mmを超える場合は、大開口の小開口側となる直上または直下　　筋までの距離が100mmを超える場合は、大開口の小開口側となる直上または直下　　筋までの距離が100mmを超える場合は、大開口の小開口側となる直上または直下　　筋までの距離が100mmを超える場合は、大開口の小開口側となる直上または直下　　筋までの距離が100mmを超える場合は、大開口の小開口側となる直上または直下　　筋までの距離が100mmを超える場合は、大開口の小開口側となる直上または直下

　　補強筋を配筋する。　　補強筋を配筋する。　　補強筋を配筋する。　　補強筋を配筋する。　　補強筋を配筋する。　　補強筋を配筋する。　　補強筋を配筋する。

　・開口際補強筋は大開口の開口縁から50mm以上のかぶり厚さを確保する。　・開口際補強筋は大開口の開口縁から50mm以上のかぶり厚さを確保する。　・開口際補強筋は大開口の開口縁から50mm以上のかぶり厚さを確保する。　・開口際補強筋は大開口の開口縁から50mm以上のかぶり厚さを確保する。　・開口際補強筋は大開口の開口縁から50mm以上のかぶり厚さを確保する。　・開口際補強筋は大開口の開口縁から50mm以上のかぶり厚さを確保する。　・開口際補強筋は大開口の開口縁から50mm以上のかぶり厚さを確保する。

　・開口際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般部あばら筋と同径以上　・開口際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般部あばら筋と同径以上　・開口際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般部あばら筋と同径以上　・開口際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般部あばら筋と同径以上　・開口際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般部あばら筋と同径以上　・開口際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般部あばら筋と同径以上　・開口際補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般部あばら筋と同径以上

　　とし、定着長さは大開口の開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との　　とし、定着長さは大開口の開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との　　とし、定着長さは大開口の開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との　　とし、定着長さは大開口の開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との　　とし、定着長さは大開口の開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との　　とし、定着長さは大開口の開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との　　とし、定着長さは大開口の開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との

　　交点からL2またはL2h以上とする。　　交点からL2またはL2h以上とする。　　交点からL2またはL2h以上とする。　　交点からL2またはL2h以上とする。　　交点からL2またはL2h以上とする。　　交点からL2またはL2h以上とする。　　交点からL2またはL2h以上とする。

　(5)開口上下部の補強　(5)開口上下部の補強　(5)開口上下部の補強　(5)開口上下部の補強　(5)開口上下部の補強　(5)開口上下部の補強　(5)開口上下部の補強

　・開口径Hが250mm以上の場合は開口上下部補強筋を一般部あばら筋設計間隔以内で　・開口径Hが250mm以上の場合は開口上下部補強筋を一般部あばら筋設計間隔以内で　・開口径Hが250mm以上の場合は開口上下部補強筋を一般部あばら筋設計間隔以内で　・開口径Hが250mm以上の場合は開口上下部補強筋を一般部あばら筋設計間隔以内で　・開口径Hが250mm以上の場合は開口上下部補強筋を一般部あばら筋設計間隔以内で　・開口径Hが250mm以上の場合は開口上下部補強筋を一般部あばら筋設計間隔以内で　・開口径Hが250mm以上の場合は開口上下部補強筋を一般部あばら筋設計間隔以内で

　　設ける。　　設ける。　　設ける。　　設ける。　　設ける。　　設ける。　　設ける。

　・開口上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般あばら筋径と同径　・開口上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般あばら筋径と同径　・開口上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般あばら筋径と同径　・開口上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般あばら筋径と同径　・開口上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般あばら筋径と同径　・開口上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般あばら筋径と同径　・開口上下部補強筋は一般部あばら筋と同径とする。横筋は一般あばら筋径と同径

　　以上とし、定着長さは開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との交　　以上とし、定着長さは開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との交　　以上とし、定着長さは開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との交　　以上とし、定着長さは開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との交　　以上とし、定着長さは開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との交　　以上とし、定着長さは開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との交　　以上とし、定着長さは開口際から40d以上、または開口中心から45度の線との交

　　点からL2またはL2h以上とする。　　点からL2またはL2h以上とする。　　点からL2またはL2h以上とする。　　点からL2またはL2h以上とする。　　点からL2またはL2h以上とする。　　点からL2またはL2h以上とする。　　点からL2またはL2h以上とする。

　・開口上下部補強筋は開口の上下縁から50mm以上のかぶりを確保する。Hcが300mm　・開口上下部補強筋は開口の上下縁から50mm以上のかぶりを確保する。Hcが300mm　・開口上下部補強筋は開口の上下縁から50mm以上のかぶりを確保する。Hcが300mm　・開口上下部補強筋は開口の上下縁から50mm以上のかぶりを確保する。Hcが300mm　・開口上下部補強筋は開口の上下縁から50mm以上のかぶりを確保する。Hcが300mm　・開口上下部補強筋は開口の上下縁から50mm以上のかぶりを確保する。Hcが300mm　・開口上下部補強筋は開口の上下縁から50mm以上のかぶりを確保する。Hcが300mm

　　未満の場合、(d)の形状としてよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状　　未満の場合、(d)の形状としてよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状　　未満の場合、(d)の形状としてよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状　　未満の場合、(d)の形状としてよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状　　未満の場合、(d)の形状としてよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状　　未満の場合、(d)の形状としてよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状　　未満の場合、(d)の形状としてよい。また、(c)のように梁の両側からコの字形状

　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら　・垂直方向に並列する２開口が異径の場合、小開口の開口縁から開口際補強あばら

　　の補強筋を配筋する場合の重ね長さはL1またはL1h以上を確保する。　　の補強筋を配筋する場合の重ね長さはL1またはL1h以上を確保する。　　の補強筋を配筋する場合の重ね長さはL1またはL1h以上を確保する。　　の補強筋を配筋する場合の重ね長さはL1またはL1h以上を確保する。　　の補強筋を配筋する場合の重ね長さはL1またはL1h以上を確保する。　　の補強筋を配筋する場合の重ね長さはL1またはL1h以上を確保する。　　の補強筋を配筋する場合の重ね長さはL1またはL1h以上を確保する。

　・垂直方向に開口径が250mm以上の同径の２開口が並列する場合、開口間には開口　・垂直方向に開口径が250mm以上の同径の２開口が並列する場合、開口間には開口　・垂直方向に開口径が250mm以上の同径の２開口が並列する場合、開口間には開口　・垂直方向に開口径が250mm以上の同径の２開口が並列する場合、開口間には開口　・垂直方向に開口径が250mm以上の同径の２開口が並列する場合、開口間には開口　・垂直方向に開口径が250mm以上の同径の２開口が並列する場合、開口間には開口　・垂直方向に開口径が250mm以上の同径の２開口が並列する場合、開口間には開口

　　上下補強筋と同様の配筋を行う。　　上下補強筋と同様の配筋を行う。　　上下補強筋と同様の配筋を行う。　　上下補強筋と同様の配筋を行う。　　上下補強筋と同様の配筋を行う。　　上下補強筋と同様の配筋を行う。　　上下補強筋と同様の配筋を行う。

　・垂直方向に並列する２開口が異径で大開口の径が250mm以上の場合、小開口の径　・垂直方向に並列する２開口が異径で大開口の径が250mm以上の場合、小開口の径　・垂直方向に並列する２開口が異径で大開口の径が250mm以上の場合、小開口の径　・垂直方向に並列する２開口が異径で大開口の径が250mm以上の場合、小開口の径　・垂直方向に並列する２開口が異径で大開口の径が250mm以上の場合、小開口の径　・垂直方向に並列する２開口が異径で大開口の径が250mm以上の場合、小開口の径　・垂直方向に並列する２開口が異径で大開口の径が250mm以上の場合、小開口の径

　　にかかわらず小開口の上下部に開口上下補強筋を配筋する。小開口の開口際から　　にかかわらず小開口の上下部に開口上下補強筋を配筋する。小開口の開口際から　　にかかわらず小開口の上下部に開口上下補強筋を配筋する。小開口の開口際から　　にかかわらず小開口の上下部に開口上下補強筋を配筋する。小開口の開口際から　　にかかわらず小開口の上下部に開口上下補強筋を配筋する。小開口の開口際から　　にかかわらず小開口の上下部に開口上下補強筋を配筋する。小開口の開口際から　　にかかわらず小開口の上下部に開口上下補強筋を配筋する。小開口の開口際から

　　開口際補強あばら筋までの距離が100mmを超える場合は開口際補強筋を配筋する。　　開口際補強あばら筋までの距離が100mmを超える場合は開口際補強筋を配筋する。　　開口際補強あばら筋までの距離が100mmを超える場合は開口際補強筋を配筋する。　　開口際補強あばら筋までの距離が100mmを超える場合は開口際補強筋を配筋する。　　開口際補強あばら筋までの距離が100mmを超える場合は開口際補強筋を配筋する。　　開口際補強あばら筋までの距離が100mmを超える場合は開口際補強筋を配筋する。　　開口際補強あばら筋までの距離が100mmを超える場合は開口際補強筋を配筋する。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号

　　d：異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　D：部材のせい、又は鉄筋内法直径　　d：異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　D：部材のせい、又は鉄筋内法直径　　d：異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　D：部材のせい、又は鉄筋内法直径　　d：異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　D：部材のせい、又は鉄筋内法直径　　d：異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　D：部材のせい、又は鉄筋内法直径　　d：異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　D：部材のせい、又は鉄筋内法直径　　d：異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　D：部材のせい、又は鉄筋内法直径

　　＠：間隔　r：半径　CL：中心線　lo：部材間の内法距離　ho：部材間の内法高さ　　＠：間隔　r：半径　CL：中心線　lo：部材間の内法距離　ho：部材間の内法高さ　　＠：間隔　r：半径　CL：中心線　lo：部材間の内法距離　ho：部材間の内法高さ　　＠：間隔　r：半径　CL：中心線　lo：部材間の内法距離　ho：部材間の内法高さ　　＠：間隔　r：半径　CL：中心線　lo：部材間の内法距離　ho：部材間の内法高さ　　＠：間隔　r：半径　CL：中心線　lo：部材間の内法距離　ho：部材間の内法高さ　　＠：間隔　r：半径　CL：中心線　lo：部材間の内法距離　ho：部材間の内法高さ

　　ST：あばら筋　HOOP：帯筋　S.HOOP：補強帯筋　　ST：あばら筋　HOOP：帯筋　S.HOOP：補強帯筋　　ST：あばら筋　HOOP：帯筋　S.HOOP：補強帯筋　　ST：あばら筋　HOOP：帯筋　S.HOOP：補強帯筋　　ST：あばら筋　HOOP：帯筋　S.HOOP：補強帯筋　　ST：あばら筋　HOOP：帯筋　S.HOOP：補強帯筋　　ST：あばら筋　HOOP：帯筋　S.HOOP：補強帯筋

（１）鉄筋の折り曲げ加工（１）鉄筋の折り曲げ加工（１）鉄筋の折り曲げ加工（１）鉄筋の折り曲げ加工（１）鉄筋の折り曲げ加工（１）鉄筋の折り曲げ加工（１）鉄筋の折り曲げ加工

（２）加工寸法の許容差（２）加工寸法の許容差（２）加工寸法の許容差（２）加工寸法の許容差（２）加工寸法の許容差（２）加工寸法の許容差（２）加工寸法の許容差

（３）鉄筋のあき（３）鉄筋のあき（３）鉄筋のあき（３）鉄筋のあき（３）鉄筋のあき（３）鉄筋のあき（３）鉄筋のあき

　25mmのうち最も大きい値。　25mmのうち最も大きい値。　25mmのうち最も大きい値。　25mmのうち最も大きい値。　25mmのうち最も大きい値。　25mmのうち最も大きい値。　25mmのうち最も大きい値。

　異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ　異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ　異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ　異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ　異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ　異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ　異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ

（４）鉄筋のフック（４）鉄筋のフック（４）鉄筋のフック（４）鉄筋のフック（４）鉄筋のフック（４）鉄筋のフック（４）鉄筋のフック

　a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。　a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。　a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。　a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。　a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。　a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。　a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

　a.あばら筋、帯筋、及び幅止め筋　a.あばら筋、帯筋、及び幅止め筋　a.あばら筋、帯筋、及び幅止め筋　a.あばら筋、帯筋、及び幅止め筋　a.あばら筋、帯筋、及び幅止め筋　a.あばら筋、帯筋、及び幅止め筋　a.あばら筋、帯筋、及び幅止め筋

　b.煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）　b.煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）　b.煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）　b.煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）　b.煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）　b.煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）　b.煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

　c.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分　c.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分　c.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分　c.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分　c.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分　c.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分　c.柱、梁（基礎梁は除く）の出隅部分

　　及び下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）　　及び下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）　　及び下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）　　及び下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）　　及び下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）　　及び下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）　　及び下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

　d.単純梁の下端筋　d.単純梁の下端筋　d.単純梁の下端筋　d.単純梁の下端筋　d.単純梁の下端筋　d.単純梁の下端筋　d.単純梁の下端筋

　e.その他、本配筋標準に記載する箇所　e.その他、本配筋標準に記載する箇所　e.その他、本配筋標準に記載する箇所　e.その他、本配筋標準に記載する箇所　e.その他、本配筋標準に記載する箇所　e.その他、本配筋標準に記載する箇所　e.その他、本配筋標準に記載する箇所

（５）定着長さ（５）定着長さ（５）定着長さ（５）定着長さ（５）定着長さ（５）定着長さ（５）定着長さ

（６）継手（６）継手（６）継手（６）継手（６）継手（６）継手（６）継手

■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手■重ね継手

（１）べた基礎（１）べた基礎（１）べた基礎（１）べた基礎（１）べた基礎（１）べた基礎（１）べた基礎

（２）布基礎（２）布基礎（２）布基礎（２）布基礎（２）布基礎（２）布基礎（２）布基礎

（１）床版開口部の補強（開口の最大径が600mm以下程度の場合）（１）床版開口部の補強（開口の最大径が600mm以下程度の場合）（１）床版開口部の補強（開口の最大径が600mm以下程度の場合）（１）床版開口部の補強（開口の最大径が600mm以下程度の場合）（１）床版開口部の補強（開口の最大径が600mm以下程度の場合）（１）床版開口部の補強（開口の最大径が600mm以下程度の場合）（１）床版開口部の補強（開口の最大径が600mm以下程度の場合）

（２）単独円形小開口（最大径が75mm以下程度の場合）（２）単独円形小開口（最大径が75mm以下程度の場合）（２）単独円形小開口（最大径が75mm以下程度の場合）（２）単独円形小開口（最大径が75mm以下程度の場合）（２）単独円形小開口（最大径が75mm以下程度の場合）（２）単独円形小開口（最大径が75mm以下程度の場合）（２）単独円形小開口（最大径が75mm以下程度の場合）

　・スラブ配筋の間隔を50mm以下の範囲で変えることにより、鉄筋の切断を行わないで　・スラブ配筋の間隔を50mm以下の範囲で変えることにより、鉄筋の切断を行わないで　・スラブ配筋の間隔を50mm以下の範囲で変えることにより、鉄筋の切断を行わないで　・スラブ配筋の間隔を50mm以下の範囲で変えることにより、鉄筋の切断を行わないで　・スラブ配筋の間隔を50mm以下の範囲で変えることにより、鉄筋の切断を行わないで　・スラブ配筋の間隔を50mm以下の範囲で変えることにより、鉄筋の切断を行わないで　・スラブ配筋の間隔を50mm以下の範囲で変えることにより、鉄筋の切断を行わないで

　　小開口を設けることができる場合は、スラブ筋をずらして配置する。　　小開口を設けることができる場合は、スラブ筋をずらして配置する。　　小開口を設けることができる場合は、スラブ筋をずらして配置する。　　小開口を設けることができる場合は、スラブ筋をずらして配置する。　　小開口を設けることができる場合は、スラブ筋をずらして配置する。　　小開口を設けることができる場合は、スラブ筋をずらして配置する。　　小開口を設けることができる場合は、スラブ筋をずらして配置する。

　・鉄筋の切断を行う場合は、切断した鉄筋量以上を開口際に配筋する。　・鉄筋の切断を行う場合は、切断した鉄筋量以上を開口際に配筋する。　・鉄筋の切断を行う場合は、切断した鉄筋量以上を開口際に配筋する。　・鉄筋の切断を行う場合は、切断した鉄筋量以上を開口際に配筋する。　・鉄筋の切断を行う場合は、切断した鉄筋量以上を開口際に配筋する。　・鉄筋の切断を行う場合は、切断した鉄筋量以上を開口際に配筋する。　・鉄筋の切断を行う場合は、切断した鉄筋量以上を開口際に配筋する。

（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差（３）床版段差

（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート（４）土間コンクリート

（１）既製の梁貫通孔補強材による補強要領（１）既製の梁貫通孔補強材による補強要領（１）既製の梁貫通孔補強材による補強要領（１）既製の梁貫通孔補強材による補強要領（１）既製の梁貫通孔補強材による補強要領（１）既製の梁貫通孔補強材による補強要領（１）既製の梁貫通孔補強材による補強要領

　　既製の梁貫通孔補強材の使用にあたっては、製品の種類、使用枚数および孔際あばら筋の　　既製の梁貫通孔補強材の使用にあたっては、製品の種類、使用枚数および孔際あばら筋の　　既製の梁貫通孔補強材の使用にあたっては、製品の種類、使用枚数および孔際あばら筋の　　既製の梁貫通孔補強材の使用にあたっては、製品の種類、使用枚数および孔際あばら筋の　　既製の梁貫通孔補強材の使用にあたっては、製品の種類、使用枚数および孔際あばら筋の　　既製の梁貫通孔補強材の使用にあたっては、製品の種類、使用枚数および孔際あばら筋の　　既製の梁貫通孔補強材の使用にあたっては、製品の種類、使用枚数および孔際あばら筋の

　　必要本数等をメーカー計算仕様により検討を行い、検討書を施工開始前に工事　　必要本数等をメーカー計算仕様により検討を行い、検討書を施工開始前に工事　　必要本数等をメーカー計算仕様により検討を行い、検討書を施工開始前に工事　　必要本数等をメーカー計算仕様により検討を行い、検討書を施工開始前に工事　　必要本数等をメーカー計算仕様により検討を行い、検討書を施工開始前に工事　　必要本数等をメーカー計算仕様により検討を行い、検討書を施工開始前に工事　　必要本数等をメーカー計算仕様により検討を行い、検討書を施工開始前に工事

　　監督者へ提出し、承諾を受ける。　　監督者へ提出し、承諾を受ける。　　監督者へ提出し、承諾を受ける。　　監督者へ提出し、承諾を受ける。　　監督者へ提出し、承諾を受ける。　　監督者へ提出し、承諾を受ける。　　監督者へ提出し、承諾を受ける。

（２）製品名（２）製品名（２）製品名（２）製品名（２）製品名（２）製品名（２）製品名

　(1)開口径および開口位置　(1)開口径および開口位置　(1)開口径および開口位置　(1)開口径および開口位置　(1)開口径および開口位置　(1)開口径および開口位置　(1)開口径および開口位置

　　製品は特記による。特記なき場合は「MAXリンブレンK型(丸井産業)」または同等品とする。　　製品は特記による。特記なき場合は「MAXリンブレンK型(丸井産業)」または同等品とする。　　製品は特記による。特記なき場合は「MAXリンブレンK型(丸井産業)」または同等品とする。　　製品は特記による。特記なき場合は「MAXリンブレンK型(丸井産業)」または同等品とする。　　製品は特記による。特記なき場合は「MAXリンブレンK型(丸井産業)」または同等品とする。　　製品は特記による。特記なき場合は「MAXリンブレンK型(丸井産業)」または同等品とする。　　製品は特記による。特記なき場合は「MAXリンブレンK型(丸井産業)」または同等品とする。

（３）【参考】　MAXリンブレンK型標準仕様（３）【参考】　MAXリンブレンK型標準仕様（３）【参考】　MAXリンブレンK型標準仕様（３）【参考】　MAXリンブレンK型標準仕様（３）【参考】　MAXリンブレンK型標準仕様（３）【参考】　MAXリンブレンK型標準仕様（３）【参考】　MAXリンブレンK型標準仕様

鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図鉄筋コンクリート構造配筋標準図 Ｓ－０３Ｓ－０３Ｓ－０３Ｓ－０３Ｓ－０３Ｓ－０３Ｓ－０３

ＳＳＳＳＳＳＳＨＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＴＴＴＴＴＴＴ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯＯＯ

ＤＤＤＤＤＤＤＡＡＡＡＡＡＡＹＹＹＹＹＹＹ

ＳＳＳＳＳＳＳＨＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＴＴＴＴＴＴＴ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＡＡＡＡＡＡＡＭＭＭＭＭＭＭＥＥＥＥＥＥＥ

ＳＳＳＳＳＳＳＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡＬＬＬＬＬＬＬＥＥＥＥＥＥＥ

ＣＣＣＣＣＣＣＨＨＨＨＨＨＨ ＣＣＣＣＣＣＣＫＫＫＫＫＫＫ ＤＤＤＤＤＤＤＲＲＲＲＲＲＲＡＡＡＡＡＡＡＷＷＷＷＷＷＷ ＪＪＪＪＪＪＪＯＯＯＯＯＯＯＢＢＢＢＢＢＢ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯＯＯ ＴＴＴＴＴＴＴＩＩＩＩＩＩＩＴＴＴＴＴＴＴＬＬＬＬＬＬＬＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ

202405202405202405202405202405202405202405

2026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.31

令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)

南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事



Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４Ｓ－０４

ＳＳＳＳＳＳＳＨＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＴＴＴＴＴＴＴ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯＯＯ

ＤＤＤＤＤＤＤＡＡＡＡＡＡＡＹＹＹＹＹＹＹ

ＳＳＳＳＳＳＳＨＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＴＴＴＴＴＴＴ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＡＡＡＡＡＡＡＭＭＭＭＭＭＭＥＥＥＥＥＥＥ

ＳＳＳＳＳＳＳＣＣＣＣＣＣＣＡＡＡＡＡＡＡＬＬＬＬＬＬＬＥＥＥＥＥＥＥ

ＣＣＣＣＣＣＣＨＨＨＨＨＨＨ ＣＣＣＣＣＣＣＫＫＫＫＫＫＫ ＤＤＤＤＤＤＤＲＲＲＲＲＲＲＡＡＡＡＡＡＡＷＷＷＷＷＷＷ ＪＪＪＪＪＪＪＯＯＯＯＯＯＯＢＢＢＢＢＢＢ　　　　　　　ＮＮＮＮＮＮＮＯＯＯＯＯＯＯ ＴＴＴＴＴＴＴＩＩＩＩＩＩＩＴＴＴＴＴＴＴＬＬＬＬＬＬＬＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ

２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図

１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項

最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事

梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ
内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム

通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム

内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム

1111111 ※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする

22 22 22 21111111
2222222

2222222
ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ断面断面断面断面断面断面断面

4444444２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上２サイズ（6mm）以上
フランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚のフランジ板厚の 22 22 22 2

はさみ板はさみ板はさみ板はさみ板はさみ板はさみ板はさみ板2222222棟部棟部棟部棟部棟部棟部棟部 平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

2222222

※※※※※※※1111111

2222222

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ 断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図
・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式・Ｂ．Ｈ方式

溶接不可域溶接不可域溶接不可域溶接不可域溶接不可域溶接不可域溶接不可域

1111111 ※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする

当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと当たらぬこと
エンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互にエンドタブが交互に

2222222

断面断面断面断面断面断面断面ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢ ※※※※※※※1111111
回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する回し溶接する
スカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分はスカラップ部分は

断面断面断面断面断面断面断面ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

ｔｔｔｔｔｔｔ3333333
※※※※※※※

1111111 ※※※※※※※ 3333333 接する事接する事接する事接する事接する事接する事接する事※※※※※※※
仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図仕口軸組詳細図 フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶フラム厚み(t)の内部で溶

3333333 ※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア※はりフランジは、通しダイア

最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事最大厚さの２サイズ(6mm)以上厚くする事

tは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジの tは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジのtは取り付く梁フランジの
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（SN490B)（SN490B)（SN490B)（SN490B)（SN490B)（SN490B)（SN490B)

内ダイアプレ－ト内ダイアプレ－ト内ダイアプレ－ト内ダイアプレ－ト内ダイアプレ－ト内ダイアプレ－ト内ダイアプレ－ト
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厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)厚くする事(SN490C)

適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

　　　　　中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。　　　　　中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。　　　　　中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。　　　　　中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。　　　　　中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。　　　　　中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。　　　　　中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。

　　　　　鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。　　　　　鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。　　　　　鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。　　　　　鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。　　　　　鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。　　　　　鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。　　　　　鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。

　　　　　住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。　　　　　住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。　　　　　住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。　　　　　住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。　　　　　住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。　　　　　住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。　　　　　住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査(1) 材料及び検査

(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。

(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。

(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般(2) 工作一般

(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度(b) 鉄骨の製作精度

告示１４６４号による。告示１４６４号による。告示１４６４号による。告示１４６４号による。告示１４６４号による。告示１４６４号による。告示１４６４号による。

ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。ＪＡＳＳ６　及び鉄骨精度測定度指針による。

(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する

加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。

(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合(3) 高力ボルト接合

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合(4) 溶接接合

(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者(a) 溶接技能者

溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接

技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢(b) 溶接姿勢

溶接姿勢は、原則下向きとする。溶接姿勢は、原則下向きとする。溶接姿勢は、原則下向きとする。溶接姿勢は、原則下向きとする。溶接姿勢は、原則下向きとする。溶接姿勢は、原則下向きとする。溶接姿勢は、原則下向きとする。

それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。

立向 V立向 V立向 V立向 V立向 V立向 V立向 V
横向 H横向 H横向 H横向 H横向 H横向 H横向 H下向 F下向 F下向 F下向 F下向 F下向 F下向 F 上向 O上向 O上向 O上向 O上向 O上向 O上向 O

(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工(c) 溶接施工

(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ(ｲ) エンドタブ

(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金(ﾛ) 裏あて金

Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とする。

　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための　　ただし、溶接を行う技能者は固形エンドタブ工法（代替エンドタブ）のための

　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。　　溶接技能者技量付加試験等に合格した者で工事監理者に承認された者が行う事。

Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、Ⅱ）鋼製エンドタブを用いる場合、鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、

　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。　　板厚の２倍以上とする。

    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ板厚の３倍以上長さ１５０ｍｍ程度    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ板厚の３倍以上長さ１５０ｍｍ程度    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ板厚の３倍以上長さ１５０ｍｍ程度    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ板厚の３倍以上長さ１５０ｍｍ程度    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ板厚の３倍以上長さ１５０ｍｍ程度    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ板厚の３倍以上長さ１５０ｍｍ程度    サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ板厚の３倍以上長さ１５０ｍｍ程度

Ⅲ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えないⅢ) 鋼製エンドタブは、原則として、母材に影響を与えない

　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を　　ように母材から５ｍｍ程度、残してガス切断し、切断面を

　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる　　グラインダーで仕上げる。但し、切断に支障が生じる

　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。　　部位などについては、監理者との協議による。

　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが　　又、塑性変形能力に支障なき場合、残しても良いが

　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。　　（例えば梁材が400N級鋼）工事監理者に承認を得る事。

鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件鋼材種別による溶接条件

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする

入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。

(ﾊ) 鋼材種類と溶接材料(ﾊ) 鋼材種類と溶接材料(ﾊ) 鋼材種類と溶接材料(ﾊ) 鋼材種類と溶接材料(ﾊ) 鋼材種類と溶接材料(ﾊ) 鋼材種類と溶接材料(ﾊ) 鋼材種類と溶接材料

(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工(d) スカラップ加工

(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法(ｲ) 複合円型スカラップ工法

（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合 （ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合

スカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回す
隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接

完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r1r1r1r1r1r1r1
r2r2r2r2r2r2r2 r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度

35°35°35°35°35°35°35°

7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm

スカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回すスカラップまで回す
隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接

完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r2=10mm以上r1r1r1r1r1r1r1
r2r2r2r2r2r2r210mm10mm10mm10mm10mm10mm10mm r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度r1=35mm程度

35°35°35°35°35°35°35°

7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm

かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上かつ2t以上
40㎜以上40㎜以上40㎜以上40㎜以上40㎜以上40㎜以上40㎜以上

ttttttt

(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法(ﾛ) ノンスカラップ工法

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

0～2mm0～2mm0～2mm0～2mm0～2mm0～2mm0～2mm

35°35°35°35°35°35°35°

7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm

（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合（ａ）柱貫通形式の場合

①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合

（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合（ｂ）梁貫通形式の場合

①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合①ルート面を取る場合

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

L$1L$1L$1L$1L$1L$1L$1

35°35°35°35°35°35°35°

7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm

②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合 ②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合②斜めカットとする場合

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

10mm10mm10mm10mm10mm10mm10mm

35°35°35°35°35°35°35°

7mm7mm7mm7mm7mm7mm7mm

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ

L$1L$1L$1L$1L$1L$1L$1

35°35°35°35°35°35°35°

裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す
隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接

完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接

裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す裏当て金まで回す
隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接隅肉溶接

＊L$3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L$3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L$3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L$3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L$3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L$3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。＊L$3は、通しダイアフラムと干渉しない寸法とする。

溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。溶接部と干渉しない寸法とする。

＊L$1およびL$2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L$1およびL$2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L$1およびL$2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L$1およびL$2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L$1およびL$2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L$1およびL$2は、接合部パネルと通しダイアフラムの＊L$1およびL$2は、接合部パネルと通しダイアフラムの

L$3L$3L$3L$3L$3L$3L$3

L$2L$2L$2L$2L$2L$2L$2

L$3L$3L$3L$3L$3L$3L$3

L$2L$2L$2L$2L$2L$2L$2

完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接

(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接(e) 組立て溶接

(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置(ｲ) 組立て位置

(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置

裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接

良良良良良良良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良良良良良良良良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良組立て不良

(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金(a)通し形裏当て金

（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等）（複合円型スカラップ工法等） （ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）（ノンスカラップ工法等）

(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金(b)分割形裏当て金

40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm 40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm40～60mm5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上

１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度１パス　長さ＝40～60mm程度
隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 隅肉溶接　Ｓ＝４～６mm 

裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位 裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位裏当て金の組立溶接を施す部位

通し形裏当て金通し形裏当て金通し形裏当て金通し形裏当て金通し形裏当て金通し形裏当て金通し形裏当て金
コーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせるコーナー部の形状に合わせる
分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金分割形裏当て金鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける

5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上5mm以上

　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）　けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）

　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな　本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな

※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、

裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接裏当て金との組立て溶接

（開先内※）（開先内※）（開先内※）（開先内※）（開先内※）（開先内※）（開先内※）
母材との組立て溶接母材との組立て溶接母材との組立て溶接母材との組立て溶接母材との組立て溶接母材との組立て溶接母材との組立て溶接

母材との組立て溶接はしない母材との組立て溶接はしない母材との組立て溶接はしない母材との組立て溶接はしない母材との組立て溶接はしない母材との組立て溶接はしない母材との組立て溶接はしない

１１１１１１１

(1)  隅肉溶接(1)  隅肉溶接(1)  隅肉溶接(1)  隅肉溶接(1)  隅肉溶接(1)  隅肉溶接(1)  隅肉溶接 (注) S：脚長  （単位 ㎜)(注) S：脚長  （単位 ㎜)(注) S：脚長  （単位 ㎜)(注) S：脚長  （単位 ㎜)(注) S：脚長  （単位 ㎜)(注) S：脚長  （単位 ㎜)(注) S：脚長  （単位 ㎜)

ttttttt 6666666

SSSSSSS 6666666 7777777

9999999 12121212121212

9999999

14141414141414

10101010101010

16161616161616

12121212121212

t≦16㎜t≦16㎜t≦16㎜t≦16㎜t≦16㎜t≦16㎜t≦16㎜

(2)  異型隅肉溶接(2)  異型隅肉溶接(2)  異型隅肉溶接(2)  異型隅肉溶接(2)  異型隅肉溶接(2)  異型隅肉溶接(2)  異型隅肉溶接 (使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)

１１１１１１１

t＞16㎜t＞16㎜t＞16㎜t＞16㎜t＞16㎜t＞16㎜t＞16㎜

ttttttt

SSSSSSS

19191919191919

11111111111111

22222222222222

13131313131313

25252525252525

15151515151515

28282828282828

17171717171717

32323232323232

19191919191919

２２２２２２２

２２２２２２２

２２２２２２２

(3)  完全溶込み溶接(Ｔ継手)(3)  完全溶込み溶接(Ｔ継手)(3)  完全溶込み溶接(Ｔ継手)(3)  完全溶込み溶接(Ｔ継手)(3)  完全溶込み溶接(Ｔ継手)(3)  完全溶込み溶接(Ｔ継手)(3)  完全溶込み溶接(Ｔ継手) (注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース （単位 ㎜)(注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース （単位 ㎜)(注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース （単位 ㎜)(注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース （単位 ㎜)(注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース （単位 ㎜)(注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース （単位 ㎜)(注) f:余盛  G:ルート間隔  R:フェース （単位 ㎜)

SSSSSSSSSSSSSS t$1t$1t$1t$1t$1t$1t$1

・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする・但し片面溶接の場合はS＝tとする
・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする
  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする  余盛は(1+0.1S)㎜以下とする
・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同・軸力が加わる場合のSは母材と同
  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい  厚とすることが望ましい

SSSSSSSSSSSSSS

G=0G=0G=0G=0G=0G=0G=0
θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°

S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2 S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2

S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2S/2

t$1t$1t$1t$1t$1t$1t$1

・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする・tはt$1、t$2の小なる方とする

t$2t$2t$2t$2t$2t$2t$2

t$2t$2t$2t$2t$2t$2t$2

SSSSSSS

ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10
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G=7G=7G=7G=7G=7G=7G=7
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θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°
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ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

D1D1D1D1D1D1D1

D2D2D2D2D2D2D2
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R＝2R＝2R＝2R＝2R＝2R＝2R＝2

ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10
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θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°

fffffff

G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)

G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)G=0～2(裏はつり後裏溶接)

D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)

D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)

部材が直交しない場合部材が直交しない場合部材が直交しない場合部材が直交しない場合部材が直交しない場合部材が直交しない場合部材が直交しない場合

ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10

ttttttt
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7

G=
7

G=
7

G=
7

G=
7

G=
7

G=
7

　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）

FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）FB-9x25（斜め加工）

θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°

ααααααα
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ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10ｔ/4≦ｆ≦10

R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0R≦2,G=0

　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

ααααααα 裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり

6＜t≦40㎜6＜t≦40㎜6＜t≦40㎜6＜t≦40㎜6＜t≦40㎜6＜t≦40㎜6＜t≦40㎜ 6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜
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R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0R＝2,G=0

　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）　(αは 60≦α＜90°）

θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°
裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり裏はつり

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

ααααααα

19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜

３３３３３３３

(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)(4)  完全溶込み溶接(平継手)

３３３３３３３

19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜

6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜

19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜19＜t≦40㎜

6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜6＜t≦19㎜
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D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)

(5)  完全溶込み溶接(角形鋼管柱現場継手)(5)  完全溶込み溶接(角形鋼管柱現場継手)(5)  完全溶込み溶接(角形鋼管柱現場継手)(5)  完全溶込み溶接(角形鋼管柱現場継手)(5)  完全溶込み溶接(角形鋼管柱現場継手)(5)  完全溶込み溶接(角形鋼管柱現場継手)(5)  完全溶込み溶接(角形鋼管柱現場継手)
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シ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ドシ－リングビ－ド
平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ平滑仕上げ

θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°

FB-12x32FB-12x32FB-12x32FB-12x32FB-12x32FB-12x32FB-12x3212121212121212

D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)D2=1/3(t-2)

D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)

D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)D1=2/3(t-2)

G=7G=7G=7G=7G=7G=7G=7
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(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)
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θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°θ=35°
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θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°
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G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

R＝2R＝2R＝2R＝2R＝2R＝2R＝2ttttttt
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θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)

・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）

〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉

明記なき通しダイアフラムは、SN490C、明記なき通しダイアフラムは、SN490C、明記なき通しダイアフラムは、SN490C、明記なき通しダイアフラムは、SN490C、明記なき通しダイアフラムは、SN490C、明記なき通しダイアフラムは、SN490C、明記なき通しダイアフラムは、SN490C、

明記なき内ダイアフラムは、SN490B、明記なき内ダイアフラムは、SN490B、明記なき内ダイアフラムは、SN490B、明記なき内ダイアフラムは、SN490B、明記なき内ダイアフラムは、SN490B、明記なき内ダイアフラムは、SN490B、明記なき内ダイアフラムは、SN490B、

の鋼材を使用する事。の鋼材を使用する事。の鋼材を使用する事。の鋼材を使用する事。の鋼材を使用する事。の鋼材を使用する事。の鋼材を使用する事。

内ダイアプレ－ト取付け要領図内ダイアプレ－ト取付け要領図内ダイアプレ－ト取付け要領図内ダイアプレ－ト取付け要領図内ダイアプレ－ト取付け要領図内ダイアプレ－ト取付け要領図内ダイアプレ－ト取付け要領図

・・・・・・・ 形鋼の場合（柱貫通形式の場合）形鋼の場合（柱貫通形式の場合）形鋼の場合（柱貫通形式の場合）形鋼の場合（柱貫通形式の場合）形鋼の場合（柱貫通形式の場合）形鋼の場合（柱貫通形式の場合）形鋼の場合（柱貫通形式の場合）

通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム通しダイアフラム

2222222

内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム 内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム内ダイアフラム2222222

2222222

左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照左図要領図参照

ＢＢＢＢＢＢＢＢ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図

2222222

φ=22φ=22φ=22φ=22φ=22φ=22φ=22
3333333ガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜き

3333333
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ 断面図断面図断面図断面図断面図断面図断面図
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内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱内ダイアフラムの場合は柱

の角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないことの角のＲ止まり+10に接しないこと
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・板厚が異なる突合せ溶接・板厚が異なる突合せ溶接・板厚が異なる突合せ溶接・板厚が異なる突合せ溶接・板厚が異なる突合せ溶接・板厚が異なる突合せ溶接・板厚が異なる突合せ溶接

（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の（１）クレーンガーター等の

低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合低応力高サイクル疲労を受ける場合

（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t$2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t$2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t$2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t$2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t$2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t$2/4 の場合（２）a＞10㎜　あるいは　a＞t$2/4 の場合

（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

t$1t$1t$1t$1t$1t$1t$1

削り面削り面削り面削り面削り面削り面削り面

1111111
2.52.52.52.52.52.52.5

t$2t$2t$2t$2t$2t$2t$2

aaaaaaa

t$1t$1t$1t$1t$1t$1t$1
aaaaaaa

t$2t$2t$2t$2t$2t$2t$2

t$1t$1t$1t$1t$1t$1t$1
aaaaaaa

t$2t$2t$2t$2t$2t$2t$2

(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)

　　　　　　Ｔ継手に準じた余盛　　　　　　Ｔ継手に準じた余盛　　　　　　Ｔ継手に準じた余盛　　　　　　Ｔ継手に準じた余盛　　　　　　Ｔ継手に準じた余盛　　　　　　Ｔ継手に準じた余盛　　　　　　Ｔ継手に準じた余盛

（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）（高サイクル疲労を受ける場合以外）

（３）a≦10㎜　かつ　a≦t$2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t$2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t$2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t$2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t$2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t$2/4 の場合（３）a≦10㎜　かつ　a≦t$2/4 の場合

　　　なめらかに溶接　　　なめらかに溶接　　　なめらかに溶接　　　なめらかに溶接　　　なめらかに溶接　　　なめらかに溶接　　　なめらかに溶接

　　　　　傾斜加工　　　　　傾斜加工　　　　　傾斜加工　　　　　傾斜加工　　　　　傾斜加工　　　　　傾斜加工　　　　　傾斜加工

鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類鋼材の種類

400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼400N級鋼

490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼490N級鋼

溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料 入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm)入熱(KJ/cm) パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）パス温度差（℃）

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下 350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下 350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下

30以下30以下30以下30以下30以下30以下30以下 250以下250以下250以下250以下250以下250以下250以下

350以下350以下350以下350以下350以下350以下350以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下40以下

JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214JIS Z 3211、3212、3214

YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15

YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19

YGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50P

JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214JIS Z 3212、3214

YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15YGW-11、15

YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19YGW-18、19

YGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50PYGA-50W、50P

４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して

※※※※※※※1111111

鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）

鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）
202405202405202405202405202405202405202405

2026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.31

令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)

南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事
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辺長　　Ｌ辺長　　Ｌ辺長　　Ｌ辺長　　Ｌ辺長　　Ｌ辺長　　Ｌ辺長　　Ｌ

ゲージ　ｇ１ゲージ　ｇ１ゲージ　ｇ１ゲージ　ｇ１ゲージ　ｇ１ゲージ　ｇ１ゲージ　ｇ１
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標準標準標準標準標準標準標準 最小最小最小最小最小最小最小
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３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図３．継手規準図

(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ(1)　ボルト接合  ＨＴＢ (2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)(2) ボルトピッチ(P)、ボルト穴径・最小縁端距離 (㎜)

      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離      (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離〔注〕(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離      (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

呼  び呼  び呼  び呼  び呼  び呼  び呼  び
ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト

穴  径穴  径穴  径穴  径穴  径穴  径穴  径

M16M16M16M16M16M16M16

M20M20M20M20M20M20M20

M22M22M22M22M22M22M22

M24M24M24M24M24M24M24

18181818181818

22222222222222

24242424242424

26262626262626

最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)最 小 縁 端 距 離 (e)

(1)(1)(1)(1)(1)(1)(1) (2)(2)(2)(2)(2)(2)(2) (3)(3)(3)(3)(3)(3)(3) (2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準(2)(3)の標準

ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)ピッチ (P)

40404040404040

50505050505050

55555555555555

60606060606060

28282828282828

34343434343434

38383838383838

44444444444444

22222222222222

26262626262626

28282828282828

32323232323232

40404040404040

40404040404040

40404040404040

45454545454545

最 小最 小最 小最 小最 小最 小最 小 標 準標 準標 準標 準標 準標 準標 準

6060606060606040404040404040

50505050505050 60606060606060

55555555555555 60606060606060

60606060606060 70707070707070

首下寸法首下寸法首下寸法首下寸法首下寸法首下寸法首下寸法
（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）（ボルト長さ）

　締め付け長さ　締め付け長さ　締め付け長さ　締め付け長さ　締め付け長さ　締め付け長さ　締め付け長さ

　座金厚さ　座金厚さ　座金厚さ　座金厚さ　座金厚さ　座金厚さ　座金厚さ

　ナット高さ　ナット高さ　ナット高さ　ナット高さ　ナット高さ　ナット高さ　ナット高さ

　ねじ山３以上　ねじ山３以上　ねじ山３以上　ねじ山３以上　ねじ山３以上　ねじ山３以上　ねじ山３以上

（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）

トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。トルクコントロ－ルボルトの場合はメ－カ－の規格による。

（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ（　）内Ｆ１０Ｔ

M16M16M16M16M16M16M16

M20M20M20M20M20M20M20

M22M22M22M22M22M22M22

M24M24M24M24M24M24M24

HTBHTBHTBHTBHTBHTBHTB 締め付け長さに加える長さ締め付け長さに加える長さ締め付け長さに加える長さ締め付け長さに加える長さ締め付け長さに加える長さ締め付け長さに加える長さ締め付け長さに加える長さ

25　以上　(30)25　以上　(30)25　以上　(30)25　以上　(30)25　以上　(30)25　以上　(30)25　以上　(30)

30　以上　(35)30　以上　(35)30　以上　(35)30　以上　(35)30　以上　(35)30　以上　(35)30　以上　(35)

35　以上　(40)35　以上　(40)35　以上　(40)35　以上　(40)35　以上　(40)35　以上　(40)35　以上　(40)

40　以上　(45)40　以上　(45)40　以上　(45)40　以上　(45)40　以上　(45)40　以上　(45)40　以上　(45)

○ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。○ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。○ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。○ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。○ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。○ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。○ＨＴＢはすべてＳ１０Ｔ・Ｆ１０Ｔを使用し、スベリ係数は０.４５とする。

○ボルト接合面の処理○ボルト接合面の処理○ボルト接合面の処理○ボルト接合面の処理○ボルト接合面の処理○ボルト接合面の処理○ボルト接合面の処理

　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに　締め付け摩擦面は母材に於いては平グラインダ－掛け、スプライスプレ－トに

　於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。　於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。　於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。　於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。　於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。　於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。　於いてはショット掛けを行ない、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせる。

○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない○本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない

(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）(3) 大梁継手標準図　（ＳＮ４００Ｂ、ＳＳ４００・ＨＴＢ Ｓ１０Ｔ/Ｆ１０Ｔ）

※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事※必ず大梁側に水平ブレースガセットを取り付ける事

※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事※ 大きな塑性否みが生じる領域に用いない事
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Ｈ-300×150×6.5×9Ｈ-300×150×6.5×9Ｈ-300×150×6.5×9Ｈ-300×150×6.5×9Ｈ-300×150×6.5×9Ｈ-300×150×6.5×9Ｈ-300×150×6.5×9

Ｈ-350×175×7×11Ｈ-350×175×7×11Ｈ-350×175×7×11Ｈ-350×175×7×11Ｈ-350×175×7×11Ｈ-350×175×7×11Ｈ-350×175×7×11

Ｈ-400×200×8×13Ｈ-400×200×8×13Ｈ-400×200×8×13Ｈ-400×200×8×13Ｈ-400×200×8×13Ｈ-400×200×8×13Ｈ-400×200×8×13

Ｈ-450×200×9×14Ｈ-450×200×9×14Ｈ-450×200×9×14Ｈ-450×200×9×14Ｈ-450×200×9×14Ｈ-450×200×9×14Ｈ-450×200×9×14

Ｈ-500×200×10×16Ｈ-500×200×10×16Ｈ-500×200×10×16Ｈ-500×200×10×16Ｈ-500×200×10×16Ｈ-500×200×10×16Ｈ-500×200×10×16

Ｈ-600×200×11×17Ｈ-600×200×11×17Ｈ-600×200×11×17Ｈ-600×200×11×17Ｈ-600×200×11×17Ｈ-600×200×11×17Ｈ-600×200×11×17

Ｈ-194×150×6×9Ｈ-194×150×6×9Ｈ-194×150×6×9Ｈ-194×150×6×9Ｈ-194×150×6×9Ｈ-194×150×6×9Ｈ-194×150×6×9

Ｈ-244×175×7×11Ｈ-244×175×7×11Ｈ-244×175×7×11Ｈ-244×175×7×11Ｈ-244×175×7×11Ｈ-244×175×7×11Ｈ-244×175×7×11

Ｈ-294×200×8×12Ｈ-294×200×8×12Ｈ-294×200×8×12Ｈ-294×200×8×12Ｈ-294×200×8×12Ｈ-294×200×8×12Ｈ-294×200×8×12

Ｈ-340×250×9×14Ｈ-340×250×9×14Ｈ-340×250×9×14Ｈ-340×250×9×14Ｈ-340×250×9×14Ｈ-340×250×9×14Ｈ-340×250×9×14

Ｈ-390×300×10×16Ｈ-390×300×10×16Ｈ-390×300×10×16Ｈ-390×300×10×16Ｈ-390×300×10×16Ｈ-390×300×10×16Ｈ-390×300×10×16

Ｈ-440×300×11×18Ｈ-440×300×11×18Ｈ-440×300×11×18Ｈ-440×300×11×18Ｈ-440×300×11×18Ｈ-440×300×11×18Ｈ-440×300×11×18

Ｈ-488×300×11×18Ｈ-488×300×11×18Ｈ-488×300×11×18Ｈ-488×300×11×18Ｈ-488×300×11×18Ｈ-488×300×11×18Ｈ-488×300×11×18

Ｈ-588×300×12×20Ｈ-588×300×12×20Ｈ-588×300×12×20Ｈ-588×300×12×20Ｈ-588×300×12×20Ｈ-588×300×12×20Ｈ-588×300×12×20

Ｈ-700×300×13×24Ｈ-700×300×13×24Ｈ-700×300×13×24Ｈ-700×300×13×24Ｈ-700×300×13×24Ｈ-700×300×13×24Ｈ-700×300×13×24

Ｈ-800×300×14×26Ｈ-800×300×14×26Ｈ-800×300×14×26Ｈ-800×300×14×26Ｈ-800×300×14×26Ｈ-800×300×14×26Ｈ-800×300×14×26

Ｈ-900×300×16×28Ｈ-900×300×16×28Ｈ-900×300×16×28Ｈ-900×300×16×28Ｈ-900×300×16×28Ｈ-900×300×16×28Ｈ-900×300×16×28
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Ｈ-250×250×9×14Ｈ-250×250×9×14Ｈ-250×250×9×14Ｈ-250×250×9×14Ｈ-250×250×9×14Ｈ-250×250×9×14Ｈ-250×250×9×14

Ｈ-300×300×10×15Ｈ-300×300×10×15Ｈ-300×300×10×15Ｈ-300×300×10×15Ｈ-300×300×10×15Ｈ-300×300×10×15Ｈ-300×300×10×15
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Ｈ-400×400×13×21Ｈ-400×400×13×21Ｈ-400×400×13×21Ｈ-400×400×13×21Ｈ-400×400×13×21Ｈ-400×400×13×21Ｈ-400×400×13×21
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座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め

2C-100x50x20x3.2(2.3)2C-100x50x20x3.2(2.3)2C-100x50x20x3.2(2.3)2C-100x50x20x3.2(2.3)2C-100x50x20x3.2(2.3)2C-100x50x20x3.2(2.3)2C-100x50x20x3.2(2.3)

10101010101010

角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱角形鋼管柱

 □-100x100x3.2 □-100x100x3.2 □-100x100x3.2 □-100x100x3.2 □-100x100x3.2 □-100x100x3.2 □-100x100x3.2

10101010101010
eeeeeeeeeeeeee

eeeeeee eeeeeee
10101010101010

座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部座屈止めと水平ブレースの接合部 小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部小梁と水平ブレースの接合部

梁梁 梁梁 梁梁 梁

座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め座屈止め

 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等 □-100x100x3.2等

CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9CT-125×125×6×9
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大
梁

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁

小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁
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ウェブHTB ２列配置の継手ウェブHTB ２列配置の継手ウェブHTB ２列配置の継手ウェブHTB ２列配置の継手ウェブHTB ２列配置の継手ウェブHTB ２列配置の継手ウェブHTB ２列配置の継手
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継ぐ部材の板厚の差（製品許容誤差）や食い違いによって生じた差が継ぐ部材の板厚の差（製品許容誤差）や食い違いによって生じた差が継ぐ部材の板厚の差（製品許容誤差）や食い違いによって生じた差が継ぐ部材の板厚の差（製品許容誤差）や食い違いによって生じた差が継ぐ部材の板厚の差（製品許容誤差）や食い違いによって生じた差が継ぐ部材の板厚の差（製品許容誤差）や食い違いによって生じた差が継ぐ部材の板厚の差（製品許容誤差）や食い違いによって生じた差が

１ｍｍを超える場合はフィラープレートを挿入する。１ｍｍを超える場合はフィラープレートを挿入する。１ｍｍを超える場合はフィラープレートを挿入する。１ｍｍを超える場合はフィラープレートを挿入する。１ｍｍを超える場合はフィラープレートを挿入する。１ｍｍを超える場合はフィラープレートを挿入する。１ｍｍを超える場合はフィラープレートを挿入する。

(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)(a)建築用ターンバックルブレース接合部(JIS A5540)

採用採用採用採用採用採用採用 サイズサイズサイズサイズサイズサイズサイズ
e$1e$1e$1e$1e$1e$1e$1

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

e$2e$2e$2e$2e$2e$2e$2

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

e$3e$3e$3e$3e$3e$3e$3

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

Ｈ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・ＢＨ・Ｔ・Ｂ

（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）（Ｆ１０Ｔ）
ガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬガセットＰＬ

ＳＳＳＳＳＳＳ

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

LaLaLaLaLaLaLa

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

LbLbLbLbLbLbLb

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

LcLcLcLcLcLcLc

(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

２５２５２５２５２５２５２５Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２Ｍ１２ ４０４０４０４０４０４０４０ ５２５２５２５２５２５２５２ ４０４０４０４０４０４０４０ １－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６ ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ ６６６６６６６ ６０６０６０６０６０６０６０ ４２４２４２４２４２４２４２ ５４５４５４５４５４５４５４

５５５５５５５５５５５５５５４３４３４３４３４３４３４３６１６１６１６１６１６１６１６６６６６６６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６ＰＬ　－　６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６５０５０５０５０５０５０５０５２５２５２５２５２５２５２２５２５２５２５２５２５２５４０４０４０４０４０４０４０Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４Ｍ１４

Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６Ｍ１６ ４５４５４５４５４５４５４５ ２５２５２５２５２５２５２５ ５９５９５９５９５９５９５９ ５５５５５５５５５５５５５５ １－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ１６ ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ ８８８８８８８ ８０８０８０８０８０８０８０ ５６５６５６５６５６５６５６ ７２７２７２７２７２７２７２

７２７２７２７２７２７２７２５６５６５６５６５６５６５６８０８０８０８０８０８０８０８８８８８８８ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０６０６０６０６０６０６０６０６６６６６６６６６６６６６６32.532.532.532.532.532.532.5５０５０５０５０５０５０５０Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８Ｍ１８

Ｍ２０Ｍ２０Ｍ２０Ｍ２０Ｍ２０Ｍ２０Ｍ２０ ５０５０５０５０５０５０５０ 32.532.532.532.532.532.532.5 ６６６６６６６６６６６６６６ ７５７５７５７５７５７５７５ １－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０１－Ｍ２０ ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ ８８８８８８８ ９７９７９７９７９７９７９７ ６５６５６５６５６５６５６５ ８１８１８１８１８１８１８１

Ｍ２２Ｍ２２Ｍ２２Ｍ２２Ｍ２２Ｍ２２Ｍ２２ ５５５５５５５５５５５５５５ 37.537.537.537.537.537.537.5 ７３７３７３７３７３７３７３ ８５８５８５８５８５８５８５ １－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２１－Ｍ２２ ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ １００１００１００１００１００１００１００ ７０７０７０７０７０７０７０ ９０９０９０９０９０９０９０

９６９６９６９６９６９６９６７６７６７６７６７６７６７６１１２１１２１１２１１２１１２１１２１１２１０１０１０１０１０１０１０

１０１０１０１０１０１０１０

ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０８５８５８５８５８５８５８５７０７０７０７０７０７０７０38.038.038.038.038.038.038.0５０５０５０５０５０５０５０Ｍ２４Ｍ２４Ｍ２４Ｍ２４Ｍ２４Ｍ２４Ｍ２４

Ｍ２７Ｍ２７Ｍ２７Ｍ２７Ｍ２７Ｍ２７Ｍ２７

Ｍ３０Ｍ３０Ｍ３０Ｍ３０Ｍ３０Ｍ３０Ｍ３０

Ｍ３３Ｍ３３Ｍ３３Ｍ３３Ｍ３３Ｍ３３Ｍ３３

５０５０５０５０５０５０５０

５５５５５５５５５５５５５５

５５５５５５５５５５５５５５

４５４５４５４５４５４５４５

４５４５４５４５４５４５４５

５０５０５０５０５０５０５０

７２７２７２７２７２７２７２

８３８３８３８３８３８３８３

９０９０９０９０９０９０９０

９０９０９０９０９０９０９０

９５９５９５９５９５９５９５

１１０１１０１１０１１０１１０１１０１１０

２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０２－Ｍ２０

２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２

２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２２－Ｍ２２

ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９ＰＬ　－　９

ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２

ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２ＰＬ　－１２

１０１０１０１０１０１０１０

１０１０１０１０１０１０１０

１０１０１０１０１０１０１０

１４５１４５１４５１４５１４５１４５１４５

１７７１７７１７７１７７１７７１７７１７７

１７７１７７１７７１７７１７７１７７１７７

９３９３９３９３９３９３９３

１０９１０９１０９１０９１０９１０９１０９

１０９１０９１０９１０９１０９１０９１０９

１１３１１３１１３１１３１１３１１３１１３

１２９１２９１２９１２９１２９１２９１２９

１２９１２９１２９１２９１２９１２９１２９

溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長 e$3e$3e$3e$3e$3e$3e$3 e$1e$1e$1e$1e$1e$1e$1
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Ｍ１２～Ｍ２２Ｍ１２～Ｍ２２Ｍ１２～Ｍ２２Ｍ１２～Ｍ２２Ｍ１２～Ｍ２２Ｍ１２～Ｍ２２Ｍ１２～Ｍ２２

溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長溶接長 e$3e$3e$3e$3e$3e$3e$3 e$1e$1e$1e$1e$1e$1e$1
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Ｍ２４～Ｍ３０Ｍ２４～Ｍ３０Ｍ２４～Ｍ３０Ｍ２４～Ｍ３０Ｍ２４～Ｍ３０Ｍ２４～Ｍ３０Ｍ２４～Ｍ３０

溶接凡例溶接凡例溶接凡例溶接凡例溶接凡例溶接凡例溶接凡例 Ｓ：スミ肉サイズＳ：スミ肉サイズＳ：スミ肉サイズＳ：スミ肉サイズＳ：スミ肉サイズＳ：スミ肉サイズＳ：スミ肉サイズ La、Lb、Lc:ガセットプレート溶接長La、Lb、Lc:ガセットプレート溶接長La、Lb、Lc:ガセットプレート溶接長La、Lb、Lc:ガセットプレート溶接長La、Lb、Lc:ガセットプレート溶接長La、Lb、Lc:ガセットプレート溶接長La、Lb、Lc:ガセットプレート溶接長

(b)山形鋼ブレース接合部(b)山形鋼ブレース接合部(b)山形鋼ブレース接合部(b)山形鋼ブレース接合部(b)山形鋼ブレース接合部(b)山形鋼ブレース接合部(b)山形鋼ブレース接合部

ガセットプレートの厚さは９ｍｍ以上とする。ガセットプレートの厚さは９ｍｍ以上とする。ガセットプレートの厚さは９ｍｍ以上とする。ガセットプレートの厚さは９ｍｍ以上とする。ガセットプレートの厚さは９ｍｍ以上とする。ガセットプレートの厚さは９ｍｍ以上とする。ガセットプレートの厚さは９ｍｍ以上とする。

ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考に、Lｇ≧ｂｅとなるよう原寸図で決定する。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考に、Lｇ≧ｂｅとなるよう原寸図で決定する。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考に、Lｇ≧ｂｅとなるよう原寸図で決定する。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考に、Lｇ≧ｂｅとなるよう原寸図で決定する。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考に、Lｇ≧ｂｅとなるよう原寸図で決定する。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考に、Lｇ≧ｂｅとなるよう原寸図で決定する。ガセットプレートの有効幅は、上図のｂｅを参考に、Lｇ≧ｂｅとなるよう原寸図で決定する。

ブレースの仕様は、特記による。ブレースの仕様は、特記による。ブレースの仕様は、特記による。ブレースの仕様は、特記による。ブレースの仕様は、特記による。ブレースの仕様は、特記による。ブレースの仕様は、特記による。

４．その他４．その他４．その他４．その他４．その他４．その他４．その他

・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　・梁貫通補強　

・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと・位置に関しては事前に設計者，及び工事監理者と打ち合わせのこと

・計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い．・計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い．・計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い．・計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い．・計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い．・計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い．・計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い．

・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける

ＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプ （φ≦０.１Ｈ）（φ≦０.１Ｈ）（φ≦０.１Ｈ）（φ≦０.１Ｈ）（φ≦０.１Ｈ）（φ≦０.１Ｈ）（φ≦０.１Ｈ） ＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプ （０.１Ｈ＜φ≦０.２Ｈ）（０.１Ｈ＜φ≦０.２Ｈ）（０.１Ｈ＜φ≦０.２Ｈ）（０.１Ｈ＜φ≦０.２Ｈ）（０.１Ｈ＜φ≦０.２Ｈ）（０.１Ｈ＜φ≦０.２Ｈ）（０.１Ｈ＜φ≦０.２Ｈ）

ＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプ （０.２Ｈ＜φ≦０.３Ｈ）（０.２Ｈ＜φ≦０.３Ｈ）（０.２Ｈ＜φ≦０.３Ｈ）（０.２Ｈ＜φ≦０.３Ｈ）（０.２Ｈ＜φ≦０.３Ｈ）（０.２Ｈ＜φ≦０.３Ｈ）（０.２Ｈ＜φ≦０.３Ｈ） ＤタイプＤタイプＤタイプＤタイプＤタイプＤタイプＤタイプ （０.３Ｈ＜φ≦０.４Ｈ）（０.３Ｈ＜φ≦０.４Ｈ）（０.３Ｈ＜φ≦０.４Ｈ）（０.３Ｈ＜φ≦０.４Ｈ）（０.３Ｈ＜φ≦０.４Ｈ）（０.３Ｈ＜φ≦０.４Ｈ）（０.３Ｈ＜φ≦０.４Ｈ）

３φ以上３φ以上３φ以上３φ以上３φ以上３φ以上３φ以上

φφφφφφφ

HHHHHHH

３φ３φ３φ３φ３φ３φ３φ
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ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上

３φ３φ３φ３φ３φ３φ３φ HHHHHHH
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0
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３φ３φ３φ３φ３φ３φ３φ
φφφφφφφ

ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さの１／２以上×両面

4
0

4
0

4
0

4
0 4
0

4
0

4
0

３φ３φ３φ３φ３φ３φ３φ
φφφφφφφ

ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さと同厚さ以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さと同厚さ以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さと同厚さ以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さと同厚さ以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さと同厚さ以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さと同厚さ以上×両面ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さと同厚さ以上×両面

HHHHHHHHHHHHHH

DD DD DD D

10101010101010 10101010101010

φφ φφ φφ φ

パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）パイプ補強（小径の場合）

・スリ－ブは梁成の中央１／２の範囲とする。・スリ－ブは梁成の中央１／２の範囲とする。・スリ－ブは梁成の中央１／２の範囲とする。・スリ－ブは梁成の中央１／２の範囲とする。・スリ－ブは梁成の中央１／２の範囲とする。・スリ－ブは梁成の中央１／２の範囲とする。・スリ－ブは梁成の中央１／２の範囲とする。

　０.４Ｈ以下とし、そのピッチは３.０φ以上とする。　０.４Ｈ以下とし、そのピッチは３.０φ以上とする。　０.４Ｈ以下とし、そのピッチは３.０φ以上とする。　０.４Ｈ以下とし、そのピッチは３.０φ以上とする。　０.４Ｈ以下とし、そのピッチは３.０φ以上とする。　０.４Ｈ以下とし、そのピッチは３.０φ以上とする。　０.４Ｈ以下とし、そのピッチは３.０φ以上とする。

・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は・特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は
HHHHHHH 1/2H1/2H1/2H1/2H1/2H1/2H1/2H

1/4H1/4H1/4H1/4H1/4H1/4H1/4H

1/4H1/4H1/4H1/4H1/4H1/4H1/4H

鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）

鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２） Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５Ｓ－０５
202405202405202405202405202405202405202405

2026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.312026.07.31

令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)令和8年度(債務負担行為)

南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事（豊科北小児童クラブ）建設工事



・短ほぞの寸法は特記による、記載が・短ほぞの寸法は特記による、記載が・短ほぞの寸法は特記による、記載が・短ほぞの寸法は特記による、記載が・短ほぞの寸法は特記による、記載が・短ほぞの寸法は特記による、記載が・短ほぞの寸法は特記による、記載が

　ない場合は　ない場合は　ない場合は　ない場合は　ない場合は　ない場合は　ない場合は

　短辺30×長辺88×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺88×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺88×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺88×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺88×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺88×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺88×長さ40～60程度とする

・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は

・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は・横架材の出隅部に柱がある場合は

　仕口は寄せほぞとする、寸法は　仕口は寄せほぞとする、寸法は　仕口は寄せほぞとする、寸法は　仕口は寄せほぞとする、寸法は　仕口は寄せほぞとする、寸法は　仕口は寄せほぞとする、寸法は　仕口は寄せほぞとする、寸法は

１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

（２）設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（２）設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（２）設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（２）設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（２）設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（２）設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（２）設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。

「公共建築木造工事標準仕様書」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）「公共建築木造工事標準仕様書」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）「公共建築木造工事標準仕様書」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）「公共建築木造工事標準仕様書」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）「公共建築木造工事標準仕様書」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）「公共建築木造工事標準仕様書」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）「公共建築木造工事標準仕様書」（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格またはこれに準じる規格を適用する。上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格またはこれに準じる規格を適用する。上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格またはこれに準じる規格を適用する。上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格またはこれに準じる規格を適用する。上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格またはこれに準じる規格を適用する。上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格またはこれに準じる規格を適用する。上記の仕様書に記載なき場合は、公共規格またはこれに準じる規格を適用する。

２．アンカーボルト２．アンカーボルト２．アンカーボルト２．アンカーボルト２．アンカーボルト２．アンカーボルト２．アンカーボルト

（１）土台固定用アンカーボルト（１）土台固定用アンカーボルト（１）土台固定用アンカーボルト（１）土台固定用アンカーボルト（１）土台固定用アンカーボルト（１）土台固定用アンカーボルト（１）土台固定用アンカーボルト

200以内200以内200以内200以内200以内200以内200以内 ＠2000以内＠2000以内＠2000以内＠2000以内＠2000以内＠2000以内＠2000以内

①筋かいが取り付く①筋かいが取り付く①筋かいが取り付く①筋かいが取り付く①筋かいが取り付く①筋かいが取り付く①筋かいが取り付く

　柱の下部　柱の下部　柱の下部　柱の下部　柱の下部　柱の下部　柱の下部

②面材耐力壁の②面材耐力壁の②面材耐力壁の②面材耐力壁の②面材耐力壁の②面材耐力壁の②面材耐力壁の

　面材が張られた柱の下部　面材が張られた柱の下部　面材が張られた柱の下部　面材が張られた柱の下部　面材が張られた柱の下部　面材が張られた柱の下部　面材が張られた柱の下部

③土台継手の上木位置、③土台継手の上木位置、③土台継手の上木位置、③土台継手の上木位置、③土台継手の上木位置、③土台継手の上木位置、③土台継手の上木位置、

　土台仕口・土台端部　土台仕口・土台端部　土台仕口・土台端部　土台仕口・土台端部　土台仕口・土台端部　土台仕口・土台端部　土台仕口・土台端部

④　①～③以外で④　①～③以外で④　①～③以外で④　①～③以外で④　①～③以外で④　①～③以外で④　①～③以外で

間隔2000mm以内間隔2000mm以内間隔2000mm以内間隔2000mm以内間隔2000mm以内間隔2000mm以内間隔2000mm以内

M12フック付き　コンクリートへの埋め込み長さ250mm以上M12フック付き　コンクリートへの埋め込み長さ250mm以上M12フック付き　コンクリートへの埋め込み長さ250mm以上M12フック付き　コンクリートへの埋め込み長さ250mm以上M12フック付き　コンクリートへの埋め込み長さ250mm以上M12フック付き　コンクリートへの埋め込み長さ250mm以上M12フック付き　コンクリートへの埋め込み長さ250mm以上

200以内200以内200以内200以内200以内200以内200以内

2
50

以
上

2
50

以
上

2
50

以
上

2
50

以
上

2
50

以
上

2
50

以
上

2
50

以
上

・土台用アンカーボルトに使用する座金の仕様は、厚さ4.5mm、40mm×40mm角座金、・土台用アンカーボルトに使用する座金の仕様は、厚さ4.5mm、40mm×40mm角座金、・土台用アンカーボルトに使用する座金の仕様は、厚さ4.5mm、40mm×40mm角座金、・土台用アンカーボルトに使用する座金の仕様は、厚さ4.5mm、40mm×40mm角座金、・土台用アンカーボルトに使用する座金の仕様は、厚さ4.5mm、40mm×40mm角座金、・土台用アンカーボルトに使用する座金の仕様は、厚さ4.5mm、40mm×40mm角座金、・土台用アンカーボルトに使用する座金の仕様は、厚さ4.5mm、40mm×40mm角座金、

　φ45mm丸座金、または同等以上の性能を有する座金とする　φ45mm丸座金、または同等以上の性能を有する座金とする　φ45mm丸座金、または同等以上の性能を有する座金とする　φ45mm丸座金、または同等以上の性能を有する座金とする　φ45mm丸座金、または同等以上の性能を有する座金とする　φ45mm丸座金、または同等以上の性能を有する座金とする　φ45mm丸座金、または同等以上の性能を有する座金とする

（２）ホールダウン専用アンカーボルト（２）ホールダウン専用アンカーボルト（２）ホールダウン専用アンカーボルト（２）ホールダウン専用アンカーボルト（２）ホールダウン専用アンカーボルト（２）ホールダウン専用アンカーボルト（２）ホールダウン専用アンカーボルト

LL LL LL L

M16アンカーボルト（フック付き）M16アンカーボルト（フック付き）M16アンカーボルト（フック付き）M16アンカーボルト（フック付き）M16アンカーボルト（フック付き）M16アンカーボルト（フック付き）M16アンカーボルト（フック付き）

25kNホールダウン金物（り）まで25kNホールダウン金物（り）まで25kNホールダウン金物（り）まで25kNホールダウン金物（り）まで25kNホールダウン金物（り）まで25kNホールダウン金物（り）まで25kNホールダウン金物（り）まで 360mm以上360mm以上360mm以上360mm以上360mm以上360mm以上360mm以上

30・35kNホールダウン金物30・35kNホールダウン金物30・35kNホールダウン金物30・35kNホールダウン金物30・35kNホールダウン金物30・35kNホールダウン金物30・35kNホールダウン金物 510mm以上510mm以上510mm以上510mm以上510mm以上510mm以上510mm以上

LLLLLLL

・35kNを超えるホールダウンを使用する場合は特記による。・35kNを超えるホールダウンを使用する場合は特記による。・35kNを超えるホールダウンを使用する場合は特記による。・35kNを超えるホールダウンを使用する場合は特記による。・35kNを超えるホールダウンを使用する場合は特記による。・35kNを超えるホールダウンを使用する場合は特記による。・35kNを超えるホールダウンを使用する場合は特記による。

・ねじ山が３山以上ナットから出るようにアンカーボルトの長さを決定すること・ねじ山が３山以上ナットから出るようにアンカーボルトの長さを決定すること・ねじ山が３山以上ナットから出るようにアンカーボルトの長さを決定すること・ねじ山が３山以上ナットから出るようにアンカーボルトの長さを決定すること・ねじ山が３山以上ナットから出るようにアンカーボルトの長さを決定すること・ねじ山が３山以上ナットから出るようにアンカーボルトの長さを決定すること・ねじ山が３山以上ナットから出るようにアンカーボルトの長さを決定すること

70程度70程度70程度70程度70程度70程度70程度

（３）構造用アンカーボルト（３）構造用アンカーボルト（３）構造用アンカーボルト（３）構造用アンカーボルト（３）構造用アンカーボルト（３）構造用アンカーボルト（３）構造用アンカーボルト
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①Ｊ形アンカーボルト①Ｊ形アンカーボルト①Ｊ形アンカーボルト①Ｊ形アンカーボルト①Ｊ形アンカーボルト①Ｊ形アンカーボルト①Ｊ形アンカーボルト

（SS400）（SS400）（SS400）（SS400）（SS400）（SS400）（SS400）

L①＝35d（dはアンカーボルト径）L①＝35d（dはアンカーボルト径）L①＝35d（dはアンカーボルト径）L①＝35d（dはアンカーボルト径）L①＝35d（dはアンカーボルト径）L①＝35d（dはアンカーボルト径）L①＝35d（dはアンカーボルト径）

②構造用アンカーボルト②構造用アンカーボルト②構造用アンカーボルト②構造用アンカーボルト②構造用アンカーボルト②構造用アンカーボルト②構造用アンカーボルト

（ABR400,ABR490）（ABR400,ABR490）（ABR400,ABR490）（ABR400,ABR490）（ABR400,ABR490）（ABR400,ABR490）（ABR400,ABR490）

L②＝20d（dはアンカーボルト径）L②＝20d（dはアンカーボルト径）L②＝20d（dはアンカーボルト径）L②＝20d（dはアンカーボルト径）L②＝20d（dはアンカーボルト径）L②＝20d（dはアンカーボルト径）L②＝20d（dはアンカーボルト径）

注）アンカーボルトの種類は特記による注）アンカーボルトの種類は特記による注）アンカーボルトの種類は特記による注）アンカーボルトの種類は特記による注）アンカーボルトの種類は特記による注）アンカーボルトの種類は特記による注）アンカーボルトの種類は特記による

注）アンカーボルトの埋め込み長さは注）アンカーボルトの埋め込み長さは注）アンカーボルトの埋め込み長さは注）アンカーボルトの埋め込み長さは注）アンカーボルトの埋め込み長さは注）アンカーボルトの埋め込み長さは注）アンカーボルトの埋め込み長さは

　　特記による、記載なき場合は上図による　　特記による、記載なき場合は上図による　　特記による、記載なき場合は上図による　　特記による、記載なき場合は上図による　　特記による、記載なき場合は上図による　　特記による、記載なき場合は上図による　　特記による、記載なき場合は上図による

注）構造用アンカーボルトの定着板の注）構造用アンカーボルトの定着板の注）構造用アンカーボルトの定着板の注）構造用アンカーボルトの定着板の注）構造用アンカーボルトの定着板の注）構造用アンカーボルトの定着板の注）構造用アンカーボルトの定着板の

　　寸法特記による　　寸法特記による　　寸法特記による　　寸法特記による　　寸法特記による　　寸法特記による　　寸法特記による

３．土台３．土台３．土台３．土台３．土台３．土台３．土台

片あり掛け片あり掛け片あり掛け片あり掛け片あり掛け片あり掛け片あり掛け

腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ腰掛け蟻継ぎ

上木（男木）上木（男木）上木（男木）上木（男木）上木（男木）上木（男木）上木（男木）

女木女木女木女木女木女木女木

大入れ大入れ大入れ大入れ大入れ大入れ大入れ

あり掛けあり掛けあり掛けあり掛けあり掛けあり掛けあり掛け

腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ

上木（男木）上木（男木）上木（男木）上木（男木）上木（男木）上木（男木）上木（男木）

女木女木女木女木女木女木女木

（１）継手（１）継手（１）継手（１）継手（１）継手（１）継手（１）継手

（２）仕口（２）仕口（２）仕口（２）仕口（２）仕口（２）仕口（２）仕口

・継手は柱直下および人通口・換気口の位置を避ける。・継手は柱直下および人通口・換気口の位置を避ける。・継手は柱直下および人通口・換気口の位置を避ける。・継手は柱直下および人通口・換気口の位置を避ける。・継手は柱直下および人通口・換気口の位置を避ける。・継手は柱直下および人通口・換気口の位置を避ける。・継手は柱直下および人通口・換気口の位置を避ける。

４．はり４．はり４．はり４．はり４．はり４．はり４．はり

（１）継手（１）継手（１）継手（１）継手（１）継手（１）継手（１）継手

男木男木男木男木男木男木男木

女木女木女木女木女木女木女木

腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ腰掛け鎌継ぎ

補強金物補強金物補強金物補強金物補強金物補強金物補強金物

・はりせいは女木≧男木とする。・はりせいは女木≧男木とする。・はりせいは女木≧男木とする。・はりせいは女木≧男木とする。・はりせいは女木≧男木とする。・はりせいは女木≧男木とする。・はりせいは女木≧男木とする。

・補強金物は特記による。記載なき場合は・補強金物は特記による。記載なき場合は・補強金物は特記による。記載なき場合は・補強金物は特記による。記載なき場合は・補強金物は特記による。記載なき場合は・補強金物は特記による。記載なき場合は・補強金物は特記による。記載なき場合は

　短ざく金物１箇所設置とする。　短ざく金物１箇所設置とする。　短ざく金物１箇所設置とする。　短ざく金物１箇所設置とする。　短ざく金物１箇所設置とする。　短ざく金物１箇所設置とする。　短ざく金物１箇所設置とする。

（２）仕口（２）仕口（２）仕口（２）仕口（２）仕口（２）仕口（２）仕口

補強金物補強金物補強金物補強金物補強金物補強金物補強金物
柱柱柱柱柱柱柱

2/3h程度2/3h程度2/3h程度2/3h程度2/3h程度2/3h程度2/3h程度

大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け大入れあり掛け あり掛けあり掛けあり掛けあり掛けあり掛けあり掛けあり掛け

柱持たせ柱持たせ柱持たせ柱持たせ柱持たせ柱持たせ柱持たせ

・補強金物は特記に・補強金物は特記に・補強金物は特記に・補強金物は特記に・補強金物は特記に・補強金物は特記に・補強金物は特記に

よる、記載がないよる、記載がないよる、記載がないよる、記載がないよる、記載がないよる、記載がないよる、記載がない

場合は羽子板ボルト場合は羽子板ボルト場合は羽子板ボルト場合は羽子板ボルト場合は羽子板ボルト場合は羽子板ボルト場合は羽子板ボルト

１箇所設置とする１箇所設置とする１箇所設置とする１箇所設置とする１箇所設置とする１箇所設置とする１箇所設置とする

５．柱・小屋束・間柱５．柱・小屋束・間柱５．柱・小屋束・間柱５．柱・小屋束・間柱５．柱・小屋束・間柱５．柱・小屋束・間柱５．柱・小屋束・間柱

寄せほぞ寄せほぞ寄せほぞ寄せほぞ寄せほぞ寄せほぞ寄せほぞ

かすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがい

（２）耐力壁でない軸組の柱と横架材の仕口（２）耐力壁でない軸組の柱と横架材の仕口（２）耐力壁でない軸組の柱と横架材の仕口（２）耐力壁でない軸組の柱と横架材の仕口（２）耐力壁でない軸組の柱と横架材の仕口（２）耐力壁でない軸組の柱と横架材の仕口（２）耐力壁でない軸組の柱と横架材の仕口

　短辺30×長辺59×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺59×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺59×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺59×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺59×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺59×長さ40～60程度とする　短辺30×長辺59×長さ40～60程度とする

（１）耐力壁となる軸組の柱と横架材の仕口（１）耐力壁となる軸組の柱と横架材の仕口（１）耐力壁となる軸組の柱と横架材の仕口（１）耐力壁となる軸組の柱と横架材の仕口（１）耐力壁となる軸組の柱と横架材の仕口（１）耐力壁となる軸組の柱と横架材の仕口（１）耐力壁となる軸組の柱と横架材の仕口

・軸組の柱の柱脚及び柱頭の仕口は特記による。特記がない場合は軸組の種類及び柱の位置に・軸組の柱の柱脚及び柱頭の仕口は特記による。特記がない場合は軸組の種類及び柱の位置に・軸組の柱の柱脚及び柱頭の仕口は特記による。特記がない場合は軸組の種類及び柱の位置に・軸組の柱の柱脚及び柱頭の仕口は特記による。特記がない場合は軸組の種類及び柱の位置に・軸組の柱の柱脚及び柱頭の仕口は特記による。特記がない場合は軸組の種類及び柱の位置に・軸組の柱の柱脚及び柱頭の仕口は特記による。特記がない場合は軸組の種類及び柱の位置に・軸組の柱の柱脚及び柱頭の仕口は特記による。特記がない場合は軸組の種類及び柱の位置に

  応じて平12建告1460号二号表1～表3によるもの又は同等以上とする。  応じて平12建告1460号二号表1～表3によるもの又は同等以上とする。  応じて平12建告1460号二号表1～表3によるもの又は同等以上とする。  応じて平12建告1460号二号表1～表3によるもの又は同等以上とする。  応じて平12建告1460号二号表1～表3によるもの又は同等以上とする。  応じて平12建告1460号二号表1～表3によるもの又は同等以上とする。  応じて平12建告1460号二号表1～表3によるもの又は同等以上とする。

①柱の端部と横架材との仕口①柱の端部と横架材との仕口①柱の端部と横架材との仕口①柱の端部と横架材との仕口①柱の端部と横架材との仕口①柱の端部と横架材との仕口①柱の端部と横架材との仕口

②通し柱と横架材②通し柱と横架材②通し柱と横架材②通し柱と横架材②通し柱と横架材②通し柱と横架材②通し柱と横架材

・補強金物として短ざく金物、かね・補強金物として短ざく金物、かね・補強金物として短ざく金物、かね・補強金物として短ざく金物、かね・補強金物として短ざく金物、かね・補強金物として短ざく金物、かね・補強金物として短ざく金物、かね

　折り金物、または羽子板ボルトを　折り金物、または羽子板ボルトを　折り金物、または羽子板ボルトを　折り金物、または羽子板ボルトを　折り金物、または羽子板ボルトを　折り金物、または羽子板ボルトを　折り金物、または羽子板ボルトを

　設置する　設置する　設置する　設置する　設置する　設置する　設置する

・胴差で通し柱に取り付く方向は・胴差で通し柱に取り付く方向は・胴差で通し柱に取り付く方向は・胴差で通し柱に取り付く方向は・胴差で通し柱に取り付く方向は・胴差で通し柱に取り付く方向は・胴差で通し柱に取り付く方向は

　２方向までとする　２方向までとする　２方向までとする　２方向までとする　２方向までとする　２方向までとする　２方向までとする

６．耐力壁６．耐力壁６．耐力壁６．耐力壁６．耐力壁６．耐力壁６．耐力壁

（３）小屋束の上下仕口（３）小屋束の上下仕口（３）小屋束の上下仕口（３）小屋束の上下仕口（３）小屋束の上下仕口（３）小屋束の上下仕口（３）小屋束の上下仕口

かすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがい

かすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがい

小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束

短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し

短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し

・補強金物は特記による、記載がない・補強金物は特記による、記載がない・補強金物は特記による、記載がない・補強金物は特記による、記載がない・補強金物は特記による、記載がない・補強金物は特記による、記載がない・補強金物は特記による、記載がない

　ときはかすがいまたはひら金物　ときはかすがいまたはひら金物　ときはかすがいまたはひら金物　ときはかすがいまたはひら金物　ときはかすがいまたはひら金物　ときはかすがいまたはひら金物　ときはかすがいまたはひら金物

　（SM-12または同等以上）とする　（SM-12または同等以上）とする　（SM-12または同等以上）とする　（SM-12または同等以上）とする　（SM-12または同等以上）とする　（SM-12または同等以上）とする　（SM-12または同等以上）とする

（４）間柱の上下仕口（４）間柱の上下仕口（４）間柱の上下仕口（４）間柱の上下仕口（４）間柱の上下仕口（４）間柱の上下仕口（４）間柱の上下仕口

・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め打ち・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め打ち・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め打ち・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め打ち・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め打ち・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め打ち・上下横架材に深さ3mm程度大入れ＋釘N75斜め打ち

・上部ほぞ差し下部突き付け＋下部に釘N75斜め打ち・上部ほぞ差し下部突き付け＋下部に釘N75斜め打ち・上部ほぞ差し下部突き付け＋下部に釘N75斜め打ち・上部ほぞ差し下部突き付け＋下部に釘N75斜め打ち・上部ほぞ差し下部突き付け＋下部に釘N75斜め打ち・上部ほぞ差し下部突き付け＋下部に釘N75斜め打ち・上部ほぞ差し下部突き付け＋下部に釘N75斜め打ち

７．水平構面７．水平構面７．水平構面７．水平構面７．水平構面７．水平構面７．水平構面

（１）火打水平構面（１）火打水平構面（１）火打水平構面（１）火打水平構面（１）火打水平構面（１）火打水平構面（１）火打水平構面

傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ

ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12

火打ち　90×90火打ち　90×90火打ち　90×90火打ち　90×90火打ち　90×90火打ち　90×90火打ち　90×90

・木製火打ち90×90を用いたときの端部は・木製火打ち90×90を用いたときの端部は・木製火打ち90×90を用いたときの端部は・木製火打ち90×90を用いたときの端部は・木製火打ち90×90を用いたときの端部は・木製火打ち90×90を用いたときの端部は・木製火打ち90×90を用いたときの端部は

　傾ぎ大入れ＋ボルト締めを標準とする　傾ぎ大入れ＋ボルト締めを標準とする　傾ぎ大入れ＋ボルト締めを標準とする　傾ぎ大入れ＋ボルト締めを標準とする　傾ぎ大入れ＋ボルト締めを標準とする　傾ぎ大入れ＋ボルト締めを標準とする　傾ぎ大入れ＋ボルト締めを標準とする

・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい、・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい、・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい、・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい、・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい、・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい、・Zマーク鋼製火打ち又は同等品としてもよい、

　端部は製品の仕様による　端部は製品の仕様による　端部は製品の仕様による　端部は製品の仕様による　端部は製品の仕様による　端部は製品の仕様による　端部は製品の仕様による

（２）勾配屋根水平構面（２）勾配屋根水平構面（２）勾配屋根水平構面（２）勾配屋根水平構面（２）勾配屋根水平構面（２）勾配屋根水平構面（２）勾配屋根水平構面

釘は川の字配置釘は川の字配置釘は川の字配置釘は川の字配置釘は川の字配置釘は川の字配置釘は川の字配置

軒桁位置軒桁位置軒桁位置軒桁位置軒桁位置軒桁位置軒桁位置

母屋位置母屋位置母屋位置母屋位置母屋位置母屋位置母屋位置

500
以下

500
以下

500
以下

500
以下

500
以下

500
以下

500
以下

構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板

2-N502-N502-N502-N502-N502-N502-N50

釘釘釘釘釘釘釘

母屋母屋母屋母屋母屋母屋母屋
小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束小屋束

小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁小屋梁

振れ止め振れ止め振れ止め振れ止め振れ止め振れ止め振れ止め

・束立て母屋形式の場合は、小屋組に振れ止めを配置する・束立て母屋形式の場合は、小屋組に振れ止めを配置する・束立て母屋形式の場合は、小屋組に振れ止めを配置する・束立て母屋形式の場合は、小屋組に振れ止めを配置する・束立て母屋形式の場合は、小屋組に振れ止めを配置する・束立て母屋形式の場合は、小屋組に振れ止めを配置する・束立て母屋形式の場合は、小屋組に振れ止めを配置する

・振れ止めの位置は特記による、記載ない場合は・振れ止めの位置は特記による、記載ない場合は・振れ止めの位置は特記による、記載ない場合は・振れ止めの位置は特記による、記載ない場合は・振れ止めの位置は特記による、記載ない場合は・振れ止めの位置は特記による、記載ない場合は・振れ止めの位置は特記による、記載ない場合は

　４m以内（両面に設ける場合は８m以内）を標準とする　４m以内（両面に設ける場合は８m以内）を標準とする　４m以内（両面に設ける場合は８m以内）を標準とする　４m以内（両面に設ける場合は８m以内）を標準とする　４m以内（両面に設ける場合は８m以内）を標準とする　４m以内（両面に設ける場合は８m以内）を標準とする　４m以内（両面に設ける場合は８m以内）を標準とする

・振れ止めの断面は特記による、記載ない場合は15×90（すぎ）・振れ止めの断面は特記による、記載ない場合は15×90（すぎ）・振れ止めの断面は特記による、記載ない場合は15×90（すぎ）・振れ止めの断面は特記による、記載ない場合は15×90（すぎ）・振れ止めの断面は特記による、記載ない場合は15×90（すぎ）・振れ止めの断面は特記による、記載ない場合は15×90（すぎ）・振れ止めの断面は特記による、記載ない場合は15×90（すぎ）

（３）床水平構面　構造用合板厚24mmまたは28mm（３）床水平構面　構造用合板厚24mmまたは28mm（３）床水平構面　構造用合板厚24mmまたは28mm（３）床水平構面　構造用合板厚24mmまたは28mm（３）床水平構面　構造用合板厚24mmまたは28mm（３）床水平構面　構造用合板厚24mmまたは28mm（３）床水平構面　構造用合板厚24mmまたは28mm

①四周＋中通り釘打ち①四周＋中通り釘打ち①四周＋中通り釘打ち①四周＋中通り釘打ち①四周＋中通り釘打ち①四周＋中通り釘打ち①四周＋中通り釘打ち

床梁床梁床梁床梁床梁床梁床梁

合板継位置に受材合板継位置に受材合板継位置に受材合板継位置に受材合板継位置に受材合板継位置に受材合板継位置に受材

幅60×せい45以上幅60×せい45以上幅60×せい45以上幅60×せい45以上幅60×せい45以上幅60×せい45以上幅60×せい45以上

端部大入れ＋端部大入れ＋端部大入れ＋端部大入れ＋端部大入れ＋端部大入れ＋端部大入れ＋

柱柱柱柱柱柱柱

厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm

構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板

短辺方向中央に配置短辺方向中央に配置短辺方向中央に配置短辺方向中央に配置短辺方向中央に配置短辺方向中央に配置短辺方向中央に配置

釘を合板外周四辺＋釘を合板外周四辺＋釘を合板外周四辺＋釘を合板外周四辺＋釘を合板外周四辺＋釘を合板外周四辺＋釘を合板外周四辺＋

釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150

釘1-N75斜め打ち釘1-N75斜め打ち釘1-N75斜め打ち釘1-N75斜め打ち釘1-N75斜め打ち釘1-N75斜め打ち釘1-N75斜め打ち

釘は近辺へ移動し釘は近辺へ移動し釘は近辺へ移動し釘は近辺へ移動し釘は近辺へ移動し釘は近辺へ移動し釘は近辺へ移動し

柱位置は合板切り欠き柱位置は合板切り欠き柱位置は合板切り欠き柱位置は合板切り欠き柱位置は合板切り欠き柱位置は合板切り欠き柱位置は合板切り欠き

必要本数分必ず打つこと必要本数分必ず打つこと必要本数分必ず打つこと必要本数分必ず打つこと必要本数分必ず打つこと必要本数分必ず打つこと必要本数分必ず打つこと

②川の字釘打ち②川の字釘打ち②川の字釘打ち②川の字釘打ち②川の字釘打ち②川の字釘打ち②川の字釘打ち

床梁床梁床梁床梁床梁床梁床梁柱柱柱柱柱柱柱

厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm厚さ24mm,28mm

構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板

中央に配置中央に配置中央に配置中央に配置中央に配置中央に配置中央に配置

釘を短辺方向外周部＋釘を短辺方向外周部＋釘を短辺方向外周部＋釘を短辺方向外周部＋釘を短辺方向外周部＋釘を短辺方向外周部＋釘を短辺方向外周部＋

釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150釘N75＠150

梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下

梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下梁間隔1000mm以下

ある場合はその辺にある場合はその辺にある場合はその辺にある場合はその辺にある場合はその辺にある場合はその辺にある場合はその辺に

※合板長辺外周部直下に梁が※合板長辺外周部直下に梁が※合板長辺外周部直下に梁が※合板長辺外周部直下に梁が※合板長辺外周部直下に梁が※合板長辺外周部直下に梁が※合板長辺外周部直下に梁が

対して釘打ち対して釘打ち対して釘打ち対して釘打ち対して釘打ち対して釘打ち対して釘打ち

８．柱脚柱頭補強金物８．柱脚柱頭補強金物８．柱脚柱頭補強金物８．柱脚柱頭補強金物８．柱脚柱頭補強金物８．柱脚柱頭補強金物８．柱脚柱頭補強金物

かど金物CP-Lかど金物CP-Lかど金物CP-Lかど金物CP-Lかど金物CP-Lかど金物CP-Lかど金物CP-L

M12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルトM12ボルト

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト

10-ZN6510-ZN6510-ZN6510-ZN6510-ZN6510-ZN6510-ZN65

もしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルトもしくはM16ボルト

＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）＋角座金（80×80×9）

M16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルトM16座付ボルト

埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上埋込長さ360mm以上

M16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルトM16アンカーボルト

－柱脚－－柱脚－－柱脚－－柱脚－－柱脚－－柱脚－－柱脚－

（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15

山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP山型プレートVP

8-ZN908-ZN908-ZN908-ZN908-ZN908-ZN908-ZN90

かすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがいかすがい

－柱頭－－柱頭－－柱頭－－柱頭－－柱頭－－柱頭－－柱頭－

（１）（い）かすがい（１）（い）かすがい（１）（い）かすがい（１）（い）かすがい（１）（い）かすがい（１）（い）かすがい（１）（い）かすがい （２）（ろ）L字型かど金物（２）（ろ）L字型かど金物（２）（ろ）L字型かど金物（２）（ろ）L字型かど金物（２）（ろ）L字型かど金物（２）（ろ）L字型かど金物（２）（ろ）L字型かど金物 （３）（は）山型プレート（３）（は）山型プレート（３）（は）山型プレート（３）（は）山型プレート（３）（は）山型プレート（３）（は）山型プレート（３）（は）山型プレート

（４）（に）羽子板ボルト（４）（に）羽子板ボルト（４）（に）羽子板ボルト（４）（に）羽子板ボルト（４）（に）羽子板ボルト（４）（に）羽子板ボルト（４）（に）羽子板ボルト

同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用

※土台側は（に）以上の※土台側は（に）以上の※土台側は（に）以上の※土台側は（に）以上の※土台側は（に）以上の※土台側は（に）以上の※土台側は（に）以上の

M12ボルト＋スクリュー釘M12ボルト＋スクリュー釘M12ボルト＋スクリュー釘M12ボルト＋スクリュー釘M12ボルト＋スクリュー釘M12ボルト＋スクリュー釘M12ボルト＋スクリュー釘

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト

（５）（ほ）羽子板ボルト（５）（ほ）羽子板ボルト（５）（ほ）羽子板ボルト（５）（ほ）羽子板ボルト（５）（ほ）羽子板ボルト（５）（ほ）羽子板ボルト（５）（ほ）羽子板ボルト

同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用同等認定品等を使用

※土台側は（ほ）以上の※土台側は（ほ）以上の※土台側は（ほ）以上の※土台側は（ほ）以上の※土台側は（ほ）以上の※土台側は（ほ）以上の※土台側は（ほ）以上の

（６）（へ・と・ち・り）10・15・20・25kNホールダウン・引寄金物（６）（へ・と・ち・り）10・15・20・25kNホールダウン・引寄金物（６）（へ・と・ち・り）10・15・20・25kNホールダウン・引寄金物（６）（へ・と・ち・り）10・15・20・25kNホールダウン・引寄金物（６）（へ・と・ち・り）10・15・20・25kNホールダウン・引寄金物（６）（へ・と・ち・り）10・15・20・25kNホールダウン・引寄金物（６）（へ・と・ち・り）10・15・20・25kNホールダウン・引寄金物

－柱脚－－柱脚－－柱脚－－柱脚－－柱脚－－柱脚－－柱脚－

木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により

所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を

選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する

※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること

木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により木造建築用接合金物性能認定により

所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を所定の耐力を保有すると認定された金物を

選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する選定し、工事監理者へ報告する

※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること※指定の接合具と共に使用すること

－柱頭－－柱頭－－柱頭－－柱頭－－柱頭－－柱頭－－柱頭－

・補強金物は同等認定品、または性能認定品の中から選定してもよい、選定した金物は・補強金物は同等認定品、または性能認定品の中から選定してもよい、選定した金物は・補強金物は同等認定品、または性能認定品の中から選定してもよい、選定した金物は・補強金物は同等認定品、または性能認定品の中から選定してもよい、選定した金物は・補強金物は同等認定品、または性能認定品の中から選定してもよい、選定した金物は・補強金物は同等認定品、または性能認定品の中から選定してもよい、選定した金物は・補強金物は同等認定品、または性能認定品の中から選定してもよい、選定した金物は

　施工前に性能を確認できる書類（同等認定の写し、試験成績書等）を工事監理者に提出し、　施工前に性能を確認できる書類（同等認定の写し、試験成績書等）を工事監理者に提出し、　施工前に性能を確認できる書類（同等認定の写し、試験成績書等）を工事監理者に提出し、　施工前に性能を確認できる書類（同等認定の写し、試験成績書等）を工事監理者に提出し、　施工前に性能を確認できる書類（同等認定の写し、試験成績書等）を工事監理者に提出し、　施工前に性能を確認できる書類（同等認定の写し、試験成績書等）を工事監理者に提出し、　施工前に性能を確認できる書類（同等認定の写し、試験成績書等）を工事監理者に提出し、

　承認を受けること　承認を受けること　承認を受けること　承認を受けること　承認を受けること　承認を受けること　承認を受けること

・補強金物設置時の工程を抜き取りで撮影し、写真を保管すること。特に直後の工事で補強・補強金物設置時の工程を抜き取りで撮影し、写真を保管すること。特に直後の工事で補強・補強金物設置時の工程を抜き取りで撮影し、写真を保管すること。特に直後の工事で補強・補強金物設置時の工程を抜き取りで撮影し、写真を保管すること。特に直後の工事で補強・補強金物設置時の工程を抜き取りで撮影し、写真を保管すること。特に直後の工事で補強・補強金物設置時の工程を抜き取りで撮影し、写真を保管すること。特に直後の工事で補強・補強金物設置時の工程を抜き取りで撮影し、写真を保管すること。特に直後の工事で補強

　金物が目視確認できない状況になる箇所については重点的に撮影すること。　金物が目視確認できない状況になる箇所については重点的に撮影すること。　金物が目視確認できない状況になる箇所については重点的に撮影すること。　金物が目視確認できない状況になる箇所については重点的に撮影すること。　金物が目視確認できない状況になる箇所については重点的に撮影すること。　金物が目視確認できない状況になる箇所については重点的に撮影すること。　金物が目視確認できない状況になる箇所については重点的に撮影すること。

（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20

（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25

（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10

※（へ）で同等品金物を使用し※（へ）で同等品金物を使用し※（へ）で同等品金物を使用し※（へ）で同等品金物を使用し※（へ）で同等品金物を使用し※（へ）で同等品金物を使用し※（へ）で同等品金物を使用し

引き寄せタイプ以外の場合は引き寄せタイプ以外の場合は引き寄せタイプ以外の場合は引き寄せタイプ以外の場合は引き寄せタイプ以外の場合は引き寄せタイプ以外の場合は引き寄せタイプ以外の場合は

ホールダウン用アンカーボルトM16は不要、ホールダウン用アンカーボルトM16は不要、ホールダウン用アンカーボルトM16は不要、ホールダウン用アンカーボルトM16は不要、ホールダウン用アンカーボルトM16は不要、ホールダウン用アンカーボルトM16は不要、ホールダウン用アンカーボルトM16は不要、

代わりに柱の両側に計２箇所、土台固定用代わりに柱の両側に計２箇所、土台固定用代わりに柱の両側に計２箇所、土台固定用代わりに柱の両側に計２箇所、土台固定用代わりに柱の両側に計２箇所、土台固定用代わりに柱の両側に計２箇所、土台固定用代わりに柱の両側に計２箇所、土台固定用

アンカーボルトを配置することアンカーボルトを配置することアンカーボルトを配置することアンカーボルトを配置することアンカーボルトを配置することアンカーボルトを配置することアンカーボルトを配置すること

（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15（と）S-HD15

（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20（ち）S-HD20

（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25（り）S-HD25

（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10（へ）S-HD10

孔径がL/2（50cm程度）まで：孔径がL/2（50cm程度）まで：孔径がL/2（50cm程度）まで：孔径がL/2（50cm程度）まで：孔径がL/2（50cm程度）まで：孔径がL/2（50cm程度）まで：孔径がL/2（50cm程度）まで：

水平方向の受材等は両端を軸組の柱に対して斜めビス止め水平方向の受材等は両端を軸組の柱に対して斜めビス止め水平方向の受材等は両端を軸組の柱に対して斜めビス止め水平方向の受材等は両端を軸組の柱に対して斜めビス止め水平方向の受材等は両端を軸組の柱に対して斜めビス止め水平方向の受材等は両端を軸組の柱に対して斜めビス止め水平方向の受材等は両端を軸組の柱に対して斜めビス止め

穴径が12t以下かつL/6以下：補強不要穴径が12t以下かつL/6以下：補強不要穴径が12t以下かつL/6以下：補強不要穴径が12t以下かつL/6以下：補強不要穴径が12t以下かつL/6以下：補強不要穴径が12t以下かつL/6以下：補強不要穴径が12t以下かつL/6以下：補強不要

：小開口を設けることができる範囲：小開口を設けることができる範囲：小開口を設けることができる範囲：小開口を設けることができる範囲：小開口を設けることができる範囲：小開口を設けることができる範囲：小開口を設けることができる範囲

（１）耐力壁貫通孔（面材耐力壁） 剛性・耐力に影響のない小開口の範囲（１）耐力壁貫通孔（面材耐力壁） 剛性・耐力に影響のない小開口の範囲（１）耐力壁貫通孔（面材耐力壁） 剛性・耐力に影響のない小開口の範囲（１）耐力壁貫通孔（面材耐力壁） 剛性・耐力に影響のない小開口の範囲（１）耐力壁貫通孔（面材耐力壁） 剛性・耐力に影響のない小開口の範囲（１）耐力壁貫通孔（面材耐力壁） 剛性・耐力に影響のない小開口の範囲（１）耐力壁貫通孔（面材耐力壁） 剛性・耐力に影響のない小開口の範囲

開口部四周を受材（間柱と同断面以上）で補強し、開口部四周を受材（間柱と同断面以上）で補強し、開口部四周を受材（間柱と同断面以上）で補強し、開口部四周を受材（間柱と同断面以上）で補強し、開口部四周を受材（間柱と同断面以上）で補強し、開口部四周を受材（間柱と同断面以上）で補強し、開口部四周を受材（間柱と同断面以上）で補強し、

受材に面材を釘打ち（釘は耐力壁仕様と同じ）受材に面材を釘打ち（釘は耐力壁仕様と同じ）受材に面材を釘打ち（釘は耐力壁仕様と同じ）受材に面材を釘打ち（釘は耐力壁仕様と同じ）受材に面材を釘打ち（釘は耐力壁仕様と同じ）受材に面材を釘打ち（釘は耐力壁仕様と同じ）受材に面材を釘打ち（釘は耐力壁仕様と同じ）

ホールダウンパイプホールダウンパイプホールダウンパイプホールダウンパイプホールダウンパイプホールダウンパイプホールダウンパイプ

（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）

短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物短冊金物

短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し短ほぞ差し

傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ傾ぎ大入れ

（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）（タツミまたは同等品）

梁受金物（テックワン金物）梁受金物（テックワン金物）梁受金物（テックワン金物）梁受金物（テックワン金物）梁受金物（テックワン金物）梁受金物（テックワン金物）梁受金物（テックワン金物）

木造軸組接合部標準図木造軸組接合部標準図木造軸組接合部標準図木造軸組接合部標準図木造軸組接合部標準図木造軸組接合部標準図木造軸組接合部標準図

ホールダウン用アンカーボルト埋め込み長さL（構造図に特記なき場合）ホールダウン用アンカーボルト埋め込み長さL（構造図に特記なき場合）ホールダウン用アンカーボルト埋め込み長さL（構造図に特記なき場合）ホールダウン用アンカーボルト埋め込み長さL（構造図に特記なき場合）ホールダウン用アンカーボルト埋め込み長さL（構造図に特記なき場合）ホールダウン用アンカーボルト埋め込み長さL（構造図に特記なき場合）ホールダウン用アンカーボルト埋め込み長さL（構造図に特記なき場合）
（７）（ぬ）30・35kNホールダウン・引寄金物（７）（ぬ）30・35kNホールダウン・引寄金物（７）（ぬ）30・35kNホールダウン・引寄金物（７）（ぬ）30・35kNホールダウン・引寄金物（７）（ぬ）30・35kNホールダウン・引寄金物（７）（ぬ）30・35kNホールダウン・引寄金物（７）（ぬ）30・35kNホールダウン・引寄金物

９．貫通孔９．貫通孔９．貫通孔９．貫通孔９．貫通孔９．貫通孔９．貫通孔

（１）面材張り耐力壁（１）面材張り耐力壁（１）面材張り耐力壁（１）面材張り耐力壁（１）面材張り耐力壁（１）面材張り耐力壁（１）面材張り耐力壁

大壁仕様大壁仕様大壁仕様大壁仕様大壁仕様大壁仕様大壁仕様 真壁仕様真壁仕様真壁仕様真壁仕様真壁仕様真壁仕様真壁仕様

構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板

面材が両面につく場合　柱に2×N75＠300平打ち面材が両面につく場合　柱に2×N75＠300平打ち面材が両面につく場合　柱に2×N75＠300平打ち面材が両面につく場合　柱に2×N75＠300平打ち面材が両面につく場合　柱に2×N75＠300平打ち面材が両面につく場合　柱に2×N75＠300平打ち面材が両面につく場合　柱に2×N75＠300平打ち

面材が片面につく場合　柱に1×N75＠300平打ち面材が片面につく場合　柱に1×N75＠300平打ち面材が片面につく場合　柱に1×N75＠300平打ち面材が片面につく場合　柱に1×N75＠300平打ち面材が片面につく場合　柱に1×N75＠300平打ち面材が片面につく場合　柱に1×N75＠300平打ち面材が片面につく場合　柱に1×N75＠300平打ち

N50@150N50@150N50@150N50@150N50@150N50@150N50@150

受材受材受材受材受材受材受材

aaaaaaa

かつH/3.5以上かつH/3.5以上かつH/3.5以上かつH/3.5以上かつH/3.5以上かつH/3.5以上かつH/3.5以上

HH HH HH H

900～2000900～2000900～2000900～2000900～2000900～2000900～2000

筋かい筋かい筋かい筋かい筋かい筋かい筋かい

45×9045×9045×9045×9045×9045×9045×90

間柱から筋かい間柱から筋かい間柱から筋かい間柱から筋かい間柱から筋かい間柱から筋かい間柱から筋かい

側面に2-N75斜め打ち側面に2-N75斜め打ち側面に2-N75斜め打ち側面に2-N75斜め打ち側面に2-N75斜め打ち側面に2-N75斜め打ち側面に2-N75斜め打ち
柱脚柱頭柱脚柱頭柱脚柱頭柱脚柱頭柱脚柱頭柱脚柱頭柱脚柱頭

補強金物補強金物補強金物補強金物補強金物補強金物補強金物

間柱間柱間柱間柱間柱間柱間柱

筋かい金物筋かい金物筋かい金物筋かい金物筋かい金物筋かい金物筋かい金物

壁倍率２倍用壁倍率２倍用壁倍率２倍用壁倍率２倍用壁倍率２倍用壁倍率２倍用壁倍率２倍用

a詳細図a詳細図a詳細図a詳細図a詳細図a詳細図a詳細図

・柱脚柱頭補強金物は特記による・柱脚柱頭補強金物は特記による・柱脚柱頭補強金物は特記による・柱脚柱頭補強金物は特記による・柱脚柱頭補強金物は特記による・柱脚柱頭補強金物は特記による・柱脚柱頭補強金物は特記による

・筋かい金物は付属品のビス類を使用すること・筋かい金物は付属品のビス類を使用すること・筋かい金物は付属品のビス類を使用すること・筋かい金物は付属品のビス類を使用すること・筋かい金物は付属品のビス類を使用すること・筋かい金物は付属品のビス類を使用すること・筋かい金物は付属品のビス類を使用すること

（２）筋かい耐力壁　筋かい断面45×90（壁倍率　片掛け：2.0倍　たすき：4.0倍）（２）筋かい耐力壁　筋かい断面45×90（壁倍率　片掛け：2.0倍　たすき：4.0倍）（２）筋かい耐力壁　筋かい断面45×90（壁倍率　片掛け：2.0倍　たすき：4.0倍）（２）筋かい耐力壁　筋かい断面45×90（壁倍率　片掛け：2.0倍　たすき：4.0倍）（２）筋かい耐力壁　筋かい断面45×90（壁倍率　片掛け：2.0倍　たすき：4.0倍）（２）筋かい耐力壁　筋かい断面45×90（壁倍率　片掛け：2.0倍　たすき：4.0倍）（２）筋かい耐力壁　筋かい断面45×90（壁倍率　片掛け：2.0倍　たすき：4.0倍）

（３）大臣認定仕様　仕様は特記、及び認定内容による（３）大臣認定仕様　仕様は特記、及び認定内容による（３）大臣認定仕様　仕様は特記、及び認定内容による（３）大臣認定仕様　仕様は特記、及び認定内容による（３）大臣認定仕様　仕様は特記、及び認定内容による（３）大臣認定仕様　仕様は特記、及び認定内容による（３）大臣認定仕様　仕様は特記、及び認定内容による

床合板床合板床合板床合板床合板床合板床合板

受材受材受材受材受材受材受材

P4P4P4P4P4P4P4

・床勝ち受材納まり・床勝ち受材納まり・床勝ち受材納まり・床勝ち受材納まり・床勝ち受材納まり・床勝ち受材納まり・床勝ち受材納まり・真壁受材納まり（※入隅部分も含む）・真壁受材納まり（※入隅部分も含む）・真壁受材納まり（※入隅部分も含む）・真壁受材納まり（※入隅部分も含む）・真壁受材納まり（※入隅部分も含む）・真壁受材納まり（※入隅部分も含む）・真壁受材納まり（※入隅部分も含む）

面材の種類面材の種類面材の種類面材の種類面材の種類面材の種類面材の種類 くぎの種類くぎの種類くぎの種類くぎの種類くぎの種類くぎの種類くぎの種類 倍率倍率倍率倍率倍率倍率倍率仕様仕様仕様仕様仕様仕様仕様
断面（mm）断面（mm）断面（mm）断面（mm）断面（mm）断面（mm）断面（mm）

床勝ち受材床勝ち受材床勝ち受材床勝ち受材床勝ち受材床勝ち受材床勝ち受材

断面（mm）断面（mm）断面（mm）断面（mm）断面（mm）断面（mm）断面（mm）

間柱間隔間柱間隔間柱間隔間柱間隔間柱間隔間柱間隔間柱間隔

（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）
くぎ間隔くぎ間隔くぎ間隔くぎ間隔くぎ間隔くぎ間隔くぎ間隔

（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）
厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ

（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）（mm）

真壁受材(入隅も準ずる)真壁受材(入隅も準ずる)真壁受材(入隅も準ずる)真壁受材(入隅も準ずる)真壁受材(入隅も準ずる)真壁受材(入隅も準ずる)真壁受材(入隅も準ずる)

P3:くぎ間隔（mm）P3:くぎ間隔（mm）P3:くぎ間隔（mm）P3:くぎ間隔（mm）P3:くぎ間隔（mm）P3:くぎ間隔（mm）P3:くぎ間隔（mm） P4:くぎ間隔（mm）P4:くぎ間隔（mm）P4:くぎ間隔（mm）P4:くぎ間隔（mm）P4:くぎ間隔（mm）P4:くぎ間隔（mm）P4:くぎ間隔（mm）

9999999 N50N50N50N50N50N50N50構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板構造用合板 500以下500以下500以下500以下500以下500以下500以下 2.52.52.52.52.52.52.5
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凡例（基礎伏図）

使用材料

・鉄筋SD295

・コンクリート設計基準強度　　　Fc=21N/mm2

アンカーボルト　M12　L=400(土台と基礎との緊結)

取付位置：柱芯より200mm以内、及び土台継手位置から200mm

基礎伏図

以内とする。

1：80

床束

人通口または開口部

床下点検口

●土台用座金(特記外)

　角座金W4.5×40(Zマーク金物)または同等品

柱脚接合金物

－

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの埋込み長さ

M12　250㎜以上

M16　360㎜以上

・地盤の長期許容応力度30kN/㎡以上
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アンカーボルト　M16（HDCⅢ-S・HDCⅢ-L直結用）

取付け位置：柱芯位置

※アンカーボルト出の長さは土台下端より40～60mmとする。

　アンカーボルト施工誤差は±6mm程度とする。

HDCS

HDCL

※アプローチスロープに合わせて高さ・勾配を調整すること

高耐力アンカーボルトM16(タツミ)　350㎜以上
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令和8年度(債務負担行為)
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事
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基礎詳細図

基礎詳細図
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上端主筋：1-D13

せん断補強筋：D10@200

腹筋：D10

FD1

1：30
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FG1

25
0

600以下

定着長さ520

▽GL

斜め補強筋：1-D10

定着長さ400

開口部下補強筋：2-D13
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▽GL

FD2
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0

600以下

斜め補強筋：1-D10

定着長さ400
開口部下補強筋：上下共2-D13
定着長さ520
せん断補強筋D10＠200

25
0

600以下

定着長さ520

▽GL

斜め補強筋：1-D10

定着長さ400

FD2

開口部下補強筋：4-D13

令和8年度(債務負担行為)
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事

シングル配筋

FS2

スラブ厚185　スラブ天端高さ＝GL+50

　全断面　短辺D13＠100 長辺D13＠150

シングル配筋

スラブ厚185　スラブ天端高さ＝GL+50

FS3

　全断面　短辺D13＠50 長辺D13＠150

シングル配筋

　全断面　長辺・短辺ともにD13＠200

FS1

スラブ厚185　スラブ天端高さ＝GL+50

FG6 FG7 FG8

▽GL

腹筋：D10

150
上端主筋：2-D13

下端主筋：2-D13

3
00

1
3
5

4
3
5

265

▽GL

下端主筋：1-D13

4
00

200

45
0

上端主筋：1-D13

せん断補強筋：D10@200

150

5
0

せん断補強筋：D10@200

▽GL

せん断補強筋：D10@200

上端主筋：1-D13

腹筋：D10

150

下端主筋：1-D13

3
00

4
00

7
00

750
底盤補強筋：D10＠200
底盤端部筋：D13

FG5

▽GL

腹筋：D10

150

下端主筋：2-D13

せん断補強筋：D10@200

上端主筋：1-D13

4
3
5 3
00

1
3
5

FG2 FG3 FG4

▽GL

せん断補強筋：D10@200

上端主筋：1-D13

腹筋：D10

150

下端主筋：1-D13

3
0
0

13
5

43
5

▽GL

腹筋：D10

150
上端主筋：2-D13

せん断補強筋：D10@100

下端主筋：2-D13

4
0
0

7
0
0

3
0
0

265200

▽GL

150
立上り横筋：1-D13

立上り縦筋：D10@200

300
下端主筋：5-D16

5
0

7
0
0

7
5
0

せん断補強筋：
2-D13@50

上端主筋：5-D16

265

▽GL

上端主筋：1-D13

せん断補強筋：D10@200

腹筋：D10

3
0
0

150

4
0
0

70
0

200

FG1B

下端主筋：2-D13



1階柱壁伏図

耐力壁凡例

2.5倍　構造用合板［告示1100号］

       t=9mm/釘:N50@150/大壁
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1：80

M1

●併用する場合は、それぞれの数値の和とする。

上下 S1：45×90　筋かい　片掛け　壁倍率2.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

S2：45×90　筋かい　たすき掛け　壁倍率4.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

（図面表記では上,下省略）

接合金物凡例

HD15 柱頭金物
を示す

HD15 柱脚金物

柱脚柱頭補強金物仕様

記号 仕様

●当該数値の和が7.0を超える場合は7.0とする。

●筋かい端部は上下で同一の金物を使用する。
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HDP10

HDP15

HDPCC

HDP20

HDCS

HDCL

使用材料一覧

土台

大引

HDCⅢ-L(タツミ)

HDCⅢ-S(タツミ)

HDP-10(タツミ)

HDP-15(タツミ)

HDP-CC(タツミ)

HDP-20(タツミ)

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

柱(特記外)

梁 105幅、せいは図中参照

構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

柱　C15

柱　C18

柱　C21

105×150　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×180　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×210　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

母屋・棟木

火打梁

小屋束

床伏図凡例

●納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする。

●梁幅は基本105幅とする。

●(　)内の数値は基準梁天端からの高低差を示す。

火打梁
大引

又は合板受材

管柱 下階柱 小屋束通し柱

●横架材の接合にはテックワンP3(タツミ)を使用する。

　TH-10　梁せい105～150　／　TH-18　梁せい180～210

　TH-24　梁せい240～300　／　TH-33　梁せい330～420

　TH-33＋TH-10　梁せい450～480　／　TH-33＋TH-18　梁せい510～540

　TH-33＋TH-24　梁せい570～630　／　TH-33＋TH-33　梁せい660～720

鋼製火打(木製火打90×90に変更可)

2階床下地 構造用合板(特類2級) t=28mm / 釘：N75@150(川の字釘打ち)

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

垂木

屋根下地 構造用合板(特類2級) t=12mm / 釘：N50＠150(川の字釘打ち)

45×120 ＠455  べいまつ，特一等相当

合板受材 90×90　べいまつKD，特一等相当，含水率20％以下

垂木－横架材接合部に「BX高耐力たる木ビス」を使用
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M1 M1

M1
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耐力壁凡例

2.5倍　構造用合板［告示1100号］

       t=9mm/釘:N50@150/大壁
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1：80

M1

●併用する場合は、それぞれの数値の和とする。

上下 S1：45×90　筋かい　片掛け　壁倍率2.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

S2：45×90　筋かい　たすき掛け　壁倍率4.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

（図面表記では上,下省略）

接合金物凡例

HD15 柱頭金物
を示す

HD15 柱脚金物

柱脚柱頭補強金物仕様

記号 仕様

●当該数値の和が7.0を超える場合は7.0とする。

●筋かい端部は上下で同一の金物を使用する。
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2,580 275 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910 910

9,100 9,100 4,855 3,335

26,390

HDP10

HDP15

HDPCC

HDP20

HDCS

HDCL

使用材料一覧

土台

大引

HDCⅢ-L(タツミ)

HDCⅢ-S(タツミ)

HDP-10(タツミ)

HDP-15(タツミ)

HDP-CC(タツミ)

HDP-20(タツミ)

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

柱(特記外)

梁 105幅、せいは図中参照

構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

柱　C15

柱　C18

柱　C21

105×150　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×180　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×210　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

母屋・棟木

火打梁

小屋束

床伏図凡例

●納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする。

●梁幅は基本105幅とする。

●(　)内の数値は基準梁天端からの高低差を示す。

火打梁
大引

又は合板受材

管柱 下階柱 小屋束通し柱

●横架材の接合にはテックワンP3(タツミ)を使用する。

　TH-10　梁せい105～150　／　TH-18　梁せい180～210

　TH-24　梁せい240～300　／　TH-33　梁せい330～420

　TH-33＋TH-10　梁せい450～480　／　TH-33＋TH-18　梁せい510～540

　TH-33＋TH-24　梁せい570～630　／　TH-33＋TH-33　梁せい660～720

鋼製火打(木製火打90×90に変更可)

2階床下地 構造用合板(特類2級) t=28mm / 釘：N75@150(川の字釘打ち)

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

垂木

屋根下地 構造用合板(特類2級) t=12mm / 釘：N50＠150(川の字釘打ち)

45×120 ＠455  べいまつ，特一等相当

合板受材 90×90　べいまつKD，特一等相当，含水率20％以下

垂木－横架材接合部に「BX高耐力たる木ビス」を使用

2階柱壁伏図
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26,390

1階床伏図

C15 C15 C15 C15 C15 C15 C15 C15 C15

C15

C15

C21C18 C18C21

耐力壁凡例

2.5倍　構造用合板［告示1100号］

       t=9mm/釘:N50@150/大壁
M1

●併用する場合は、それぞれの数値の和とする。

上下 S1：45×90　筋かい　片掛け　壁倍率2.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

S2：45×90　筋かい　たすき掛け　壁倍率4.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

（図面表記では上,下省略）

接合金物凡例

HD15 柱頭金物
を示す

HD15 柱脚金物

柱脚柱頭補強金物仕様

記号 仕様

●当該数値の和が7.0を超える場合は7.0とする。

●筋かい端部は上下で同一の金物を使用する。

HDP10

HDP15

HDPCC

HDP20

HDCS

HDCL

使用材料一覧

土台

大引

HDCⅢ-L(タツミ)

HDCⅢ-S(タツミ)

HDP-10(タツミ)

HDP-15(タツミ)

HDP-CC(タツミ)

HDP-20(タツミ)

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

柱(特記外)

梁 105幅、せいは図中参照

構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

柱　C15

柱　C18

柱　C21

105×150　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×180　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×210　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

母屋・棟木

火打梁

小屋束

床伏図凡例

●納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする。

●梁幅は基本105幅とする。

●(　)内の数値は基準梁天端からの高低差を示す。

火打梁
大引

又は合板受材

管柱 下階柱 小屋束通し柱

●横架材の接合にはテックワンP3(タツミ)を使用する。

　TH-10　梁せい105～150　／　TH-18　梁せい180～210

　TH-24　梁せい240～300　／　TH-33　梁せい330～420

　TH-33＋TH-10　梁せい450～480　／　TH-33＋TH-18　梁せい510～540

　TH-33＋TH-24　梁せい570～630　／　TH-33＋TH-33　梁せい660～720

鋼製火打(木製火打90×90に変更可)

2階床下地 構造用合板(特類2級) t=28mm / 釘：N75@150(川の字釘打ち)

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

垂木

屋根下地 構造用合板(特類2級) t=12mm / 釘：N50＠150(川の字釘打ち)

45×120 ＠455  べいまつ，特一等相当

合板受材 90×90　べいまつKD，特一等相当，含水率20％以下

垂木－横架材接合部に「BX高耐力たる木ビス」を使用
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耐力壁凡例

2.5倍　構造用合板［告示1100号］

       t=9mm/釘:N50@150/大壁
M1

●併用する場合は、それぞれの数値の和とする。

上下 S1：45×90　筋かい　片掛け　壁倍率2.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

S2：45×90　筋かい　たすき掛け　壁倍率4.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

（図面表記では上,下省略）

接合金物凡例

HD15 柱頭金物
を示す

HD15 柱脚金物

柱脚柱頭補強金物仕様

記号 仕様

●当該数値の和が7.0を超える場合は7.0とする。

●筋かい端部は上下で同一の金物を使用する。

HDP10

HDP15

HDPCC

HDP20

HDCS

HDCL

使用材料一覧

土台

大引

HDCⅢ-L(タツミ)

HDCⅢ-S(タツミ)

HDP-10(タツミ)

HDP-15(タツミ)

HDP-CC(タツミ)

HDP-20(タツミ)

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

柱(特記外)

梁 105幅、せいは図中参照

構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

柱　C15

柱　C18

柱　C21

105×150　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×180　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×210　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

母屋・棟木

火打梁

小屋束

床伏図凡例

●納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする。

●梁幅は基本105幅とする。

●(　)内の数値は基準梁天端からの高低差を示す。

火打梁
大引

又は合板受材

管柱 下階柱 小屋束通し柱

●横架材の接合にはテックワンP3(タツミ)を使用する。

　TH-10　梁せい105～150　／　TH-18　梁せい180～210

　TH-24　梁せい240～300　／　TH-33　梁せい330～420

　TH-33＋TH-10　梁せい450～480　／　TH-33＋TH-18　梁せい510～540

　TH-33＋TH-24　梁せい570～630　／　TH-33＋TH-33　梁せい660～720

鋼製火打(木製火打90×90に変更可)

2階床下地 構造用合板(特類2級) t=28mm / 釘：N75@150(川の字釘打ち)

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

垂木

屋根下地 構造用合板(特類2級) t=12mm / 釘：N50＠150(川の字釘打ち)

45×120 ＠455  べいまつ，特一等相当

合板受材 90×90　べいまつKD，特一等相当，含水率20％以下

垂木－横架材接合部に「BX高耐力たる木ビス」を使用

Ｓ－１２
202405

2026.07.31

330 330 330 330 330

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

※印部分は梁下端を90mm欠いて残存梁せい330mmとする。
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耐力壁凡例

2.5倍　構造用合板［告示1100号］

       t=9mm/釘:N50@150/大壁
M1

●併用する場合は、それぞれの数値の和とする。

上下 S1：45×90　筋かい　片掛け　壁倍率2.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

S2：45×90　筋かい　たすき掛け　壁倍率4.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

（図面表記では上,下省略）

接合金物凡例

HD15 柱頭金物
を示す

HD15 柱脚金物

柱脚柱頭補強金物仕様

記号 仕様

●当該数値の和が7.0を超える場合は7.0とする。

●筋かい端部は上下で同一の金物を使用する。

HDP10

HDP15

HDPCC

HDP20

HDCS

HDCL

使用材料一覧

土台

大引

HDCⅢ-L(タツミ)

HDCⅢ-S(タツミ)

HDP-10(タツミ)

HDP-15(タツミ)

HDP-CC(タツミ)

HDP-20(タツミ)

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

柱(特記外)

梁 105幅、せいは図中参照

構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

柱　C15

柱　C18

柱　C21

105×150　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×180　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×210　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

母屋・棟木

火打梁

小屋束

床伏図凡例

●納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする。

●梁幅は基本105幅とする。

●(　)内の数値は基準梁天端からの高低差を示す。

火打梁
大引

又は合板受材

管柱 下階柱 小屋束通し柱

●横架材の接合にはテックワンP3(タツミ)を使用する。

　TH-10　梁せい105～150　／　TH-18　梁せい180～210

　TH-24　梁せい240～300　／　TH-33　梁せい330～420

　TH-33＋TH-10　梁せい450～480　／　TH-33＋TH-18　梁せい510～540

　TH-33＋TH-24　梁せい570～630　／　TH-33＋TH-33　梁せい660～720

鋼製火打(木製火打90×90に変更可)

2階床下地 構造用合板(特類2級) t=28mm / 釘：N75@150(川の字釘打ち)

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

垂木

屋根下地 構造用合板(特類2級) t=12mm / 釘：N50＠150(川の字釘打ち)

45×120 ＠455  べいまつ，特一等相当

合板受材 90×90　べいまつKD，特一等相当，含水率20％以下

垂木－横架材接合部に「BX高耐力たる木ビス」を使用

Ｓ－１３
202405

2026.07.31

令和8年度(債務負担行為)
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事
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2階母屋伏図

1：80
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耐力壁凡例

2.5倍　構造用合板［告示1100号］

       t=9mm/釘:N50@150/大壁
M1

●併用する場合は、それぞれの数値の和とする。

上下 S1：45×90　筋かい　片掛け　壁倍率2.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

S2：45×90　筋かい　たすき掛け　壁倍率4.0倍

   端部は筋かいプレート(BP-2)または同等品とする

（図面表記では上,下省略）

接合金物凡例

HD15 柱頭金物
を示す

HD15 柱脚金物

柱脚柱頭補強金物仕様

記号 仕様

●当該数値の和が7.0を超える場合は7.0とする。

●筋かい端部は上下で同一の金物を使用する。

HDP10

HDP15

HDPCC

HDP20

HDCS

HDCL

使用材料一覧

土台

大引

HDCⅢ-L(タツミ)

HDCⅢ-S(タツミ)

HDP-10(タツミ)

HDP-15(タツミ)

HDP-CC(タツミ)

HDP-20(タツミ)

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

105×105　ひのきKD，特一等相当，含水率20％以下

柱(特記外)

梁 105幅、せいは図中参照

構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

柱　C15

柱　C18

柱　C21

105×150　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×180　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×210　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

母屋・棟木

火打梁

小屋束

床伏図凡例

●納まりの都合で、材種・材寸を変更する場合は同等品以上とする。

●梁幅は基本105幅とする。

●(　)内の数値は基準梁天端からの高低差を示す。

火打梁
大引

又は合板受材

管柱 下階柱 小屋束通し柱

●横架材の接合にはテックワンP3(タツミ)を使用する。

　TH-10　梁せい105～150　／　TH-18　梁せい180～210

　TH-24　梁せい240～300　／　TH-33　梁せい330～420

　TH-33＋TH-10　梁せい450～480　／　TH-33＋TH-18　梁せい510～540

　TH-33＋TH-24　梁せい570～630　／　TH-33＋TH-33　梁せい660～720

鋼製火打(木製火打90×90に変更可)

2階床下地 構造用合板(特類2級) t=28mm / 釘：N75@150(川の字釘打ち)

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E95-F315

105×105　構造用集成材おうしゅうあかまつ　E105-F300

垂木

屋根下地 構造用合板(特類2級) t=12mm / 釘：N50＠150(川の字釘打ち)

45×120 ＠455  べいまつ，特一等相当

合板受材 90×90　べいまつKD，特一等相当，含水率20％以下

垂木－横架材接合部に「BX高耐力たる木ビス」を使用
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2026.07.31

令和8年度(債務負担行為)
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事



105×330

ＳＨＥＥＴ　ＮＯ

ＤＡＹ

ＳＨＥＥＴ　ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

Ｈ ＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ　ＮＯ ＴＩＴＬＥＥ
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△設計GL

X21通り軸組図

Y13通り軸組図 X1

△基礎天端

▽土台天端

▽2階梁天端
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GPL-9（SS400）

踏板：PL-4.5

梁断面幅350×せい600

主筋（上下共）3-D16

ST 3-D13@200

底盤幅650×厚さ200

底盤筋D13@200
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小梁：FB-75×12（SS400）

BPL-25×300×166

A.Bolt：2-M16（4.6または4.8） 
（SS400）

定着長L=360　DN

定着長L=450　DN
A.Bolt：4-M20（ABR400）
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B.PL-16×166×125（SS400）
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屋外階段
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2026.07.31

令和8年度(債務負担行為)
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）建設工事

55 55

7070

階段と木造建屋との接合部400 400

3-M12を3箇所に配置（計9本）
木造梁側座金：φ45以上
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ー
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0×
9

BPL-25×300×300（SS400）

柱：□-150×150×9（SS400）／BPL-25×300×300（SS400）

H-250×125×6×9

2階梁：H-250×125×6×9（SS400）

H-200×100×5.5×8

R階梁：H-200×100×5.5×8（SS400）

ササラ桁：PL-12×250

ササラ桁：PL-12×250（SS400）

踏板：PL-4.5（SS400）

断面リスト
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灯

動

取付高(mm)

力

室 内 端 子 盤 床上～下端   300

1,500床上～中心

(廊下・室内)

中 間 端 子 盤

(EPS・電気室)

集 合 保 安 器 箱

壁付アウトレット

　ボックス(一般)

   　 〃　(和室) 〃

〃

〃 (天井高)×0.9

  300
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災

電

話

床上～中心
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・

項目 特記事項

項目 特記事項

設計用標準水平地震度

（別表）　しゅん工時提出物　　（・に○印のついたものを提出する。）
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工 事 仕 様 Ⅱ

共 通 仕 様1
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別表第一の区分

消防法施行令

5

4 電気保安技術者

電気工事士

・防護シート（　　　　）

施工計画書

工事写真

しゅん工時提出物

工事用仮設物

使用材料発注先調書

実施工程表及び

工事用電力・水・その他

再使用機器

足場・さん橋類

監督員事務所

発生材の処理

耐震施工

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

・・

工 事 概 要

－

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

機材等

機材の品質・性能証明2

1

3  化学物質を発散する

  建  築  材  料  等

あと施工アンカー

防火区画等の

　　貫　通　処　理

17

18

19 電線・ケーブル

予備配管20

呼び線

金属製電線管の塗装22

21

23 埋め戻し土

建設発生土の処理

ケーブル埋設票

24

25

プルボックス26

27 フラッシュプレート

プレートの用途表示28

配線器具29

30 フロアコンセント

機器への接続31

32 照度測定

盤類33

34 グリーン購入の推進

他工事又は他工種

　　との取り合い

その他及び電子納品36

35

ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等なものとする。

使用する機材が、社団法人・公共建築協会が発行する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業

設備機材等評価名簿」等によって所定の評価を受けている場合は、監督職員への機材の品質及び

性能を有することの証明となる資料の提出を省略することができる。

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

ものとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

(1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを

　放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

(2)保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて

　少ないものとする。

(3)接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難

　揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

　放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

(4)塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が

　極めて少ないものとする。

(5)上記(1)、(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

　の什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

なお、ホルムアルデヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデ

ヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外の

ものを使用するものとする。

ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

該　当　す　る　建　築　材　料

規　制　対　象　外

第　三　種

①JIS及びJASの F☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

③旧JISのＥ○規格品

④旧JASのＦ○○規格品

させない塗料等使用

ｆ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

させない塗料使用

ｅ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

ｄ ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

させない材料使用

ｃ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

ｂ 接着剤等不使用

ａ 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

③下記表示のあるJAS規格品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

①JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

電気事業法に定める自家用電気工作物に係わる工事においては、電気保安技術者をおき、

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行う。

(1)実施工程表、総合施工計画書は、工事着手に先立ち速やかに提出する。

  監督職員の承諾を受けること。

(2)工種別の施工計画書は、当該工事に先立ち速やかに提出し、品質計画に係る部分は

使用材料名、製造業者名、発注先等を記載した調書を作成し提出する。

(1)引渡しを要するもの

(2)引渡しを要するもの以外

・無　　　・有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・構外搬出し、関係法令により適切に処理をする。

・無　　　・有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）(3)特別管理産業廃棄物

(4)再利用又は再資源化を図るもの

・無　　・有（・コンクリート・木材・アスファルト・金属くず・ダンボール類　）

・設けない　　・設ける（規模：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・備品（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

すべて請負者の負担とする。

　構内に作ることが　　・できる　　　・できない

・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

・本工事で設置する。

・内部仮設足場等（・架台足場　・移動式足場　・移動式室内足場　・　　　　　　）

・外部仮設足場等（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　）　　

本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に

要する費用は請負者の負担とする。

工事の着手に先立ち、撮影計画の作成を行い、監督職員へ提出すること。

標準仕様書及び別表による。

取外し再使用機器は、原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後取り付ける。

ただし、絶縁劣化等で使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針２００５版（国土交通省国土技術

政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）」による。なお、施工に際し、耐震

強度計算書を監督員に提出し、承諾を受けるものとする。

(1)設計用水平地震力

　機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用標準水平地震度を乗じたものとする。

　なお、特記なき場合、設計用標準水平地震度は次による。

　　・屋　外　　　・屋　内（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・鉄製　　　・コンクリート製

下表による。（梯子は各ハンドホールに設置する。蓋取外し用ジャッキを１組納入する。）
ブロックハンドホール
・コンクリート相互間などは、エポキシ系樹脂接着剤により接着する。

（寸法は内法を示す。底部とはハンドホール内側底部をいう。）

・ブロックの仕様は国土交通省仕様に準ずるものとする。

ハンドホール
Ｎｏ.－   

ハンドホール
Ｎｏ.－   

１、５００×１、５００×１、５００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、７４０以上
蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）  　　　         （アルミ梯子付）

１、２００×１、２００×１、５００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、７００以上
蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）  　　           （アルミ梯子付）

１、０００×１、０００×１、４００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、６００以上
蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）     　　　      （アルミ梯子付）

ハンドホール
Ｎｏ.－   

ハンドホール
Ｎｏ.－   

１、０００×１、０００×１、１００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、３００以上
蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）   　　　        （アルミ梯子付）

ハンドホール
Ｎｏ.－   

１、０００×１、０００×  　９００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、０６０以上
蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）  　　　         （アルミ梯子付）

  　９００×  　９００×１、１００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、２６０以上
蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）   　　　        （アルミ梯子付）

ハンドホール
Ｎｏ.－   

ハンドホール
Ｎｏ.－   

ハンドホール
Ｎｏ.－   

ハンドホール
Ｎｏ.－   

蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）   　　　        　（既製足場付）
  　９００×  　９００×　　９００Ｄ　　　底部 ＧＬ－１、０６０以上

  　６００×  　６００×　　６８０Ｄ　　　
蓋 ＷＰＭ－６０Ａ　　（Ｅマーク入）   　　　        　（既製足場付）

  　４５０×  　４５０×　　６８０Ｄ　　※植栽帯等車両の通行の恐れがない場所、
蓋 ＷＰＭ－４５Ｂ　　（Ｅマーク入）　　　　　収容ケーブルが少ない場所に限る

Ａ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

下表による。ただし、これによりがたい場合は監督員との協議による。

銅板１．５ｔ×９００×９００　  補助接地棒（連結式１０φ×１、５００） 
リード端子付　堀削埋戻中心深さ 　 ２m　 埋設標（黄銅製又はステンレス製）

銅板１．５ｔ×６００×６００　  補助接地棒（連結式１０φ×１、５００） 
リード端子付　堀削埋戻中心深さ 　 ２m　 埋設標（黄銅製又はステンレス製）

Ｃ 種 接 地 銅板１．５ｔ×３００×３００　  補助接地棒（連結式１０φ×１、５００） 
リード端子付　堀削埋戻中心深さ１．５m　 埋設標（黄銅製又はステンレス製）

接地棒（１０φ×１、５００） 　リード端子付　打ち込み式
　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）

Ｄ 種 接 地

図面に特記なきものは下表を標準とする。但し下表によりがたい場合には監督員との協議による。

取 引 用 計 器
引 込 開 閉 器
警 報 盤

地上～上端
床上～上端
床上～中心

2,000
1,800
1,500

取付高(mm)測　点名　　　　称 名　　　　称

壁 掛 形 親 時 計

子 時 計
壁掛形スピーカー
アッテネーター

〃
〃

測　点

分 電 盤

タンブラスイッチ
  〃  (身障者用)
コンセント(一般)
    〃  　(和室)
    〃  (便所等)
    〃  　(台上)
ブラケット(一般)
　　〃　　(踊場)
　　〃　　(鏡上)
避 難 口 誘 導 灯
廊下通路誘導灯 床上～上端

床上～下端
鏡端～中心

〃

台上～中心
〃
〃
〃
〃
〃

床上～中心 1,500
(上端1,900以下)

1,300
1,100
  300
  150
  500
  150
2,100
2,500
  150

　　1,500以上
　　1,000以下

1,500
(上端1,900以下)

1,500
1,300

床上～中心

〃
〃

壁 掛 形 制 御 盤

手 元 開 閉 器
操作スイッチ

押 ボ タ ン

1,500
(上端1,900以下)
(天井高)×0.9
(天井高)×0.9

1,300

床上～中心

〃

床上～中心
〃
〃

表 示 盤
壁 付 発 信 器

ブ ザ ー
ベ ル

押 ボ タ ン
 〃 (身障者用押釦)
身障者用表示灯
復 帰 ボ タ ン

(天井高)×0.9
1,300

(天井高)×0.9
(天井高)×0.9

1,300
  900
2,000
1,800

1,500
1,100

  300
  150

床上～中心
〃

〃
〃

壁付インターホン
　〃　(身障者用)
壁付位置ボックス

    〃  　(一般)
    〃  　(和室)

機 器 収 容 箱
ア ウ ト レ ッ ト
    〃  　(一般)
    〃  　(和室)

床上～中心 (天井高)×0.9

  300
  150

〃
〃

800～1,500

800～1,500
800～1,500

800～1,500
(天井高)×0.9
(天井高)×0.8

床上～中心

床上～操作部
〃

〃
〃
〃消 火 栓 表 示 灯

ベ ル
発 信 器
機 器 収 容 箱
副 受 信 機
受 信 機

　(壁付インターホンを除く)

特記仕様は別紙「特記仕様書（共通事項）」によるほか次の各項目による。

(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、○印の付いたものを適用する。

(1) 図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準

　　仕様書(電気設備工事編)(最新版)」(以下、「標準仕様書」という。)、「公共建築改修工事標準

　　仕様書(電気設備工事編)(最新版)」(以下、「改修標準仕様書」という。)及び「公共建築設備工

　　事標準図(電気設備工事編)(最新版)」(以下、「標準図」という。)による。

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用

構 　造建　物　名　称 階 　数 延 面 積 (㎡) 備　　　　　考

建物別及び屋外

21 3 4
項目

（○印のついたものを適用する。）

工事種目

電灯設備

動力設備

電熱設備

雷保護設備

幹線、分岐

幹線、分岐

受変電設備

静止形電源設備

発電設備

直流電源装置

ＬＡＮ用配管

電話設備

時計設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

予備配管防犯・入退室管理設備

非常警報設備 非常放送装置

ガス漏れ警報設備

中央監視制御設備

自動閉鎖設備

自動火災報知設備

構内配電線路

構内通信線路

昇降機設備

インターホン・トイレ呼出し設備

番 号 図面名称 番 号 図面名称

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

39

38

4020

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

その他

1 工 事 場 所

建 物 概 要2

3 工 事 種 目

図 面 目 録4 別紙

2 特 記 仕 様

5 機 器 取 付 高

接 地 極4

3 ハンドホール

上層階､
屋上及び塔屋

中 間 階

地下･１階

機　　　　　器
防振支持の機器
水槽類（※１）
機　　　　　器
防振支持の機器
水槽類（※１）
機　　　　　器
防振支持の機器
水槽類（※１）

機器種別設置場所
特定の施設

重要機器 一般機器
一般の施設

一般機器重要機器
2.0
2.0
2.0
1.5
1.5
1.5
1.0
1.0
1.5 1.0

1.0
0.6
1.0
1.5
1.0
1.5
2.0
1.5 1.5

2.0
1.5
1.0
1.5
1.0
0.6
1.0
1.0 0.6

0.6
0.4
0.6
1.0
0.6
1.0
1.5
1.0

(2)設計用鉛直地震力

　　１０～１２階建の場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４階とする。

　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

◎上層階の定義は次による。

　・交換機　　・自動火災報知受信機　　・中央監視装置　　・　

　・受変電設備　　・発電設備　　・直流電源設備　　・交流無停電電源装置

◎重要機器の定義は次による。

（※１）水槽類にはオイルタンク等を含む。

(1)重要機器類は公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）8章の2節8.2.4及び10節による

　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

(2)上記以外の機器類は建築工事改修仕様書6章による。

　　　（引抜き試験を　・　実施する　・　実施しない　）

電線等が、防火区画又は防火上主要な間仕切りを貫通する場合の施工状況について、

貫通個所の両面から写真撮影し、工事写真として提出する。

（1）EM-EEF は紫外線による劣化を抑止する性能を持たせ、「ﾀｲｼｶﾞｲｾﾝ EM-EEF」と

　表記されたものを使用する。

（2）EM-UTP は JIS X 5150「構内情報配線システム」に準じ、絶縁材料及びシースに

　　JIS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの。

埋込分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合は(25)を１本

５個以上の場合は(25)を２本、天井まで立上げる。

長さ１m以上の入線しない電線管には、１.２mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

下記の露出配管は塗装を行う。

・種別　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

・管の下部は50㎜以上砂を敷きならし、管の上部100㎜以上砂を用いて締め固める

・場外搬出処理　　　・構内の指定場所に敷き均し　　　

(1)　地中線路には、ケーブル埋設票をもうける。

(2)　低圧地中配線にあっても地中線埋設標識シートを敷設する。

(3)　配管埋設幅が750㎜を超える場合は、地中線埋設標識シートは２条以上敷設する。

プルボックス、ジョイントボックス及び機器を実装しないプレートには、用途を明示

(1)　露出するプルボックスの本体及びふたの仕上げは、メラミン焼付塗装とする。

(2)　露出するプルボックスのふたの止めねじは化粧ビスとする。

図面に特記あるもの及び特殊なものを除き　　　　　・金属製　　　・樹脂製

した略標をつける。

タンブラスイッチは連用形とする。

壁付けコンセント(2P15A)は原則として連用形とする。ただし、２口の場合は複式を

使用して良い。また(2P15A)以外はすべてキャップ付とする。

・ 直付（ビス止め）型上下式（・ 銅合金製　・ アルミ製）とする

・ 直付（ビス止め）型垂直上下式（銅合金製）とする

本工事の動力制御盤より別途電動機等への配線の接続は本工事とする。

(2)　学校施設における室内照度測定（測定教室：　　個所、　測定黒板面：　　個所）

　※教室の照度は、１教室当たり机上面9か所、黒板垂直面9か所で測定する

(1)　分電盤等の図面ホルダーに、単線結線図・絶縁抵抗測定表・接地抵抗測定表を

　　収納する。

(2)　端子盤には、線番表・結線表を備え付ける。

長野県グリーン購入推進方針に基づく調達項目

＜資材＞　・照明制御システム　　・変圧器　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

＜建設機器＞　・排出ガス対策型建設機器　・低騒音型建設機器

工事区分表（平成　年版）による。ただしこれにより難い場合は監督職員と協議する。

保険等の各種措置及び電子納品については、別添「特記仕様書(共通事項)」による。
（長野県公式ホームページ(電子入札システム)に掲載される、当該入札公告の添付図書）

完成図

・ 原図（Ａ２版　ケース入り）

・ 陽画（Ａ２　２つ折り製本　１部）

・ マイクロフィルム

（アパーチュアカード貼付　台紙は黄色）

・ CADデータ

設計図２

１

個別提出物

・　マイクロフィルム

（アパーチュアカード貼付　台紙は青色）

引渡書３

４ 納入品

・ 予備品　　・ハンドホールフック、ジャッキ

・ 盤類の鍵　　・　　

一括提出物

機器完成図５

６ 工事写真

完成写真７

８

９

10

機材の試験成績書

工事記録　　（打合せ簿、工事日誌、協議書）

施工の試験成績書

社内試験成績書

発生材処理報告書

（廃棄物処理実施書・運搬及び処理の委託契約書

　の写し・マニフェストの写し、フロー図）

納入品一覧表

官公署手続、検査書（管理者用正本、写し）

保全に関する資料（取扱い説明書も含む）15

14

13

12

11

安曇野市豊科南穂高2698番1

１

電　気　設　備　工　事

木造 2階 454.62㎡

ＳＨＥＥＴ ＮＡＭＥＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ ＮＯ ＴＩＴＬＥ ＳＨＥＥＴ ＮＯ

ＳＣＡＬＥ ＤＡＹ

Ｅ－０１特記仕様書

NONE 2026.08.07

202607

令和８年度（債務負担行為）
南穂高児童館別館

（豊科北小児童クラブ）



引込柱　12-19-3.5

既設電灯盤

既設引込柱
既設引込開閉器盤
電灯200A　動力200A

既設動力盤P-1

既設動力盤P-2
電灯　　 CVT100sq　E14sq（FEP80）
動力P-1　CVT100sq　E14sq（FEP80）
動力P-2　CVT60sq　E14sq(FEP65）

既設開閉器盤内にて接続

6KVCVT38sq（FEP80）

新設キュービクル

新設電灯盤CVT100sq　E38sq（FEP80）
新設動力盤CVT100sq　E38sq（FEP80） 新設ハンドホール

900*900*900

新設ハンドホール
900*900*900

光ｹｰﾌﾞﾙ引込

フェンス工事

フェンス工事

CV5.5sq-3C（FEP30）
A

B

A

A

A

B

B

B

新設ハンドホール
900*900*900

既設照明器具移設
新設ハンドホール内にて延長接続

既設照明器具移設
ケーブル接続用BOX
CV5.5sq-3C（FEP30）

既設照明器具移設
ケーブル接続用BOX
CV5.5sq-3C（FEP30）

既設照明器具移設
ケーブル接続用BOX
CV5.5sq-3C（FEP30）

Ａ既設ポール灯
Ｂ既設ガーデンライト
新設建物に干渉するため移設
ケーブル接続用ＢＯＸ内にて接続

中部電力柱
０７ト９０５

市道

市道

歩道

市道

設備置き場

延べ面積(㎡)

813.42

454.62

1,268.04

2階床面積(㎡)

227.31

227.31

－

1階床面積(㎡)

813.42

227.31

1,040.73

建築面積(㎡)

950.52

260.92

1,211.44合 計

増築部分

既存部分

建物面積表

配置図　S=1/300

案 内 図

防火水槽

グランド

駐車場

1,3008,1901,365

4
,
2
3
0

2
6
,
3
9
0

1
,
3
0
0

2
,
9
3
0

既存建物
増築建物

踏入

JA

豊科北小

寺所北

至安曇野IC
GS

県道57号

カインズ豊科店

西友豊科店

安曇野市

防災広場

見岳町

コンビニ

矢原堰

南穂高児童館

安曇野市豊科南穂高2698-1

建設地

ＳＨＥＥＴ ＮＡＭＥＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ ＮＯ ＴＩＴＬＥ ＳＨＥＥＴ ＮＯ

ＳＣＡＬＥ ＤＡＹ

Ｅ－０２配置図

１：３００ 2026.08.07

202607



CH

DS 
7.2KV 200A

LBS 7.2KV 200A

手動操作

ZCT 200A

51 
G 

CTT
A

AS

VTT×3F

VT×2
6600/110V50VA

9000VV
VS

75/5A
75/5A
CT×2

OCR

Ｉ＞

COSφ Ｗ

EBEA、D

PF=10A

7.2KV 30A

PC×3

(G)40KA

6.6kV/210V

Tr3φ　150kVA

1000/5A
CT×2

49

F

VS

A
AS

300VV

1000/5A

ZC
T

PF=10A

7.2KV 40A

PC×3

(G)40KA

SC
3φ 6.6KV 
75kvar

PF=10A

7.2KV 30A

PC×2

(G)40KA

負
 
荷
 
名
 
称

遮
 
断
 
器
 
容

 
量

負
荷

容
量

低圧動力盤

3 3 3

2
0
0

2
0
0

2
2
5

2
5
0

1
2
5

1
7
5

既
設

動
力

盤
P-

1

既
設

動
力

盤
P-

2
24

KV
A

54
KV

A

30
KV

A

3
22

5

3
予

備

予
備

3

新
設
動
力
盤

予
備

ｽﾍ
ﾟｰ

ｽ

ｽﾍ
ﾟｰ

ｽ
1
0
0

ｽﾍ
ﾟｰ

ｽ
5
0

電
線

ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ

C
V
T

1
0
0
゜

C
V
T

6
0
゜

C
V
T

1
0
0
゜

Tr1φ　100kVA

6.6kV/210V

ZC
T

CT×2
1000/5A

49

VS

A
AS

300VV

1000/5A

F

負
荷

容
量

ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ

電
線

負
 
荷

 
名
 
称

遮
 
断

 
器

 
容

 
量

3 3 3 3 3
5
0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
0
0

1
5
0

ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ

既
設

電
灯
盤

予
備

新
設

電
灯
盤

C
V
T

1
0
0
゜

45
KV

A

C
V
T

1
0
0
゜

30
.2

KV
A

予
備

ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ

予
備

ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｽ

VCTWHM

CH

PAS
7.2kV

200A

ＳＨＥＥＴ ＮＡＭＥＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ ＮＯ ＴＩＴＬＥ ＳＨＥＥＴ ＮＯ

ＳＣＡＬＥ ＤＡＹ

Ｅ－０３単線結線図

NONE 2026.08.07

202607



１Φ３Ｗ
２００Ｖ／１００Ｖ

ＥＬＣＢ３Ｐ

配電電圧
幹線ｻｲｽﾞ

主遮断器容量

（ＡＦ／ＡＴ）

配線用遮断器容量

（ＡＦ／ＡＴ）
負　荷　名　称 備　　考

盤名称

１５０ＡＦ／１５０ＡＴ

ＣVＴ１００°

回路

番号

電 灯 盤
1LP-1

負　荷
容　量
（VA)

電圧

（V)

１００ ＥＬＢ２Ｐ　５０／２０ 誘導灯

１００

２００ ＭＣＢ２Ｐ　５０／２０ １階空調室内機

２００

２００

２００

２００

〃Ｂ

Ａ

配電電圧
幹線ｻｲｽﾞ

主遮断器容量

（ＡＦ／ＡＴ）

配線用遮断器容量

（ＡＦ／ＡＴ）
負　荷　名　称 備　　考

盤名称 回路

番号

負　荷
容　量
（VA)

電圧

（V)

自立型

〃

〃

１階休憩室空調

非常灯

盤名称
配電電圧
幹線ｻｲｽﾞ

主遮断器容量

（ＡＦ／ＡＴ） 番号

回路 電圧

（V)

配線用遮断器容量

（ＡＦ／ＡＴ）
負　荷　名　称 容　量

負　荷

（KW)
備　　考

〃

合計１２，４００

動 力 盤
1LP-1

１Φ３Ｗ
２００Ｖ／１００Ｖ

ＣVＴ１００°

自立型

合計　５４．７１

MCＣＢ３Ｐ
２２５ＡＦ／２５０ＡＴ

２００

２００

２００

２００

２００

２００

スペース

〃

ELＢ３Ｐ　５０／６０

ELＢ３Ｐ　５０／６０

ELＢ３Ｐ　５０／６０

ELＢ３Ｐ　５０／６０ 空調室外機 １１．０

１１．０

１１．０

１１．０

１階照明

１階換気扇

７００

７００

１０００ ２階照明

２階照明

２階換気扇

予　備

予　備１００

１００ 〃

〃

〃

〃１００

１００

１００ 〃

２００

２００

１００

１００

１００

ＭＣＢ２Ｐ　５０／２０ １１００

９００

２階空調室内機

２階休憩室空調

２階事務室空調予　備

予　備

１階照明

〃 〃

〃

〃

〃

ELＢ３Ｐ　５０／３０ ５．４０

ELＢ３Ｐ　５０／３０ ５．３１

〃

〃

ＳＨＥＥＴ ＮＡＭＥＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ ＮＯ ＴＩＴＬＥ ＳＨＥＥＴ ＮＯ

ＳＣＡＬＥ ＤＡＹ

Ｅ－０４

2026.08.07

202607

NONE

分電盤図

1

2

3

4

5

6

C １００ 〃 消防設備

1

2

1

2

3

１１００

９００

９００3

4

０７

０８

０９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１７

１８

１８

１９

０１

０２

０３ ０４

０５

０６

０４

０５

０７

０８

０９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

ＭＣＢ２Ｐ　５０／２０

７００

７００

１０００

１００

１００

１００

１００

１００ 〃

〃

〃

〃

〃

１階休憩室コンセント

１階廊下コンセント

１階多目的コンセント

１階女子WCコンセント

１階男子WCコンセント

５００

５００

１０００

１０００

５００

１００ 〃 １階WCパネルヒーター

１００ 〃 １階プレイルームコンセント

１００ 〃 １階1-Aコンセント

１００ 〃 １階外部コンセント

１００ 〃 ２階休憩室コンセント

１００ 〃 ２階廊下コンセント

１００ 〃 ２階職員WCコンセント

１５００

５００

５００

５００

５００

５００

５００

１００ 〃 ２階女子WCコンセント

１００ 〃 ２階男子WCコンセント

１００ 〃 ２階WCパネルヒーター

１００ 〃 ２階事務室冷蔵庫

１００ 〃 ２階事務室コンセント

１００ 〃 ２階事務室コンセント

１００ 〃 ２階2-Aコンセント

１００ 〃 ２階1-Bコンセント

１００ 〃 予　備

１００ 〃

１００ 〃

１００ 〃

１０００

１０００

１５００

１０００

１０００

５００

５００

５００

予　備

予　備

予　備

空調室外機

空調室外機

空調室外機

空調室外機

空調室外機

AC-１

AC-２

AC-３

AC-４

AC-５

AC-８AC-６ AC-７

AC-９

電 灯 盤
2L-1

１Φ３Ｗ
２００Ｖ／１００Ｖ

ＣVＴ２２°

壁掛型

ＥＬＣＢ３Ｐ
５０ＡＦ／５０ＡＴ

Ａ

Ｂ

C

１００

１００

１００

ＥＬＢ２Ｐ　５０／２０

〃

〃

誘導灯

非常灯

消防設備

２００ MCＢ３Ｐ　５０／５０ 2L-1

ＭＣＢ２Ｐ　５０／２０

4

5

２００

２００

〃

〃

予　備

予　備

1 ２００ IHヒーター ３０００ＭＣＢ２Ｐ　５０／３０

０４

０５

１００

１００

〃

〃

予　備

予　備

０６ １００ 〃 予　備

０６ １００ 〃 予　備

１６

１００ 〃 １階廊下温水器 １５００

１９

２０ １００

１００ 〃

〃

予　備

予　備

２０

１００ 〃 ２階事務室温水器 １０００

合計１７，８００



1LP-1

電灯CVT100sq　E38sq（FEP80）
動力CVT100sq　E38sq（FEP80）

電灯CVT100sq　E38sq
動力CVT100sq　E38sq

112

112 112

112

112

112

112 112

112

80

1

屋外機置場へ

2

1

2

3

2L-1

CVT22sq　E8sq　2L-1へ

CVT22sq　E8sq　1LP-1へ
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記号 配線種類 消費電力

CV5.5sq-4C（GP28）
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屋外階段

アプローチ SLOPE

25

ロッカー

収納棚

休憩室

ＷＣ男子

テラス

納戸

ＵＰ

収納棚
-1

収納棚
-1

納戸

-2

収納棚-3 収納棚-4

ＰＬＡＹ　ＲＯＯＭ
児童クラブ　１-Ａ

ＷＣ女子

多目的ＷＣ

階段下収納

14

1

内部階段

ENTRANCE　HALL

ＷＣ女子
納戸

収納棚

休憩室

ＷＣ男子

ＷＣ職員

掃除物入

児童クラブ　2-Ａ児童クラブ　１-Ｂ

HALL

ＤＮ

バルコニー

25

14 13

2

内部階段
事務・相談室

カウンター
下部収納

収納

収納棚
-4

収納棚-3収納棚-4収納棚-4収納棚-3

-2

収納棚-1収納棚-1

ロッカー ロッカー

納戸

PSPSPS

屋外階段

PSPS PS

ＤＮ

ＵＰ

12

1

13

1

12

ＤＮ23

13

ＳＨＥＥＴ ＮＡＭＥＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ ＮＯ ＴＩＴＬＥ ＳＨＥＥＴ ＮＯ

ＳＣＡＬＥ ＤＡＹ

Ｅ-０５

2026.08.07

202607

１：１００

幹線・動力設備

配線凡例

VVF2.0-3C（PF22）接地

VVF1.6-3C（PF22）接地

配線凡例

VVF2.0-3C（PF22）接地

VVF1.6-3C（PF22）接地



非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０３２、非常用ＬＥＤレンズ：ガラス

パナソニック　埋込ＸＦＸ４６０ＶＥＮＲＤ９

Ａ ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ３００

赤外線調光（ウィズリモ２）、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

赤外線通信、初期照度補正機能付、約５～１００％連続調光型

Ｂ ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ１５０

パナソニック　埋込ＸＦＸ４６０ＰＥＮＲＤ９

赤外線調光（ウィズリモ２）、一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

赤外線通信、初期照度補正機能付、約５～１００％連続調光型

Ｃ ｉＤシリーズ直付型２０形　ｉスタイル

パナソニック　直付ＸＦＸ２００ＮＥＮＬＥ９

一般タイプ、８００ｌｍタイプ

Ｄ ＬＥＤスクエアベースライト　ＦＨＰ３２形×３灯節電タイプ　埋込下面開放タイプ

パナソニック　埋込ＸＬ３７２ＰＥＶＪＬＡ９

Ｅ ＬＥＤシーリングライト

パナソニック　ＬＧＣ２１１１４

昼光色（６５００Ｋ）、Ｒａ８３／電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３

リモコンで〈１００％～５％〉調光、専用リモコン送信器同梱

Ｆ ＬＥＤキッチンライト　２０形直管蛍光灯１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＢ５２０９４ＬＥ１

Ｇ ダウンライト　１００形電球１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＤ３２１０ＮＫＬＥ１

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、高気密ＳＢ形、美ルック、拡散タイプ

埋込穴φ１２５

Ｈ ダウンライト　６０形電球１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＤＣ１１０４ＶＬＥ１

温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３

埋込穴φ１００

電源ユニット内蔵、拡散タイプ、ＰａＰＩＲｓ・明るさセンサ付

高気密ＳＢ形、点灯照度・点灯保持時間調整機能付

Ｉ ダウンライト　６０形電球１灯器具相当

パナソニック　ＬＧＤ１１０８ＶＬＥ１

温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３

埋込穴φ１００

Ｊ ＬＥＤウォールライト　２０形

パナソニック　ＮＮＦＳ２１８５２ＣＬＥ９

防雨型、ひと（熱線）センサ・ＥＥセンサ付（約３０－１００％段調光）

ａ１ 非常灯専用型リモコン自己点検機能付

パナソニック　ＮＮＦＢ９０６０５Ｋ

φ１００低天井・小空間用（～３ｍ）、３０分間タイプ

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００４

ａ２ ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

パナソニック　ＮＮＦＢ９３６０５Ｃ

φ１００中天井用（～６ｍ）、３０分間タイプ

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００６

ｂ１ 一体型階段灯通路誘導灯兼用型　スリムタイプ４０形

パナソニック　ＮＮＣＦ４１１３５ＪＬＥ９＿ＣＥＩＬＩＮＧ

ひとセンサ段調光３０分、Ｈｆ３２形器具１灯相当

非常時本体組込ＬＥＤ点灯、非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０１５

ｂ２ 一体型階段灯通路誘導灯兼用型　スリムタイプ２０形

パナソニック　ＮＮＣＦ２１１１５ＪＬＥ９＿ＣＥＩＬＩＮＧ

ひとセンサ段調光３０分、Ｈｆ１６形器具１灯相当

非常時本体組込ＬＥＤ点灯、非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０１５

ｃ ｉＤシリーズ非常灯　防湿型・防雨型　２０形　ｉスタイル　

パナソニック　直付ＸＷＧ２１１ＮＧＮＫＬＥ９

非常灯タイプ、１６００ｌｍ（ＦＬ２０形×２灯器具相当）

ｄ ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯片面型

パナソニック　ＦＡ２０３１２ＣＬＥ１＋ＦＫ２０３００

Ｂ級・ＢＬ形　片面型

壁・天井直付型

型式認定番号：１ＡＭ１１１－３２０９

保守率：０．９２ Ｋ０１４３７７９

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ 3.8 4.0 4.0 2.8

Ａ２ 8.5 9.4 9.9 10.1

Ａ４ 6.9 7.6 8.1 8.9

保守率：０．９２ Ｋ０１４３７７５

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m 5.0m 6.0m

四角配置

直線配置

単体配置 Ａ１ 5.4 5.9 6.3 6.9 7.9 8.7 6.4

Ａ２ 11.3 12.7 13.5 15.2 18.6 21.0 22.8

Ａ４ 8.5 9.6 10.2 11.6 14.6 17.2 19.4

保守率：０．９２ Ｋ０１８５２７３

器具取付高さ 1.0m 3.0m 4.0m 5.0m 6.0m 7.0m 8.0m

階

段

配

置

Y=2.0m

Y=1.5m

Y=1.0m

Ｘ＋ 4.0 6.4 7.0 7.8 8.7 9.3 9.5

Ｘ－ 1.9 3.9 4.5 4.8 5.0 5.1 5.0

ｘ 4.7 7.8 8.8 9.6 10.3 11.2 12.0

Ｘ＋ 4.0 6.1 6.9 7.8 8.7 9.4 9.3

Ｘ－ 1.8 3.8 4.4 4.7 4.9 5.0 4.8

ｘ 4.9 7.7 8.7 9.5 10.2 11.2 12.0

Ｘ＋ 4.0 6.0 6.7 7.6 8.5 9.0 9.3

Ｘ－ 1.6 3.6 4.2 4.5 4.7 4.8 4.6

ｘ 4.9 7.5 8.4 9.2 10.1 11.0 12.01lx

2lx

1lx

2lx

1lx

2lx

保守率：０．９２ Ｋ０１８５２７１

器具取付高さ 1.0m 3.0m 4.0m 5.0m 6.0m 7.0m 8.0m

階

段

配

置

Y=2.0m

Y=1.5m

Y=1.0m

Ｘ＋ 3.9 6.2 7.1 7.9 8.7 9.3 9.4

Ｘ－ 1.9 3.9 4.5 4.9 5.1 5.2 5.0

ｘ 4.8 7.7 8.7 9.6 10.4 11.1 11.7

Ｘ＋ 3.9 6.1 6.9 7.8 8.7 9.3 9.4

Ｘ－ 1.8 3.8 4.4 4.8 5.0 5.0 4.9

ｘ 4.7 7.4 8.5 9.4 10.3 11.1 11.7

Ｘ＋ 4.0 6.1 6.6 7.5 8.5 9.1 9.4

Ｘ－ 1.4 3.6 4.2 4.6 4.8 4.9 4.7

ｘ 4.9 7.5 8.4 9.3 10.1 11.1 11.71lx

2lx

1lx

2lx

1lx

2lx

保守率：０．９３ Ｋ０１７６２０６

器具取付高さ 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m

四角配置

直線配置

単体配置

Ａ１ 5.3 5.6 5.8 5.9 4.2

Ｂ１ 5.3 5.6 5.7 5.8 5.0

Ｂ’１ 4.8 5.0 5.1 5.0 4.0

Ａ２ 12.4 13.3 13.8 14.8 16.1

Ｂ２ 11.9 12.8 13.3 14.2 15.2

Ａ４ 11.0 11.6 11.9 12.6 14.5

Ｂ４ 10.2 11.1 11.7 12.6 14.2

ＳＨＥＥＴ ＮＡＭＥＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ ＮＯ ＴＩＴＬＥ ＳＨＥＥＴ ＮＯ

ＳＣＡＬＥ ＤＡＹ

Ｅ－０６

2026.08.07

202607

NONE

照明器具姿図
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屋外階段

アプローチ SLOPE

25

ロッカー
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凡　　　　　例

記　号 名　　　称 適　　　　　用

受　　信　　機

差動式スポット型感知器

定温式スポット型感知器

同　　　　　上

光電式スポット型感知器

終　　端　　器

警 戒 区 域 線

同　上　番　号

立上げ、素通し、立下げ

Ｐ型　2級　5回線　　常時断線監視機能付

２種

１種　防水型

特種　防水型

２種　露出型

自火報設備

S

Ω

No

註記）　特記なき配管・配線は下記による。

AE 0.9 - 4C

AE 0.9 - 2C

光電式スポット型感知器 ２種　露出型　遠隔試験機能付S N

遠隔試験中継器 １回線用 

埋込型　（　　　　　内蔵）P B

表示灯付フラット発信機 P型 2級　　AC24V LED球P

機 器 収 容 箱

B DC24V　　10mA　　150mm電　　鈴

1L

消 ABC粉末消火器 10型　蓄圧式　スタンド付

1L

1L

5
ST

1 2

5
ST

3 4

1 2

3 4
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（インターネット）

※リコー？

（社協様手配）

２ｃｈ　２番号

・代表：〇〇－ＸＸＸＸ

・ＦＡＸ：〇〇－ＸＸＸＸ

TEL1

TEL2

ＮＴＴ

日本連合
警備

中継
アンテナ

ｺｰﾄﾞﾚｽ
電話機
子機

ｺｰﾄﾞﾚｽ
電話機
親機

ＦＡＸ
複合機

×２

LAN
Ｃａｔ６

ＶＰＮ
ルーター

Ｃａｔ６
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スイッチ
８ポート
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代表：〇〇－ＸＸＸＸ
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ＯＮＵ

×３

※
各部屋・事務室に
情報コンセント
必要であれば

※リコーのルーターが
　必要であれば
　そちらに置き換え

電 話 ・ Wi - Fi 設 備 図
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機　械　設　備　工　事

章 項　　　　　目 特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

２．特　記　仕　様

参考図書

１．共　通　仕　様

２．０

１．５

１．５ １．５

１．０ １．０

１．０

０．６ ０．６

０．６

０．４
外　　　気

屋　　　　　　　　　内

一　般　系　統

夏　季

冬　季

温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）温度（ＤＢ） 温度（ＤＢ）湿度（ＲＨ）湿度（ＲＨ）

室　　　　　　　　名 Ｎ　　Ｃ　　値

備

冷

暖

房

設

備

暖

房

設

備

○

空

気

調

和

設

設

換

備

衛

生

器

具

設

備

水

設

備

％

％

％

％ ℃

％℃

％ ℃

％℃

％26℃

22℃
　　工事仕様は適用しない。

該　当　す　る　建　築　材　料

項

一

般

事

●

共

通

・特定の施設（・甲類　・乙類）

耐　震　安　全　性　の　分　類

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

（２．０） （２．０） （１．５）

〈１．０〉〈１．５〉

（２．０）

〈１．５〉〈２．０〉

（１．５）

〈１．５〉

（１．５）

〈１．０〉
（１．５）

〈１．０〉

（１．０）

〈０．６〉

１．０

（１．０）

〈１．５〉 〈１．０〉

（１．０） （１．０）
〈１．０〉

（０．６）

〈０．６〉

機　　　　　器 基　　　　　　礎 振　動　絶　縁　効　率

・　標準基礎　　・　防振基礎 ・　　％以上　・　

・　８０％以上　・　

・　８０％以上　・　・　標準基礎　　・　防振基礎

・　標準基礎　　・　防振基礎

標準共通仕様書第２編によるほか下記による。

保　　　　温　　　　外　　　　装

・アルミガラスクロス　　　　・　

・カラー亜鉛鉄板　　　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

屋外露出、多湿箇所 ・ステンレス鋼板　　　　　　・　

（　　　　　　　）

・配管の保温外装は下表による。

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

・アルミガラスクロス　　　　・　

・綿布　　　　　　　　　　　・　

・ステンレス鋼板　　　　　　・　
（　　　　　　　）

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

屋　内　露　出

屋　外　露　出

下表によるほか、耳ざわり音がないよう機種選定およびダクト消音対策を行う。

制備

動設

自御

○

給設

湯備

消設

火備

○
　

　
　

　
器
設
備

　
厨
房
機

Ａ　特　性　（ｄＢ）

○

ス

設

備

ガ

天

然

そ

の

他

●

特

記

・アルミガラスクロス　　　　・　

34.0℃

-13.0℃

５　化学物質を発散する

　　建　築　材　料　等

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ，パーティクルボー

２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

３）接着剤はフタル酸ジーｎーブチル及びフタル酸ー２ーエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可

４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて

５）上記１）、３）、４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、ホルム

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

　のとし、次の１）から５）を満たすものとする。

　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しない

　か、発散が極めて少ないものとする。

　ものとする。

　塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散

　が極めて少ないものとする。

　少ないものとする。

　アルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは、発散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒ

　ドの発散量が極めて少ないものとは、発散量が第３種のものをいい、原則として規制対象外のも

　のを使用するものとするが、該当する材料等が無い場合は第３種のものを使用するものとする。

ホルムアルデヒドの発散量

規　制　対　象　外

第　三　種

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるＪＡＳ規格品

ａ　非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ　接着剤等不使用

ｃ　非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ　ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ　非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ　非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

①ＪＩＳ及びＪＡＳの　Ｆ☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

③旧ＪＩＳのＥｏ規格品

④旧ＪＡＳのＦｃｏ規格品

飲料水管系に使用されているペーストシール剤は、室内汚染に係る揮発性化合物に指定されている

下記の物質を材料及び製造工程に使用されていないこと。

　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　パラジクロロベンゼン、テトラデカン、クロルピリオス、フェノブカルブ、ダイアジノン

　フタル酸ジーｎーブチル、フタル酸ジー２ーエチルヘキシル

電気保安技術者を設置する。７　電気保安技術者

８　技　能　士　の　適　要

９　仮　設　事　務　所

10　工事用電力・用水等

11　足場・さん橋類

この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　●本工事で負担する。

・改修機械設備標準仕様書第１編２．２．１によるほか下記による。

・　内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　　種）

12　資　材　の　保　管

13　建　設　発　生　土

14　埋め戻し土・盛土

15　山　　留　　養　　生

資材の保管は必ず屋根をかけ地上３０ｃｍ以上の架台に乗せる。

根切中の山留め　有（公共桝接続部　）　・無

工事に先立ち手引き第２編による廃棄物等処理計画書を監督職員に提出し、しゅん工時には廃棄物等処理報告書を

作成し提出する。

（４）再利用又は再生資源化を図るもの　（コンクリート塊、アスファルト塊、木くず、金属くず、塩ビ管、）

17　文　字　入　名　札　等 標準仕様書第１編１．７．４によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレ

ス線等で取付ける。

機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板（アクリル樹脂製、文字彫

込み程度）を設ける。大きさは、約　　　　㎡とする。

18　取　扱　説　明　板

19　総　　合　　調　　整

20　容　量　等　の　表　示

21　耐　　震　　措　　置

・飲料水の水質の測定（・水質基準検査１０項目（一般細菌、大腸菌、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、

塩化物イオン、有機物等（ＴＯＣ）、ｐＨ、味、臭気、色度、濁度）　・トルエン）

　飲料水の水質の測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

（１）機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針

最新版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

（１）設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量）

　に、次に示す地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は１．０とする。

上層階、屋上及び塔屋

設　置　場　所

地下階、一階

（注）１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　２．〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

　　　３．上層階の定義は次による。

　　　　　　２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階

重要機器とは下記に示すものをいう。

　・火を使用する設備・避難経路上に設置する機器・　　　　　　・　　

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

機械改修工事標準仕様書第２編５章による。22　あと施工アンカー

23　吊　　　金　　　物

　　確　認　試　験

24　配　　管　　勾　　配

25　管　　の　　保　　護

26　管　　の　　埋　　設 土中埋設管（排水含む）は、管の上下をサンドクッション厚１００ｍｍで保護する。

給水管、消火管の埋設深さは　　　　　　　　　　　ｍｍとする。又、ガス管の埋設深さは　　　ｍｍとする。

する。また、コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを１／２重ね１回巻きと

かって下り勾配とする。 （ﾄﾞﾚﾝ管は完全に排水出来るような勾配とする）

給水、給湯、消火、冷温水、ﾄﾞﾚﾝ管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向

吊金物は亜鉛メッキ又はステンレス鋼製とする

27　管　の　埋　設　表　示

28　溶　　接　　部　　の

　　　非　破　壊　検　査

29　塗　　　　　　　装

図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分

は埋設標示ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

抜取率　　　・標準仕様書による　　・　

検査の種類　・ＲＴ　　・ＰＴ又はＭＴ

下記の金属電線管は塗装を行う。

下記の保温を行わない亜鉛メッキを施したダクト及び配管は塗装を行わない。

・屋外露出　　　　　・機械室内排水管の露出部

30　機器の基礎　及び

　　振　動　絶　縁　効　率

31　電　　　線　　　類

32　　は　　　つ　　　り

33　保　　温　　及　　び

　　　消　音　内　貼　り

遠　　心　　送　　風　　機

空　調　用　ポ　ン　プ　及び

ボイラー給水用ポンプ

揚　水　用　ポ　ン　プ　及び

小形給水ポンプユニット

・別図による。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編２．４．１、表４．２．１２による。

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ（グランド部を含む）、フランジ、可とう継手及び空

調ダクトのフランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

各配管の保温厚で標準仕様書中厚３０ｍｍ未満の箇所はすべて厚３０ｍｍ以上とする。ただし、排水管は

除く。

・換気ダクトの保温要（保温厚２５ｍｍ）　　　　　・範囲は図示による　・　

・外気取入れダクトの保温要（保温厚２５ｍｍ）　　・範囲は図示による　・　

・排気ダクトの保温要（保温厚２５ｍｍ）　　　　　・範囲は図示による　・　

・還りダクトの保温要（保温厚２５ｍｍ）　　　　　・範囲は図示による　・　

・膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。

・建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。

・空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・全熱交換器用ダクトの保温要（保温厚２５ｍｍ）　・範囲は図示による　・　

保温種別は下記による

　煙道　　　　　　　　　　　　（イ）・Ⅷ　　　　　・イ（・１号　・２号）　　・ロ

　昇温管　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　機器　　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　給水管　　　　　　　　　　　・ハ　　　　　　　　　　　・ロ

　給湯管　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

・排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。

　なお仕様はｄ（ロ）とする。

　（・排水トラップ　・鉛管　・鋼管類　・ビニール管　・ドレーン管　・　　　　　　　　）

・消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。

　（・屋内消火管　・水抜きできない管　・スプリンクラー配管　・　　　　　　　　　　　）

・圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。

・大便器は保温する。

・共同溝の保温種別　（・ピット内に準ずる　・　　　　　　　　　　）

・ダクトの保温外装は下表による。

区　　　　分

倉庫・書庫

機械室

居室・廊下など

倉庫・書庫

機械室

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

※配管には、冷媒管は除く。

34　　防　　凍　　保　　温

35　　試　　　　　　　験

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

弁類）は防凍保温を行い、厚さは管径２５ｍｍ以下のものは５０ｍｍ、管径３２ｍｍ以上のものは４０ｍｍとする。

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、保温厚は３２に準じる。

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（　　　　　　　　　　　　　　）

（１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（２）新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

保険等の各種措置については、別添「特記仕様書（共通事項）」による。

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

37　そ　　の　　他

36　他工事との取合い

１　設　計　温　湿　度

２　居　室　騒　音　限　界

３　煤　煙　濃　度　計 ・設ける　　・　

４　ばいじん量測定口

５　煙　　　　　　　道

６　ダ　　　ク　　　ト

・設ける（測定口は８０φとする）　・　

伸縮継手、掃除口及び煤煙量測定口の位置は図示による。　

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

７　風　量　測　定　口 取付部は図示による。

８　チ　ャ　ン　バ　ー 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音

内貼りしたチャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施工

する。

９　防煙ダ　ン　パ　ー 復帰方式（・遠隔　・　　　　　　　　）

定格入力は、ＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下とする。

10　ピストンダンパー

11　弁　　　　　　　類

12　温　　　度　　　計

13　圧　　　力　　　計

14　瞬　間　流　量　計

15　油　面　制　御　装　置

復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ（図示部分））

取付部は図示による。

取付部は図示による。

コック付とし、形式及び取付部は図示による。

制御盤には（・給油ポンプ制御　・満油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御　・返油ポンプ制御

・減油警報　・　　　　　）の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線

は製造者の標準仕様とする。

１　ダ　　　ク　　　ト

・厨房系統の長方形排気用ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。

・厨房・浴室系統の排気用ダクトの水抜き（・要　　・不要）

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

２　風　量　測　定　口

３　ダ　　ン　　パ　　ー

４　排気ダクトのシール

５　チ　ャ　ン　バ　ー

６　耐　　火　　措　　置 自家発用換気ダクトが自家発室外を通過する場合の耐火措置は図示による。

空気調和設備の該当項目による。

空気調和設備の該当項目による。

取付位置は図示による。

１　煙　道

２　排　煙　口　の　形　式 図示による

・ワイヤー式　　・電気式（遠隔操作　　・不要　・要）　３　排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

４　排　煙　風　量　測　定 「建築設備定期検査業務指導書」（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

３　電気計装工事の配線

　　の　構　成　・　機　能

２　中央監視制御装置

１　中央監視制御装置 ・有り　　・無し

天井内隠蔽の配線は図面に特記のない限りケーブル配線とする。

屋外・屋内露出の電線は図面に特記のない限り金属管配線とする。

による。（機器、盤類は除く）

使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第４編表４．２．１２の使用電線類の規格

１　大　便　器　洗　浄　弁

３　温水洗浄式便座

２　大便器ロータンク

・バキュームブレーカー　・不凍結装置付　・低圧フラッシュバルブ（　　　　　　　　　　）

・水抜き装置付

温風乾燥機能（・有　・無）　　脱臭（・有　・無）

６　水　　　　　　　栓

５　小　便　器　洗　浄　管

４　小　便　器　洗　浄　弁

７　化　　　粧　　　棚

８　石　　　けん　　　受

９　洗　　　面　　　器

10　標　　　記　　　板

11　大便器耐火カバー

・陶器製（・露出形　・　　　　）

・陶器製（・露出　・埋込）

・取付箇所（・大便器　・小便器　・　　　　）材質（・陶器製　・　　　　）

・設ける（ピット内は除く）　　・設けない

６　建物導入部配管

４　引　込　納　付　金　等

３　弁　　　　　　　類

２　量　　水　　器　　桝

１　量　　　水　　　器

・要（・本工事　・別途工事）　・不要

１　洗面器等の排水管

２　排　　水　　勾　　配

３　満　水　試　験　継　手

４　インハ゛ート桝、ため桝

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

図示の箇所に取付ける。

桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。・塩ビ桝

１　弁　　　　　　　類

１　屋　内　消　火　栓　箱

２　建物導入部配管

３　建物導入部配管 ・消火器

・標準図　施工４、５（・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））による。

・ＨＢ－１Ａ　　・ＨＢ－１Ｂ　　・　

２　燃　　焼　　機　　器

１　機　器　の　寸　法

使用ガス（・都市ガス　・液化石油ガス）

概略寸法とする

８　建物導入部配管

７　電　気　防　食

６　引　込　負　担　金

５　ガス漏れ警報器

４　メ　　ー　　タ　　ー

３　転　倒　防　止　等

２　集　　合　　装　　置

１　充　て　ん　容　器

・標準図　施工４、５（・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））による。

・要　・不要

・要（・別途工事　・本工事）　・不要

・本工事（図示による）　・別途工事

・親メーター（・買取　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）　

・標準図　施工７１（・（ａ）　・（ｂ））による

・標準図　施工７０による　　本組。

１　しゅん工時提出物

３　電　　子　　納　　品

２　定　　期　　報　　告

標準仕様書によるほか別表による。

別添「建築工事における電子納品特記仕様書（試行用）」による。

　（長野県公式ホームページ（電子入札システム）に掲載される、当該入札公告の添付図書）

工事しゅん工後３ヶ月、１２ヶ月に点検をして、その結果を書面で施設管理者あて報告する。

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（機械設備

　　工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（

　　最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新

　　版）」（以下、「標準図」という。）による。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記の

　（１）章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

　（２）特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用し、●印の付いたものは適用しない。

１　機　　　材　　　等

２　機材の品質・性能証明

４　施工条件明示項目

３　使用材料発注先調書

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。

　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　使用する機材が、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料（以下、「品質性

　能証明資料」という。）を提出して監督職員の承諾を受ける。（標準仕様書第１編第１章第４節１．４．２）

　ただし、（社）公共建築協会が発行する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備機材等評

　価名簿」によって所定の評価を受けているものは省略できる。製作図、試験成績書等は除く。

・公共建築工事積算基準の解説（設備工事編）の「執務並行改修」

使用材料名、製造者名、発注先、品質性能証明資料提出の省略について記載した調書を作成し、

監督職員の承諾を受ける。

・一般の施設（乙類）

（管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する。）

・倉庫　　　　●施工上必要部分　

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ）　

水備

●
屋内　・６５Ａ以下は１／５０、７５Ａ以上は１／１００以上　　屋外　・１／１００以上　・１／５０以上

●根切中の良質土（ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂）　・山砂の類

給

排設

●安曇野市建築工事の手引き（以下、「手引き」という。）安曇野市企画財政部監修

・監督員が指示する構内の場所に敷ならし　　・構内指定場所にたい積　　●構外搬出適切処理

　・給水装置・排水装置・換気機器・空調機器・防災設備・監視制御設備・危険物貯蔵装置●ろ過機

　排水管　　　　　　　　　　　・ロ　　　　　　　　　　　・ロ　

・パイプファン・壁取付換気扇

12　その他

・標準図　施工４、５（・（ａ）　・（ｂ）　●（ｃ））による。

●二次側は水抜きが確実にできること。

●

●配管（１．２）　・冷凍空気調和機器（１．２）　・熱絶縁（１．２）　　・建築板金（１．２）

●設けない　・設ける

ＪＩＳ又はＪＶ　●水道直結部分（●１０Ｋ　・　　　）　・その他の部分（・５Ｋ　・１０Ｋ　　　）

図示による

５　給　　水　　勾　　配

６　ペーストシール剤

16　発　生　材　処　理

①ＪＩＳ及びＪＡＳの　Ｆ☆☆☆☆規格品

気

１　提出書類等目録

２　完成図（原図・製本・ＣＡＤデータ）

３　設計図（原図・ＣＡＤデータ）

４　工事施工関係書類

５　工事完成資料

６　保守管理資料

７　官公署届出書類等

８　工具・予備品等

９　引渡書

１０　試運転用油等（　　　　）の納品書写

１１　その他監督員指示によるもの又は特記によるもの

注）完成図面の種類は、設計図面に準じて作成すること。

（３）特別管理産業廃棄物　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●合成樹脂ｶﾊﾞｰ　　　　　　　　　　・保温化粧ケース

●ｽﾃﾝﾚｽ外装　　　　　　　　　　　　・保温化粧ケース

●冷媒管の保温の外装は下表による。なお保温化粧ケースは塩化ビニール樹脂製とする。

●

３　エアコン室内機ﾄﾞﾚﾝ配管 エコﾄﾞﾚﾝ管

１　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

●

２　給湯器・温水器 ●　電気温水器

●
・水道事業者指定品（・貸与品　・買取り）　・既設　・子ﾒｰﾀｰ用量水器BOX本工事

●

・不凍結装置付●感知小便器一体型フラッシュ方式・個別感知フラッシュ方式（・埋込　・露出・便器一体）

・露出　　●隠ぺい　　・水抜き装置付

・節水コマ　・固定コマ（・寒冷地対応形　・　　　　　　） ●自動水栓

・既設水栓撤去・再取付

●止水栓付　

●

●低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

●

●機械設備共通仕様書による

中２　階

空調機器設置用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄはｽﾃﾝﾚｽ製使用し、新設現場打・後施工アンカー共本工事範囲内とする。

（別表）しゅん工時提出物（○印を付けたものを提出する。作成方法は手引きによる。）

屋　　外

建　物　別

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

建　物　名　称 工事種別 　構　造 　階　　数 延床面積（㎡） 消防法施行令 耐震分類 備　　　考

合　　計

Ⅰ．工　事　概　要

１．工　事　場　所

２．建　物　概　要

３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）

工　事　種　目
工　　　　　　事　　　　　　内　　　　　　　容

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

更新撤去

別表第一

○　空　気　調　和　設　備

○　排　　　煙　　設　　　備

〇　自　動　制　御　設　備

○　消　　　火　　設　　　備

○　厨　房　機　器　設　備

○一式

●　排　　　水　　設　　　備

●　衛　生　器　具　設　備

●　給　　　湯　　設　　　備

●　暖　　　房　　設　　　備

●　換　　　気　　設　　　備

再設置 新設

〇一式 〇一式

●　給　　　水　　設　　　備

●　冷　　暖　　房　　設　　備 ●一式

〇　濾　　過　　　設　　備

〇　超　　音　　波　　設　　備　　　　　　　　　　　　

４．設　備　概　要（○印を付けたものを適用する）

設　　　　　　備　　　　　　概　　　　　　要

・

空　　　調　　　方　　　式

冷　　暖　　房　　方　　式

暖　　　房　　　方　　　式

換　　　気　　　方　　　式

・

・ ・・

給　　　水　　　方　　　式

排　　　水　　　方　　　式

方　法　及　び　種　別

・・消　火　設　備　の　種　別

・都市ガス（発熱量　　　　　　　ＫＪ／Ｎｍ、供給事業者名：　　　　　　　　）
ガ　　ス　　の　　種　　別

・消火器

浄化槽　（・合併　・単独　）

●パネルヒーター

建物内汚水、雑排水（●分流　・合流）

建物外汚水、雑排水（・分流　●合流）

放流先　　　　●公共下水　　　・　

●局所換気

●床暖房・遠赤外線ヒーター ・ＦＦ暖房機

５．指　定　部　分　　・無　　　　　　・有　（指定部分しゅん工期限　平成　　　年　　　月　　　日）

Ⅱ．図　面　目　録

図　　　　面　　　　名　　　　称 №№

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

Ⅲ．工　事　仕　様

図　　　　面　　　　名　　　　称

機械設備工事特記仕様書　　　　　　　　　Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ期共通
（２）引渡しを要するもの以外は構外搬出し関係法令により適切に処理すること。

・性能確認試験　（　　　　　　　）施工後確認試験　（換気扇）　確認強度　　ｴｱｺﾝ計算強度

電気パネルヒーター

・アングルフランジ工法　　●スパイラルダクト　　・ｻｲﾚﾝﾄﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

・ステンレス製（図示範囲）　　　●鋼板　

５　風量調整ダンパー 手動式

（電気温水器用給排水金具・パイプは必ず専用部品を使用する事）

ＳＨＥＥＴ　ＮＡＭＥＣＨＥＣＫ ＤＲＡＷ ＪＯＢ　ＮＯ ＴＩＴＬＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ

202607
ＳＣＡＬＥ ＤＡＹ 2026.07.14１：任意

Ｍ－０１機械設備　特記仕様書

○　天　然　ガ　ス　　設　　　備

○　給　　　油　　設　　　備

○　床　暖　房　設　備　　　　　　　　　　　　

○一式

○一式 ○一式 ○一式○一式○一式

○一式 ○一式 ○一式○一式○一式

○一式 ○一式 ○一式○一式○一式

○一式 ○一式 ○一式○一式○一式

○一式 ○一式 ○一式○一式○一式

○一式 ○一式 ○一式○一式○一式

○一式〇一式 〇一式 ●一式

○一式〇一式 〇一式 ●一式

○一式〇一式 〇一式 ●一式

○一式〇一式 〇一式 ●一式

○一式〇一式 〇一式 ●一式

○一式〇一式 〇一式 ●一式

○一式 ○一式○一式○一式

○一式 〇一式 ●一式

○一式 ○一式○一式○一式

○一式 〇一式 ●一式

●マルチエアコン ・ルームエアコン●パッケージエアコン

・液化石油ガス（発熱量　１００，０００　ＫＪ／Ｎｍ　）

衛生機器表

冷暖房・換気機器表

給排水設備配置図

給排水設備平面図

冷暖房設備平面図

換気設備平面図

（１）引渡しを要するもの　　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　）

・風量調整　●水量調整　・室内外空気の温湿度測定　・騒音測定

管上６００

・浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　・　

〇
煙
道
設
備

●親メーター（・貸与品　●既設　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）

・　ガス給湯器　LPG用

〇 ・別途（・５０ｋｇ　・　　　　）・既設

各種屋内機器変更によりﾒｰｶｰ仕様又は計算により確認する。２　ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・吊棒口径

天井点検口の取付位置は、機械設備・電気設備施工上・管理上必要な位置とする。

共通仕様書・ﾒｰｶｰ推奨気密試験圧力で実施（ﾒｰｶｰ推奨試験に場合証明書類提出）

国土交通省大臣認定工法（乾式壁対応品）で施工し事前に承認を得る

施工前に現地調査を行い設計図との違いが生じた場合は係員と協議を行い施工する。

３　天井点検口設置位置

４　冷媒配管気密試験

５　界壁・防火壁貫通部処理

６　現地調査

加熱方式（・貯湯式　●瞬間式）　給水方式（●給水管直結給水方式　・ポンプ加圧給水方式）

安曇野市豊科南穂高2698番1

豊科北小児童クラブ 増築 W造一部S造 2 454.62 - -



品名 仕様
設置場所

屋外

車椅子対応便器
CS20AB　

小便器

小便器専用手摺

１

他付属品一式

他付属品一式

1F 1F
掃除物入玄関手洗い場1F男子WC多目的トイレ 1F女子WC 2F男子WC 2F事務室

密結ﾀﾝｸ　SS30BFKL　ｽﾄﾚｰﾄ止水栓

ｳｵｯｼｭﾚｯﾄP+リモコン便器洗浄ユニット（瞬間式）
１

紙巻器　 他付属品一式

洋風大便器

可動手摺 他付属品一式

固定手摺 L型手摺　樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ　T112CL10 他付属品一式

CS597BS 密結ﾀﾝｸ　　SH596BAR

他付属品一式

他付属品一式
ｳｵｯｼｭﾚｯﾄ　TCF5621Y（瞬間式）　ﾘﾓｺﾝ　

YH500 １

１

１

固定手摺 他付属品一式L型手摺　樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ　TS134GLCY8S １

１

跳ね上げ手摺　樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ　EWC731 １

カウンター一体形 カウンター一体形洗面器　MVRS45P
他付属品一式 １

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ一式 他付属品一式
ｱﾝﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰ洗面器　L501

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ一式 他付属品一式
自動水栓　TLE26SS1A

ｱﾝﾀﾞｰｶｳﾝﾀｰ洗面器　L501

自動水石けん供給栓　TLK07S01JA

Sﾄﾗｯﾌﾟ ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ扉式　MFT3C0874BｱNB12W

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ一式 他付属品一式
ﾍﾞｯｾﾙ洗面器　LS722CM

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ一式 他付属品一式
ｾﾙﾌﾘﾐﾝｸﾞ洗面器　LS351CM

２

１

２

２

１

１

１

１

１

１

１

２

１

２

２

１

１

１

１

１

合計

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

組

１

2F職員WC

１

７

８

１

４

１

４

２

１

２

２

１

化粧鏡 （建築工事）

衛生器具表
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単位 備 考

（衛生器具の設置については事前に承諾図を提出し係員・施設担当者の承諾を得ること、又、現地の状況を考慮する事）

（衛生器具は寒冷地仕様とする。衛生器具型番は参考とし、参考型番が廃止または変更になっている場合、他メーカーの製品使用の場合は係員の指示による。）

衛生器具設備　機器表 Ｍ－０２

消費電力1260W

消費電力600W×2台

消費電力532W

樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ　T112CU22　

UFH500　　　他付属品一式

壁掛壁排水小便器　自動ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ（乾電池ﾀｲﾌﾟ）

自動水栓　TLE26SS1A（AC100V）

Sﾄﾗｯﾌﾟ

自動水石けん供給栓　TLK07S01JA

ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ扉式　MFT3C1044BｱNB12W

自動水栓　TLE26SS1A(AC100V）

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ　ML60C1050B

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ　ML60C0880B

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ　MB50L0900B

Sﾄﾗｯﾌﾟ ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ扉式　MFT4S0882BｱNB12W

電気温水器3L　REAH03B11RS26SK

ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙ扉式　MFT3C1644DｴNB12W

自動水石けん供給栓　TLK07S01JA

自動水石けん供給栓　TLK07S01JA

Sﾄﾗｯﾌﾟ

自動水栓　TLE26SS1A(AC100V）

自動水栓　TLE26SS1A(AC100V）

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ　MLUAC1650C

掃除用流し
SK22A　　　横水栓　T23AEQ20C

他付属品一式
TK22　TN128　T9R　T37SGEP

洗濯機パン 縦引きトラップ　PJ2008NW

洗濯機用水栓

PWP640N2W

TW11RF １

１

１ 組

組

組１

１

１

PLA15E2WLN

消費電力450W

１ 組

１ 組

１ 組

KK08343

KK086272加熱機器（IH）

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合水栓

流し台

１ 組

PMINW6058Wレンジフード

１ 組

KT50031

ｳｫｰﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ　PLAW60MWHF吊戸棚

横幕板 １ 組

１ 組

組

SUS流し台 （ 既存品再利用）

（ 既存品再利用）単水栓

１

２ ２

１ 組DENONSET電気温水器12L

消費電力3000W



記号 機器名称 室名 機器型式 機器仕様 合計
電力

電圧（Ｖ） 容量（KW）相（φ）
備考・参考
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Ｍ－０３冷暖房・換気設備　機器表

冷暖房・換気　機器表

冷房能力　11.2kw　暖房能力　12.5kw

組１ ３ 200
天井カセット空冷ヒートポンプ 冷

暖

消費電力標準タイプ

リモコン

AC-1
４方向吹出エアコン（ツイン）

児童クラブ1-A
室外機

室内機 ×2台

冷媒配管　CU19.05-9.52

冷媒配管　CU15.88-9.52 ドレン管　AC25

渡り配線工事・リモコン配線工事（材工）

冷房能力　11.2kw　暖房能力　12.5kw

防振架台　防雪フード　分岐管

5.96

6.39

日立冷房能力　22.4kw　暖房能力　26.5kw

RAS-AP224TN

RCI-GP112KA ×2台

圧縮機出力5.47kw 質量　219kg

質量　26kg

組１ ３ 200
天井カセット空冷ヒートポンプ 冷

暖

消費電力標準タイプ

リモコン

４方向吹出エアコン（ツイン）

室外機

室内機 ×2台

冷媒配管　CU19.05-9.52

冷媒配管　CU15.88-9.52 ドレン管　AC25

渡り配線工事・リモコン配線工事（材工）

冷房能力　11.2kw　暖房能力　12.5kw

防振架台　防雪フード　分岐管

5.96

6.39

日立冷房能力　22.4kw　暖房能力　26.5kw

RAS-AP224TN

RCI-GP112KA ×2台

圧縮機出力5.47kw 質量　219kg

質量　26kg

組１ ３ 200
天井カセット空冷ヒートポンプ 冷

暖

消費電力標準タイプ

リモコン

４方向吹出エアコン（ツイン）

室外機

室内機 ×2台

冷媒配管　CU19.05-9.52

冷媒配管　CU15.88-9.52 ドレン管　AC25

渡り配線工事・リモコン配線工事（材工）

冷房能力　11.2kw　暖房能力　12.5kw

防振架台　防雪フード　分岐管

5.96

6.39

日立冷房能力　22.4kw　暖房能力　26.5kw

RAS-AP224TN

RCI-GP112KA ×2台

圧縮機出力5.47kw 質量　219kg

質量　26kg

組１ ３ 200
天井カセット空冷ヒートポンプ 冷

暖

消費電力標準タイプ

リモコン

４方向吹出エアコン（ツイン）

室外機

室内機 ×2台

冷媒配管　CU19.05-9.52

冷媒配管　CU15.88-9.52 ドレン管　AC25

渡り配線工事・リモコン配線工事（材工）

冷房能力　11.2kw　暖房能力　12.5kw

防振架台　防雪フード　分岐管

5.96

6.39

日立冷房能力　22.4kw　暖房能力　26.5kw

RAS-AP224TN

RCI-GP112KA ×2台

圧縮機出力5.47kw 質量　219kg

質量　26kg

AC-2

AC-3

AC-4

組１ ３ 200
天井カセット空冷ヒートポンプ 冷

暖

消費電力標準タイプ

リモコン

４方向吹出

室外機

室内機 冷媒配管　CU15.88-9.52 ドレン管　AC25

渡り配線工事・リモコン配線工事（材工）

日立

質量　26kg
AC-5

エアコン

PLAY　ROOM

児童クラブ1-B

児童クラブ2-A

ENTRANCE　HALL
冷房能力　10.0kw　暖房能力　11.2kw 冷媒配管　CU15.88-9.52 圧縮機出力1.80kw 質量　95kg 2.25

2.31 RCI-GP112RHN

RCI-GP112KA

渡り配線工事・リモコン配線工事（材工）

組１ 200
天井カセット 冷

暖

消費電力標準タイプ

リモコン

室内機

渡り配線工事・リモコン配線工事（材工）渡り配線工事・リモコン配線工事（材工）

AC-6

AC-7

ルームエアコン
1F休憩室

１方向吹出

室外機 冷房能力　2.8kw　暖房能力　4.0kw 質量　43kg

質量　14kg
１

日立

RAP-K28SD

RAC-PK28SD

組１ 200
天井カセット 冷

暖

消費電力標準タイプ

室内機
ルームエアコン

１方向吹出

室外機 冷房能力　2.8kw　暖房能力　4.0kw

冷房能力　2.8kw　暖房能力　4.0kw

質量　43kg

質量　14kg
１

日立

RAP-K28SD

RAC-PK28SD
AC-9 2F休憩室

防振架台　防雪フード

冷房能力　2.8kw　暖房能力　4.0kw

防振架台　防雪フード

組１ ３ 200
天井カセット空冷ヒートポンプ 冷

暖

消費電力標準タイプ

リモコン

４方向吹出

室外機

室内機

日立

質量　26kgエアコン

渡り配線工事・リモコン配線工事（材工）

防振架台　防雪フード

AC-8

組１ 200
天井カセット 冷

暖

消費電力標準タイプ

室内機
ルームエアコン

１方向吹出

室外機 冷房能力　2.8kw　暖房能力　4.0kw

冷房能力　2.8kw　暖房能力　4.0kw ドレン管　AC25

質量　43kg

質量　14kg
１

日立

RAP-K28SD

RAC-PK28SD

防振架台　防雪フード

2F事務・相談室

2F　HALL
冷房能力　7.1kw　暖房能力　8.0kw

冷房能力　7.1kw　暖房能力　8.0kw 冷媒配管　CU15.88-9.52

質量　89kg

冷媒配管　CU9.52-6.35

冷媒配管　CU9.52-6.35

冷媒配管　CU15.88-9.52

冷媒配管　CU9.52-6.35

冷媒配管　CU9.52-6.35

圧縮機出力1.20kw

圧縮機出力0.75kw

圧縮機出力0.75kw

圧縮機出力0.75kw

1.62

1.66 RAS-GP80RHN

RCI-GP80KA

冷媒配管　CU9.52-6.35

冷媒配管　CU9.52-6.35

ドレン管　AC20

ドレン管　AC20

ドレン管　AC20

0.63

0.92

0.63

0.92

0.63

0.92

防振架台　防雪フード

児童ｸﾗﾌﾞ1-A

児童ｸﾗﾌﾞ2-A児童ｸﾗﾌﾞ1-B

PLAYROOM

組 １ 100

組１ １ 100

ﾀﾞｸﾄ用換気扇

台所用

P-08TK3
組 １ 100天井埋込形換気扇 ﾀﾞｸﾄ用換気扇 コントロールスイッチ 天吊金物プラスチックタイプ、低騒音タイプFE-1 風量　460ｍ3/Ｈ １２ 17.0Wダクト口径150

三菱VD-23ZVX7-C児童ｸﾗﾌﾞ1-A

児童ｸﾗﾌﾞ2-A児童ｸﾗﾌﾞ1-B

PLAYROOM

他
組 １ 100天井埋込形換気扇 ﾀﾞｸﾄ用換気扇 コントロールスイッチ 天吊金物プラスチックタイプ、低騒音タイプ

他
組 １ 100天井埋込形換気扇 ﾀﾞｸﾄ用換気扇 コントロールスイッチ 天吊金物プラスチックタイプ、低騒音タイプ

組 １ 100ﾀﾞｸﾄ用換気扇 １２

FE-2

FE-3

OA-1

OA-2

レンジフード 2F事務・相談室

2F休憩室1F休憩室

2F事務・相談室
給排気グリル

SUS製深型フード共

給排気グリル

2F休憩室1F休憩室

2F事務・相談室

1F多目的WC　1F男女WC

2F職員WC　2F男女WC

ﾀﾞｸﾄ用換気扇
風量　キッチンユニット定格 ダクト口径150 SUS製深型フード共

風量　160ｍ3/Ｈ ダクト口径100

風量　100ｍ3/Ｈ ダクト口径100

SUS製深型フード共

SUS製深型フード共

SUS製深型フード共プラスチックタイプ

プラスチックタイプ

ダクト口径150

ダクト口径100 SUS製深型フード共

３

３

６

5.0W

2.5W

P-02TK3

P-02TK3

三菱VD-10ZVC7

三菱VD-15VC7

P-04SWV2

他

P-04SWV2

P-04SWV2

１組電気ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ 壁掛形 サーモスタット内蔵 いたずら防止プレート付
ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ

PH-1
1F多目的WC　2F職員WC

1F・2F男女WC
６暖房能力　430Kcal/H　　 100 0.5KW

NX-500

三菱P-18GLF6　P-18VS4

三菱P-18GLF6　P-18VS4

三菱P-13GLF6　P-13VS4
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給 排 水 設 備 配 置 図 M-04

蓋番号 種 類 桝 管 底 座 標 値

インバート桝

インバート桝

インバート桝

インバート桝

インバート桝

インバート桝

1

2

3

4

5

6

7

勾 配

桝 リ ス ト

排　水　管

給　水　管

（屋外）

給　水　管

（屋内）

（屋外）

排　水　管

（屋内）

通　気　管

ドレン管

50V

凡　　　　　　例

名　　称記　　　号

HI20

20A 

50V

30V

100V

D

耐衝撃性硬質塩化ビニール管

硬質塩化ビニール管

塩ビライニング鋼管

内外面被覆塩ビライニング鋼管

硬質塩化ビニール管

硬質塩化ビニール管

硬質塩化ビニール管

仕　　　　　　　　　　様

VP(VU)

HIVP

SGP-VB

SGP-VD

VP

VP

75A 以上はVU 

地中埋設、不凍栓2次側はVD

地中埋設部

露出部、隠ぺい部

すべてVP

摘　　　　要

2Fは耐火2層管

すべてVP

2Fは耐火2層管

VP

屋内はACﾄﾞﾚﾝ管

TVP

TVP

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

塩ビ製蓋

インバート桝 100-150　90L左

100-150　45YS左

100-150　90L左

100-150　90L左

100-150　90L右

100-150　ST

10.00

10.25

10.25

10.25

10.25

10.25

10.25

2/100
-920

-720

-630（-660）

-1200

-1000

-610

③④

⑤⑥⑦ 土 土

②

①
A

⑧

A トラップ桝 100-200 塩ビ製蓋 10.25-500（-620）

8 インバート桝 100-150　45YS右（片段差） 10.00-1170（-1200）

100-150　45L右 -1160

※舗装復旧は建築工事（約3.0m2）

※園庭表土復旧は建築工事（約40.0m2）

不凍栓柱φ13*1.5m

VU100

AS

HI30

VU100

H
I
3
0

V
U1
0
0

HI30

Ｔ

VU100

HI30

HI30

VU100

※舗装撤去、路盤工までは本工事

既存給水管分岐30*30

既存排水管分岐100*100

ホーム水栓φ13

既設メーターφ40

既存管接続φ32→φ20

Ｍ

公共桝

→Ｍ
HI 20

HI 20
VD20A

VB20A

VP50

新設不凍栓φ20*600H
不凍栓BOX（ VC-6）

流し台、水栓移設

既存管切り離しφ32→配管・ 付属品撤去は解体工事

既存角ﾏｽ接続φ50

プール用メーターφ32撤去（ BOX共） 解体工事
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1階　平面図2階　平面図

13

アプローチ SLOPE

25

ＵＰ

ＷＣ女子

階段下収納

14

1

内部階段

ENTRANCE　HALL

ＤＮ

休憩室

納戸

PS

HALL

ＤＮ 25

14 13
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給排水設備　各階平面図 M－05

Ｔ

300
400

800
320200

COA100
COA100

COA100
COA50

COA100 COA75

COA100 COA100

32A 32A

32A20A 20A 25A
20A 20A

75V

65V 50V40V75V75V

50V

50
V

50V

50
V

5
0V

5
0V

75
V

20A

20
A

20A

20A 25A

32
A

3
2A

20
A

20A

20A

40V

40V

40
V

50V 50V

100V

50V

1
00

V

7
5V

COA100COA75

COA100

COA75

COA100

COA100

COA50

32
A

20A

20A20A

32A 20A 20A

50
V

20A

2
0A

25A

2
5A

32
A

50TV 50TV

75
T
V

75
TV

10
0T
V

50
TV

50
TV

40
TV

50
TV

50
TV

5
0T

V

50TV

100TV

75
TV

40TV

50
T
V

40TV

5
0T

V

50TV

40
TV

※給水管の枝管はすべて20Aとする。

※給水器具の接続部で20*15Aに変換する。(器具ｿｹｯﾄ、ｴﾙﾎﾞ）

※PS及び2階の排水・通気管は耐火2層管（TVP）とする。

※ドルゴ通気弁付近の天井点検口は建築工事とする。

※床下点検口（建築工事）は監督員・監理者と協議して設置場所を検討すること。
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冷暖房設備　各階平面図 M－06
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記号 配管口径
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ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎4100*1300*600H（建築工事）

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎3900*1000*600H（建築工事）

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎2400*900*600H（建築工事）

AC

AC

6

雨水浸透桝（建築工事）

雨水浸透桝に接続 雨水浸透桝に接続

雨水浸透桝（建築工事）
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換気設備 　各階平面図 M－07
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工事設計用紙

名　　　　称 摘　　　　　　　要 単位 数　　量 単　　価 金　　　額

（　構造材加工・組立費　）

工場組立加工費 kg 6,857.0

工場溶接費 kg 6,857.0

防錆塗装 JIS K5674 工場2回 kg 6,857.0

鉄骨運搬費 重機共 kg 6,857.0

建て方費 本体接続PL・ボルト含む kg 6,857.0

高力ボルト締め付け費 kg 6,857.0

アンカーフレーム セット共 基 8.0

JISブレース 本 14.0

手摺 m 24.0

法定福利費 式 1.0

Ｃ-6　計

42
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